大 菩薩 峠 

年魚 巿の卷 


中 里 介 山 


年き 巿は 今の 「愛知」 の 古名な り、 本篇は 

頼 朝、 信 長、 秀吉を 起せし 尾 張 国より 筆 を 

起せし を 以て この 名 あり。 

たそがれ  ぼくち ゆう 

今日の 黄昏、 宇治山 田の 来 友が、 一 本の 木 柱 を か つ 

いで 田 疇 の 間 を うろついて いるの を 見た 人が ある。 

その 木 柱 は 長さ 約ニメ ー トル、 幅 は 僅かに 五 インチ 

に 過ぎまい と 思われます。 

これ を 甲 州 有 野 村の 藤 原 家の 供養 追善の ために、 慢 


心 和尚が かつぎ 出した 木 柱に 比べる と、 大きさに 於て 

比較に ならない し、 重量に 於ても 問題に ならない もの 

であります。 

さしよ ラ 

本来、 来 友の 気性から いえば、 道理と 実力が 許す 限 

り、 他人が 七十 二 貫の もの を かつげば、 自分 も それ を 

やれない と は 言わない 男です が、 単に、 たれ それが 材 

木 を かついだ から、 お前 も 材木 を かつがね ばなら ぬと 

しょうそう 

いう、 無意味な 競争心と、 愚劣な 模倣の ために、 焦躁 

する 男ではありません。 

第一、 慢心 和尚が、 いつ なんらの 目的で、 どれほど 

の 木 柱 を かつぎだし たか、 そんな こと を 旅 中の 米 友が 


知っている はずが なし、 それに 地形 そのものが、 また 

お もむ き 

大いに 趣 を 異にして、 あちら は、 四方 山に 囲まれた 

でんや 

甲府 盆地の 一角で あるのに、 これ は、 田野 遠く 開けて、 

水勢 甚だ 豊かに、 どちら を 向いても、 さっぱり 山と い 

う もの は 見えない ようです。 

それ は 黄昏の ことで、 多少の もやが かかって いると 

さんき 

はいえ、 どの 方面から も、 山気と いう ものの 迫り 来る 

憂い は 更にない から、 どう 考えても、 ここ 十 里 四方に 

は、 山ら しい 山と いう もの は 無い と 思わねば なり ませ 

ん。 

その代り、 水の 潤沢 である こと は 疑いがない らしい。 


そうかといって、 常 陸 の 霞ケ浦 附近 や、 出 雲の 

宍道 湖畔の ように、 水郷と いった 趣で はない が、 大河 

が 四 境 を 圧して、 海と 持 合いに、 この 平野が のびて い 

ると いう 感じ は 豊かで ある。 

見渡す 限り は、 その 大河の 余 流 を 受けた 水田で、 水 

田の 間に 村が あり、 森が あり、 林が あり、 道路が あつ 

て、 とりとめのない 幅の広い 感じ を 与えない でもない- 

来 友が 件 の 田 疇 の 間 を、 木 柱 を か つぎながら、 う 

ろつ いて 行く と、 楊柳の 多い ところへ 来て、 道が ハツ 

タと 途切れて 水になる。 

大抵の 場合 は、 それ を 苦 もな く 飛び越えて、 向う 岸 


おど 

に 移る が、 これ は 足場が 悪い。 距離に 於て は、 躍って 

すべ 

越える に 難 無き ところで も、 ヒリが けんのん だと 思う 

時 は、 彼 は 気 を 練らして 充分な 後 もどり をす る。 

よし  あし  さえ， さ 

葭と、 蘆と が 行 手 を 遮る。 ちっと 方角に 迷うた 時 は、 

ろてき  すきま 

蘆 荻の 透 間 を さがして、 爪立って、 そこから 前 路を見 

る。 出発点 は 知らないが、 到着 点の 目 じる し は、 田 疇 

の 中の 一 むらの 森の、 その 森の 中で も、 群 を 抜いて 高 

ぎんなん 

い 銀杏の 樹 であるら しい。 

たんぼみ ち 

こんな ふうに、 慣れない 田圃 道 を、 忍耐と、 目測と、 

うか い 

迂 廻と を 以て 進む ものです から、 見たところ では、 眼 

と 鼻の 距離し かない あの 森の、 銀杏の 目 じる しまで 至 


りつく に は、 予想外の 時間 を 費して いるもの らしい。 

そこでい くら 気 を 練らしても、 持って 生れた 短気の 

生れつき は、 如何と もし 難い ものと 見える。 

いったい、 正直者 はたいて い 短気です。 短気の 者が 

すべて 正直と いえる かどう か は 知らないが、 宇治山 田 

の 米 友に 限って、 正直で あるが 故に 短気 だとい う 論理 

は、 彼 を 知れる 限りの 者が 認める に 相違ない。 正直者 

は、 この 世に 於て、 距離と 歩数と は 常に 比例す る もの 

あざむ やす 

だと 考えて いる。 距離と 歩数と が 最も 人 を 欺き 易い 

の は、 山岳と 平野と が ことに 烈しい こと を 知らない。 

山岳の 遭難者が、 ホンの 目に 見える ところで 失敗す る 


さ 

ように、 見通しの 利く 平野の 道に、 大きな 陥没と 曲折 

が ある こと を、 熟練な 旅行者 は 知っている。 

そこで、 この 世の 苦労に 徹 骨した 大人 は 教えて いう、 

九十 里に 半ばす と。 

わが 宇治山 田の 来 友 も、 このごろ では、 かな リ 人情 

うよき よくせ つ 

の 紆余曲折 にも 慣れて いるから、 距離と、 歩数と、 時 

間との 翻弄に も、 かなりの 忍耐 を 以て、 ようやく めざ 

すと ころの 森 蔭に 来た 時分に は、 黄昏の 色が 予想より 

は 一 層 濃くな つ ていた こと も 是非が ありません。 

その 森 は、 かなりの 面積 を 持った、 だ だつ 広い 森で、 

中 に 真黒 いのは 黒松 である。 


柳 も あり、 梅 も あり、 銀杏の 樹も 多い。 柿の 木なん 

ども 少なくな いから、 森と いえば 森 だが、 屋敷と いえ 

ば 屋敷と も 見られる。 庭園と 見れば 庭園で ある。 かく 

てよう やく 目的地に 至りつ いた 米 友 は、 森の 闇の 中へ 

ニメ— トル の 木 柱 を か つ いだな リで、 無 一 一 無 三に 進み 

入りました。 

二 

この 森 は、 物す ごい 森で はない。 とりとめ もな く 広 

い 水田の 間へ、 幾 刷毛 かの 毛 を 生やした ような 森です 


さんじん ほこら  ひとみごくう 

から、 中に 山 神の 祠 があって、 そこに 人身御供の 女が 

うめき 苦しんで、 岩 見 重 太郎の 出動 を 待って いると い 

うような 意味の 森ではありません。 

面積に 於て 広い に は 広い が、 やっぱり 屋敷 跡、 ある 

いは 庭園、 もしくは 公園の 一部と いったよ うな 気分の 

中の 森 を、 米 友 は ニメ— トルの 木 柱 を かついで 無二 無 

三に 進んで 行く と、 やがて かなりの 明るさが パッと 行 

手の 森の 中に 現われて、 そこで ガヤ ガヤと 人の 笑い声、 

話し声が 手に 取る ように 聞え 出しました。 

その 笑い声、 話し声 も、 うつろの 前で、 今昔 物語の 

老人が 聞いた ような フェアリス チックな 笑い声、 話し 


声で はなく、 充分の 人間味 を 含んだ 笑い声、 話し声で 

すから、 すべての 光景が 行く に 従って、 森の 荒 唐 味と、 

幻怪 味と を 消して しまいます。 

「ヮ ハ、 ハ、 ハ、 ハ、 ハ、 そう 来られち や、 どうもた 

まらね え」 

充分 人間味 を 帯びた 笑い声、 話し声の 中で、 ひとき 

わ 人間味 を 帯び 過ぎた、 まやかし 声が 起った ことに 

よって、 幻怪 味と、 荒 唐 味 は、 根柢から 覆 されて し 

まいました。 

今の、 その 声 を 聞いて ごらんなさい。 知っている 人 

は 知っている、 知らない 人 は 知らない、 これ ぞ 十八 文 


とどろ  けいがい 

の 名声 天下に 轟く  (？) 道 庵 先生の 謦咳の 破裂で ある 

こと は 間違いが ありません。 

「ナァ —ン だ、 道 庵 先生、 先生、 こんなと ころに 来て 

いやがら あ」 

あき 

長者 町の 子供が、 くしゃみ をして 呆れ返って いるに 

相違ない。 

見れば、 その、 だ だつ 広い 森の 中、 森と いうより は 

屋敷 跡と か、 庭園と かいう 感じ を 与える 森の 中の、 と 

むしろ 

ある 広場 を 選定して、 そこに 数十 枚の 蓆が 敷きつ め 

まわ リ  こうこう  かが リび 

られて あり、 その 周囲に、 煌々 として 幾多の 篝 火が 焚 

き 立てられ ている。 


その 蓆の 上へ、 嬉々 として、 お客様 気取りに 坐り込 

んで いるの は、 この 界隈のお 河童 や、 がっそう や、 

あげまき  よだ れ 

総 角 や、 かぶろ や、 涎く りであって、 少々 遠慮 をして、 

蓆の 周囲に 立ちながら 相好 をく ずして いるの は 皆、 そ 

れらの 秀才 と 淑女の 父 兄 保護者 連な のであります。 

さて 席の 正面 を 見る と、 そこに 臨時の 祭壇が 設けら 

れて ある。 その 祭壇に 使用され た 祭具 を 見る と、 八 脚 

さいき  は 

の 新しい 斎 机 も あり、 経 机の 塗りの 剝 げたの も あり、 

御幣 立が 備えられて あるかと 見れば、 香炉が くすぶ つ 

たなつ もの はたつ もの  うつわ  しんぶつ こんこう 

ている。 田 物、 畑 物 を 供えた 器 も、 神仏 混淆の チグ 

ハグな もので、 あたり 近所から、 借り集めて 人寄せに 


間に合わせる という 気分が、 豊かに 漂う のであります。 

それよりも 大切な こと は、 祭壇が あれば、 祭主が な 

えぼし 

ければ ならない ことです が、 御 安心なさい、 烏帽子 

直垂 でい ちいの 笏を 手に 取り持った 祭主 殿が、 最初 

から、 あちら 向きに ひとり 坐 つ て 神妙に 控えて ござる 

—— さ てまた 祭主と 祭壇の 周囲に は 当然、 それに 介 添、 

その 世話人と いったよ うな もの もなければ ならぬ。 そ 

れも 心配す るが もの はない。 

村 方の 古老、 新老が 都合 五名、 いずれも 平和な ほほ 

えみ を 漂わして、 祭主の 周囲に、 くすぐつ たそうに 坐 つ 

けさ ごろ も 

て ござる。 のみならず、 形ば かりの 袈裟 衣 をつ けた 坊 


さんが 一枚、 特志を 以て その 介 添に 加わって、 何かと 

世話 を やいて ござる。 

さて、 烏帽子 直垂の 祭主の みは、 恭 しく 笏を 構え 

て、 祭壇に 向って 黙禱を 凝らして いるが、 祭壇の 彼方 

ほこら 

に は、 神 も、 仏 も、 その 祠も、 社 もお わし まさない。 

まだけ  たけやぶ 

ただ 一 むら、 真竹の 竹 藪が あるば かりだ。 

何の こと はない、 祭主 はこの 竹 藪に 向って、 供物 を 

捧げ、 黙禱を 捧げて いるよう な ものです。 

列席の 秀才 や、 淑女 は、 鼻汁 をす すりながら、 神妙 

に 席 をく ずさず 構えて いるの は、 多分、 この 祭礼と 供 

養が 済み さえ すれば、 あの 捧げ ものの 田つ 物と、 畑つ 


物と、 かぐの 木の実と は、 公平に 分配して もらえる か、 

或いは 自由競争で 取る に 任せる か、 その 未来の 希望 を 

胸に 描いて、 それ を 楽しみに おとなしく している もの 

らしい。 

ところで、 道 庵 先生 は、 どうした。 さいぜん あれ ほ 

じょはきゅう 

ど 人間味 を 発揮した 序破急、 あれが 道 庵 先生の 声で な 

くて 何で ある。 

ところが この 一座の どこに も、 その 先生の 姿が 見え 

ない II 


さいぜん、 来 友が この 森の、 臨時 祭壇に 近いと ころ 

まで 来た 時分に、 この 陽気な 笑い声、 話し声の 中から、 

ひときわ 人間味 を 帯びた われがねで、 「ヮ、 ハ、 ハ、 ハ、 

そう 来られち や、 どうもた まらね え」 とわめ かれた 声 

は、 聞き あやまる ベ くもなき 道 庵 先生の 声で あるのに、 

その 声が、 たしかに この 席から 突破され て 来た もので 

あるのに かかわらず、 現場 を 見れば、 その 人の 影 も、 

形 も 見えない から、 全く 狐に つままれ たような もので 

がんどう 

だが、 この 一席の 紳士 も 淑女 も、 秀才 も 頑 童 も、 そ 


んな こと を 少しも 気に かけて はいない。 いずれも 平和 

なほ ほえみ を もって、 恭しく 祭壇に 向つ て 黙禱を 捧げ 

え ま しク たたれ 

ている ところの、 烏帽子 直垂の 祭主の 方の み を 気にし 

ている と、 この 祭主 殿が、 やがて 思いがけな くも、 すつ 

くと 立ち上りました。 立ち上る といきな り、 なりに も 

ふリ にも かまわずに、 大きな あくび をして みたが、 そ 

の あくび を 半分で 切り上げて、 言葉せ わしく、 

「まだ、 来ね え かよ、 あの 野郎 は、 友 様 は、 鎌 倉の 右 

大将 はま だ 来ね え かね」 

と 言いました。 そこで、 はじめて 正体が、 すっかり 

ばくろ 

曝露して しまいました。 


えぼし ひたたれ 

この 烏帽子 直垂の 祭主 殿が すなわち、 さいぜんから 

声の み を 聞かせて 姿 を 見せず、 心 ある 人に 気 を もませ 

たこれ が 道 庵 先生で ありました。 

烏帽子 直 垂の道 庵 先生 は、 こうして 立ち上り、 向き 

直って 笏 を 以て 群集 を さしまねきながら、 

「友 様 は、 まだ 来ね え かね」 

のた ま 

と宣 わせられました。 しかし 善良なる この 村の 紳士 

淑女と、 秀才と、 令嬢と を 以て 満たされ たこの 一席 は、 

ふうさ い 

祭主の 調子の ざっかけ なのと、 風采、 挙動の 悪ふざけ 

に 過ぎた ような のに、 嘲笑 を こめた 喝采 を 送る ような 

無礼な 振舞 は あえてし ませんで した。 


「迎えに 行って 来て 上げましょう か」 

し つぼく 

かえって、 極めて 質朴に して、 好意に 満ちた 親切 を 

表わして くれました。 

「それに は 及びません よ、 あり や、 正直な 人間です か 

らね」 

と 道 庵 先生が 言いました。 

けさ ごろ も 

その 時に 袈裟 衣の 老僧が、 やおら 立ち上って —— そ 

の 袈裟 衣 を 見る と、 これ はたし かに 日蓮 宗に 属する 寺 

の 坊さん だ。 

もくとう  うやう や  しょうみょう どきょう 

祭主の 黙禱に ついで 恭 しく 声明 読経に 及ぶ か と 

見る と、 そうで はなく、 恥 かしそう に バラ 緒の 下駄 を 


突つ かけて、 竹 藪の 裏の 方へ 消えて しまいました。 

さて は、 この 竹 藪の 裏に 仕掛が あるの だな。 

最初から、 この 竹 藪が 疑問です。 竹 藪の 前に 何物 も 

なく、 竹 藪の 中には 何物が おわし ますと も 見えない の 

に、 祭壇ば かりが 恭しく 飾られて、 祭壇 そのもの にも、 

なんらの 御本尊の 象徴 は 見えて いない。 いくら 道 庵 先 

生が、 いたずら 者 だからといって、 ことに 自分が 筍 

の 部類に 属する からといって、 縁 も ゆかり もない 土地 

へ 来て、 竹 藪 祭り を するとい うこと も、 悪ふざけが 過 

ぎます。 そうかといって ここで 見たところ では、 竹 藪 

の 中には、 種 も、 仕掛 も、 本尊 様ら しい もの もない よ 


うです 

さて、 この辺で 道 庵 先生 は、 例によって 来会の 民衆 

に 対し、 一場の 演説 を 試む るだろう と 期待して いると 

今日は 案外に おとなしく、 また 恭しく 坐り 直して、 祭 

壇の 直前に 向い、 黙禱を はじめてし まいました。 

そうこうして いると ころへ、 以前の 日蓮 宗の坊 さま 

が、 また 問題の 竹 藪の 背後から、 ゆらり ゆらり と 姿 を 

現わし ましたが、 こんど は 両の手に、 すりこ 木 を 入れ 

た 擂鉢 を 恭しく 捧げて 来た ものです。 

しゃれ も のぞろ 

さても 洒落者 揃い —— 道 庵が 藪に 向って 供養 を すれ 

ば、 この 坊さん も 負けない 気になって、 これから 味噌 


をす ります  だが、 この 坊さん は、 味噌 をす るに し 

て は 少し 年 をと り 過ぎて います。 この 年に なって、 味 

噌を すらねば ならぬ という 悲惨の 運命から は、 多少と 

も 超越して はいたよ うです。 

四 

すりこぎ  すりばち  くだん 

擂粉木と 擂鉢と を、 件の 日蓮 宗派に 属する お 寺の 

坊さんが 恭しく 捧げて、 祭壇の 前へ 安置した 時、 端坐 

していた 道 庵 先生が、 おもむろに それに 一瞥 を くれて、 

「すれました かな」 


「すれました」 

道 庵 先生 は、 ちょっと 中指 を、 擂鉢の 中へ 差し入れ 

てみ ました。 

汚ない こと をす る、 味噌が すれた か、 すれない か、 

それ を ここへ 持ち出す 坊さん も 坊さん だが、 それへ 指 

先 を 突 込んで、 嘗めて みょうと する 先生 も 先生です。 

「はは あ」 

力 力り. 乙 

指先へ つけたの を、 篝 火の 火に かざして 道 庵が、 た 

めつ すがめ つ 眺めて いますが、 ベ つ だん 嘗めて みょう 

とする ので はない らしい。 

「けつ こう すれ ましたよ」 


あんばい 

「よろしう ござんす かね、 塩梅 は」 

「まず、 ^ J の くら いのと ころなら よろしう) ，- ざんしょ 

う」 

道 庵 ほどに なれば、 嘗めて みないでも、 眼で 見た だ 

けで も、 味が わかる のか も 知れません。 

「にじむ ような こと は、 ごわん すまい か」 

「な あに 大丈夫で すよ」 

「分量 は、 このく らい あったら 足りましょう でがん す 

かな あ」 

おお.. こ 

「足ります とも、 藤 原の 大足り のたり たりで、 余る く 

らいです よ」 


「余ります か？ そんなら ひとつ、 先生、 恐縮で がん 

と-つし 

すが、 その 余りで もって、 唐紙 を 一枚け えていた だき 

てえ もんで ごわす」 

「お 安い 御用 だね、 何なりと お望みなさい、 こっち は、 

謙遜す る ほどの 柄で 無えん でげ すから ね」 

と、 道 庵 先生が 答えました。 

どうも 問答 を 聞いて いると、 さっぱり 予想と 要領が 

外れる のに 困る。 まず、 すれました かな、 すれました 

の 挨拶 は 無事で したが、 次に、 にじむ ような こと は ご 

わすまい かが、 少々 ォカ しくな つてく る。 にじむ 味噌 

と、 にじまない 味噌と あるの かしら。 


この辺 は、 味噌の 名所 だとい うこと だから、 ところ 

変れば 品 変る 方言 も 無い とはいえ まいが、 余 つ たら、 

それで 唐紙 を 一 枚け えても らいて えとい う 言い分 は ど 

うしても わからない。 

味噌と 唐紙と は、 ついても つかない 取合せ です。 そ 

やすやす 

れを 易々 と 請 合った 道 庵 先生の 返答 もい よいよ わから 

ない が、 な あに、 それ は 最初から、 問題の すりばちの 

中 をよ く 見て おきさえ すれば、 何の ことはなかった の 

です。 

すりばち 

坊さん は 味噌 をす るべき もの、 擂鉢の 中には 味噌が 

あるべき ものと、 前提 を きめてお いて かかった から、 


こんな 行 違いが 生じた ので、 坊さんと いえ ども、 必ず 

味噌 をす るべき もので はない。 それ は 多数の 坊さんの 

中には、 味噌 をす る 坊さん も あるに は あるが、 全体の 

坊さんが、 必ず 味噌 をす るべき わけの もので はない と 

いう 物の 道理と、 それから 擂鉢の 中には、 味噌 を 入れ 

る 擂鉢 も ある こと はむ ろんで あるが、 擂鉢の 全体が 必 

ず 味噌 を 入れなければ ならぬ と 規定すべき もので はな 

ヽ o 

レ 

そこの 融通が、 淡泊に わかって いさえ すれば 何でも 

なかった のです —— この場合、 擂鉢に 入れられ たの は、 

味噌ではなくて 墨汁で ありました。 味噌 をす るべき 擂 


鉢で、 臨時に 墨 をす つた だけの ことであります。 

それで 一部分の 事件が 判明して きました。 この 坊さ 

んが 自分です つた か、 また 人に すらせた か、 それ はわ 

からない が、 これ だけの 墨汁 を、 ここに 提供した の は、 

祭主た る 道 庵 先生に、 この 墨で もって 何 か を 書かせよ 

うとす る 予備 行為で ありました。 

そうでなければ、 あらかじめ 祭主 側から お 寺へ 頼ん 

でお いて、 この 墨汁 を 作らせた 予備 行為であります。 

それ は どちらで も かまいません。 墨汁 そのものが、 

あつらえむ 

訛 向きに、 この 場へ 出来て 来さえ すれば 滞り はない 

ことであります が、 次の 問題 は、 しからば この 墨汁 を、 


何に 向って、 何物 を 書こう の 目的に 供す るかで ありま 

余りで もって 住職の ために、 唐紙へ けえ て やる こと 

は 先生の 御 承諾に なって いると ころ だが、 余沢で ない、 

本 目的に 向っての 擂鉢の 墨汁 は、 果して 何に 使用す る 

もの か —— 

時なる 哉、 宇治山 田の 米 友が、 ニメ  — トルの 木の香 

新しい 削り 立ての 木 柱 を 軽々 とかつ いで、 この 祭の 座 

に 姿 を 現わした の は —— 


米 友が 距離に 誤 まられ て、 意外に 時間 をつ ぶした こ 

との 申し わけ をして いるの を、 道 庵 は 空に 聞き流し、 

きごう 

それより 道 庵の 揮毫が はじまります。 

さいぜん、 すり 置かれた 墨に、 新たに 筆 を 浸して、 

きた 

それ を ただいま、 来 友が 運び 来った ニメ— トルの 削り 

立ての 木の香 新しい 木 柱に 向って、 道 庵 先生が 思案 を 

凝らしました。 

事態が 少しずつ、 追々 と 分明に なって 参ります。 

竹 藪の 外に も、 中に も、 本尊が 無い と 心配した 最初の 

きゅう 

杞憂 もど こへ やら、 新たに この 木 柱に 向って、 信仰の 


象徴が 掲げられる わけです から、 その 現わす 文字の 

她何 によって、 今宵の 祭典の 理由 縁起 も 分明になる わ 

けです から、 まあ 暫く 見て いて 下さい。 

件の 木 柱 を、 祭壇の 前の 程よ きと ころへ 寝かして、 

道 庵 はしき りに、 文句の 吟味と、 字配りの 寸法に、 思 

案 を 凝らして いるよう であり ましたが、 並みい る 連中 

は、 この 老 先生のお 手のう ち を 拝見し ようと 息 を こら 

力たず 

して、 固 唾 を 呑んで いるば かリ。 やがて 道 庵 は 墨痕 あ 

ざ やかに、 すらすらと 次の 如く 認めました。 

「豊臣 太閤 誕生 之処」 

この 八文字が 墨痕 あざ やかに 認めら れ たの を 見ても、 


並みい る 連中、 うんと も すん とも 言いません。 存外 や 

るな！ と、 その 書風に 感心の 色 を 現わした もの もな 

く、 また、 待って ましたと ばかり、 ひやかし を 打 込む 

もの もありません。 

さて はこの 先生の こと だから、 何 を 書き出して 人の 

度胆を抜く か、 いやがらせ を やる か、 とビ クビク して 

いた 者 もな く、 極めて 常識的に 出来 上った のが 物 足ら 

ない くらいの ものです。 

そうして こんど は 側面 を 返して、 それに 年月日 を 書 

きました。 

これ もまた 極めて 無事であります。 


それから 念入りに 裏面 を 返して、 そこにまず 「施主」 

の 二字 を 認めて 暫く 休み、 次に やや 小形の 字画で、 

「江戸 下 谷 長者 町 十八 文 道 庵 居士」 

と 書き飛ば したが、 誰も 驚きませんでした。 

それと 押 並べて、 

「鎌 倉 右 大将 宇治山 田 守護 職 来 友 公」 

と 書きました けれども、 一 人と して 度胆を抜かれ たも 

の もなければ、 ドッと 悪 落ち も 湧いて 起り ません。 

天下に、 切っても 切れない 不死身、 洒落ても こすつ 

ぼくねんじん  とうへんぼく 

て も わからない 朴念仁、 くすぐっても 笑わない 唐変木、 

これらの やからの 始末に 困る の は、 西郷 隆盛ば かりで 


はない らしい。 

さすが 道 庵の 悪辣 も、 この 善良なる、 平和の 里の 紳 

すべ 

士 淑女に 向って は、 施す 術がない ようです。 ただただ 

悪辣 も、 奇巧 も、 無智と 親切と いう 偉大なる 力に、 ぐ 

くだん  けいけん 

ん ぐん 包容され てし ま つて、 件 の 木 柱 は、 敬虔なる 態 

度で、 お 世話人 衆の 手に よって 運ばれ、 そうして 最初 

からの 問題であった 竹 藪の 中に 持ち込まれ ると、 そこ 

にもう、 あらかじめ、 ちゃんと その 木 柱の 根が 納まる 

だけの 穴が 待って おりました。 

それへ 恭 しく 木 柱が 立てられ ると、 そこで 祭りの 

庭の すべての 体が 整うて きたと 共に、 今宵の 祭典の 意 


義も 充分に 明瞭に なりました。 

すなわち 道 庵と 米 友と が、 仮リに 施主と なって、 日 

本 第一 の 英雄、 豊臣 太閤の 誕生 地 を 記念 せんがた めの 

お 祭で ありました。 お 祭で なければ 供養で ありまし よ 

せ が き 

う。 供養で なければ 施餓鬼 かも 知れない。 

して みれば この 地点 こそ は、 日本一の 英雄 を 産んだ 

ところに 相違ない。 そうだと すれば、 他所で あるべき 

はず はない、 日本 国 東海道 はいつ のお わば リの、 尾 張 

の 国 愛知の 郡、 中 村 II の 里。 

木 曾で お 目に かかった 道 庵主 従、 いっか 知らず、 海 

道 方面へ 出て 来て、 今宵 は、 ここで こういう 催し をす 


る ことに 相 成つ ている。 

道 庵 先生が、 いかなる 動機で、 こういう 催し をす る 

ようになつ たか、 それ をよ く 聞いて みれば、 必ずや、 

うなず 

なるほどと 頷 かれる に 足るべき 先生 一 流の 常識的の 

説明が 有り余る に 相違ない が、 それ を 聞いて いた 日に 

は、 夜が 明ける に 相違ない —— 

とにかく 現実の 場合、 祭典の 体 も 整い、 意義 も 分明 

してきて、 さて 改めて 本格の 儀式に 及ぼうと する 時、 

疾風 暴 雨が 礫 を 打つ 如く、 この 厳粛の 場面に 殺到し 

て 来たの は、 天なる 哉、 命なる 哉です。 


丄八 

疾風 暴 雨と いうの は、 いよいよ、 これから 祭典 も 本 

格に 入ろうと する 時に、 この 場へ お 手入れが あった こ 

とです。 

ここ は、 尾 州 名古屋 藩の 直轄地で すから、 お 手入れ 

も、 たぶん その 直轄地からの 出張と 思われます。 今日 

今宵、 この 異体の 知れぬ 風 来 者に よって、 一種 不可 思 

議 なる 祭典が、 この 地に 催さ るるとい うこと を 密告す 

る 者あって か、 或いは 最初から、 嫌疑 を かけて ここ ま 

で 尾行して 来た か、 そのこと は 知らないが、 かねて 林 


間にあって 状態 をう かがって いた こと は 確かです。 だ 

が、 お 手先 もまた、 この 祭典が 何のた めの、 何 を 主体 

としての 祭典 だか、 一向 わからなかった こと は、 前に 

述べた と 同じ ことの 理由です。 

しかしながら、 今や、 鮮 かに 木 柱が 押 立てられ てみ 

ると、 証拠 歴然です。 

だい それた この 風 来 者 は、 人 もあろう に豊 太閤の 供 

養 をしょう というの だ。 

親類で も、 縁者で もあろう はずの ない 奴が、 官憲の 

リ ようかい 

諒解 もな く、 英雄の 供養 をしょう というの は 生意気 だ、 

油断が ならぬ、 危険思想に きわまったり、 者 共 捕った 


という 一言の 下に、 この 場に 疾風 暴 雨が 殺到して し 

まった 次第です。 

善良なる 村の 紳士 淑女 も、 秀才 も、 涎く リも、 

こ っぱ みじん  しゅうし ようろうば い 

木端微塵で ありました。 周章狼狽、 右往左往に 逃げ 

散ります、 蜘蛛の 子 を 散らす が 如く。 

世話人た ち は 腰 を 抜かして、 弁解の 余裕が ありませ 

ん。 日蓮 宗 のお 寺に 属する 坊さん は、 驚いて 立ち上る 

す リまち 

途端に、 せっかく 丹念に 擂鉢に すり 貯めて、 その 余 汁 

き } う 

を もって、 道 庵 先生の 揮毫 を 乞わん もの をと 用意して 

いた 墨汁の すりばち を 踏み 砕いて しまいました。 そこ 

で 余 汁 をす つかり 身に 浴びて しまったの は、 見る も 無 


残の ことであります。 

しかしながら、 それらの 災難 も、 道 庵 先生の 受けた 

災難に 比 ぶれば、 物の 数ではありません。 

主催者で あるが 故に、 主謀者で あり、 危険思想 家の 

きょかい  みな 

巨魁と 見做された 道 庵が、 一 たまり もな く 捕手の 手に 

引つ とらえられ、 調子 を 食って 横面 を 三 ッ四ッ 張り 

飛ばされ、 両腕 を だら りと 後ろへ 廻され て、 身動きの 

でき なくなつ たの は、 ホンの 瞬間の 出来事で ありまし 

た。 

祭壇に 飾られた、 田つ 物、 畑つ 物、 かぐの 木の実 は、 

机、 八 脚と 共に、 天地に 向って 跳躍 を はじめました。 


ただ、 問題の 竹 藪の 中へ 押 立てられた 木 柱の みは、 

後生大事に —— これ は 後日の 最も 有力な 証拠物件 とな 

るので すから、 汚損の ないよう にと 抜き取られて、 有 

合せの 菰に 包まれました。 

ところで、 すべての 人 は 逃げち りました。 逃げ 散つ 

たもの はお 構いな し、 すでに この 呑 舟の 魚で あると 

ころの 道 庵 先生 を 得て いるの だから —— 

「こいつ は 驚いた、 こいつ はた まらね え」 

道 庵 は、 やみくもに 驚いて しまって、 

「こいつ はた まらね え、 これに は 驚いた」 

と 繰返して、 ひとりで 足 を バタ バタ させて いる ほかに 


は 為さん 術 を 知りません。 

ようやく にして、 次の 言葉 だけ を 歎願す る ことが で 

きました。 

「 ど ぅぞ おて やわらかに 鼠え てえ もので がんす、 借物 

えぼし ひたたれ 

ですからね、 こう 見えても、 この 烏帽子 直垂 は、 土地 

の 神主 様からの 借物で げすから —— 自分の ものなら 質 

の 値が 下っても かまわね え けれど、 借物 だから、 おて 

やわらかに 願えて えもんで がんす」 

さすがに 道 庵 先生 は、 江戸 ツ子です。 この 場に 及ん 

べんそ 

でも、 自己の 一身上の ための 弁疏 哀願 は 後 廻し にして、 

1  ゆう めん 

まず 借物に いたみの ないよう にと 宥免を 乞う の を 耳に 


も 入れす 

「たわごと を 申すな」 

と 情け容赦 もな く 捕 方 は、 ポ カリと 食わせます。 

「こいつ は 驚いた、 こいつ はた まらね え」 

道 庵 も 混乱 迷 倒して しまいました。 

かかる 折 柄、 米 友が 居 合せなかった ことの 幸 不幸 は 

きた 

別と して、 来 友 は、 さいぜん、 木材 を 持ち 来って 一応 

の 使命 をお えた 後に、 程 離れた 世話人のと ころまで、 

風呂 を もらいに 行き、 兼ねて 夕飯の 御馳走に なって い 

る 時でした。 


その 晩のう ちに、 極めて 無事に、 名 古屋の 城下へ 護 

送され て 行く 道 庵と 来 友 を 見ます。 

名 古屋の 城下と いっても、 ここから は、 僅かに 一里 

余りの 道のりで すから、 別段、 トウ マル カゴの 用意 も 

要らず、 有 合せの 四ッ手 駕籠の 中で、 祭典の 前祝いの 

追加が、 この 時分に なって 利き 出した もの か、 道 庵 は 

護送の 身 を 忘れて い い 気持に な つ てし まいました。 

いい 気持に なって、 ここで はじめて 道 庵 は、 護送の 

役人 を 相手に、 自分た ちが このたびの 旅行の 目的と、 


併せて、 決して 自分た ちが 危険人物 でない という こと 

の 弁明 を 試みました。 

その 言い分 を 聞いて みると こうです  

かみがた 

上方へ 行く について、 東海道 筋 は 先年 伊勢 詣リの 時 

に 歩いた から、 今度 は 中 仙 道筋 を 取って みた こと、 中 

仙 道筋 を 通りながら、 どうして、 この 東海の パリ パリ、 

尾 張 名 古屋の 方面へ 乗 込んで 来た かとい うに、 そこに 

は そこで 立派な 名分が ある こと。 

それ は、 東海道で も 尾 張の 国 は、 中枢の 国であって、 

この 国 を 除け て 東海道 は 意味 をな さない のに —— 東海 

道、 東海道と、 いっぱし 海道 を またに かけた つもりの 


旅行者が、 大部分 は、 この 尾 張の 国の 中心た る 名古屋 

の 地 を 通過して いない こと。 

ことに 道 庵の 日頃 尊敬して おかざる (？) ところの 

先輩、 弥次 郎兵衛 氏、 喜 多 八 氏の 如き すら、 図に 乗つ 

て 日本 国の 道中 はわが もの 顔に 振舞いながら、 金の 

しゃち ほこ 

鱸 が ある 尾 張 名 古 屋の土 を 踏んで いないなん ぞは 

ひざく リけ 

膝 栗毛 も すさまじ いや、 という 一種の 義憤から、 木 曾 

道中 を、 わざわざ 道 を枉げ てこの 尾 張 名 古屋の 城下に 

乗 込んで 来たの は、 単に 道 庵 一個の 私事 じ やない、 江 

戸 ツ子の 面目 を 代表して、 かつ は 先輩、 弥次 郎兵 衛、 

喜 多 八が、 到る ところで 恥 を 曝して いる その 雪冤の 意 


味 も あると いう こと。 

単に それだけ ではない、 この 尾 張の 国と いう 国 は、 

日本 国の 英雄の 一 手 専売 所で あると いう こと。 頼 朝が 

ここに 生れ、 信 長が 生れ、 秀吉が 生れた —— 日本の 歴 

史 からこの 三人 を 除いて ごらんなさい、 あと は ロクで 

もね え カスば かりと は 言わね えが、 日本の 英雄の 相場 

はこ こが 天井 だね。 

いやしく 

苟 も 日本国民 として、 また 江戸 ツ子の 一 人と して 

そういう ェ ライ 国の 真中へ、 一応の 御 挨拶に 行かね え 

けり や、 義理 人情が 欠ける という 愛国心で、 名 古屋へ 

一 旦は 入った けれども、 その 足で 城下 は 素通りして、 


真 先に、 この 英雄の 中の 英雄、 豊 太閤の 生れ 故郷と い 

うと ころへ 御 挨拶に 来て みたの だ。 

来て 見る と あの 通りの 有様で、 村 は あるに は あるが、 

ぎんなん 

銀杏 も ある こと は あるが、 英雄の 誕生 地と いうの が ど 

こだか、 石塔 も 無け り や あ、 鳥居 も 一本 立つ ちゃ あい 

ねえ。 これで は 日本一 の 英雄に 対する 礼儀 じゃある め 

え —— あんまり 情けなくな つたから、 我 を 忘れて 道 庵 

が、 自腹 を 切って 記念祭 を 催し、 いささか 供養の 志 を 

表して みょうと したまで だ。 

あれが 無事に 済んだら、 その 次 は 信 長、 その 次 は 頼 

さかのぼ 

朝と 溯って、 いちいち 供養 をして 行く つもりで あつ 


たという こと。 

聞いて みれば、 ェ ライ 物好きの よう だが、 一応 筋 は 

立って おり、 当人 も 案外 学者 だと 思わ しめられる とこ 

きょ うきん 

ろ も あり、 そうして 道 庵の 淡々 として 胸襟 を 開いた 

話しぶ りと、 城廓 を 設けぬ 交際ぶ りに、 護送の 役人 も 

感心して しまい、 これ は 弥次 郎兵 衛、 喜 多 八より 役者 

がた しかに 上 だと 思いました。 少なくとも 一 種の キ印 

に は 相違ない が、 その キ印 は、 キチ ガイの キ ではなく、 

きじん 

キケン 人物の キ でもな く、 最も 愛すべき 意味の 畸人の 

キ である こと を、 感ぜずに はおられませんでした。 

ただ 役人 を 顰蹙させる の は、 この 人物が、 名 古屋城 


下へ 護送され る こと を 物の 数と もせず、 ことに 家老の 

平 岩が どうの、 成 瀬が こうの、 竹 腰が ああの、 鈴 木と 

は 親類 づき あいだのと、 ぉ歴々 を 取つつ かまえて 友達 

扱いに している こと だが、 それ も、 秀吉 や、 信 長 を 親 

類 扱いに する ほどの イカ モノ だから、 こんな 奴 は 早く 

城下へ 連れて行って、 体よ く 他国へ 追放す るに 限る と 

思いました。 

かくて この 一行 は、 まだ 宵のう ち、 無事に 再び 名 古 

屋の 城下へ 送り込まれました。 


尾 張 名 古屋の 城下へ 足 を 入れた もの は、 誰もお およ 

しゃち ほこ 

そこの 辺に 留まって、 お 城の 金の 鱸 を 眺めて 行く 

のが 例に なって いるから、 その 翌日の 早朝に、 旅の 三 

人 連れの 者 —— うち 二人 は 当世 流行の 浪士 風の もの、 

他の 一 人 は 道中 師と いったよ うな 旅の 者が、 

幅 下 新 馬場の 辻に 立って いる こと も 不思議で はあり ま 

せん。 

ただ 朝と は 言 いながら、 時刻が 少 々 早 過ぎ るのと、 

そのうちの 背の 高い 方の 浪士 が、 あまり 近く 濠 端に 進 

み 過ぎて いる ことと、 それともう 一 つ は、 道中 師 風の 


若い 奴が、 従者に して はィャ にやに さがって いるの が 

気になります。 濠 端に 進み 過ぎた 背の 高い 浪士 が、 

「おい、 がんりき、 尾 張 名 古屋の 金の 鱸 を 今日は 思い 

入れ 眺めて 行けよ」 

後ろ を 顧みて、 道中 師 風の 若い のにこう 言いました。 

その 面 を 見る と、 これ はこの 土地で は 初めて 見る 南 

条 力の 面であります。 南条が あれば、 その 傍に あるの 

は、 当然 五十嵐 甲子 男で なければ ならぬ。 そうして 従 

者と もっかず、 道づれ ともつ かぬ、 いやに やにさがつ 

た 道中 師 風の 若 いのは、 いま 南条の 口から 呼ばれた 通 

りがんり きとい つて、 名代の やくざ 者。 


ここで、 南条、 五十嵐と、 がんりき という やくざ 者 

を 見る こと は、 小 田 原 城下 以来であります。 

濠 端に 進み 過ぎて いる 傍まで、 五十嵐が 進み 寄って、 

二人 は 金の 鱸 を 横目に 睨んで 立って いる。 

わつ しゃ あ、 お前さん 方の 従者 じゃあありません よ、 

といった ような 面 をして、 こちらに 控えて やにさがつ 

ている がんりきの やくざ 野郎 は 論外と して、 南条、 五 

十 嵐の 二人 を、 こうして 城 濠の ほとりに 立た せて 見る 

と、 どうしても 尋常一様の 旅人で はなく、 一種 不穏の 

空気が、 一 一人の 身辺から 浮き 上る の を 如何と もす る こ 

とがで きません。 


曾て、 甲 府の城 をう かがって、 囚われの 身と なった 

の もこの 二人でした。 

そうしゅう おぎの やまな か 

相 州 荻 野 山中の 大久 保の 陣屋 を 焼いた の も、 この 連 

中 だと はいわない が、 この 二人が、 主謀者の 中の 有力 

な ものと して、 濃厚なる 嫌疑 を かけられても 逃れる 道 

はないで しょう。 

単に それ は、 ここ やかし こに 限らず、 この 二人 は、 

全国的に 要害の 城と いう 城に は 特に 興味 を 持って おり、 

むほんぎ 

城 を 見る と、 何 かしら 謀叛 気 を 湧かさずに はおられな 

いかの 如く 見える。 そうして、 現われた ところの 前 二 

例によって 見ても、 この 二人が 睨んだ 城の あとに は、 


多少 共に、 風雲 か、 火水 かが 捲き 起らない ことのない 

の を 以て 例と します。 

だが、 このところと 荻 野 山中 あたりと 同日に 見られ 

て はた まらない。 七 百万 石の 力 を 以て 築き 成された 六 

十万 石の 金 鱗 亀 尾 蓬 左 柳の 尾 張 名 古屋の 城が、 たかが 

二人の 浪士 づれに 睨まれた とて、 どうなる もの か。 そ 

の 辺 は 深く 心配す るに は 足りない が、 おりから 早暁、 

あたりに 人の 通行の 無き に 乗じ、 城 を 横目に 睨み 上げ 

て、 南条、 五十嵐の 両名が、 高声 私語す る 節々 を 聞い 

きんじょ うとうち 

ている と、 金城 湯 池 をく つがえ すよう な気焰 だけ はす 

さま じ い。 


「家康 が、 特に この 名 古屋の 城に 力を入れ たの は、 何 

か 特別に 家康 流の 深謀遠慮が あっての ことに 相違な 

い」 

「僕 は、 さほど 深謀遠慮 あっての 取 立てと は 思わない、 

さよす 

単に、 清洲の 城の 延長に 過ぎないで はなかろう かと 思 

う」 

「それだけ じゃあるまい」 

「附会 すれば いくらでも 理窟 はっくが、 清洲 なら 清洲 

で 済む の を、 あそこ は 水利が 悪い、 大水の 時には、 木 

曾 川が 逆流して 五条川が 溢れる、 といった ような 不便 

から、 最寄りの 地 を 物色して、 ここへ 鍬 入れ をした だ 


けの 理由 だろうと 思う、 ここでなければ ならん と いう 

要害の 地と も 思われな いね」 

「織 田 信 長が 生れた ところが、 この 城の 本丸 か、 西 丸 

あたりに あたる という じ やない か。 そうして みると、 

やっぱり 天然に、 大将のお るべき 地相 か 何 かが 存在し 

ていた もの かも 知れない」 

「いずれ、 名将 や、 名 城が 出現す るく らいの 土地 だか 

かきそう そう  うつぼつ 

ら、 何 ぞ佳気 葱々 といった ような ものが、 鬱勃して い 

たのだろう」 

ぼく 

「しかし、 家康 のこと だから、 ここ を 卜して 新 藩 を 置 

くから に は、 やっぱり 相当の 深謀遠慮 という やつが あ 


り、 この 城 地の 存在に、 特別の 使命が 課せられ ている 

と 見る のが 至当 だ。 太閤の 大坂 城から 奪って 来た 名 宝 

という 名 宝 は、 たいてい 江戸まで は 持って行かないで、 

この 尾 張 名 古屋の 城に 置き 残して あると いう こと だ。 

その 辺から 見ても、 家康の 心中に は、 何 か 期す ると こ 

ろが あつたに 相違ない。 一朝 天下が 乱れた 時に、 どん 

な ふうに この 城が 物 を 言う か、 それ はこうして、 金の 

鱸 を 眺めて いただけで はわから ない」 

「もとより、 家康の 心事 も わからな いが、 あの 時に 進 

んで 主力と なって、 この 城 を 築き上げた 加 藤 肥 後 守の 

態度 も わからな いもの だ。 そこへ 行く と 福 島 正則の 方 


が、 率直で、 透明で …… 短気で は あるが 可愛 ゆいと こ 

ろが あって、 おれ は 好きだ」 

どくまん じゅう 

「うむ、 あれ は 清 正が、 毒 饅頭 を 食いながら やった 仕 

事 だから、 一概に 論じて はいけ ない」 

南条は 感慨無量の 態。 

そこで 暫く 途切れた 二人の 会話の 後ろに は、 名 城 取 

立て 当時の 歴史と、 人物と が、 無言のう ちに 往来す る。 

慶長 十五 年 六月 二日より 事 始め。 家康の 命に よって、 

その 第 九子義 直の ために、 加 賀の前 田、 筑 前の 黒 田、 

ぶぜん 

豊 前の 細 川、 筑 後の 田 中、 肥 前の 鍋 島 及び 唐 津の寺 沢、 

ながと  あ わ 

土 佐の 山 内、 長 門の 毛 利、 阿波の 蜂 須賀、 伊予の 加 藤 


あ き 

左 馬 之 助、 播 磨の 池 田、 安芸の 福 島、 紀 伊の 浅 野 等 を 

とど 

はじめと して、 肥 後の 加 藤 清 正に 止め を さし、 西 国、 

北国の 大名 総計 六 百 三十 八 万 七 千 四百 五十八 石 三 斗の 

力が 傾注され ている この 尾 張 名 古屋の 城。 

なかに も 加 藤 肥 後 守 清 正 は、 父と も、 主と も 頼みき つ 

た 同郷の 先輩 豊 太閤 歿後の 大破 局の 到来 を 眼前に 見な 

がら、 その 遺孤 を 擁して、 日の出の 勢いの 徳 川の 息子 

のために、 自ら 進んで その 天守閣 を 一 手に 引受けて、 

おのずから 諸侯 監督の 地位に 立ちつつ、 一世一代の 

花々 しい 工事に 奉仕した その 心事。 

豊臣 勢力 をして、 その 犠牲 を尽 さしめ た徳 川の 城。 


ここに 慶応 某の 月、 今や 歴史 は 繰返して、 落日の 徳 

川の 親 藩と しての この 名 城の 重味 やい かに。 

存在の 価値の 評価 は她 何。 

このほどの、 長 州 征伐の 総督の 重任 を 蒙った の は、 

この 城の 城主、 尾 張 大納言 徳川慶 勝で はない か。 

「どう だ、 この 城 を 築く 時の 加 藤 肥 後 守の 立場と、 最 

近の 長 州 征伐 を 仰せつ けられた 尾 張 殿の 立場と、 ドコ 

か 共通した ところ はない か」 

「そうさ、 今の 尾 張 公 は、 加 藤 清 正 ほどの 英雄で ない 

代り、 まだ、 あれほど 突きつ めた 悲壮な 境遇に も 立つ 

ていない。 そもそも、 長 州 征伐 は、 江戸 幕府と いう も 


のから 見れば 大 醜態 だ が、 尾 張 藩と いう ものから 見れ 

ば、 成功の 部 だとされ ている」 

「そうさ、 第一 次の 長 州 征伐に、 一兵 を 損せず して 平 

和の 局 を 結ば しめたの を 成功と 見れば、 それ は 尾 張 藩 

の 成功に 違いない が、 あれが 手ぬ るいから、 第二の 長 

さんたん  ばくろ 

州 征伐が 持 上って、 徳川方が あの 惨儋 たる 醜態 を 曝露 

したと 見れば、 最初の 成功 は マイナス だ」 

「だが、 ともかくも、 最初の 長 州 征伐の 成功 を、 成功 

として 見れば、 これ は 尾 張 藩の 成功に 違いない。 まし 

て 昔の 加 藤 清 正の ように、 敵対 勢力の ために、 悲壮な 

心で、 火中に 栗 を 拾わねば ならぬ 羽目と は 違い、 宗家 


のために、 兵 を 用いて 功 を 奏した という 面目になる の 

だ。 そうして、 第二次の 長 州 征伐の 失敗と いうの も、 

失敗の 原因 は、 徳川 宗家と いう ものの 知恵が 足りな 

かった、 威力が 足りなかった という 結果 だから、 尾 州 

だけ を 責める 者 はない。 第一 次の 長 州 征伐の 成功 を、 

尾 州の 成功と して …… 」 

「まあ 待ち 給え、 君 は、 第一 次の 長 州 征伐の 成功 成功 

と 言いた がるが、 あれ は 尾 張 藩の 功で はない よ、 薩摩 

たまもの 

の西郷 が、 中に 立って 斡旋 尽力した 賜物で ある。 毛 利 

きょうじゅん 

父子 を 恭順せ しめ、 三 家老の 首 を 挙げて、 和平の 局 

を 結ば しめたの は、 実は 薩 摩の 西 郷吉之 助が あって、 


その 間に 奔走 周旋し たれば こそ だ、 尾 張 藩の 功と いう 

よりも、 西 郷の功 だ」 

「うむ、 一 方に は、 そう 言いたがる 奴 も あるだろう が 

尾 張 藩の ある 者から 言わせる と、 西郷 など は 眼中に な 

い、 もとより、 和戦の 交渉 一 から 十まで 尾 張 藩 一 箇の 

き つかわ けんもつ 

働きで、 長 州の 吉川監 物に 三 カ条を 提示して 所 決 を 促 

したの も、 西郷 でも 何でもない、 実は 犬 山 成 瀬の 家老 

やぎち よう 

八木雕 であった の だ。 近頃 は薩 摩の 風向きが いい もの 

だから、 その 薩摩を 背負って 立つ 西郷 という 男が、 め 

きめき と 流行児に なって いるから、 なんでも かで も 西 

郷に 担ぎ込んで、 彼 をい い 子に してし まいた がると 


いって、 憤慨して いる 者 も ある」 

「つま リ、 それ も 一方から 見れば、 この 城に、 意気と、 

人物がない という 証拠になる。 もし この 城に、 会津ほ 

しゃち ほこ 

どの 気概が あり、 西郷 ほどの 人物が いたら、 金の 鱸 

がまぶ しくって、 誰も 近寄れない、 それ こそ 天下の 脅 

威 だ」 

「ところが、 この 城の 金の 鱸が あんまり まぶしくない。 

瘠せても、 枯れても、 徳川親 藩 第一 の 尾 州 家 —— それ 

が、 この 城 を 築く ために 甘んじて 犠牲の 奉公 をつ とめ 

た 落日の 豊臣家 時代の 加 藤 清 正 ほどの 潜勢力 を 持 合せ 

ていない こと は、 尾 州 藩の ために も、 天下の ために も、 


幸福 かも 知れない の だ」 

「そうさ、 頼みに なりそう でなら ない、 その 点 は、 表 

に 屈服して、 内心 怖れら れ ていた、 当時の 加 藤 清 正 あ 

たりの 勢力と は、 比較になる もので はない」 

「思えば、 頼みに なりそう でなら ぬの は 親類 共 —— 水 

戸 は あの ザ マで、 最初から 徳 川に とって は 獅子 身中の 

虫と いったよ うな もの だし …… 紀州 は、 もう 初期 時代 

むほん 

からしば しば 宗家に 対して 謀叛が 伝えられて いるし、 

尾 張 は 骨抜きに な つてい る」 

「かりに 誰かが、 徳 川に 代って 天下 を 取った 日に は、 

ぜひとも、 加 藤 肥 後 守 清 正の 子孫 をたず ね 出して、 こ 


の 名 古 屋城を そっくり 持たせて やりたい」 

こうして 南条 と、 五十嵐と は、 城 を 睨みながら 談論 

が はずんで 行き、 果て は 自分た ちの 手で、 天下の 諸侯 

を 配置す るよう な 口吻 を 弄して いる 時、 少しば かり 離 

れて 石に 腰をおろし、 お 先 煙草で 休んで いたがん りき 

の 百 蔵が、 思いき つた 大きな あくび を 一 つし ました。 

その あくびで、 一 一人の 経綸が 興 を さまし、 南条が 苦々 

しい 面に 軽蔑 を 浮べて、 こちら を 向き 直る ところ を、 

がんりき がまた 思いきって 両手 を 差し上げて 伸び を 打 

ち、 

「先生、 そんな 英雄 豪傑の ちんぷん かんぷん は、 わつ 


しど も にゃあ わからね え。 下町の 方へ おともが してえ 

もんで ございま すね、 そうして 百花で もなんでも かま 

わね えから、 名古屋 女て え やつ を ひとつ、 拝ませて やつ 

ていた だきたい もんで ございます」 

それ を 聞いて 南条 が、 

「は、 は、 は、 英雄 豪傑 は 貴様に はお 歯に 合うまい、 

熱 田のお かめ か、 堀川の モカと いったと ころが 分相応 

だろう」 

「え、 え、 その 通リ でございます。 何でもよう ござん 

すから、 早く その 名古屋 女のお 尻の 太いと ころ を ひと 

つ、 たつ ぷリと 見せ て やって いただきた いもんで.》 J ざ 


レ ます」 

「まあ、 待って いろ、 女 は あとで ィャ という ほど 見せ 

しゃち ほこ 

て やる から、 もう 少し 念入りに、 あの 金の 鱸 を 見て 

置け、 百」 

「金の 鱸なん ざ あ、 さっきから、 さんざつ ばら 眺めて 

いるんで ございます、 いやによ く 光るな あ、 と 思って 

眺めて いるんで ございます、 つぶしに しても たいした 

もんだろう、 と 考えながら ながめて いるんで ございま 

すが、 いくらに なった ところで、 こち とらの 懐ろ にへ 

え るん じ やねえ とも 考えて いるんで ^ ざいます、 いく 

ら 金であろう と、 銀で あろうと、 眺める だけ じ や、 げ 


んなリ する だけで、 身に も、 皮に も、 なりつ こ はあり 

ません からな あ」 

「は、 は、 は、 弱音 を 吹いた な、 がんりき、 実はお 前 

を ここまで 引 張って 来たの は、 我々 が 英雄 豪傑の 講釈 

をして 聞かせる ためで はない の だ、 お前に、 あの 金の 

鱸 を 拝ませて やりたい ばっかりに 連れて来 たの だ」 

「そり や、 有難い ような もんで ございま すが、 もう 金 

の 鱸 も、 このく らい 拝ませられり や あ 満腹なん で ござ 

ん すから、 その モカの 方 を ひとつ、 見せて やって いた 

だきて えと、 こう 申し上げ るんで) ざいます」 

「まだまだ、 貴様、 そのく らいで は、 あの 金の 鱸が 睨 


み 足りない」 

「このうえ 睨んだ 日に は 目が 眩ん じまいます ぜ、 あれ 

あの 通り、 朝日が キラ キラと キラ つきはじめました、 

きれい 

綺麗に は 綺麗 だけれ ど、 あんなの は 眼の ために はよ く 

ありません、 毒です」 

「な あに、 そんな ことがある もの か、 貴様の 眼の ため 

に はいつちよ くきく 薬だろう、 さあ、 もう 一番、 うん 

と 眼 を 据えて、 あの 金の 鱸 を 拝め」 

「もうた くさんで ございま すつ てこと よ、 眼 を 据えて 

見た つて、 すがめ て 見た つて、 あれ だけの もの じ や ご 

ざいません か」 


「ちえ ッ、 日頃の 口 ほどに ない、 たあいの ない 奴 だ、 

いったい、 がんりき とも あるべき 者が、 尾 張 名 古屋の 

金の 鱸 を 見る のに、 そんな 眼つ きで 見る という 法 は あ 

るまい」 

「だって、 旦那、 こうして 見る より ほかに は、 見よう 

は 無え じゃありません か」 

「もっと 眼 を あいて 見ろ」 

「眼 を あけろ つたって、 これより あけ やしま せんよ」 

「そんな ことで 見える もの か」 

「見えます よ  」 

「な あに、 そんな ことで 見える もの か、 さあ、 こうし 


しょうね  へそ 

て 頭 を 真直ぐ に、 性根 を 臍の 上に 置いて、 もう 一 べん 

眼 を 据えて、 金の 鱸 を 拝め」 

めくら 

「そんな こと をな さらないでも、 がんりき は 盲目 じ や 

がんりき 

ございません ぜ、 これで も 人並す ぐれた 眼力 を 持った 

百で ござんす ぜ」 

「そのがん りき を 見直せ、 あの 天守 は、 下から 上まで 

何 層 あると 思う  」 

「そり や、 下の 石畳から 数えて みり や 五重あります よ 

その 五重 目の 屋根の てっぺんに、 金の 鱸が 向き合って 

並んで いやす よ、 南が 雌で、 北が 雄 だとい うこと で ご 

ざん す、 ああ 見えても、 雄が 少し 小せ えんだ と 聞き ま 


した、 そんな ことより ほかに は、 くわしい こと は あん 

まり 存じません ね」 

「よしよ し、 それ は その 辺で いい。 それから 一 つ、 引 

続いて がんりき、 貴様に 少したず ねたい ことがあ るの 

だ」 

「改まって、 何で ございま すか」 

「貴様 は、 それ、 柿の 木金 助の こと を 詳しく 知って る 

だろう」 

「え、 なんです つて？」 

がんりきの 百 蔵 は、 空と ぼけた ような 声 をして 聞き 

わらじ  きせる がんくび 

耳 を 立てながら、 草鞋の 爪先で、 ボンと 煙管の 雁首 を 


た，， こく  o 

「柿の 木金 助の 一代記 を、 お前 は 詳しく 知っている だ 

ろうな、 がんりき」 

「柿の 木金 助です つて、 そり や 何で ございます、 つい 

お 見 それ 申し ましたが」 

「知らん のか」 

「え、 存じません、 一 向 …… 」 

「商売柄に 似合わね え 奴 だ、 貴様 は」 

南条 にさげ すまれて、 がんりき は 一 層と ぼけ、 

「そうお つし やられち ま つて は 一 言 も ございません、 

さんした や つ こ 

何しろがん リき は、 御覧の 通りの 三下奴で ございま 


して、 先生方の ように、 字 学の 方が いけませんから、 

せ つ かくのお 尋ねに も、 お 生憎の ような わけで ござい 

まして …… 」 

「字 学の 方 じ やない の だ、 蛇の 道 は 蛇と いって、 貴様 

なん ぞは 先刻 御 承知 だろうと 思う から、 それで 尋ねて 

みたの だ」 

「ところが どうも、 全く 心 当りが ねえで ございま すか 

ら、 お 恥 かしい 次第で ございます」 

「ほんとうに 知らね えの か、 のろまな 奴 だな」 

「これ は 恐れ入り ますな、 知らず ば 知らぬ でよ ろしい 

のろま は 少し 手厳し か あご ざいません か。 いったい 何 


でございます、 その 柿の 木て え 奴 は …… 」 

その 時に、 南条に 代って 五十嵐 甲子 男が、 いまいま 

しがって、 

「ちえ ッ、 知ら ざ あ 言って 聞かせて やろう、 柿の 木金 

助と いうの は、 あの 金の 鱸 を 盗もうと して、 砜に 乗つ 

て宙を 飛ばした 泥棒なん だ」 

そこでがん りきの 百 蔵 は、 

「はは あ …… 」 

あご 

と、 仔細ら しく 頤を 二つば かリ しゃくり、 

「なるほど、 なるほど、 そんな 話 も 聞きました ねえ、 

風に 乗って 尾 張 名 古屋の 金の 鱸 を 盗みに 行った 奴が あ 


が き 

るて え 話 は、 餓鬼の 時分から ずいぶん 聞いて はい まし 

たが、 そいつが その 柿の 木 泥棒と いう 奴で ござんした 

i ヽ I 

力 レ」 

「柿の 木 泥棒と 言う 奴が あるか、 柿の 木金 助 だ、 貴様 

にで も 聞いたら、 少し はわ かる かと 思った の だ。 あの 

柿の 木金 助と いう 奴 は、 どういう 思い立ちで、 あの 金 

しゃち ほこ 

の 鱸 を 盗もうと いう 気になった のか、 また その 目 

的 を 達する ために 使用した 風と いうの が、 どのくらい 

の 大きさで、 どういう 仕掛で、 どうして それに 乗り、 

それ を 揚げる 奴が どうした とか、 こうした とかいう こ 

と を、 詳しく 知りた いがため に、 貴様 を ヮザヮ ザ ここ 


まで 連れて来 たの だが、 こっちに 教えられて ァヮを 食 

うような 間抜け じゃあ、 話に ならん —— -」 

「どうも 相 済みません、 子供の 時分から、 柿の 木から 

落っこち ると 中気になる、 なん ぞと ォド かされて いた 

ものです から、 柿の 木の 方に あんまり ちかよら なかつ 

たせいで ござんしょう。 です が 旦那、 その 砜に 乗った 

てえ 奴 は、 作り話 じ や ございま せんかね」 

「いいや、 まるっきり 作り話と は 思えない よ、 事実、 

三 州から こっちの 方へ かけて は、 大きな 風が 流行って 

いるし、 岡 山の幸 吉 ゆずりの 工夫 者 もい ると いう 話 だ 

からな あ」 


「です けれど、 ffl に 乗って、 金の 鱸 を 盗もう なんかと、 

そいつ あ、 ちっと …… かけねが あり 過ぎ やしま せんか 

ね」 

「がんりき、 貴様に は、 そんな 芸当 はでき ないか。 砜 

に 乗らな いまでも 何とかして、 あの 金の 鱸に 食いつ い 

リ ようけん 

てみ てえ というよ うな 了簡 は 起らない か。 今い う 通 

り 見て いる だけで はいかに 金の 鱸で も 腹 はくちくなら 

ねえ、 懐ろ も 温かく はなるまい」 
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がんりきが 遠慮なく、 高笑い をして しまったから、 

五十嵐 甲子 男が、 


「何が おかしい の だ」 

「だって、 先生、 あれ こそ、 ほんとうに 高 根の 花で ご 

ざん すよ」 

「貴様に は、 手が 出せない というの か」 

「ェ ェ、 あれば つかり は 手が 届きません ねえ」 

あか 

「いよいよ 意気地のない 奴 だ、 柿の 木金 助の 爪の 垢で 

せん 

も 煎じて 呑む がいい」 

「旦那、 そり や 今い う 通リ、 柿の 木 泥棒の こと は 作り 

話です よ、 そり や あ、 柿の 木 泥棒と かなんと かいう 奴 

が あるに は あつたんで しょうがね、 そいつへ 持って 

行って、 誰かが 弓 張 月 をく つつけ たんです ね。 そんな 


作り話 を 引合いに、 がんりきの ねぶみ を 比較して いた 

だいち や あ、 迷惑 千万で ございま すね」 

だいふん どう 

「三 田の 薩摩 屋敷に は、 慶長元 和、 太閤 伝来の 大分 銅 

を 目に かけて、 そいつ を 手に入れようと 江戸 城の 本丸 

へ 忍び こんだ 奴が いる、 できても できなくても、 

ぬす つと みょうり 

盗人 冥利に、 そこまで 野心 を 起す ところが エラ ィ。 貴 

様なん ぞは、 金の 鱸 を 拝ませる と、 見た だけで 眼が つ 

ぶれた だけなら いいが、 腰まで 抜けて しま いやがった」 

「けし かけち やい けません、 旦那」 

「けし かけた つて、 抜けた 腰が 立つ 奴で も あるまい、 

まあ 腰抜けつ いでに、 見る だけで ももう 少し 丹念に 金 


の 鱸 を 見て おけ。 どう だ、 朝日に かがやいて、 いよい 

よ 光り 出して きた ぞ、 まぶしい な あ。 初雪 や これが 塩 

おおもう  ほっく 

なら 大 儲け —— という 発句 を 作った 奴が あるが、 あの 

鱸なん ぞは、 全部が 本物 だから 大した もの じ やない か、 

がんりき」 

「ほんとうに ムクで ござんす かねえ。 ムクは 評判 だけ 

で、 実は メ ツキ だってえ じゃありません か」 

「ばか を 言え、 南の 方の 奴 は 高さが 八 尺 一寸、 まわり 

うろこ 

が 六尺 五寸、 鱗が 一枚 七寸 五分から 六寸 五分 …… 耳 

がー 尺七寸 五分と いった 調子で、 それに 準じて、 一枚 

として ムクを 使って な いのはない」 


「本当に ムク なら 大した もので ござんす が、 割って み 

なけり や 何とも 言えますまい、 金 ムクと 思って、 中 か 

ら あんこが 出たり なん ぞ しちや あ、 あ ー ん のこと だ」 

「つまらない 洒落 を 言うな、 あれ は みんな 本物 だ」 

「どうです かね、 あなた だって、 見本 を 一枚 取 寄せて、 

削って 御覧な すった わけで も ござんすまい。 それに あ 

の 通り、 金網が 張って あるじ や ござりません か」 

「あれ は、 例の 柿の 木金 助が 取りに 行く ようになって 

から、 あの 金網 を 張る ことにし たの だ」 

「へん、 そうじゃ ござんすまい、 鳩が 巣 を 食ったり、 

野火の 燃えさし を くわえて 来たりなん ぞ する ものです 


から、 火事 をで かすと あぶない から、 そこで あの 金網 

を 張つ たんだと、 こち とら は 聞いて おり ましたよ。 ま 

あ、 何と 先生た ちが おっしゃい ましても、 がんりき は 

やりません よ、 はい、 腰ぬ けと おさげすみに なっても 

苦しう ございません」 

「意気地なしめ！」 

「へ、 へ、 へ、 その 辺 は 意気地なしで 納まって いた 方 

が 無事で ございま すが、 納ま つ て いられね えと ころに 

がんりきの 持って 生れた 病と い うやつ が) 」 ざいます か 

ら、 その 方で たんのう を 致したい と、 こう 考えて いま 

す。 金の 鱸 はもう 満腹で ございま すが、 実のところ、 


がんりき は、 その かたかたの ほうに はかつ えきって お 

リ ますよ。 先生方 は 先生方で、 何ぞ というと がんりき 

を 煽てて は ダシに 使おうと なさる が、 がん ちゃんの 方 

はまた がん ちゃんの 方で、 旦那 方の 御用の 裏 を 行って、 

い いこと をして みて えとい う 野心が あれば こそで ござ 

ん すな。 再三 申し上げる 通り、 金の 鱸 は、 こうして 目 

で 見て いてさえ げんな りして しまって いますから、 ど 

ぅぞ おしまい 下さって お 慈悲に ひとつ、 その かたかた 

の ほうで、 がんりきのお 歯に 合う ところ を 一 つ 呼んで 

いただきた いもんで …… 実はお 恥 かしい 話ながら、 こ 

う 見えても がんりき は、 江戸 方面 は 別と 致しまして、 


京大 阪 のこ つ てりした のに いささか 食い 飽きの 形です 

が、 まだ その、 名古屋 大根の 水ッ ぼい ところ を、 一 口 

しょうがん  みやし げだい こん 

も 賞翫 した ことが ねえんで ございます、 宫重 大根の 

太った 白い ところの 風味 は、 また 格別 だってえ 話 じ や 

よだれ 

ありません か。 ああ 涎が …… 」 

「たわけ 者！」 

五十嵐から 小突き まわされて、 がんりきが、 

「へ、 へ、 へ、 旦那 方 は 女の 事と 言います てえ と、 よ 

く、 がんりき を 小突き 廻したり なん ぞ なさる が、 失礼 

ながら、 旦那 方 だって 聖人 様で は ござんすまい、 昨晚 

も 熱 田の 宿で 聞いて いり や あ、 ずいぶん、 隅に は 置け 


ねえお 話 を 手放しで なさり やす …… 曲亭の 文に も、 人 

ノ家婦 二 姦淫 スルコ ト他邦 二 モア リ トイ エド モ、 コノ 

ま. H ま 

地 最モ甚 ダシ、 と あると か、 名 古屋ノ 女、 顔色 ハ美ナ 

ルモ腰 ハ大ィ 二 太シ、 とかなん とか、 名 古屋の 女の こつ 

てりした 風味 を それとなく、 がんりきの 前で におわし 

て 下さるな んぞ はいけ ません よ、 お 城の 金の 鱸 を 見せ 

てけ しかけな さるよりも、 まだよ つぼ ど 罪が 深いんで 

ござんす ぜ」 

こんな ふてくされ を 言いながら、 一 一度 目の 目つ ぶし 

を 用心して、 がんりきが、 素早く 身 を かわして しまう 


この 晚、 二の丸 御殿の 長 局で、 奥 女中た ちが かしま 

しい。 

誰い うとな く、 この 名古屋 城の 城内と 城下と を 通じ 

て、 第一 等の 美人 は、 さあ、 どなたでしょう —— 今晚 

きわ 

ここで、 その 極め をつ けて しまおう ではありません か _ 

ようご ざんしょう、 至極 賛成で ございま すね。 ごら 

ん なさい、 雨が 降つ て参リ ましたよ、 あつらえ 向き じ や 

あまよ 

ありま せんか、 雨 夜の 品 さだめ —— 

雨 は、 この 時に はじめて 降り出し たので はあり ませ 


まえ つ こばやし 

ん、 前津小 林の 方から 降り出して 来て、 宵の口から、 

もう 御 深 井の 大堀 をぬ らして いるので す。 

そうです ね、 い つ ぞゃも 御 天守の 初 重 で、 お 宿直の 

方々 が、 その 品 さだめで 鶏が 啼 いてし まった そうです。 

きわ 

今晩は 夜が 明けても かまいませんから、 その 極め をつ 

けて おいて、 後日 この ことで は、 誰に も 口 を 開かせな 

いように しようではありません か。 

「賛成、 賛成、 大 賛成です ね」 

そこで、 奥 女中た ちの 選挙が はじまる。 

城内と 城下と を 通じての 美しい ほうでの 第一 人 者 I 

I という 名 題に はなって いるが、 ここで は、 どうして 


も 城下 は 眼中に 置かれません。 

うなす 

城下の 町人のう ちで も、 それと いえば 誰も 頷く ほ 

どの 者が いくら も あるに 相違ない が、 ここで は 勢い、 

どうしても 城内の、 上 は 家老 格から、 下 は 軽輩の 家族 

のみに 限られる ようになって、 選定の 標準が 偏して く 

るの は、 是非 もない ことでしょう。 

つまり、 最初 は、 名古屋 城の 城内 はもと より、 城下 

はず 

町外れに 到る まで、 家格と、 経歴と を 論ぜず、 美の 一 

点 張りで、 普通選挙 を 行う つもりだった のでし ようが、 

おのずから 眼界の 限られて いる 人た ちの 選挙です から、 

城内の、 それ も 自分た ちの ほとんど 身の 廻りの 範囲に 


だけし か、 取材が 及ばな いのも、 やむ を 得ない ことで 

しょう。 

権 田 原の 奥方 は、 美人で いらっしゃ るに は 相違ない 

が、 権が あり 過ぎて 親しみがない。 村 松のお 姫様 は、 

行末 立派な ものに おなりな さるに 相違ない が、 お 年が 

十五で はねえ —— 鉄砲 頭 磯谷 矢 右衛門 殿の 女房 は、 

くるわ  うわさ 

廓に もない という 噂です けれど、 少し 下品 じゃあ リ 

ません か。 お 船方の 綾 居 殿 は キリリと してお いでな さ 

るが、 額つ きが 横から 見る といけ ません よ。 お 旗 奉行 

の 御内 儀 は、 お 色が 黒い。 お 色の 黒い のが 悪い と は 言 

わない けれど、 浅黒い のに も、 とても ィキ なのが ぁリ 


ます けれど、 第一 等の 標準に 置く に は、 やっぱり、 色 

の 白い という こと を 条件に 置かなければ なりません わ 

ね —— そういえば、 あの 平 井 殿のお 娘 御 も、 小麦 肌で 

いらっしゃる  丸 ぼち やと、 瓜 実と、 どちら を取リ 

ましょう。 つやつやした 髪の毛で は、 あの 塩 川の 奥様 

が 第一 等 だそう です けれど、 生え際に 難があります わ 

ぐうじ 

ね。 若宮 八幡の 宮司の 娘さん、 とてもす つきり してい 

きゃん 

るそう です が、 ぉ俠 で、 人見知り をし ないそうです。 

大林 寺の 裏方 は、 もうち よ つ と 背が 高くなければ いけ 

ません …… 

「皆さん、 無駄 だから、 そんなつ いえな 評定 はもう お 


やめなさい。 美人の 相場 だって、 そう 一年 や 二 年に 変 

る ものじゃありません よ。 聖人と いう もの は 千年に 一 

度、 天成の 英雄と、 美人と やら は、 百年に 一人 か 二人 

 しか 生れる ものじゃありません から、 相場 はき 

ま つた もので ございま すよ」 

最初から、 若い者た ちの、 やかましい 品定め を 冷淡 

さめ  い 

にあしら つて、 何とも 言わなかった 中老の 醒ケ 井が、 

はてしの ない 水かけ論に、 我慢の なリ 難い 言葉で、 こ 

う 言い出しました。 

「おや、 醒ケ井 様、 何 を おっしゃ いました か」 

「天成の 英雄と、 美人と いう もの は、 百年に 一人 か 二 


人 —— しか 生れる ものじゃありません から、 一年 や 二 

年に 相場が 狂う はずはありません ね、 ですから、 二と 

三 は 皆様の 御 随意に お選びなさい、 一 は 動かす こと は 

なりません よ」 

「 一 は 動かせな いとおつ しゃる のです か」 

「つまり、 名古屋 第一 等の 美人の 極め は疾 うの 昔、 五 

年 前に 済んで います からね」 

醒ケ 井の 権高い 言 いが かりと、 五 年 前と いう 言葉が 、 

せっかくの 一座の 意気込み を、 くじいて しまいました。 

「それ は、 どなたで ございまし たか 知ら」 

ぎんなん かとう 

「銀杏 加 藤の 奥方が、 名古屋 第一と いう ことに 極めが 


ついています のよ、 五 年 前 —— ちょうど、 こんな 夜 さ 

りの 品定めで、 皆さんの 評定が そこに 定まって、 どな 

たも 異存が ありませんでした …… 」 

「でも、 それ は、 五 年 前のお 話じゃありません か …… 」 

と、 初霜と いうの が 少しば かり 張り合う。 醒ケ井 は 決 

して 負けて はいない。 

「だから、 言う じゃありません か、 第一 の 位 は、 そう 

一 年 や 二 年に 変る もので はない と。 わたしから 言わせ 

ると、 やっぱり 今日で も、 銀杏 加 藤の 奥方に つづく 二 

と 三 はあります まいね。 でも、 それで は あんまり 興が 

無い から、 仮り に 二と 三 をつ づける ことにして、 お 選 


びなさい」 

そこで、 初霜 も だまって はいない。 

「それ はそう かも 知れません。 です けれども、 それ は 

やっぱり 五 年 前の 番附 で、 あれから 新顔が 出ない とも 

限りません もの。 よし 出ない にした ところで、 

ぎんなん かとう 

銀杏 加 藤の 奥方 様 は、 もうこの 名 古屋に はいらつ しゃ 

いません」 

「おや  あの 奥方 は 名古屋 にいら つし やらない？ 

でも、 御 良人 も、 お 屋敷 も、 変り はない のに、 江戸へ 

の 御 出府 や、 一 時の 道中 は、 人別の 数に は 入りません 

よ」 


「ええ、 名古屋 にもい らっしゃ いません、 お 江戸へ も 

おいでになって いらっしゃ るので は ございません」 

「では、 お亡くなり になった の？」 

「いいえ …… 」 

「どうしたと いうんで しょうねえ」 

さめ  い さま 

「ホホ ホホ、 醒ケ井 様、 あなた は 銀杏 加 藤の 奥方に、 

ご ひいき  ゆくえ 

それほど 御蟁属 でい らっしゃる くせに、 そのお 行方 さ 

え 御存じな いの …… だから、 五 年 前の こと は 当てに な 

らな いと 申しました」 

今度 は、 初霜が 逆襲 気味で、 醒ケ 井の 咽喉 首 を 抑え 

ている と、 それ を 機会に して 若い のが、 


「五 年 前の ことで は、 わたしたち は 一向に 存じません 

もの …… 」 

うわさ 

「わたし は、 噂に だけ は 聞いて おりました」 

「でも、 名古屋 にい らっしゃらな いのなら、 新しく 別 

に 選んでも、 失礼に はなり ますまい か 知ら」 

新進が ようやく 頭 を もたげ そうにす るの を、 醒ケ井 

は、 いっかな きかず、 

「いけません、 たとえ、 どちらに いらっしゃろう とも 

あの 奥方が 生きて いらっしゃる 以上 は、 他人に 第一 の 

席 は、 わたしが 許しません、 この 醒ケ 井が 許しません」 

「皆さん」 


この場合、 初霜 は 新進 を 代表して いる 形勢で あると 

共に、 新進 を 教育せ ねばならぬ 責め も 感じて いるよう 

に、 多勢の 方へ 向き 直って、 

「醒ケ 井 様が、 ああ、 おっしゃ るの も 御 無理 は ござい 

ません、 それ は、 あなた 方のう ちに はお 聞きに ならな 

い 方 も あるか も 知れません が、 銀杏 加 藤の 奥方が、 名 

古屋 第一の 美人で いらっしゃる という こと は、 醒ケ井 

ごリ ようけん 

様お 一 人の 御 了簡で は ございません からね。 かく 申す 

わたし だって、 あなた …… 少しも 異存 は 無い ので ござ 

います。 男 を 定める の は 男 かも 知れません が、 女 を 知 

るの は、 やっぱり 女で なければ なりません からね。 い 


かなる 美人で も、 十 人の 女が 見て、 十 人い いという の 

はありません、 ところが、 あの 奥方ば かり は、 女が 見 

ほ 

て 非が 打てない ので ございます。 賞め て 見ても 美しい、 

ねた  よろん 

嫉んで 見ても 美しい、 そこで、 もう 一 般の 輿論が 定まつ 

てい るんで ございま すね。 です けれども、 繰返して 申 

します 通り、 それ は 五 年 も 前に、 わたしたちが こしら 

えた 番附面 を、 もう 刷り直しても いい 時分です から I 

I それに あの 奥方 は、 この 地に はおすまい になって い 

らっしゃらな いの だし、 お 年 も、 もう、 たしか 四十 を 

越して いら つ しゃる はず だから …… 」 

「いいえ、 年 は 標準に なりません よ」 


しんしゃく 

初霜の、 充分に 斟酌の ある 理解ぶ りに も 満足し な 

い 醒ケ井 は、 

「わたし は、 四十に なっても、 五十に なっても、 本当 

の 美人の 美と いう もの は、 衰える もの じ やない と 思い 

ます、 年に よって 盛衰の あるの は、 売り物の 花 だけで 

しょう、 教養の 高い 美 は、 いくつに なっても 衰え は 致 

しません」 

「でも、 醒ケ井 様 は、 五 年 以来、 あの 奥方の 御 消息 を、 

御存じな いとおつ しゃ つ てじゃありません か」 

「それ は 存じません けれど、 存じて おりましても、 存 

じて おりませんでも、 美しい もの は、 美しい に 相違 ご 


ざ いません」 

「そうお つ しゃれば、 それに 違い は ございま せんけれ 

ご ひ い き 

ど、 それほどまでに 御矗展 を あそばすなら、 せめて、 

あの方の このごろの 御 消息ぐ らい は 御存じに なつ てお 

ばち 

いでに なっても、 罰 は 当ります まいと 存じます」 

「城下に はいら つし やらない のです か」 

「ええ」 

「では、 犬 山に？」 

きょす  ひきこも 

「いいえ …… 清洲 のお 屋敷 へお 引 籠りに な つてから、 

もう 二 年越し、 どちらへ も、 ちょっと も 外出 はなさら 

ないそうで ございます」 


といって、 それから ひとしきり、 その 五 年 前に、 名 古 

きわ 

屋 一 等の 美人 だとい う 極めの ついている 銀杏 加 藤の 奥 

方の 身の上 話に なりました。 

前に 言った 通り、 この 席に は、 銀杏 加 藤の 奥方の 身 

の 上に ついて、 予備知識 を 持って いる 若手 も 多い こと 

ほったん  さかのぼ 

でした から、 勢い、 それ は 最初の 発端にまで 遡って 

の 一代記に ならない わけに は ゆきません。 その 話す と 

ころ を 聞いて いると、 この 御城 下に、 加 藤 家と いうの 

は 幾つ も あり、 東 加 藤 だの、 西 加 藤 だの、 或いは 梅の 

木 加 藤 だの、 ゆずり 葉 加 藤 だのと いって、 いくつ も 加 

藤 家が ある けれど、 この 銀杏 加 藤 は 千 四 五百石の 家柄 


で、 知行 高から いえば さほどで はない が、 家格 はな か 

なか 高い 方で あるとの こと —— でも その 家柄 は、 奥方 

はる 

の ほうの 家格に 比べる と、 遥かに 及ばない という こと。 

奥方 は 名立たる 美人で、 賢明の 聞え が 高い のに、 当 

主 は 凡 物で、 そうして 愚図に 近い こと —— その 凡 物で、 

愚図に 近い 夫 を、 長い間、 面倒 を 見て 来た 奥方の 賢 夫 

人ぶ りに 感心せ ぬ 者はなかった という こと。 そうして 

十 年の 間、 連 添って いるう ちに、 三人の 子供 を 設けた。 

その 三人の 子供、 男 二人、 女 一人 を、 もうこれ ならば 

というまでに 育て上げた 時分、 夫人 は 改めて 夫の 前に 

出て、 


「もうこれ で、 家の 血統の こと も 心配 はなし、 わたく 

しも、 妻と しての、 一応の つとめ を、 あなたに 捧げた 

つもりで ございます、 かねてのお 約束の通り、 ここで、 

ひま 

わたくし にお 暇 をいた だかせて 下さい ませ —— わたく 

し を、 妻と してで なく、 女と しての 自由 をお 許し 下さ 

いませ、 結婚の 際の 御内 約 を 今日、 お許し 下さる よう 

に」 

といって、 ようやく 加 藤 家 を 去って しまったの は、 つ 

い 近年の こと。 

ギ J ん なんかとう  きょす 

銀杏 加 藤の 家 を 去って 後に、 この 奥方 は 清洲へ 移つ 

こ ころき 

て、 広大な 屋敷の 中へ、 質素な 住居 をた て、 心 利いた 


ひさこ. fp 

二三の 人 を 召使って、 静かに 引 籠って いると いう こと _ 

これが、 奥方が 結婚 最初からの 約束で も あり、 自分 

の 理想で もあった らしく、 そこに 引 籠って、 その 生活 

きわ 

を 楽しみ、 仏学 を 究め、 和歌 をた しなむ ことに、 余念 

がない という。 

主人へ は、 そのお 気に入りの 者で、 膨 しからぬ 召使 

の 女、 それ は 主人が、 かねて 内々 目 を かけて いた 若い 

娘 を 推薦して 置いて —— 事実上の 円満 離縁 を テキ パ キ 

と 手際よ く かたづけて、 この 新 生活に 入って しまった 

のです。 

よ つぎ 

それ は 上述の 如く、 結婚 以前に、 世 継が 定まる 機会 


を 待って、 この 事 あるべき 充分の 理解が 届いて いたか 

ら、 当主 も 干渉 を 試む る 余地が なく、 かくて 理想 通リ 

の —— 形 を たれこめて、 心 を 自由にす る 新 生活が 得ら 

れ たわけです。 さだめて お 淋しい ことでしょう という 

者 も あれば、 ほんと にお 羨 まし い 身分と いう 者 も ある 

惜しい という 者 も あるし、 惜しから ずと いう 者 も あ 

る。 

同じ 隠退なら、 尼寺に でも 入りそう な もの を、 あの 

水々 しさ そのままで 行いす まされよ うとな さるの は あ 

ぶない。 

銀杏 加 藤の 家で はない、 実は 夫人の 生家の 方が、 加 


藤 肥 後 守の、 現代に 於て はいちばん 血統に 近い 家柄で 

あると いう こと は、 誰も 言う ことら しい。 

名 古 屋に加 藤 家 も 多い けれど、 系図 面から 純粋に、 

最も 由緒の 正しい 加 藤 肥 後 守の 後裔 は、 あの 銀杏 加 藤 

の 奥方、 ただいま 問題の、 名古屋 第一 の その 当人の 生 

家が それ だ と い う 評判 は、 y J の 席の 中に も 熟し て きま 

した。 

その 時、 急に、 何 か 思い出し たように、 醒ケ 井が 立 

ち 上って、 自分の 部屋へ 取って返し たかと 思う と、 一 

枚の 折 本 を 手に 持って、 

「皆様、 これ を 御覧 下さい、 五 年 前の その 時の、 これ 


が 問題 の 品定めで ございます」 

投げ出された 一 枚の 大判の 紙の 折 本に なった のが、 

少なからず 一 座の 興 を 集めた の を、 初霜が 早速 受けて、 

披露に かかりました。 

「むむ、 これこれ、 これ を、 あなた 様が お持ちでした 

ら、 もう 少し 早く この 場へ お出し 下されば よいのに」 

「ついして、 今まで 忘れて おりました」 

真 先に 開いて 一通りな がめ 渡した 初霜 は、 改めて そ 

れを 新進の 者に 示し、 

「皆様、 よく 御覧 下さい ませ、 これが 五 年 前の、 名 古 

屋 美人の 本格の 品定めで ございま すよ」 


「どうぞ、 お見せ 下さい まし」 

えさ 

金魚が 餌に 集まる ように、 この 一枚の 番附 にす ベて 

の 興が 集まって、 自然、 当座の 批評 だの、 軽い 意味で 

の揚 足取り だの、 岡 焼 半分の ゴシップ だのと いう もの 

が、 遠慮なく 飛び出して、 選挙の こと も、 改定の こと 

も 閑却され、 ここ 暫く、 創作の 興味が、 旧作の 復習に 

圧倒され た 形です。 

そうして、 この 番附 面の 極印、 やはり 銀杏 加 藤の 奥 

ひのした かいさん  かしま 

方が 日 下 開山の 地位 —— その 点 だけに はすべ ての 姦 

しさ を 沈黙 させ、 問題 は それ 以下に 於て 沸騰す る。 こ 

とに 今晚、 問題に 上った の は、 大抵 限られた る 範囲の 


武家屋敷の 間にの み 偏重され がちであった のに、 この 

旧番附 は、 巿井 郊外まで かなり 公平に 割 振られて ある 

ことが、 よけい、 一 座に 批評の 余地 を 与えたり、 知識 

の 範囲 を 広めたり する ものです から、 一 旦 しらけ 渡つ 

た 席 を、 この 一物が また 熱狂 的に してし まいました。 

ここ は 動かない ところで しょうが、 これ はどう か 知 

ら、 あの方 を こんなと ころへ 持って来る という こと は 

ありません、 選者のお べっかでしょう、 それに あの方 

が こんなに 下げられ ていて はお かわいそうよ、 このお 

方 わたし は 存じ 上げません、 江戸 表に おいで？ え、 

おなくなりに なりました か、 それ は それ は —— という 


ような あげつらいから 急に 声 を 落して、 まあ、 春花楼 

のお 鯉が こんなと ころに —— 西 川の 力 寿、 あれ は 京 者 

ではありません か、 徳 旭の 三吉 —— 礼 鶴の 千代 —— 汚 

ら わしい、 こんな 遊女 風情が …… 

そこで、 結着 はこれ を 基礎と して、 新たに 修正し、 

遊女 売女の たぐい は 削除して、 権威 ある 新 番附を 編成 

しょうと いう ことに、 動議が まとまった らしい。 

その 修正 委員 も、 書記長 も、 指名され たリ 選挙され 

たりして、 おのおの 一 方なら ぬ 意気込みで ありました。 

つまり、 名 古屋は 美人の 本場であって、 ここで 推薦 

された 第一 は、 天下の 第一流で あり、 ここの 幕内 は、 


日本 国中 の 幕の内で あり 得る 資格が 充分 だ と の 自負心 

を 以て、 慎重に 査定 を 加えた 上に、 今宵、 この 場限リ 

の 品 さだめで なく、 広く 天下に 向って 公表しても 恥 か 

しくない もの を 作り出 そうとの 異常なる 興味が、 一座 

を 昂奮 させて しま つた ものら し い。 

そこで、 その 夜のう ちに、 あらまし の 修正案 を、 別 

に 一 枚の 紙に 認 めて、 旧 番附と 並べ て、 それ を 部屋の 

長 押に はりつけて 置いて、 かなりの 夜更けに、 おのお 

のが 十二分の 興を尽 して、 おのおのの 部屋に 帰って 熟 

睡の 枕に つきました。 


その 翌朝、 これらの 連中が ようやく 起き 上って、 お 

化粧に かかろう とする 時分に、 意外の 警報が 伝わり ま 

した。 

「皆様 の お 部屋に は、 別に 変った こと は ございません 

か」 

当番の 老卒が 触れて 廻る ことが、 少な か らず朝 の 空 

気 を 動揺させる。 

「何で ございま すか」 

「今朝、 その、 お 花畑の 様子が どうも 変 だもので すか 


うずみ ごもん 

ら、 それ を 伝って 行って 見ます と、 埋 御門の 塀の 屋根 

きぎ はし 

の 瓦が 少しお かしい と 思われました。 といって 階段に 

も、 締り にも、 中 台に も、 異常が あるので は ございま 

みなみ はとば  ちょき 

せんが、 南 波止場の ところの 猪 牙に 動きが あるよう で 

すから、 引返して、 御殿の 方と、 それからお 花畑 を 通つ 

て 迎涼閣 まで 調べて 見ました が、 なんとなく 怪しい と 

思われる 点がないで はありません が、 そうかと い つ て、 

どこと 一 つ 壊れた 箇所 は 無し、 何 一 つと いって 紛失し 

ながつ ぼね 

たもの もありません が、 長 局の 方 はいかが です か、 何 

か 変った 事 は ございま せんでした か、 念のために ひと 

つお 調べ 下されたい」 


宿直の 老卒 から、 かく 申し入れられて、 それで はと 

いう 気になりました。 しかし、 単に 駄目 を 押す だけの 

ことで、 異常が あれば、 こうして 他から 念 を 押される 

まで もな く、 おのおのの 身辺に 敏感な はずの 奥 女中た 

ちが、 とうに 気の ついていない はずはありません。 で 

すから、 ただせつ かくの 調査に 対しての 申し わけ だけ 

に、 おのおの、 持 場 持 場、 自分 所有の 品々 について 吟 

味 をして みたけれ ども、 なんら 怪しむべき もの を 発見 

しませんで したから、 初霜が 代表して、 

「御苦労 さまで ございます、 長 局の 方に は、 一 向に 異 

常が ございません。 どこと い つ ていたんだ ところ もな 


ければ、 誰の 一品と いって、 失せた もの も ございませ 

んそ うで  」 

そこで 断言して、 ねぎらい かえそう とした 時に、 末 

の はしためが 一人、 後れば せに、 ここへ 龃 けつけ て、 

「あの —— 昨晩、 皆様が 長 押へ お貼りに なった 品定め 

の 番附が 見えない ようで ございま すが …… 」 

なるほど、 昨晚 あれほどの 興味 を 集めた 産物、 長 押 

とど 

へ 掲げて あの 席の 止め を さし、 そうして 置いて 一 同が 

p つて. WK に 就いた はず。 

昨晩のう ち、 あれに 手 をつ けた 者がない とすれば、 

き  は 

今朝に 至って、 誰か 気 を 利かして 剝 がして おいた もの 


か。 とにかく、 事 はたった 一枚と 二 枚の 紙の ことで は 

ある けれど、 この場合、 一応の 調査 を 試みない わけに 

は ゆかない 事 どもです。 

らち 

だが、 だれかれ とたず ね 廻っても、 一向に 埒が 明か 

ない。 

しま 

誰 ひとり、 剝 がした という 者 もない。 蔵って 置き ま 

した、 と 名乗って 出る 者 もありません。 

そのうちに、 昨晩の 面 ぶれ は、 すっかり 集まった が、 

ゆくえ 

二 枚の 紙の 行方が 全く 要領 を 得ない ことになると、 そ 

こで、 一 つの 疑惑が 産み出されて しまいました。 

ことに 醒ケ井 側 は、 このごろ ヒレが ついて、 自分に 


楣を つきたがる 初霜の やからが、 何 か 反感 を 以てした 

ことで も あるよう に 取る し、 初霜の 方 はまた、 例の 醒ケ 

井 側の 意地悪から 出た ことに 違いない と 邪推し、 両々 

甚だ 気まず い 空気が 漂って 来たが、 おた がいに なん 

らの 証跡 をつ かまえて いる わけで はない から、 口に 出 

す 者はありません。 

番附の 紛失が、 奥 女中 同士の 中へ、 こんな 暗雲 を 捲 

き 起し、 深い 堀 を こしらえようと はして いるが、 もし 

これが 仮り に 番附の 紛失 だけにと どまって、 長 局 全体 

の 被害が 救われた ことと すれば、 勿怪の幸いであった 

と 見なければ なりません。 


たとえば、 化 政から 天 保の 頃に はやった、 大名 高 家 

ながつ ぼね 

の 大奥 や、 長 局 を 専門に かせいだ 鼠 小僧と いったよ 

しれもの 

うな 白 徒が あって —— 昨晚、 この 長 局 をお かした とす 

れば、 それ は 一枚 や 二 枚の 番附 ではす むまい。 かけが 

えの ない 宝 を 盗まれたり、 取 返しの つかない 負傷 を さ 

せたり、 お 役目 向に 責任者が 続出したり、 それや これ 

やで 容易な 騒ぎで はお さまる まいに、 まあ 番附の 一枚 

や 二 枚が、 見えたり 隠れたり している うち は、 問題と 

する に 足るまい。 

だが、 有った ものが 無くなつ たという こと は 気にな 

る。 場所柄が 長 局で あると いう ことと、 それと、 ここ 


では 誰も 知った 者の あろう はず はない が、 昨今、 この 

城下へ 姿 を 現わした、 あの ィケ しゃあしゃあ とした、 

いや 味 たっぷりの、 色男 気取りの、 向う 見ず で、 意気 

地な しの、 がんりきの 百と いう やくざ 者の 姿 を 思い 浮 

ベて みると、 いい 気持 はしない。 場所 も 場所、 時 も 時、 

野郎 また やった かなと、 知っている 者 は 口惜しが るに 

違いない。 

ぴ わじ まばし 

果して、 その 翌日、 枇杷 島 橋 を 渡って 西の方へ 向い 

かわらばん 

て、 何 か 瓦版 ようの 紙 を ひろげて、 見入りながら 歩い 

て 行く がんりきの 百 蔵 を 見る。 


「おっと、 危 ねえ、 気をつけて おくん なさい よ」 

問屋 町の 青物市場から 来た 青物 車 を 避ける 途端に、 

取 落した その 紙 を、 がんりき は、 あわてて 拾い上げた 

の を 見る と、 何 かしらの 番附 らしい。 

さて こそ、 昨夜の 長 局の 紛失 は、 まさしく こやつの 

仕業に 相違ない。 

だが、 こやつ とても、 あの 晚の 品定めが ある こと を、 

うか か 

あらかじめ 窺い知って、 あの 番附を 盗みに わざわざ 

城内に 忍び込ん だと は 思われない。 

むほん 

これ は 何 か 別の 謀叛が あって、 南条、 五十嵐 あたり 

に 頼まれ、 城内へ 忍び入って、 偶然、 かしましい 長 局 


の 品定め を 立 聞きした ことから、 結局、 この 方が 自分 

の 趣味に かない、 委細 をす つか リ聞 取って しまって、 

その 最後の みやげが、 あの 長 押に 貼った 二 枚の 番附だ 

えもの 

けの 獲物で 充分に 甘心して 出て 来た ものと 思われる。 

そこで、 多分、 このほかに は 被害 は 無いで しょう。 

ありと すれば、 あの 番附ニ 枚が、 今 はいかなる 手品の 

種に 使われる かとい うだけ のこと です。 

この やくざ 者の こと だから、 この 番附 をた よりに、 

名所 廻りで もす る 気になって、 番附 面の 美しい 人た ち 

のきべ つ  げんざん  い 

を 軒別に 歴訪して、 見参に 入って みたい というよ うな 

野心 を 起さな いと も 限らない。 


そこで、 今 も、 青物 車に 突き 当ろうと した ことほ ど 

了 心に、 番附 面に 見惚れて 歩いて 来たの だが、 取 落し 

て、 また 拾い上げた 途端に、 端の 折れ返った 表 を 見る 

と、 

「次第 御免」 

と-つし よ 

と 真中に 大きく、 頭書に は、 

ぶげん みたてず もう 

「名 古屋 分限 見 立 角力」 

少し 変 だと 思って、 なおよく 見る と、 

「大関、 内 田忠蔵 —— 勧進元、 伊藤 次 郎左衛 門」 

おやおや、 この 番附は 違う。 


十 一 

もた 

その 夜、 山吹 御殿の 一間に、 経 机に 凭れて、 じっと 

ふすま  おお まるまげ 

向いの 襖の 紋 ちらし を 見入って いる、 大丸 髭に 黒の 

紋っ きを 着て、 縫 模様の ある 帯 をし めた、 色の あくま 

で 白い、 髪の したたる ほどに 濃い、 中肉の すらりと し 

た 一 人の 女性 —— 美人に は 年 は 無い と 言って いい かも 

くろうと 

知れない が —— 玄人が 見れば、 四十 を 越して いると 言 

うでしょう。 

この 女性が、 見入って いる 紋 ちらしの 襖 は、 古色 を 

ききょ う 

帯びた 金ぶ すまで、 その上に、 紫で 彩られた 桔梗、 そ 


れに 朱で たっぷりと まるめられた 蛇の目、 それが 比翼 

に 散らして あるの が、 見渡す 限リ ずっと この 一間 を 立 

まる あんどん 

てきって いる。 それ を 朱塗の 丸 行燈が 及ぶ 限り 映して、 

映し 足りない という 色 を 見せて いるもの ですから、 さ 

ながら 古城 内の 評定の 間 を 思わせる ような、 広さと、 

わびし さ を 漂わせて いる 中で、 経 机の 上に 置かれた 短 

冊と、 筆と が 証明す るよう に、 この 夫人 は、 歌 を 思う 

ている ものら しい。 

な  ふくろう 

五条川の 水の 音 も 静か だし、 古 城址に 啼く 梟 の 音 

も 遠音に 聞え て 来る し、 木立の 多い 広い 屋敷の 中の 奥 

まった この 建物の 中の 夜 は、 いかさま 歌 を 思う のに ふ 


さわし いものら しい。 

右の 桔梗と、 蛇の目の 紋 散らしの 襖の 外で、 その 時 

せき 

軽く 咳が 起る。 

絵の ような 時代の ついた この 御殿の 一間に、 ただ ひ 

とリ、 歌 を 思うて いるとば かリ 思うて いると、 今の 軽 

い 咳。 軽い というより は、 病人 を 暗示す るよう な 咳に 

よって 見る と、 次の 座敷に 人が いる。 

二三 度、 軽く 咳 入って、 それから 静かな 寝返り。 ど 

うしても 病める 者の 気配と しか 思えない。 

それだけで、 また、 ひっそりと 元に 返った けれども、 

歌 を 思う に は、 少し さわりに なった と 見えて、 


いつまる 

「伊津 丸、 寒く はない？」 

「いいえ II 」 

かすかながら 返事が ある。 それ は 果して 病人で ある 

上に、 幼い 人で あるら しい。 

きょうそく  ひじ 

その 時、 夫人 は、 脇息の ように 肱 を 置いて いた 経 机 

へ、 正面に 向き 直りました から、 今まで 蔭に なって い 

た 床の間の 画像が、 ありあり と 見え 出して きました。 

かたぎぬ  きんらん 

床の間に は 肩 衣 をした 武将の 像が 一 つ、 錦 欄の 表装 

の 中に、 颯爽た る 英姿 を 現わして いる。 

その 肩 衣 も 至って 古風で、 髪 も容も おのずから、 そ 

れ に準じて いるの が、 威あって 猛 からず という 武将の 


面影が、 さわやかに 現わされ ている うちに、 何として 

か 抑え難い 痛々 しさが、 画像の 上に 流れて いる こと を 

如何と もし 難いよう に 見える。 

じょうもん 

よく 見る と、 肩 衣の 武将の 定紋 も 同じく 桔梗に な つ 

ている。 それ は 誰し も 見覚えの ありそうな 武将の 面影 

では ある。 織 田 信 長に して は 面長な、 太閤 秀吉 として 

しゅぜん 

は 大柄な、 浅 井 長 政に して は 鬚髯が いかめし 過ぎる。 

そうだ、 桔梗の 紋が 示して いる 通り、 それ は 加 藤 肥 

後 守 清 正で ある。 

たてえ ぼし  おおかぶ と  よろい 

世の常の 立 烏帽子の 大 兜に、 鎧、 陣羽織、 題目の 

旗 を さして 片鎌鎗 と い う 道具 立 てが 無いだ けに、 故実 


がー 層 はっきりして、 古色が 由緒の 正しい こと を 語リ、 

人相に 誇張の ない ところ、 これ は 清 正 在世の 頃、 侍臣 

手 島 新 十郎が 写した 清 正 像に し つ くりと 合致す る。 

その 画像の 前に は 具足 櫃 があって、 それと 釣合い を 

かたなかけ  なげし  ゃリ  なぎなた 

取って 刀架が ある。 長 押に は鎗が ある。 薙刀が ある。 

床の間から 襖に そうて 堆 く 本箱が 並んで いる。 

そこで、 再び 歌 を 思う ことに 気分 を 転じよう とつと 

める 途端、 ふと 何 かの 気配 を 感じて、 縁に 沿うた 

れんじまど 

連子窓 を 見ました。 そこに 何やらの 虫が 羽ばたき をし 

ている。 その 虫の 音で はない、 別に 廊下で ミシリ とい 

う 音が したから —— 


「誰 じ や」 

とが  リん 

手に しかけた 筆の 軸 を 置いて 咎めた 夫人の 声に、 凜 

とした 響きが ある。 

同時に、 ちらと 長 押の 上 を 見やった ところに は、 薙 

刀が ある。 

「誰 じ や、 それへ 見えた の は」 

圧え て、 しごくよ うな 咎めに 遭って、 のつ びきなら 

ぬ 手答えが あった。 

「え、 深夜のと ころ をお 邪魔 を 致しまして、 まことに 

相 済みません ことで ございます」 

いやに、 しらちゃけた 返事が、 何ともい えない いや 


な すさまじ さ を 与える。 

「え、 誰 じ や、 何し に 来ました」 

さすがの 夫人 も、 最初の 凜 とした 声の 冴え を 失って、 

ろうば い 

一時 は、 度 を 失った 狼狽ぶ リも 見えた ようです。 

「御免下さい まし、 御免下さい まし」 

くせもの 

「おお、 そち は 曲者な、 ちょっと も その 障子 を あける 

こと はなり ませぬ ぞ」 

「はい」 

「無礼 をす ると 許し ませぬ ぞ、 何ぞ 用事が あらば、 そ 

れ にて 申して ごらん」 

「え、 え、 別に 用事と いって 上った 次第で は ございま 


せんが …… また この 通り 丁寧に 御 挨拶 を 申し上げ てる 

ん でございますから、 決して 御 無礼な んぞを 致す つも 

り も ございません」 

「深夜 人の 住居 をお かす、 それが 無礼でなくて 何で あ 

リます 」 

「え、 それ は、 その、 憚りながら、 私共の 商売 だ もん 

でございますから」 

「あ、 わかりました、 そち は 金銀が 欲しい のだろう、 

金に 困って、 盗みに 来た ものだろう」 

「え、 左様な わけで も ございません、 それ は 時と 場合 

によりまして は、 ずいぶん、 お金が 欲しくて、 皆様の 


ところへ 頂戴に 上る こと もな いで は ございま せんが、 

今晚、 このところへ 参上 致し ましたの は、 お金が 欲し 

いためで は ございません、 お金が 欲しい くらいならば、 

きょす 

この 清 洲へは 参りません、 柿の 木金 助で は ございませ 

んが、 あの 名古屋 のお 城の てっぺんに 上って、 いただ 

い て 参ります」 

「憎い 奴 じ や、 何のた くらみあって、 これへ 来ました、 

一 刻 も 早く 立 去らねば、 容赦 はし ませぬ ぞ」 

けしき 

許す まじき 気色 を、 障子の 外で は 存外、 安く 受取つ 

て、 

ぎんなん かとう 

「奥様 …… 実のところ は、 ふとした 縁で、 銀杏 加 藤の 


奥方 様、 つまり、 この 障子の 内に おいでな さる あなた 

様が、 尾 張の 名 古屋の 城下で は、 第一 等の 美しい お 方 

うわさ 

で いら つ しゃる というお 噂 を 伺った もので ございま 

すから、 一度お 目に かかって 置きたい と 存じました」 

「お黙りなさい！」 

なぎなた  はかぜ 

その 時、 夫人の 手に あった 薙刀の 刃 風が はやかった 

か、 縁から ころげ 落ちて、 植 込へ 飛び込んだ がんりき 

の 逃 げっぷり が はやかった か、 とにかく、 一た まりも 

なく、 この 色き ちがいの やくざ 者が 敗亡して、 消え 失 

せて しま つたこと は 事実です —— 

あとで は 静かに 薙刀の 鞘 を 拾って 納め、 再び 長 押へ 


かけ 直した 夫人の 後ろ姿。 その 落ちついた 態度と、 背 

丈の すっきりした 形 を、 鮮 かに 見る ことができました。 

十二 

暫くして から 夫人 は、 

「伊津 丸  もう 寝て います か」 

ふすま 

静かに 隔ての 襖 を 開いて 見る と、 中 は 薄ら 明るい 

ぴ ようぶ 

一 間、 屏風が 立て 廻して ある。 

「やっぱり、 眠って いますね、 今の 騒ぎ も 知らないで、 

そんなに よく 眠れる のがよ いの やら、 悪い の やら」 


屛 風の 外に 立って、 内 をの ぞくような 心 持。 

全く、 今の あれほどの 突発 事件 を、 一 切 知らぬ ほど 

に 眠って いたと すれば、 それ は、 たとえ 病人で は ある 

にしても、 それにしても、 たよりが 無 さ 過ぎる ほど 無 

神経で は ある。 ほんと にやる 瀬ない、 たよりない 色 を、 

おもて 

さっと 面に 浮べた が、 また 思い直し たように、 

「ねえ 伊津 丸、 このごろ、 人の 話に きけば、 信 濃の 国 

はっこつ  き 

の 白骨の 温泉と いうの が、 たいそう 病に 利く そうだか 

ら、 わたし は、 いっそ、 お前 を その 白骨の 温泉と やら 

へ 連れて行って、 骨が 白くなる ほど 湯に つけて 上げた 

ら、 少し は 利く かと 思いました。 お前 その 気があり ま 


すか。 白骨の 湯と いうの は、 ずいぶん 遠く、 険しく、 

淋しい ところに あるそう だけれ ど、 お前 さえ 行く 気な 

ら、 わたし も 一緒に 行かない と は 言いません。 どう だ 

ね、 行く 気があります か、 その 信 濃の 国の、 白骨の 湯 

と いうのに …… 」 

眠って いると 知りつつ、 こんなよ うに 口説いて みた 

の は、 自己 安心の 気休め を 試みて みたので しょう。 と 

ころが、 今度 は 意外に も てごたえが ありました。 

「お 姉 様、 あなたが、 一緒に、 いらし つて 下さる とこ 

ろなら ば、 どこへ でも 参ります が …… 」 

「おお、 お前、 目が さめて いました か、 そうして、 そ 


の 白骨と いうと ころまで 行つ てみ る 気になりました 

ゝ I 

力」 

おぼしめ 

「お 姉 様の 思 召しなら、 どちらへ でもお 連れ 下さい」 

「では、 お前、 白骨へ 行きます か」 

「はい …… 」 

「といって、 すすめた わたしが、 お前に 素直に 同意 を 

されて みると、 また 二の足を踏みた いような 心 持。 話 

の 上で は、 どうに でもなる けれど、 事実、 ほんとうに、 

病人のお 前と、 女の 身の わたしと が、 その 白骨まで 行 

くの は、 生きながら 命が けの 旅で はない か 知ら、 と 思 

われないでも ありません」 


「御迷惑な ことで しょうね …… 」 

さ 

「でも、 そこへ 行って ほんとうに、 お前の 病気に 利き 

目が ある ものなら ば …… ずいぶん 命が けの 旅 もして み 

ましょう けれど、 事実 ホンの 噂 だけで、 それほどの 旅 

を、 仕 甲斐が ある こと やら、 ない こと やら …… 一 つ 間 

違えば …… いったい、 わたし は その 白骨と いう 名前 か 

らして、 気になって なりません」 

「ハツ コッと は、 どういう 字 を 書きます か」 

「シラ ホネと 書く のです、 白い 骨と いう 字 だから、 ぞ つ 

とする ではありません か」 

「名 は 何でも かまいません。 それでも、 お 姉 様、 あな 


たがお 気が 進まないならば、 わたし もい やです」 

「気が 進まない という わけではありません、 いっそ、 

気 は ハズミ 過ぎて いるく らいです から、 すすめて もみ 

たのです が、 場所が 場所 だけに、 二の足 も 踏む のです」 

「白骨の 湯 もい いでしょう けれど、 わたし は 正直に い 

えば、 お 姉 様と、 肥 後の 熊 本へ 行きたい のです」 

「熊 本へ です か」 

「ええ」 

「だって、 熊 本に は、 お前の 病気 を 療治す るよう なと 

ころ は、 ないじゃありません か」 

「でも、 わたし は、 尾 張の 国の 名古屋 城下で 死ぬ より 


は、 肥 後の 熊 本で 死にたい のです」 

「いいえ、 お前 はま だ、 死ぬ という こと を 言って はな 

りません、 それ を 思っても いけない のです、 ですから 

熊 本へ はやれません」 

「阿蘇の 山 ふところに は、 湯の 谷 だの、 栃の木 だの、 

戸 下 だのと いう 温泉が あると 聞きました、 白骨へ 行く 

代りに、 そちらへ 行って 済む ものなら ば、 そちらへ 行 

きたいと 思った ばかりです、 深く お 気に かけなさい ま 

すな」 

「お前 は、 熊 本が 好きです か」 

「御 先祖の 地 だとい うこと が、 どうも、 絶えず わたし 


を 引きつけ て、 どうしても 肥 後の 熊 本が、 墳墓の 地の 

ように 思われて なりません」 

「御 先祖の 地 は 熊 本で はない、 この 尾 張の 国が、 本当 

に、 御 先祖の 発祥地 だとい う 気に はなれません か」 

「どうも、 それが …… どうしても、 そういう 気になれ 

ないで、 熊 本が、 ほんと に 慕わしい 故郷の 地 …… とい 

うような 気ば かりして ならない のです」 

「お前まで がそれ だから、 縁が あって、 縁の 無い 土地 

という もの は 仕方が ありません。 ほんとうに、 よく 覚 

えてお いでなさい、 加 藤と い う 加 藤 家 は 多 いけれ ども、 

清 正 公の 最も 正しい 血筋 を 引いた の は、 お前 だけです 


よ、 お前が 亡くなる と、 加 藤 清 正 公の 正しい 血筋 は 絶 

えてし まう のです。 そのお 前が …… お前に 加 藤 家の 血 

統を 絶やさ ないよう にと、 わたしが どのくらい 苦心 を 

している か、 それ をお 前に わかって もらわなければ な 

りません。 加 藤 清 正 は、 秀吉 公の 御 親類で、 まさしく 

この 尾 張が 故郷で あるのに、 あの 名 古屋の 城の 天守 も、 

清 正 公が 一 期の 思い出に、 一 手で 築いた ものであるの 

に、 その 清 正 公 は 尾 張の 土に なれないで、 肥 後の 熊 本 

ま つ 

に 祀られ ています けれど、 あの 名 古屋の 城の 天守 を 見 

るた びに わたし は、 あれ を 一 手に 築いて、 徳 川の 一 族 

に 捧げた 清 正 公のお 胸の 中 を 思い やる と、 胸が 涙で 


いっぱいになります。 そこで、 わたし はどうしても 加 

藤の 家の 血統 はたやして はならない —— という 気に 

なって いるので す。 わたしが 今、 こうして 無事に 離縁 

を 取って、 行いす ましたよ うな 暮らし をして いるの も 

一 つ はお 前 を 見たい からです、 お前の 看病 をして 上げ 

からだ 

たいから です。 どんなにしても、 お前の 身体 を 丈夫に 

して、 お前の あと を 絶やさない ようにして、 そうして 

加 藤 清 正の 正しい 血統の 者の 眼で、 尾 張 名 古 屋の城 を 

見返して やりたい。 いっか 知らず、 そんな 時が 来る よ 

うな 気がして なりません。 清 正 公が 丹精して、 一 期の 

思い出に 築いて 置いた あの 名 古 屋の城 は、 決して 徳川 


に 捧げる ためではありませんでした、 いっか、 わが 一 

族、 広く いえば 豊臣か 加 藤 か、 両家の 者 …… その 最も 

正しい 血統の 者の 手に かえされる 時が ある、 わたし は 

そのような 夢に 襲われ 通して 来ました。 それです から、 

あの 名 古 屋城を 見る たびに、 主家の 本丸と は 見ないで、 

奪われた わが 屋敷 あと を 見る ような 気がして、 いっか 

知らず 取 返さねば ならぬ、 時が 来たらば、 再び わが 手 

に 落ちて 来る、 というよ うな 予感に かられ 通して 来 ま 

した。 でも、 いくら 夢に 襲われても、 女の 身で は 仕方 

がありません、 縁づ いた 先に 子供 は 幾人 あっても、 そ 

れが 同じように 加 藤 を 名乗って はいても、 いずれも 血 


は 薄い、 この 世に は、 清 正 公の 血を引いた 家筋で、 お 

前と わたしより 濃 いのは 無い、 その 二人が、 一人 は 女 

で、 頼みき つた 男のお 前が 病身 —— わたしの この 残念 

な 気持 を 察して おくれなら、 お前 はどうしても 丈夫に 

ならなければ なりません よ —— お前が 丈夫に なると 共 

に、 お前の 血統 を 絶やして はな りません。 わたしの 血 

ではもう 薄い のです、 お前ので なければ なりません。 

お前 は 自分の 身体 をよ くす ると 共に、 どうしても、 お 

前の 子孫と いう もの を 持たねば ならない 責任 を 忘れて 

はなり ません よ。 加 藤 を 名乗る もの、 清 正 公の 系図 を 

引く という 家柄 は 多い けれど、 お前より 正しい 者 は あ 


りません。 その 正系のお 前よりも、 傍系の、 あるかな 

きかの 系図 を 言い立てた 者が 上席に いて、 我 は 顔 をす 

るの を、 お前 は 口惜しい と は 思いません か。 それ を 口 

惜しい と 思うなら、 お前 は 今い う 通り、 丈夫な 人に な つ 

て、 お前の 血統 を 絶やして はな りません。 たとえ どん 

な 不具で も、 馬鹿で もよ いから、 お前の 胤と いう もの 

に 加 藤の 家 をつ がせて、 尾 張 名 古 屋の城 を 見返す よう 

に、 この、 わたしが ついています」 

十三 


「久しぶりにお 目に かかります、 私 は 弁 信で ござ いま 

す。 どうぞ 皆様、 御 心配 下さい ますな、 これで も 旅に 

は 慣れた 身で ございます、 旅に 慣れたと 申します より 

は、 生涯 そのもの を 旅と 致して おる 身で ございます、 

生れた ところ はいず こと も 存じ ませぬ ように、 終る と 

ころの いずれ なるや を、 想像 を だに 許されて いない わ 

たしの 身の上で ございます —— はい、 甲 州、 有 野 村の 

藤 原 家 を 尋常に、 お 暇 をいた だいて 出て 参りました、 

御 縁が あれば また 立 帰って、 御 厄介に なると 申し 残し 

て 出て 参りました。 お 銀 様の ことで ございま すか。 あ 

のお 方 は 泣いて おいでになります、 あれ 以来、 毎日 泣 


きつ づけて おいでになります。 あのお 方の は、 悲しく 

て 泣く ので は ございま せんよ。 無論、 嬉しくて 泣く の 

ではありません。 どうして、 泣く のです。 どうして、 

今にな つて 泣かねば ならない のです か。 火事の 前後の 

こと は、 わたくしが ここで 申し上げませんでも、 皆様、 

たいてい 御 推察の ことと 存じます。 あの 前後に は、 お 

銀 様 は 泣けなかった のです、 それから 三日 目でした か、 

あの 日から お 銀 様が 泣き出しました。 泣き出す と、 ど 

うしても 止まる ことができません、 わたくし も、 それ 

せき 

をお 止め 申す ことができません、 大河の 堰を 切った よ 

うに、 あの方が 泣き出して しまいました。 そうして あ 


れ から、 焼 残りの 土蔵の 二階に、 泣き伏し たままで い 

らっしゃ います。 誰も それ を 慰めて 上げる ものが あり 

ません、 無い のではありません、 誰も 近寄る ことが で 

きないの です。 わたくし だとて、 その 通り、 あの方の 

涙を堰 きとめる ほどの 力 は、 とうて い 持 合せが ござい 

ません のです。 ちょうど、 大火の 盛んなる 時 は、 いか 

なる 消防の 力 を 以てしましても、 手の つけよう がない 

ように、 あの方の 泣き出した それ を 慰めよう のなん の 

と、 そんな 力が あるべき はずの ものと も 思われません 

—— お 銀 様 は、 今 も あの 焼 残りの 大きな 土蔵の 中で 

慟哭して いらっしゃいます、 号泣して おいでになり ま 


す。 その 泣きつ づけて いる 声が、 国 を 離れて こうして 

旅に 出て いる 私の 耳に、 この 通り 響き 通しなん で ござ 

います。 あの 号泣の 声の 嗄れ 尽す 時が いつで あるか、 

あ-や 

それ を わたし は 知る ことができません。 あの 溢れ出ず 

る 涙の 川の せき 止まる 時が いつで あるか、 それ も、 わ 

たくしに はわ かりません —— そこで、 わたくし は、 泣 

いている お 銀 様に、 土蔵の 下まで 行って、 黙って お 

いとま ご 

暇乞い をして 出かけて 参り ましたが、 無論、 弁 信さん、 

お 大切に 行って おいでなさい とも、 おいでな さるな と 

も 御 挨拶 は ございま せんでした  私 も、 また、 どう 

ぞ、 この 際、 あの方に 泣く だけ 泣かして 上げたい と 思 


いまして —— あの 絶大な 号泣 を 妨げる の はかえ つ て、 

ぼうとく 

わたくしの 出過ぎで ある、 冒瀆 であると いうよう に感 

じた ものです から、 お 暇乞いの 時 も、 わざと 言葉に は 

一 言 も それ を 現わしませんで、 心の中で 快くお 別れ を 

告げて 参りました。 快く …… ほんとうに 今度 は 快くお 

別れ をして 参った と 申します のが、 いつわらざる わた 

くしの 心情で ございました。 人様が それほど 泣いて い 

らっしゃ るのに、 それ を あとに して 快く 出て 来たなん 

ぞと 申し上げ ますれば、 さだめて 皆様 は、 わたくし を 

憎い 奴 だとお 叱りになる ことで ございましよう。 さり 

ながら 私 は、 本気に 快く 出かけて 参りました こと をい 


つ わる わけに は 参りません  わたくし は、 泣ける よ 

うにな つたお 銀 様の、 あの 心 持 を 喜ばずに はいられ ま 

せん。 無論、 あれ は 喜びの 涙で ない に はき まってい ま 

いま  ざんげ 

すけれ ども、 未だ 決して 懺悔の 涙で も ございません、 

何とも 名状ので きない 号泣で ございます。 けれども、 

泣ける ようにな つたお 銀 様、 そうして 泣きた くな つた 

時に、 思いき リ泣 くこと を 許されて いるお 銀 様 を、 幸 

福 だと 信ぜずに はおられません。 そこで、 私 は 快く こ 

うして 旅路に 出て 参った ので ございます。 そういう わ 

けで、 お 銀 様に は 親しく 御 挨拶 をし ないで 出立して 参 

りました が、 御主人 伊太 夫 殿へ は、 お世話にな つたお 


しゃくじょう 

礼 を 述べて 参りました。 この 錫 杖と 鈴で ございます 

か —— これ は、 その 時の 伊太 夫 殿から 餞別に いただき 

ました。 そうして これから わたくし は どこへ 行く？ 

とおたず ねになります か。 はい、 もう やがて 間近い と 

ふもと 

ころの 乗鞍ケ 岳の 麓の、 白骨の 温泉まで 私 は 参る そ 

の 途中な ん でございます …… 

どうして、 また 今時分、 信 濃の 国の 白骨の 温泉なん 

ぞへ 行く 気になった のか —— それ は 一 言で お答え を 致 

す ことができます。 お雪 ちゃんが いるからで ございま 

す、 あの 子が しきりに、 わたくし を 招く もので ござい 

ますから —— といった ところで、 手紙 を 一本 もらった 


わけで もな し、 飛脚が 届いた という わけで も ありませ 

んが、 どうも、 あのお 雪 ちゃんが 絶えず、 わたくしに 

呼びかけ ている のが、 かわいそうで、 気の毒で、 たま 

ら ない 気がする ものです から、 どうしても 行って 上げ 

たい 気になって しまいました。 私の 逢って 上げたい と 

思う 人 は、 お雪 ちゃんば かりではありません、 清澄の 

茂 太郎、 あの 子に もめぐ り 逢いた くって たまらな いの 

です が、 逢いた くって 逢わずに いるう ちに も、 あの 子 

の は 心配はありません、 あの 子 は どこへ 行っても 人に 

可愛がられます、 人に 可愛がられ 過ぎる から、 人 以外 

の 者に かえ つ て 親しみ を 感ずる ような 子供で ござ いま 


すから、 高山 深 谷、 あるいは 大海原の 只 中、 あるいは 

まう 

無人の 原野の 中へ 一 人で 抛り っぱなし にして 置き まし 

て も、 心配と いう もの は 更に ございません。 それに 比 

ベる とお 雪ち やん は かわいそうです、 茂太郎 がわた し 

に 逢いたがって いる 心と、 お雪 ちゃんが わたし を頼リ 

にす る 心と は、 性質が 違う ので ございます  私の 今 

の 感覚に よって 想像して みます と、 茂 太郎は 海の 方へ 

出て いますね、 多分、 房 州の 故郷の 方へ 連れ戻されて 

いるか も 知れません、 時々、 あちらから あの 子の 声が 

聞え ます。 弁 信さん —— いま 富士山の 頭から 面 を 出し 

たの はお 前だろう、 なんて —— あの 子が 海岸 を馳 せめ 


ぐって、 夕 雲の 棚曳く 空の 間に、 私の 面 を 見出して、 

飛びつ いたり なぞして いる 光景が、 私の 頭の 中へ、 絶 

えず ひらめいて 参ります。 ですから、 私 は あの 子に 逢 

いたければ、 甲 州から、 いっそ 相模へ 出て、 一息に 船 

で 渡らせて もらい さえ すれば よかった のです、 必ず あ 

の 子に 逢えた のです。 それ にもかかわらず、 私 は 全く 

それと 別な 方向 を 取って、 信 濃路へ 分け入りました。 

信濃路 も、 この 奥深い、 日本の 国の 天井と いわれる と 

ころまで 分け入って 参りました。 道程 は 決して、 滑ら 

かなものとの みは 申す こと はでき ません ので ござ いま 

す。 ところ もところ で ございましよう、 時 も 時で ござ 


いましょう、 旅に 慣れた 身の上、 むしろ 旅 を 生涯と す 

る 私の 身と は覚 つてお ります けれども、 やはり 雪の 降 

る 日に は 寒い と 感じます こと は、 皆様 も、 西 行 法師 も、 

私 も、 変る こと は ございません  里で たずねられ ま 

した 時、 白骨まで 参ります、 と 答えました ところが、 

里の 人が わたくし を 拝みました。 それで は、 もしゃ、 

でんぎ ようだいし 

あなた 様 は、 伝教 大師の 御 再来で は ございま せんかと 

いって、 この 弁 信 を 伏し拝んだ 光景が、 はっきりと 私 

の 頭に うつりました から、 私 は 驚いて しまって、 その 

人の 手 を 取って 起き 上らせ、 勿体ない、 どうして わた 

くし 風情が、 古え の 高僧のお 生れ かわり だなん て、 


僭越 も 僭越 —— 左様な こと を おっしゃられ ると、 私 は 

みょうが 

冥加の ほどが 怖ろ しう ございます とい つ て、 その 人の 

手 を 取って、 私が その 方の 前に 平伏して しまいました。 

だが、 その 方 は、 どうしても、 あなた 様 は伝教 大師の 

御 再来に 相違ない といって、 わたくし を 立てて、 御自 

ひざまず 

分が、 わたくしの 前に 跪 いて 頭 をお 上げな さらない 

のに、 私は窮 してし まいました —— そんなよう なわけ 

ぼんじん わざ 

で、 私 はこの 際の 白骨 入リ は、 ほとんど 凡人 業と は 見 

えない ほどの 冒険と 見えた ので ございましよ う  事 

実、 私 は 御覧の 通りの 瘠せ 法師で、 大きな 胆力 も 無け 

れば、 勇気の ほど も 微塵 あるので は ございません、 た 


だ 人生 を 旅と 心得て いる こと だけ を 存じて おります も 

のです から、 到り 尽す ところが、 すなわち 私の 浄土と 

こう 観念 を 致して おります もので ございま すから、 旅 

を 旅と は 致しません、 旅が 常住で ございます。 陸に 住 

む 人 は、 水へ 行く と あぶな いと子 供 を 叱ります、 水に 

住む 人 は、 陸 は 怪我 をし 易い からといって 子供 を 叱り 

ます、 旅 を 常住と する 私が、 旅 を 恐れな いのは、 死が 

すなわち 人生の 旅 宿 だと、 こう 信じて おる からで ござ 

います —— 私 風情 は 取る にたりません —— 古来、 大ぃ 

なる 旅行家 は 皆、 大 いなる 信仰の 人で ございました」 


十四 

白骨の 温泉で は、 いたずら 者の 北 原 賢 次が、 例の 

ろへん かんだん  きび 

炉辺 閑談の 間で、 炉 中に 木の 根 を 焚いて 黍 を 煮ながら、 

一 方で はしき りに 小鳥い じり をして いる。 

見る ところ、 やや 大きな 小鳥 籠が 三つあって、 その 

中に 都合 十 羽 ほどの 鳥が います。 その 鳥 は みんな 鳩で 

十 羽の 鳩 を 前に 置いて、 北 原 賢 次 は 白樺の 皮 を剝ぃ 

て、 それ を 薄目に 薄目に と 削りな している。 賢 次 は、 

剛情で、 いたずら 気分 を 多分に 備えた 男 だが、 器用で、 


絵心 も あり、 細工 物に 味 を 見せる こと も ある。 

そんな ことが、 この 冬の 温泉 ごもり に は、 結構な 退 

屈しの ぎになる らしい。 小鳥 を 前にして、 しきりに 白 

樺の 皮 をな めして いると、 

「北 原さん —— 」 

という 覚えの 声。 

「おや、 お雪 ちゃんじゃありません か」 

賢 次 は 白樺 をな めして いた 手 を 休めて、 全く 物珍し 

そうに こちら をな がめ、 

「珍しい じゃありません か」 

「お 一人です か、 何 をな さって いらっしゃ るの」 


「お雪さん、 まあお はいりなさい、 いま 拙者が しきり 

に 工夫 を 凝らして、 一 代の 大 発明 を 完成しょう として 

いると， ，- ろです」 

「お 火が ありましたら、 少し 頂戴 させて いただきとう 

ございます」 

「火です か —— 」 

北 原 賢 次 は 今更の ように 炉中を 見る と、 よく 枯れた 

木の 根が 煙 を 立てずに 赤い 炎 を 吐いて いる。 

「有ります とも、 この 通リ。 お持ちなさい、 いくらで 

も」 

火箸 を 取って 火 を搔き 出して やる と、 お雪 は 中へ は 


いって 来て、 

「ほんと にわたしの 部屋 は 変な のです、 いくら 炭 をつ 

いで も、 立 消えば つ かりして しまいます ものです から」 

「それ はいけ ません、 炭が 悪 いんでしょう、 火種ば か 

りょくっても、 炭が 悪く つて は 持ちません」 

「炭 だ つ て、 そう 悪い 炭 じ やない ようです けれど、 熾つ 

たから 安心と 思って いる 間に、 水 を かけた ように 立 消 

えてし ま うんです ものね」 

「では、 炉 がいけ ない のでしょう、 下に 抜穴が あるか、 

或いは 水分が しみ 込む ように 出来て いるの かも 知れ ま 

せん」 


「いいえ、 見たところ、 異状はありません、 それに 三 

階です から、 水の 来る 心配 はない はずです、 おおかた、 

部屋が 陰気に 出来て いるせ いなんでしょう」 

「陰気 —— 或いはそう かも 知れません。 陰気と いえば、 

お雪さん、 あなた こそ、 ちかごろ は、 めっきり 陰気が 

嵩 じてきました、 我々 仲間で も、 蔭ながら 心配して い 

るの は 御存じでしょう、 以前の ような 快活に なれな け 

れば、 せめてもう 少し 元気に おなり 下さい」 

「有難う ございます、 自分で は、 そんなつ もり はない 

のです が、 皆さんが そう おっしゃって 下さる ので、 い 

やにな つ てし まいます」 


「あんまり 一間に たれこめて、 御 病人の 看病ば かりな 

さって いるから です、 たまに はこつ ちへ 出て 来て、 こ 

ひょうきんもの 

の 剽軽者の 賢 次の 話 相手に なって 御覧なさい、 少し 

の 

は 気も暢 びてき ますよ」 

「それでも、 何かと 忙しい ものです から、 つい」 

「何が 忙しい ことがある ものです か、 忙しい ほどの 仕 

事が おありな さるなら、 人に ぶっかけて おやりなさい 

拙者なん ぞ にも、 手伝わせて やって 下さって 差しつ か 

え は ございません」 

「どうも、 皆さんが お集まりの ところへ 出る のが、 気 

のせい か、 ひけ 目に 思われる ようになりました」 


「まあ、 お話しなさい、 火種 はいつ でもあります よ、 

あ き  いつくしま 

この 炉の 中の 火 は、 安芸の 厳 島の 消えず の 火と 同じ 

ことで、 永久に 立 消えなん ぞ はしない から」 

と 言いながら、 火箸 を 取り直そう とする 途端、 薄目に 

らせん 

なめした 白樺の 皮が、 螺旋 を 画いた ように、 ころころ 

あしもと 

とお 雪の 足 許に 転が つ て 行きました。 

「おや —— 」 

ねら  たち ま 

お雪 は 蛇に でも 覘 われた ように、 忽ち 足 を 引つ こ 

めて、 

「何に なさる のです、 白樺の 皮じゃありません か」 

「ええ、 ちょっと 手ず さみです。 いや、 手ず さみで は 


ありません、 これから は 一世一代の 発明と して、 実用 

に 供して みょうと いう 準備の 細工なん です が」 

「まあ、 鳩 を みんなお 出しに なって、 並べて しまい ま 

したね」 

「ええ、 その 鳩の ために、 この 白樺の 皮の 工夫が ある 

のです」 

「何に なさい ます」 

「まあ、 おすわりなさい、 少しぐ らいいいで しょう、 

ほんと に 暫くで したから、 まあお 話しして いらっしゃ 

そばまん じゅう 

い、 お茶 を いれて、 薷麦 饅頭 を 御馳走し ます」 

「どうぞ、 おかまい 下さい ますな I 


「まあ、 お話しなさい、 それに、 この 大 発明に ついて、 

あなたのお 知恵 も 拝借した いと 思って いたと ころです 

から」 

「わたしに 知恵なん て ございま せんが、 当てて みま 

しょうか」 

「当てて 御覧なさい」 

「この 鳩に 持たせる 軽い 文箱 を、 その 白樺の 皮で こし 

ら えようと して、 苦心して いら つ しゃる のでしょう」 

「図星！」 

賢 次 は、 わが 意 を 得たり とば かり 喜んで、 

「お雪 ちゃんの 頭の いいこと は、 今に 始まった こと 


じ やない が、 全く 恐れ入った ものです、 それに 違いな 

いのです、 よく そこまで 想像が 届き ましたね」 

「なに、 頭の いいこ ともなに も ある ものです か、 あな 

たは このごろ、 しょっちゅう、 そう おっしゃって じ や 

ありま せんか、 この 三つの 籠のう ち、 一 つ は 飛 驛の平 

湯 行、 一 つ は 信 州の 松 本 行、 一 つ は 尾 張の 名 古 屋行だ 

が、 これに 持たせて やる 文箱が 無い、 文箱が 無くて は、 

鏡 山のお 初で さえ 困る だろう から、 ひとっこの 鳩に 持 

たせる 文箱 を 工夫して やりたい なん ぞと、 口癖の よう 

におつ しゃって いらっしゃ つたではありません か」 

「そうでし たかね、 そんな こと を 口走りました かね、 


あんまり のぼせて いた ものです から、 自分で は 気がつ 

きませんでした」 

「そうして、 御 工夫が つき ましたの、 その 発明と やら 

じょうじゅ 

が 成就なさい ましたの」 

「成就 はしません が、 目鼻 は 明いた ような ものです、 

御覧なさい …… 」 

北 原 賢 次 は、 薄目に なめした 皮で、 小さな 目籠の よ 

うな もの を 仕立てた の を、 取り上げて お雪の 目の前に 

出し、 

「これなら、 この 平和の 使に 持たせて やっても 荷に は 

なりますまい。 この 程度に 薄めて、 この 裏へ 通信の 文 


字 を 認め るんで す、 そうしてこう クル クルと 捲いて、 

かぜき リば 

鳩の 風 切羽 か、 足のと ころへ そっと 結びつける のです 

な、 そうすれば、 紙と 違って、 雨に 逢っても、 まず 大 

丈夫 だろうと 思 うんです」 

「可愛らしい 文箱です ね」 

「お 使者が 可愛らし いから、 文箱 も それに 準じて ね」 

「です けれども、 これで は 字 を 認める ところが、 あん 

まり 狭いで はありません か」 

「その 辺が 精一杯で すよ、 それよ リ広 くした 日に は、 

使者に 持ち きれません」 

「これで は、 三十 六 文字ぐ らいし か 書け ません のね」 


「眼鏡 を かけて 書けば、 百 字 は 書け ますよ」 

「でも、 せっかくの たよりに 百 字ぐ らいで は、 何にも、 

言 いたい ことが 言えな いじ や ありません か 」 

「それ はお 雪 ちゃんの ような、 文章 家に は、 ずいぶん 

不足で もありましょう が、 きんきゅうの 用事です と、 

百 字書ければ 大抵の 要領 は 書け ますから ね」 

「ねえ、 北 原さん」 

お雪 は 何と 思った か、 腰 を 落着け るよう にして、 籠 

の 中の 鳩 を 見ながら 賢 次の 方に すりよ つ て —— 

「北 原さん、 今 わたし も 思いつい てよ、 この 鳩と、 そ 

の 文箱 を、 わたしに も 貸して 下さらない？」 


「ええ、 お貸し 申します とも、 これ だけ あるので すか 

らお 望み次第です」 

「どうぞお 貸し 下さい、 わたし は、 この 鳩に 頼んで 上 

野原まで 使に 行っても らいましょう、 それともう 一箇 

所 は 房 州まで …… 」 

「そいつ はいけ ません、 鳩と いう やつ は、 よく 使 をす 

るに はします けれども、 無条件で どこへ でも 行く とい 

うわけ に はいかな いのです、 ある 特定の 場所の ほかへ 

は、 自由に 使命 を果 しに 行く 能力が ありません、 そこ 

が 畜生の 悲し さです ね」 

「でも 人間と 違って、 羽で 行 くんです から、 どこへ で 


も 行けそう な ものです のにね え」 

「それが 実際そう はいかな いので、 この 籠の 分 は飛驛 

の 平 湯 行、 こちらの は 信 州の 松 本 行、 それから、 これ 

が 尾 張 名 古屋、 三 力 所に 限った ものです。 その 三 箇所 

も 無事に 行きつ き 得る かどう か、 一 応の 試験 を 要し ま 

こうつうと ぜ つ 

すね。 平 湯と、 松 本の 分 は、 これ は 交通 杜絶の 場合、 

おもんぱか 

万一 を 慮 つて、 両方の 宿の 経営者が 交換して おく 

ものです から、 この 方 は 間違いありません が、 この 尾 

張 名 古 屋の分 は、 この 秋 帰った 湯治の 客が 置きつ ばな 

しにして 行った ものです から、 もう 通信 能力が ぼけて 

しま つ ている かも 知れません」 


「女 は 鳩より 馬鹿 だと い います からね」 

「何 をお つし や るんで す」 

あき  かお 

北 原 賢 次が、 呆れて しまって、 お雪 ちゃんの 面 を 見 

直す と、 お雪ち やん は、 

「それでもなんでも かまいませんから、 わたし は それ 

を 一 つ 拝借して、 手紙 を 頼んで やって みましょう」 

「それ を 御 承知なら おやす い 御用です。 では、 どちら 

にして みます か、 飛 驛の平 湯 行に 致します か、 それと 

も 信 州の 松 本、 あるいは、 やや 遠く離れて 尾 張の 名 古 

屋」 

「ええ、 それで は 尾 張の 名 古 屋行を 一 つ、 お貸し 下さ 


いまし な」 

「よろしい、 承知し ましたが、 しかし、 お雪ち やん、 

あなた は 名古屋 に、 お知合いが あります か」 

「いいえ、 少しも 知った 人はありません けれど、 弁 信 

さんに 宛てて みましょう」 

「弁 信さん というの は？」 

「あたしのお 友達よ」 

おもしろ 

「へえ、 あなたのお 友達の 弁 信さん —— 面白いで すね、 

お雪ち やん ほどの 娘さんが、 まずた より をな さろうと 

ふるさと 

いうのに、 故郷 や、 親 や、 兄弟の こと を おっしゃらず、 

まつ 先にお 友達の こと を おっしゃる。 そのお 友達 こそ、 


ず い ぶ ん の あやかり 者 だと 思 います。 しかも それが 女 

のお 友達じゃありません ね、 弁 信さん —— の 名が 示す 

ところに よれば、 男の 方です ね、 男 もし かし どうやら 

俗界と は 離れた ような 呼び名。 なんにしても、 まつ 先 

に、 あなたから 呼び かけられる 弁 信さん は 果報です。 

きれい 

さだめて 綺麗な お 寺 小姓 か、 若い 美 僧で、 忘れられな 

い、 あなたの 昔な じみなん でしよう」 

「ええ、 全く、 わたし、 世の中に 弁 信さん ほど、 よい 

人 は 無い と 思います わ」 

と、 お雪が 言い出し たもの だから、 北 原 賢 次が 再び 

どぎ も 

度胆 をぬ かれて しまいました。 


「へえ、 弁 信さん ての は、 そんなに、 いい 人なん です 

か」 

「全く、 この 世の中に、 あんないい 人はありません」 

「驚きました ねえ」 

北 原の 方が かえっててば なしにな つて、 驚いて し 

まった が、 お雪 はいつ こう 平気で、 

ひま 

「ですから、 わたし、 毎日 毎日、 隙 さえ あれば 弁 信 さ 

んに 宛てて 手紙 を 書いて いますの。 手紙ば つかり 書い 

たって、 出す たよ リは 無いで しょう、 ですから、 書い 

たきり の 手紙が もう、 こんなに 高くな つてい ますの よ _ 

でもい くら 書いても 書き足り ない ものです から、 今で 


も、 書く 事の なくなる の を 心配す るより は、 こんなに 

毎日 書いて、 せっかく 用意して 来た 紙が なくなり はし 

ないかと、 それば つかり 心配に なって 仕方が ありませ 

ん」 

「 へ え  驚き ましたね」 

北 原 賢 次 は 三た び 手放しで、 あっけに 取られました。 

しかし、 北 原 は そだちが いいから、 下品な 冷やかし 

を 打 込む 男ではありません。 

「それ はそうと して、 お雪ち やん、 鳩の 方 はとに かく、 

この 名古屋 行の 分 を 貸して 差 上げましょう、 この 鳩 は、 

尾 張の 名古屋 までし か 行かない 鳩 だとい うこと を、 忘 


れ てはいけ ません よ」 

「それ は ただいま 承りました」 

「しからば、 その 弁 信さん というの は、 ドコ においで 

なさる のです か」 

「それ は、 わかりません けれど …… 」 

「その 居所の わからない 人の たより を、 名古屋 へし か 

ことづて 

行かない 言伝に 頼んだ ところで、 無益じゃありません 

か」 

「それでも、 弁 信さん は、 しょっちゅう 旅 をし つづけ 

ている 人です から、 もしかして、 途中で この 鳩に でく 

わさない とも 限りません わ」 


「心細い ような、 大胆な ような おたよりで すね、 もし 

かしての 範囲が あんまり 広い のに、 鳩の 行程が 定まり 

過ぎて います」 

「それでも かまいません、 もしかして、 わたしからの 

弁 信さん への 手紙が、 途中で、 ほかの 人に 渡っても、 

その 人が 弁 信さん へ 届けて 下さる かも 知れません も 

の」 

「かも 知れない こと を、 たよりに なさるなら、 いっそ、 

この 鳩が 途中下車した 時に、 ちょうど 旅 をして 休んで 

いた 弁 信さん とやら の 頭の 上へ 止まる かも 知れません、 

と 言ったら いかがです」 


「そんな こと も 無い とはいえ ません のよ」 

「いよいよた よりない ことです ね、 ほとんど 当ての な 

い 海中へ、 石 を 投げ込んで 鯛 を 取ろうと いうよう な 目 

あてです ね」 

「でも 弁 信さん は 別物よ、 あの人 は、 とても 勘の いい 

人です から、 この 鳩が、 わたしからの たよ リを 持って 

いる こと を、 頭の 上 を 飛んで 行く 音で、 ちゃんと 聞き 

わける かも 知れません のよ」 

「はは あ、 超人 間の 働きです ねえ、 第一、 頭の 上で 飛 

ぶ 音 を 聞き わける というの が 振って いますね —— その 

くらいなら、 眼 を あげて 見分けて もらった 方が いい 


じゃありません か」 

「ところがね、 弁 信さん は 眼が 見えな いんです よ、 北 

原さん」 

「え」 

「あの人 は、 眼が 見えない 代りに、 勘が おそろし くい 

いんです から、 わたしの たより を 持った 鳩と 行 逢えば、 

その 羽の 音で、 きっと さとって しまいます わ」 

「驚き ましたね、 いかに 勘が 鋭敏 だとい つて、 それが 

本当なら、 まさしく 超人 間です」 

北 原が、 やや 茶化し 気分の いい 気持で 相手に なって 

いると、 お雪ち やん はいよ いよ 真剣に なって、 急に 思 


い つ いたよう に、 

「あ、 そうそう、 そういう 場合 は、 弁 信さん よりも 茂 

ちゃんだ と 一層い いわ、 あの 子なら この 鳩 を 呼び寄せ 

てし ま レます 」 

「何です つ てお 雪ち やん」 

「あの 茂 ちゃんて 子が、 もし 弁 信さん と 一 緒なら 占め 

たもの よ」 

「茂 ちゃんと は、 何者です」 

「可愛 ゆい子で、 弁 信さん と大 のなかよ しです が、 も 

し 二人が 一緒にいて くれる と、 弁 信さん が この 鳩 を 勘 

で かんづいて、 茂 ちゃんに 耳う ち をす ると、 茂ち やん 


が 口笛 を 吹いて、 この 鳩 を 呼びと めて しまいます」 

そうじんき 

「なんだか、 お雪 ちゃんの 話 は、 捜 神 記 を 夢で 見て い 

るよう で、 我々 に は、 いっこう 取りと まりがない が… 

〜」 

「いいえ、 茂 ちゃんて いう 子 は、 それ は 不思議な 子よ、 

どんな 荒い 獣で も、 空 を 飛ぶ 鳥で も、 地に 這う 虫で も、 

みんな 呼び寄せて、 なつけて お 友達に してし ま うんで 

す、 そのく せ、 人間に 逢って は、 ずいぶん 臆病なん で 

すけれ ども、 人間の ほかの ものなら、 何でも 怖い とい 

うこと を 知りません ね、 自分が 怖がらな いから、 先方 

で 自然にお 友達に なって 来る のです —— うちにい る 時 


も、 狼 を 呼びよ せて、 しょっちゅうお 友達に して、 自 

分の 寝る 縁の下へ 住まわせて、 御飯 を 分けて 食べさせ 

てい ましたが、 そのく せ、 わたしたちに それが 見つか 

り やしない かと、 ビ クビク していました わ。 狼より わ 

たした ちが 怖い なんて、 ずいぶん 変った 子でした」 

まわ リ 

「ほんとうに お雪 ちゃんの 周囲に は、 変り ものば かリ 

集ま るんで すね」 

「つき 合って みれば、 ちっとも 変って いないんで すけ 

れど、 聞いて みると、 とてもよ りつけ ない 人 たちのよ 

うに 思われましょう」 

「何しろ、 その 弁 SIS さんと 言い、 茂 ちゃんと 言い、 人 


間界の 代物ではありません な …… それら を 友達と して 

いるお 雪ち やん 自身 も、 かなり 問題の 女です ね」 

「そう 見えます か 知ら」 

「見えます とも」 

「見えない はずなん です がね、 わたし こそ、 世間の 娘 

さんと 全く 同じ ことよ、 心立て は 悪かない けれど、 そ 

のく せ 意気地なしで、 自分に は 何の 力 もない のに、 人 

様の 面倒 を 見て 上げた かつたり、 頼まれる といやと 言 

えなくな つて、 あとでよ けいな 心配 をしたり、 好きに 

なると、 どうしても 離れられ なくなったり、 からきし 

意気地なしの、 お 人よ しなんです けれど …… 」 


「どうして、 そんな どころ じゃありません、 お雪ち や 

ん ぐらいよ く 出来た 娘さん は、 全く 珍しい と 皆が 言 つ 

て レ ます」 

「この 山の 中で は、 珍し いんでしょう」 

「はは は、 お雪ち やん、 なかなか そらさない、 そこが 

いいと ころ だ」 

「全く わたし はお 人よ しね、 自分で もそう 思います け 

れど、 強い 人に は なかなか なれません から あきらめて 

レ ます」 

「ところがね、 その 人の いいと ころに、 何ともい えぬ 

おか 

つよみが あるので すよ、 いわば 犯し難い ところが ある 


ん です。 たとえば、 この 山の 中の 冬 ごもり でしよう、 

ここに 集まって いる 者 は、 我々 はじめ、 いずれも、 一 

かどの くせ 者でしょう、 御 安心なさい、 自分から くせ 

者と いう 奴に、 たいした くせ 者はありません からね、 

み じょうし 

それ はそうと しても、 いずれも 寄り集ま リの身 性 知ら 

ずの 人間 共でしょう、 その 中で、 たった 一人の、 紅 一 

点た るお 雪 ちゃんに 対して、 野心 を 起さない ものが 無 

いと は 誰も 断言で きないでしょう。 ところが 今日まで 

今後 もそう でしよう が、 お雪ち やん を渴 仰す る もの は 

ある けれども、 つい ぞ 手出し をしょう とした 奴が 無い 

そこにお 雪 ちゃんの 潔白と、 純粋から 来る つよみが あ 


るので す」 

「ちっとも 存じませんでした、 わたしに そんな 強味が 

ある こと を」 

「ちっとも 存じない ところが 強味なん です よ、 これ を 

存じて いて ごらんなさい、 ッンと 取りす ましてみ たと 

すき 

ころで、 隙 はあり ますよ …… とにかく 我々 も、 ずい ぶ 

ん 世間 を 渡って いる 人間で はあり ますが、 それでも、 

お雪 ちゃんの ような 女性 を 見る こと は、 そんなに 多く 

はありません。 宝玉と いう もの は、 やっぱり 深山へ 来 

なけり や 掘り出せな いの かも 知れません」 

「北 原さん も、 ずいぶん、 お世辞が お 上手なん です ね」 


「ええ、 これで も、 女で は 相当に 苦労 をした 覚えが あ 

るんで すから、 相当に 女 を 見る目 も あるに は あるべき 

でしよう。 ところで、 お雪ち やん、 あなたの 珍重す ベ 

き 所以 を 信じます と共に、 その 危険に ついても 看取し 

ない わけに はいきません、 賞め ている ばかりが 親切 

じゃあ リ ません からね —— あなたのお 年頃、 そうして 

自己の 有する 美質 を、 人に 示して 惜しまない ところに 

は、 また 非常なる 危険が ひそんで いる こと を さとらな 

ければ なりません、 そこ を ひとつ、 出過ぎた 申し分で 

すが、 わたしから 忠告 を させて いただきたい ものです」 

「どうぞ、 御 遠慮なく おっしゃって 下さい、 何と 言わ 


れて も、 為め になる こと を おっしゃって いただく 分に 

は、 決してお こりません から」 

「では 申し上げましょう かね。 人様の こと を 申し上げ 

ざんげ 

るに は、 自分の 懺悔から はじめなければ なりません。 

まあ、 お茶 を 一 つ •：：• 」 

話が 思いの外 はずんで、 賢 次が お茶 を いれて 話し こ 

む 気になる と、 お雪 も 身 を 入れて 聞く 気になりました 

今や 賢 次が、 わが 身の 懺悔 話から はじめて、 おもむ 

いとぐち 

ろに お雪 ちゃんの 為め になる 意見 話の 緖 を 切ろうと 

ひょうひょう 

した 途端に、 この 家の いずれの 一角から か、 飄々 と 

して 短 笛の 音が 落ちて 来ました。 


「あ、 尺八」 

十五 

「あ、 尺八です ね」 

せっかく、 語り 出で ようとす る 賢 次、 せっかく、 そ 

れに 聞き入ろ うとした お雪、 二人の 熟した 気分 を、 こ 

の 尺八が 折りました。 

北 原 も、 話頭 を 折って、 この 尺八の 音に 聞き入る。 

お雪 もまた、 それ を 聞く と 何とな しに、 そわそわ とな つ 

て 落ちつき 兼ねた 模康も 見えます。 


しばら 

じっと 暫 く 耳 をす ましていた 北 原、 

「お雪ち やん、 あれ は どなたで すか」 

「あれです か …… 」 

「あの 尺八 を 吹いて いるの は、 どなたで すか、 あなた 

御存じでしょう」 

「ええ」 

「どなたで すか」 

「あれ はね …… 」 

「我々 の 間で は …… 最初 は、 我々 仲間の 者が やる の だ 

ろうと 気に もとめて おりませんで したが、 中頃から、 

不思議が るよう になり ました。 君 かい、 いや おれで は 


ない、 では 誰 だ、 と 論議の 末が、 ついに わから なくなつ 

たと 共に、 あの 笛の 音 も 暫く ばったりと やんだ もので 

す。 それが また、 深夜で も、 白昼で も、 意外な 時に、 

意外に 起る ものです から、 それから 問題に なりました。 

いろいろ 物色して みたが、 結局、 お雪 ちゃんの 連れの 

方、 そのほかに は あの 笛の 主が 無い という ことにな つ 

てみ ると、 ますます 問題が 問題 を 生みました のです よ」 

「どうも 済みません  」 

「いや、 済まない という ことではないです よ、 つまり 

ね、 我々 こうして、 計らず も 山中に 棟 を 同じう して 住 

ごえつどうしゅう 

んで いますと ね、 呉越同舟と いったよ うな もので しょ 


う、 ましてお たがいに、 今日まで 見ず知らずで こそ あ 

かたきどうし 

れ、 敵 同士 じ やな いんです からね。 無論、 呉越 どころ 

じゃあり ません、 同 海 同胞です、 みんな こうして 一 つ 

ゆ JS, ね 

棟の 下に、 一 つ 湯槽の 中で、 裸に もな り 合う 仲に なつ 

ている のです から、 兄弟 同様の 親しみが 湧いて 来る の 

も 無理が ありません。 ところで、 たった 一人が、 この 

不思議な & 縁の 同舟の 中に、 我々 と 全く 没交渉な お 方 

が 一 人、 存在な さると いう こと は 物足りないで はあり 

ません か。 時々 は 噂 をし ますが、 まだ 一 人と して、 

我々 のうちで お 目に かかった もの はない のです、 それ 

がすな わち、 あなたの お連れの 御 病人の 方なん です I 


I しかし、 御大 病で いらっしゃ るから 遠慮して おいた 

方が いいと、 誰も、 そのこと を、 あなたの 前で は 申し 

上げなかった でしよう、 ところが その 御大 病の 方が、 

このごろ は 短 笛 —— 尺八です な、 あれ をお やりに なろ 

うとい うこと ですから、 御 病気 も 大分、 およろ しくな つ 

たのでしょう …… と 拙者 はじめ 思いました」 

「ほんとうに おかげさまで、 近頃 は、 め つ きりょくな つ 

たようで ございます」 

「それで は、 やはり、 あの 尺八 は、 あなたの お連れの 

御 病人の 方が お吹きになる のです ね」 

「そう、 お尋ね を 受ければ、 左様で ございます、 と 申 


し 上げる ほか は) ，- ざいません」 

「そうです か  」 

北 原 はこ こで、 また 沈黙して、 暫く 尺八の 音に 聞き 

入って いました。 

お雪 も、 尺八の 音が 起って から、 なんとなく、 そわ 

そわした けれど、 こうな つ て は 急に 立ち上る もバ ッが 

悪し、 その 主 をそう だと 名乗って しまう 以上 は、 なん 

だかち よ つ と 荷 も 下りた ような 気がします ものです か 

ら、 同じように、 尺八に 耳 を 傾けて おりました。 

れい ぼ 

「やはり 鈴 慕です ね」 

「はい」 


北 原 はこの 時、 ほとんど 感に 堪えた ようで ありまし 

たが —— その 途端と いっても いい 時、 ハタと 尺八の 音 

が やみました。 

その 時、 お雪 は、 急に 引 寄せる 綱に でも たぐられた 

かの ように、 あわただしく 立って、 

「大 へん 長く お 邪魔 をして しまい ましたが、 ちょっと 

失礼して 参ります、 用事が 済みましたら、 また 上り ま 

す 力ら」 

あわてて 十能 を 取り上げ たの を、 北 原が 火箸 を 取つ 

て、 火を搔 いて やりながら、 

「お雪ち やん、 わたしの 方から、 お雪 ちゃんの ところ 


へ 押し かけて はいけ ません か」 

「え、 どうぞ」 

お雪 は、 とってつ けたよう な 返答 をして、 二の句に 

まどい ましたが、 北 原 は、 

「村 田 か、 誰か つれて、 お雪 ちゃんの 部屋へ 話しに 行 

きます が、 よう ござんす か」 

「え、 よう ござんす とも、 どうぞ、 いらし つて 下さい」 

この場合、 悪い とも 言えない し、 よし こられて は 困 

る 場合で あっても、 お雪に は、 それ を 断 わるよう にす 

げ ない 挨拶 はでき ないた ちです から、 やむなく 承知の 

旨 を 答えました。 


「それじゃ 上ります、 その 時に です ね、 お雪ち やん、 

あなたの そのお 連れの 方に、 我々 を ひとつ 御 紹介ね が 

えますまい か、 御 病気が お 悪ければ 遠慮 を 致 し ま すが 、 

あれ を、 あれ だけにお 吹きになる 元気が おありになる 

のです から、 我々 に 御 面会く だすっても、 たいしたお 

さわりに もなる まい かと 存じます」 

「それ はそう です けれどね」 

「いけません か」 

「いけない はずはありません が、 当人がず いぶん、 き 

むずかしい 人です から、 もしゃ、 失礼が あって は 済ま 

ない と 存じます」 


「どう致しまして、 失礼の 段で は、 我々 人後に 落ち ま 

せん …… あなたの ところへ 遊びに 行く の はいいが、 お 

連れの 方に 御 挨拶な しに はいられません からね。 御 迷 

惑の ようで したら、 早々 引上げ ますよ、 人の 気 も 知ら 

ないで、 腰 を 落ちつけ ている ような、 心なき 業 は 致し 

ません」 

「いいえ、 座敷 は 別にな つてい ますから …… かまい ま 

せんけれ ど、 とにかく、 お遊びに おいで 下さい まし、 

あなたお 一人で も、 村 田さん をお 連れに なっても かま 

いません」 

「では、 後刻 上ります よ」 


こうして、 お雪 は 火 を 持って、 三階の 自分の 部屋へ 

帰つ て 参りました。 

十六 

きび 

お雪 ちゃんが 帰った あと、 北 原 賢 次 は、 泰を 煮て い 

おおて つ びん 

る 鍋 を 下ろして、 大 鉄瓶と かけかえ、 小鳥 籠 を 前にし 

て ぼんやりと、 火に あたって いると ころへ、 村 田 寛 一 

や ぞう 

が、 胸に 弥蔵を こしらえながら、 ブラ リ とはいって 来 

ました。 

「どうした ェ」 


「今ね、 お雪 ちゃんが 来たと ころな の だ、 珍しい から 

無理に 引きと めて 無駄話 をして みたと ころさ」 

「それ は 珍しかった ね」 

「それば かりじ やない、 話が 少し ハズン だもの だから、 

いずれ そのうち、 こちらから お雪 ちゃんの ところへ 押 

しかけて 行っても いい かェ、 と 聞いたら、 いいと 言つ 

たよ」 

「何 だい、 つまらない、 悪い と は 言うまい さ。 しかし 

…：- J 

「そうさ、 穴蔵の ような 冬の 白骨の 天地に、 こうして 

一 つ 宿 をして いるの だから、 おた がいに、 誰が どこへ 


押し かけた つて 不思議 はない はずなん だが、 今までお 

雪 ちゃんの ところば かり、 まだ 誰し も 御無沙汰 をして 

いたよう だ、 それじゃ 済むまい という わけで も ある ま 

いが、 ようやく、 こちらから 押し かけて みょうと いう 

口火 をき つたの は、 我々 の 方で 今日が 初めてだろう。 

それが 今更の ように 不思議で はない か、 そんな ことが 

改まって、 いまどき 切り出される ようになった ことが 

おかしい じ やない か」 

「それ は 遠慮と いう もの さ」 

「遠慮と はいうけれ どもね、 若い 娘つ 子 をめ あてに、 

接近 をしょう なんてい うこと こそ、 おた がいに 遠慮 を 


しなけ り やならん が、 お 客 同士の 気分で 行ったり 来た 

りする 分に、 何の 遠慮が いるもの か」 

「いや、 そのこと じ やない のさ、 お雪 ちゃんの 傍に は 

大変に 重い 病人が いるとの こと だから、 それで 皆が 遠 

慮して いた というわけだろ うじ やない か」 

「なるほど —— 考えてみれば それ だな、 それが 遠慮の 

第一 理由で あつたかに 思われる が、 それにしても 見舞 

に 行って 悪い という こと も、 見舞に も 来て くれるな と 

も 言われなかった はず だ、 どちらに しても 遠慮が 少し 

過ぎて いたよう に 思う、 それが 今日は、 徹底され たよ 

うな わけ だから、 これから、 君、 ひとつ、 二人で お雪 


ちゃん を 驚か そうじゃ ないか」 

「それ もよ かろう、 だが、 看病の 大病人と いうのに、 

さわり はない か 知ら」 

「ところが、 それ をたず ねて みると ね、 病気の せいか 

なかなかき むずかし や だから、 もし か 失礼に 当って は 

なんて、 お雪 ちゃんが 言う もの だから、 御 病気 は 知つ 

ています がな、 あの 笛の 音で は …… あの 尺八の 気力で 

は、 そう 今日明日と いうよう な 御 病体で もなかり そう 

だし、 日増しに よくな つてく るよう な 音色 じ やない か 

とその こと を 言って やる と、 お雪ち やん も、 拒み きれ 

ない という 様子だった」 


「うむ、 問題の あの 尺八な」 

「それ それ、 あの 尺八の 主が すなわち、 お雪 ちゃんの 

侍 いている 大切の 病人な の だ」 

「いったい あれ は 何者な の だい、 正体が わかった かね。 

おやじ 

最初のう ち は、 単に 病み ほおけ た 親爺さん かなに か だ 

ろうと、 我々 の 間で も タカ をく くって いたの だが、 短 

笛の 主の 見当が それと 定まって から 以来の、 大きな 疑 

問 じ やない か —— それ を 聞いて みたかね、 お雪ち やん 

に」 

「それ は 聞かない、 聞かない けれども、 あえて 聞く 必 

要 もない じ やない か —— 最近に その 人 を 見る ことが で 


き るんだ もの」 

全く その 通り、 あの 尺八の 音が 聞え 出してから、 や 

や 暫くあって、 この 炉辺 閑談に 集まる 人 も、 集まらな 

い 人 も、 問題が その 音色に 集まった という こと は、 あ 

の 短 笛が 世の常の 俗曲 を 吹かな か つたと いうば かりで 

はない、 集まって いる 者の 大多数が、 お 神 楽師 を 名乗 

るく せ 者であった だけに、 物の 音色に ついて、 かなり 

やかましい 耳 を 持ち合せて いたらし い —— そこで 問題 

ふんきゅう 

が 紛糾して、 やや、 悩ましい ものにまで されて いる。 

十七 


「あれ は、 老人 や、 女子供の 吹く 音色 じ やない よ。 そ 

うかと いって、 うら ぶれた 通り 一 遍の こも 僧の 歌口で 

もない、 いやに 人 を 悩ます 吹き 方 だ」 

と 一 人が 言った ことがある。 そうすると 他の 一 人が、 

「あり や、 女殺しの 吹く 笛 だよ」 

と 口を出し たもの だ。 その 女殺しと 言った の は 誰 だつ 

れい ま 

たか 知らん が、 つまり、 鈴 慕 をよ く 聞き わけて、 音に 

対して、 たしかに 見識 を もっていた 一人、 北 原で はな 

かった、 村 田で もなかつ たし、 池 田 良 斎ではなかった 

し、 今、 その 誰だった か は、 ちょっと 記憶に 無い が、 


しみじみと 鈴 慕の 曲に 聞き入りながら、 あれ は 女殺し 

の 吹く 笛 だよ、 と 言い捨てた ものが 確かに あり は あつ 

たので ある。 

「うむ  なるほど」 

と 一 座 も、 それ を 承認した かの ように、 力を入れ てう 

おもむ 

なず いて、 なお、 その 曲の 赴く ところ を 終りまで 聞い 

たこと があります。 

「女殺し —— 」 といった の は、 どういう 意味 かよく わ 

からない。 誰も、 それ を 押して 問う 者 もなかつ たが、 

一 座が それ を 茶化した 意味に も、 冷 かした 意味に も、 

あざけ 

嘲 リ 笑った 意味に も 取らなかった こと は 事実です。 


それ以来、 お雪 ちゃんの 看病して いると いう 大病人 

が、 老いぼれた、 血の気の かれきった 木石で はなく、 

何 か、 そこに 解け きれない、 たん まりした ものが 滞つ 

ている ような 歯痒い 気持 を、 一同に 持たせて しまった 

こと も 事実で ありました。 

お雪 ちゃんの、 肉 身の 祖父と か、 父母と かいう 人で 

は 無論ない、 男性と すれば、 叔伯 系の 尊族 —— もう 少 

し 近く 持って来れば、 肉 身の 兄で はない か、 というよ 

うな 噂が、 ちょいちょい 話題に 上った こと もないで 

はなかった のです。 

だが、 その後 は、 鈴 慕の 音色が 時あって、 不意に 起 


きた 

リ 来る こと はあって も、 それ は 一座 会同の 席の 場合に、 

聞き 合わせる こと は 滅多になかった から、 箇々 に、 離 

れ 離れに こそ、 あの 音色 を 問題に したり、 多少の 悩み 

を 覚えたり した こと はあって も、 「女殺し」 といった、 

印象的 批評が、 共通して 誰もの 頭に 残って いたわけ で 

はなく —— なかには 仏 頂寺弥 助の 如く、 ほとんど、 身 

も 世 も あられぬ ほどに、 あの 音色 を 嫌いぬ いた もの も 

あるが、 そのほか は 概して、 その 遣る瀬なき 淋し さか 

ら、 淋し さの 次に あこがれの 旅枕の 夢 をお い、 やがて 

行き 行きて、 とどまる ところ を 知らぬ、 雲と 水の 行方 

むげん ひょうび よう 

と、 夢の あこがれ とが、 もつれて、 無限 縹渺の 路に寄 


する 恋 —— といった ような ところに 誘われます。 吹く 

人に 心あって もなくても、 楽と 器と がそう 出来て いる _ 

左様に 人の 心 を 誘うよう に 出来て いる。 そこで、 聞 

く ほどの 人が、 甘い 悩みと、 重い 魅惑 を 誘発され ぬと 

いう こと はない。 お前さんと 一緒に 行けば、 死ぬ こと 

はわ かっていても、 殺される より ほかに 道 はない と 知 

りながら も、 わたし やお 前さん を 離れる ことができな 

い —— といった ような 恨みが、 この 一曲に こん がら 

かって、 もつれて、 取 去る こと はで きないら しい。 

れい ぼ 

本来、 鈴 慕の 曲 は、 そうあって はならない。 そうな 

とど 

ければ ならない ものであって、 しかも、 それで 止まつ 


て はならない はずの ものであるのに  

「女殺し —— 」 と 言った の は、 その 悩み を 殊に、 どろ 

どろに 感得せ しめられた からであろう。 そうでな けれ 

ば、 自分が、 それと 同じような 犯せる 罪あって、 人 を 

殺す 音と、 人 を！^ かす 音 を 知り、 殺す 人、 必ずしも 活 

かす 人で はない が、 活かす 人 は、 殺す こと を も 知って 

いなければ ならない。 

芸術の 魅力 は 毒で ある。 有害で ある こと を 知り抜い 

て、 芸術 を 弄する 者 は、 その 殺活の 機に、 表裏 徹 透し 

て おらねば ならぬ はずな のに、 殺す こと を 知って、 活 

かす こと を 知らない もの、 その 危険 は、 その 感化の 及 


ぶと ころの すべて を、 窒死せ しむる と共に、 自分 を も 

焼 亡す る。 

「女殺し」 と 言った の は、 ただなん となく、 濃烈 なる 

甘い 悩みの 圧迫に 堪えられなかった うめきの 声に 過ぎ 

一一、 ヽ o 
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あいたず さ 

北 原と、 村 田と が 相 携えて、 それから いくら もた た 

ない 時間の 後、 お雪 ちゃんの 部屋 をたず ねて、 

「ごめんください」 


障子の 外から、 言葉 を かけた 時に、 

「はい、 どなた」 

それ はお 雪の 返事に は 違いない けれども、 非常に 

狼狽した ような 返答ぶ りで ありました。 

「私です」 

北 原 は 静かに、 外から 名乗る と、 

「あら 北 原 さ ん  ど ぅぞ 」 

と は 言った けれど、 その 狼狽ぶ リは、 障子 一重の 外で 

鮮 かに 手に 取る ほどな のが、 来客の 心 を 少しく 不審が 

ら せました。 

よし、 自分た ちが 不意に 押し かけて 来たから とて、 


そんなに 狼狽し なくても よかり そうな もの を、 ことに 

ちゃんと 前 ぶれ もして あるよう な もの。 

そこで、 お雪 は 何 か、 あわてて 身の 廻リを 始末す る 

ような 物 音を立ててから、 

「どうぞ」 

「ぉ忙 がし いんじゃないで すか」 

あんまり、 中が あわただしい 気配 だもので すから、 

北 原 も 遠慮して みると、 

「いいえ、 かまいません のです、 どうぞ」 

「失礼しても よろしう ございま すか」 

「どうぞ」 


障子が あけられて 見る と、 お雪 ちゃんが 少し ポッと 

赤くな つて、 その あたりに は、 縫物 だの、 書き物 だの 

が 取 散らして あつたので、 それで は、 その 取 散らかし 

を 気兼ね をして 狼狽した のだろう と 思われます。 

「御 勉強の ようです ね」 

「いいえ、 何もして いやしま せんの」 

「御 病人 は  」 

といって、 北 原が、 二 間 打 抜きの 源氏 香の 隣り の 間 を、 

ぴ ようぶ  こたつ 

そっと 見る と、 屛風を 後ろに して、 炬燧を 前に つっぷ 

している 一 人の 人 を 認めました。 

「有難う ございます」 


お雪 はま だ 何だか 落ちつかない 心 持で、 隣り の 間に 

も 気が 置け るら しい。 

さて は、 と 思った 北 原 は、 盗む ように 隣り の 間の そ 

の 当の 人 を、 なおよく 認めようと 試みました。 

しかし、 それ は 無駄で ありました。 その 人 は、 面 を 

横にして、 炬鐽の 蒲団の 上に 摺リ つけて いるものです 

おもかげ 

から、 どうに も その 面影 を 見て取る こと はでき ません _ 

面影 は 全く わからなかった が、 炬燧の 傍に 机が あつ 

て、 その上に 一管の 短 笛が 置かれて いる こと は、 めさ 

とく 認めない わけに は ゆきません。 それに、 僅かな が 

ふうさ いこつ がら 

ら、 うかがう ことので きる その 人の 虱采 骨柄 は、 思つ 


たより は 全く 若い 人 だ —— といつ て も 無論、 お雪ち や 

んと 相似の 人で は 決してな いが、 存外す つきり した 風 

采 だと 思われました。 

どちらに しても、 病み ほおけ た 骨格 を 想像して いた 

ようぼうし ようしゃ 

北 原に とって は、 むしろ これ は、 容貌 瀟洒と いうに 近 

いほ ど、 こなれ ている 人 だ。 それに、 身なり も、 病人 

と は 思えない ほどに キ チンと している し、 髪 も 手入れ 

が 届いて いる —— 

そう 思って 見る と、 こちらの お雪 ちゃんの 取 乱した 

書き物、 縫物の ほかに、 屛 風の 外へ 急に 突き やったら 

くしば こ み みだらい 

しい、 櫛 箱、 耳盥、 そんなよ うな ものが 眼に 触れる と、 


北 原 はなんだ か、 ここで 今まで、 おとわ 稲川 もどき の 

世話 場が、 演ぜられて いたよう な 気配 も 想像され ない 

ではありません。 

なんとなく、 空気が 尋常でありません ものです から、 

さすがの 北 原 も、 どちらへ どう 御 挨拶 を はじめて いい 

かわからないで、 暫く は 二つの 間へ 等分に 眼 を くれな 

がら、 

「村 田 君 を 誘って、 二人で 押し かけて 参りました」 

「ほんとう によく おいで 下さいました、 約束 をお 忘れ 

なく」 

この 時分、 お雪ち やん もよう やく 本心に 返り かけた 


らし <、 

「さあ、 どうぞ、 こちらへ」 

改まって 北 原と、 村 田 を 案内して、 

「お 炬鐽 へい らっしゃい ましな、 今、 お 火 をいた だい 

て 来たば かりです から、 その 方が よろしう ございます」 

「そうです か、 あの、 お雪ち やん、 お 邪魔 をして いて 

も、 御 病人に おさわり は ございま せんか」 

「え、 かまいません とも」 

「御 挨拶 を 申し上げ たいと 思います が …… 」 

「あ、 そうです か」 

お雪 はこ こで もまた、 狼狽ぶ り を 示さずに はおられ 


ない らしい。 

そこで、 北 原 も、 少し 訪問の バッが 悪かった な、 と 

思わせられな いわけに は ゆきません。 

お雪 ちゃんの 方で、 我々 の 来る こと を 待 構えて、 こ 

の 一間 を 立て切って 置いて くれたなら、 水入らずの 訪 

問談 もで きたろう。 また 病人に 引合 わせられる にして 

も、 多少 バッ がよ かった ろうに、 こうして あけっぱな 

ちんにゅう 

しにして いると ころで は、 こちらが 闖入して 来たよ 

うに もな り、 お雪 ちゃんとしても、 改まっての 紹介の 

とつつ き 場に、 ちょっと 迷う の も 無理 はない と 思い ま 

した。 


その 時に、 隣り の 人が、 意外に も 気軽に 首 を あげて、 

「これ は 皆様、 よく おいでにな りました、 お雪が いろ 

いろと お世話になります」 

と 後ろから、 不意に あびせられた ものです から、 北 原 

と、 村 田が、 おびえた ように 振 返って、 

「いや どうも、 我々 こそ、 お世話になり つづけ、 失礼 

のしつ づけで ございます」 

と 挨拶 を 返しました。 

そこで、 今までお つくう にも あり、 苦心に もして い 

た、 謎の 主の 面 を、 ありあり として 正面に 見る ことが 

できました。 


これ は、 明るい 一間で 見た 机 竜 之 助 以外の 何人で も 

ありません。 その 人が 尋常に 物 を 言って、 

「この 通リ 眼が 不自由な もので ござ いますから、 つ い 

一 つ 宿に おりましても、 いっこう 皆様に お近づき も 致 

しません、 失礼の み 致して おります のに、 お雪 を はじ 

め 連れの 者が、 絶えずお 世話になって おります る」 

非常にと おりの よい、 むしろ、 品の よいと 言っても 

よい 挨拶ぶ りでした から、 北 原 も、 村 田 も、 決して 悪 

い 気持 はしませんでした。 

ただ、 こちらまで 迎えて 挨拶に 来な いのは、 それ は 

眼が 不自由な せいで 致し方が なく、 今日までの 隠退ぶ 


り も、 あらゆる 病気の それよりも、 物 を 見る 光 を 失わ 

れ ている という 不自由の させる 業 だとき めて みれば、 

当然の こと だと 同情 を 起さない わけに は ゆきません。 

案外と 思わせられた ところ は 少しもない ことが、 か 

え つ て 案外であった かも 知れない と 思います。 

「いや どう致しまして、 お雪 ちゃんが、 この 宿に いて 

下さる ことのた めに、 どのくらい 我々 が 救われて いる 

か 知れ やしません」 

村 田が 少し 新し い 言葉 づ かいで、 お雪ち や んを 讃美 

したの は、 当然 これ は、 この 人の 妹 だ、 この 人 はお 雪 

ちゃんの 兄さん だと、 判断して しまった からです。 


そこで 竜 之 助が、 また 挨拶し ますに は、 

「では、 どうぞ、 そちらの 炬燧に ゆっくりと お入り 下 

さい まし、 拙者 はこの ままで 失礼 を 致します。 こうし 

て 相 離れて いながら、 お 話 を 承りたい もので ございま 

す」 

こうむ 

「左様ならば、 我々 も 御免 を 蒙りまして。 しかし、 

我々 がこうし ていい 気になって、 碇を 下ろして は、 失 

礼 はさて 置き、 御 病気に おさわりになる ような こと は 

ございますまい か」 

再び 念 を 押してみ ると、 

「そんな 御 心配 は 御 無用です、 今日は 大 へん 気分が よ 


ろしい ので、 お 話 相手が 欲しい と 思って いたと ころで 

ございます、 心 置きな くご ゆるり と」 

「しからば、 御免 を 蒙りまして」 

この 晴れ やかな 問答 を 聞いて、 誰よりも 胸 を 撫で 下 

ろした の は、 お雪ち やんで す。 

テレ きった 自分の 立場が 完全に 救われた のみならず、 

この 人が、 こんなにまで、 快く 人 を 待遇す る 気になつ 

たの は、 来客の ために 無上の 快感で あるの みならず、 

本人 自身の 病気と いう ものが、 全く 調子 を よみがえら 

せた ものと みない わけに は ゆきません。 いずれもの 意 

味に 於て、 お雪 は 春の 光が 急に 障子の 外に まば ゆく さ 


し 込んで 来たよう な、 嬉しい 感じで いっぱい になり ま 

した。 

「さあ、 どうぞ、 ごゆる りと」 

いそいそ  こたつ  ふとん 

お雪 は、 欣々 として、 炬鐽の 蒲団 を かきあげたり、 

座蒲団 をす すめたり している と、 北 原 は 持参の 

そばまん じゅう 

薔麦 饅頭と、 塩 せんべい をお 雪の 前へ 出し、 

「おみやげです」 

「恐れ入りました、 たいそう 遠い ところから おいで 下 

さいました 上に、 こんな 過分な おみやげまで いただき 

まして  ホ ホホ」 

あ いきょう 

とお 雪 ちゃんが 愛嬌 を 見せる と、 北 原が、 


「せ つ かく 心に かけての 訪問で ございま すから、 何ぞ 

と 思い ましたが 何も ございません、 ホンの 有 合せ、 こ 

れが 私共の 土地の 名物 だそう で >  J ざ います」 

そこでお 雪 は、 お茶 を いれに かかりました。 

せつな 

炬燧に 落着いた その 刹那に、 友 禅の 蒲団に からまつ 

ていた 書物が 一 冊 —— ハラ リと 飛んで 北 原の 右の 膝下 

に 落ちた もの だから、 北 原 は 何気なく、 これ を 拾い 上 

げて 見る と、 

「近世 説 美少年 録」 

はは あ、 宿の つれづれに 読む ものと して は、 あり そ 

うな もの。 


北 原 も、 ちょっと 合の手に、 それ を 取り上げて 見る 

と、 北 斎の 挿絵が、 キビ キビと 胸に 迫る ものの あるの 

を 覚える。 本文 は 読まずに 飛ばして、 紙 を 二三 枚め く 

ると、 そこに 折り目 をつ け 込んだ ところが 一枚 ありま 

本来、 読み さしの 本に は、 有 合せで も 何でもい いか 

ら采を 入れて 置くべき もの。 中身の 本紙 を 折 畳む こ 

と は、 無 下の 振舞 だと、 北 原 も それ は 嫌いだし、 お雪 

ちゃんの ひとがらから 言つ て も、 こんな こと を させて 

置く の は 惜しい、 と 感ぜずに はおられませんでした。 

あわてた な —— ちょうど 我々 が 来訪して 来た 時に、 


お雪ち やん はこ こまで 読みす ましてい たの だ。 そこへ 

不意に 我々 のおと ない を 聞いて、 あわてて 呆を はさむ 

余裕が なく、 つい ムザム ザと 中身の 本紙 を 折り込んで 

しまったので、 これ はお 雪 ちゃんの 日頃で はない、 非 

常の 際の、 ただ 一度し か 試みて はならない 失策な の だ。 

ふだん、 こんな こと をして いる 子で はない、 というよ 

たち ま 

うに 北 原が、 忽ちお 雪 ちゃんの ために 有利な 弁護の 

道 を 発見して しまいました。 しかし、 それが 後に なつ 

て、 今まで、 絵 だけ 見て、 飛ばして 行った 本文 を、 そ 

こから 読む ともなし に 読み出して みると、 

やぎ やうた  たぐ ひ 

「既にして 夜行 太 等 は、 お 夏が 儔 多から ぬ 美女た 


すじ やう 

る を もて、 ふかく 歓び、 まづ その 素 生 を たづぬ るに 

勢 ひかくの 如く なれば、 お 夏 は 隠す こと を 得ず、 都 

うたひめ  つ 

の歌妓 なりけ る 由 を、 あからさまに 報げ しかば、 

二 箇の賊 は 商量して、 次の 日、 何れの 里に て か、 

つくし ごと  さみせん  ふたく さ 

筑紫 琴、 三絃なん ど 盗み 来つ、 この 両種 をお 夏に 授 

けて、 ひかせ もし、 歌 はせ もして、 時な く 酒の 相手 

くろ ぞう 

とす。 只 この 遊興の みならで、 黒 三が 宿所に をらぬ 

日 は、 お 夏 を 夜行 太が 妻に しつ、 又 夜行 太が をらぬ 

時 は、 黒 三が 妻に もす。 たと へば 是れ 両箇の 犬の 

こ ひん  め 

孤牝 を愛づ るに 相似たり、 浅ましき ことい ふべ う も 

あらね ど、 さすがに 我 児の いと ほしければ、 お 夏 は 


これす らいな むによ しなし。 逃れ 去らん と 欲すれ ど 

も、 夜行 太と 黒 三と、 かはリ 代りに 宿所に をれば、 

ちと  すき 

思 ふの みに て 便り を 得ず、 よしや 些の隙 あり とても 

山 深く して 道 遠 かり、 いづこ を 人家 ある 処ぞ と、 予 

て 知らねば なまじ ひに、 走り出で 路に 迷うて、 程 も 

なく 追 詰められ、 行 戻さる る ことし も あらば、 わが 

たまの すけ 

上の みか 球 之 介が、 命 も 保ちが たかるべし、 畜生に 

をつ と 

だ も 劣る 山賊の、 しかも 良人の あだかた きなる、 二 

けが  なぐさみもの 

人の 為に 身を瀆 されて、 調戯 となれ る 事、 もと も 

とい かなる 悪業 ぞゃ。 好 もしから ぬ 夫で も、 ぬし あ 

ふたみち  ちぎ 

リ ながら 岐道 かけて、 瀬十郎 ぬしと 浅から ず、 契り 


し 罪の 報い 来て、 いける 地獄に 堕ちに けん、 世に 薄 

をな ご 

命なる 女子 は あれ ども、 わが 身に 増る もの あるべし 

すぎこ 

やと、 過 来し かた を 胸に のみ、 思 ひぞくら す 秋の 山 

つまこ  いも 

に、 牝恋ふ 鹿 もうらめ しく、 まがき にからむ 薯 かつ 

ら、 子に ほ だされて 捨て かねし、 身の なる 果を あは 

ひっき やう 

れ 世に、 訪ふ人 絶えて なかり けり。 畢竟お 夏が こ 

きゅうやく 

の 窮阨 の、 後の ものがたり いかに ぞゃ、 そ は 次の 巻 

ときわく 

に 解 分る を 聴ね かし …… 」 

北 原 は、 眼の 落つ ると ころに、 一気に これ だけの 文 

字が 触れた ものです から、 一種 異様な 気分に 襲われ ま 

した。 


十九 

北 原 賢 次 は 美少年 録の 件 のく だり を 見た 瞬間に、 

ちょっと そんなよ うな 気分に 襲われ、 ずっと 膝 先 を 

炬鐽の 方に 突き 入れて、 斜めに 竜 之 助の 方 を 見ながら、 

「お 目が 不自由で はいちばん いけません、 そこ ひで で 

も ございまし たか」 

「いいえ、 怪我 をした のが もとで、 ひどい 目に 逢い ま 

した」 

「中途から 見え なくなつ たのが、 いちばん いけない そ 


うで ございま すお」 

「それが 全くい けない のです」 

「御 病気から ではなく、 お 怪我からで ございまし たか」 

「ええ、 怪我から やられました」 

「怪我 も いろいろ ございま すが、 それによ つて 養生の 

方法 も 違いましょう ね。 そうそう、 先日 見えた 二人 づ 

れ のうち、 一人の 丸 山な にがしと いうの が、 医術の 心 

得が あるよう に 言って いました ね、 君」 

北 原 は 同行の 村 田 を 顧みる と、 村 田 は かたくなに 坐 

りこんで いたが、 

「そんなよ うな こと を 言つ てました ね」 


「あの人に でも、 見て いただく とよう ございま したが 

な」 

そこでち よ つ と 話が 途絶えました。 

きせる 

しばらく してから 机 竜 之 助が、 座右の 煙管 を 取りの 

ベて、 

なお 

「誰に 見せても ダメ です よ、 癒 りつこ はない と 思う け 

れど、 つい、 こうして いる 間 は 捨てても 置け ず …… 」 

と つぶやきました。 

「ダメ という， ，- と は ございま すまいが、 せいぜい 御 養 

生 はなさらなければ なりますまい。 時に そのお 怪我と 

いうの は、 何が 原因なん でございます か」 


「この 目の つぶれた 原因です か」 

「はい」 

えんしょう 

「これ は 煙硝 で 焼かれた のです」 

「え、 煙硝に 吹かれ たんです か」 

「そうです」 

「いや、 その 事。 わしら の 郷国で は、 あれが 大好きで 

してね、 大 仕掛の やつ を 好んで やる ためによ く 犠牲者 

が 出ます …… それでも まあ、 怪我 だけで 幸いと 言わね 

みじん 

ばな りません、 五体 を 微塵に 飛ばされる 奴 もあります 

からな」 

と 北 原が 言いました。 


そこで、 また、 どうやら 話の 呼吸が 合わ なくなった 

らしい。 

はず 

北 原 は、 それ を 自分の 推 想が 外れた と 感得した から、 

で 勢い 前言の 訂正、 且つ、 つぎたし をし なければ なら 

ない と 思つ て、 

「花火で は ございま せんでした か」 

い くさ 

「花火ではありません —— 戦争で やられました」 

「え、 戦争です か」 

「戦争と いう ほどの 戦争じゃありません がね、 いくさ 

まねごと 

の 真似事の ような ものです けれども、 それでも いくさ 

でした」 


「そうです か、 いくさに おいでになりました か」 

「ふとした 行 違いで したよ」 

いくさ 

「どちらでした か、 その 軍 は」 

「大和の 十津 川です」 

と 竜 之 助が 言った ので、 お雪 ちゃんが ヒャリ としまし 

た。 

それ は 話の 半ば 頃からで す。 

眼の 悪い こと は 隠せない にして からが、 その 原因 ま 

で を 語る 必要 は あるまい に、 問われた らば、 何とで も 

そらして おく 道 もあろう に、 煙硝で つぶれた、 いくさ 

で やられた、 その 調子で、 ス ラスラと 大和の国の 十津 


川まで 言って しまったから、 傍に 聞いて いたお 雪が ハ 

ラ ハラした の は、 実は 自分 さえ、 今まで 大和 国 十津川 

と いうと ころまで は 聞かないで いるから なのです。 

ど こぞで 負傷 をした たたりと いう こと は、 今迄 もき 

いていた けれど、 それ をく わしく 問う の もなん だか 立 

入りが ましい ようで あり、 また、 その 過ぎ去った 原因 

を 洗い立てす るの は、 この 人の 古い 傷に 痛み を 感じさ 

せる ように 思われた から、 お雪 ちゃんとして は、 それ 

に 触れたくなかった からです。 それ を この 場で は、 問 

われ もしない に すらすらと 大和 国十津 川まで 名乗って 

しま つ たもの だから、 お雪が ハラ ハ ラす るの も 無理 は 


ありません。 

何事 を も 包みたがる という わけで はない が、 包んで 

置いて 上げた 方が いいと 信じて、 これまで かしずいて 

来たのに、 案外に も 初対面の 人に 心 置きの ない この 始 

末です から、 全く 今日は 天気の せいで はない かと 思い 

ました。 

でも、 相手が 北 原さん でよ かった、 先日 やって来た、 

あの 手の こわくて 冷たい 無気味の さむらい のよう なの 

こころ やすだ 

に 向って、 こう 心安立てに 話し 出されて は、 全く やり 

きれない、 それでも 北 原さん でよ かった と、 お雪 は 傍 

から、 やっと 胸 を 撫で下ろして いると、 その 頼みき つ 


けしき 

た 北 原が、 案外に 気色ばんで きました。 

「え、 大和の 十津 川です つて …… 」 

「そうです」 

てんち ゆうぐみ 

「あなたが なんです か、 大和の 十津 川の あの 天誅 組 

の 騒動へ 加入な すった のです か」 

「え、 ふとした 縁で ね」 

「はは あ。 それ は それと して、 十津 川で は どちらへ お 

きんのう ぜ い 

附 きになりました、 勤王 勢で ございまし たか、 それと 

も 幕府 方で ございまし たか」 

「どちらと いう わけ もな いんです がね、 途中で、 十津 

川 行の 浪士 たちに 逢い ましてね、 それに すすめられた 


ものです から、 ついその 気になった までです」 

「それで は 勤王 方で ございま したね」 

北 原 賢 次 は、 なんとなく 我が 意 を 得た とば かり、 膝 

を 進めました。 

「なんでも 中 山 侍従 殿と いうの を 大将に して、 事 を あ 

げ るに は あげたが、 数の 相違で 敗れて、 拙者 も 十 余 名 

の 同志と 紀州路 へ 落ちて 行く 途中、 獵師の 奴に 爆弾 を 

しかけられて、 こんな ことにな つてし まいました」 

「あ、 そうでし たか、 それ はどう もはや、 左様な 名誉 

の 御 負傷と は 存じませんでした、 なみたいていの 御 病 

人 だとば かり 思って いた もので ございま すから」 


「な あに、 名誉の 負傷で もなんでも あり やしません よ」 

と 竜 之 助が、 苦笑いし ました。 

「いいえ、 名誉です、 十津 川の 一戦 は 勤王の 火蓋で し 

た、 あなたが その 名誉 ある 一戦に 加わって、 犠牲の 負 

ほ ま 

傷 を 残された という こと は、 大きなる 誉れでなくて 何 

でしよう」 

と 北 原が 言いました。 

「それ は 本当に 勤王 心が あって、 やった 事なら 名誉 か 

も 知れない が、 拙者の は 出た とこ 勝負で、 首 を 突つ こ 

んだ だけです」 

と 竜 之 助が、 軽く さばくの を、 北 原が つり 込まれて、 


「何事で もです、 幕府 を 敵と して 孤軍 報国の あの 義戦 

に 加わろう というの は、 赤心 鉄 腸 を 備えた 勇士で なけ 

れば できな いこと です」 

北 原 賢 次が ムキ になる と、 竜 之 助 は ッンと 少しば か 

リ 天井 を 上に 向いて、 何 か 一一 一一 n いそうで 言 いません でし 

た。 

そこで 北 原 だけに、 ハズミ がつ いて、 それ を キッカ 

ケに、 しきりに 十津川 戦陣の 物語に 鎌 を かけて、 この 

勇士に 当時 実戦の 景況 を 物語らせ、 その 名誉の 負傷の 

きた  つまびら 

よって 来る ところ を 詳 かに させたい もの だと、 鎌 だ 

けで はない モ ー シ ヨン を かけて みたり したが、 一向に 


手答えが ありません。 

そこまで は、 お雪ち やん も ハラハラ する ほど 話しぶ 

りが 進んで 来たが、 そこへ 来る と、 どうしても 動かな 

くな つ てし まいました。 

そこで、 北 原 賢 次が もて 余しき つた 時に、 お雪ち や 

じ ,i  、 

んカ 

「先生、 あなたが、 大和の 十津 川と やらで、 そんなお 

怪我 をな すった という こと は、 わたし は 今まで 存じ ま 

せんでした」 

「いいえ、 お雪 ちゃんに も 話して 上げた こと は ある は 

ずです よ | 


「それでもお 聞きした 覚えが ございません もの」 

「たしかに 話して 上げた はずな の を、 お前さんが 忘れ 

てし まった のだろう」 

「そうでし たか 知ら …… 」 

お 雪が 無邪気に 首をかしげた 時に、 北 原 賢 次が 三度 

ち っナ 

四 度、 呆気に とられて しまいました。 

賢 次 は 眼 を 円く して、 なんだか か だか わからな いよ 

うな 気配で、 お雪と 竜 之 助の 方 を、 かなりの 距離の あ 

ると ころ を、 忙が わ しく 眼 を 急転 さ せ て 、 言 句が つ げ 

ないような 有様です。 

ばいせき 

陪席 を 仰せつかつ ている 村 田 も、 どうも 板に つかな 


いような 気持に 堪えられません。 

そこで、 この 両 室の 空気が いやに 変な ものに な つ て 

しまったの を、 竜 之 助 は 眼が 悪い から 見て取る わけに 

はいく まいが、 お雪 ちゃんと いう 子が、 そのまま はい 

られ ないから とりつくろう 気になつ て、 

力み 力た 

「上方の 方で は、 しょっちゅう、 いくさば かりして い 

るんで すつ てね」 

と 言います と、 

「しょ つちゅう という ほどで もありません がね」 

と 北 原が 答えました。 

「いやです ね、 いくさ なんて」 


いくさ 

「戦 も、 時と 場合により けりで ね、 大義名分 のために 

戦わなければ ならぬ こと もあります からな」 

いくさ 

「戦 をし ないでも、 何とか 話合いが つきそうな もの 

じゃありません か」 

「だって 時と 場合です からね、 今に 上方の 戦が 江戸 ま 

で やって来 ますよ、 お雪ち やん」 

「そうなる と、 日本中が、 いくさに なつち ま うんです 

ね」 

「まず、 そんな ものです、 お雪 ちゃんの 故郷 だとい う 

甲 州なん ぞも、 当然 捲き 込まれて しまい ますね」 

「でも、 この 白骨まで は 来ないでしょう」 


いくさ 

「さあ、 日本中が 戦 にな つても、 ここまで は 舞い込ん 

で 来ます まいね、 第一、 大砲が 通りません からな」 

「ほんとうに、 わたしたち は 仕 合せです、 いつまでも 

この 白骨に おりましょう、 ねえ、 先生、 あなた も、 た 

とえ、 お 眼が なおっても、 二度と ふたたび 戦に 出る こ 

となん ぞ はおよ しあ そばせ」 

この 時、 北 原 賢 次が、 むらむらとして お雪 ちゃんの 

面 を 見て しまいました。 これで はせ つかく バッを 合わ 

せようと した 彼女の きりまわしが 何にもな リ ません。 

そういう 事に 一向に 頓着 しないお 雪ち やん は、 今度 は 

北 原の 方に 向いて 無邪気な 笑顔、 


「北 原さん、 あなた も、 ずいぶん、 喧嘩つ 早い ような 

いくさ 

お 方です けれど、 戦なん ぞ にお 出になる の はおよ し 

なさい」 

と 言いました。 

「だが、 お雪ち やん、 おた がいに 白骨 温泉の 中へ 白骨 

を 埋めに 来た わけで もあります まい、 いっか、 それ ぞ 

れの 国と 仕事と に 返らなければ ならないでしょう」 

「そう 言えば、 そんな ものです けれど  どうかす る 

と、 一生 こんなと ころで 暮らして いたいよ うな 気持 も 

します ね」 

その 時、 北 原 は、 「お雪 ちゃんの ように 相手 さえ あれ 


ばね」 と 言って やりたい 気分に なって、 その 言葉が 

咽喉まで 出ました けれど、 初対面の 何とも 知れぬ 隣室 

の 人に 気 を 置かれて、 だまって、 思わず 村 田と 面 を 見 

合わせ ましたが、 やはり、 その 辺に お気づき のない お 

雪ち やん は、 

「ねえ、 北 原さん、 あなたのお 国 は、 やはり この 信 州 

の 伊那 だと おっしゃい ましたが、 あちらのお 話 をお 聞 

かせ 下さい ませ。 いっか ここの 白骨 温泉の 木 曾 踊りの 

ことが 話に 出ました 時、 あなた は 伊那の 飯 田に は、 あ 

れに 負けない 伊那 踊りが あると い つ て 御 自慢に なり ま 

したでしょう、 その 伊那 踊りです か、 伊那 節です か、 


それ を 一 つお 聞かせ 下さいな。 ね、 先生、 ここで それ 

を 歌つ ていた だいても ようご ざいましょう ね」 

「はは あ、 伊那 節 を わしに うたえと おっしゃ るんで す 

か、 北 原の 無粋 を 見かけての 御 註文です ね。 もとより 

歌った リ 踊ったり は、 こちらの ガラ じゃあ リ ません が、 

尤も ガラで 歌ったり 踊ったり する わけ じ やない、 過 

いわゆる 

ぐる 夏に は、 とてもす ごい 体格 をした 所謂 ィャ なおば 

さんなる ものが 存在して、 すごい 体格 は 体格ながら、 

肉声 は 甚，. だ 美に して、 よく 音頭 取り をつ とめ、 白骨 温 

泉の 女王の 地位 を 贏ち 得て いたと いうく らいです から、 

ガラが 違っても 歌えない、 踊れない という 限り はない 


が、 拙者なん ぞは 無茶です。 ただ、 伊那 節の 歴史と 文 

句 だけ は、 木 曾の 御岳山に も 負けない ものが あります、 

なかなか 雅趣が あってい いのが あります …… だが、 わ 

が 伊那の、 天下に 向って 誇るべき こと は、 そんなと こ 

ろに あるので はない、 天 竜峡の 絶勝と 並んで、 わが 伊 

へ きすう 

那の 地が 山間の 僻陬に ありながら、 尊王の 歴史に 古い 

光 を 持つ ている ことです」 

北 原 は 一 種の 昂奮 を 感じながら、 信 州 伊那の 郷土 を 

論じ、 天竜峡 のこと に 及んで、 ぜひ 一度、 天 竜 峡を見 

においで なさい、 御 案内いた しましょうと 言って、 は 

じめ て 相手が、 相手と いう ことに 気がついて、 まずい 


面 をす るの を、 お雪が 傍から とりなして 言いました、 

「うちの 先生 は 風景 を 御覧に なること はでき ない けれ 

ど、 風景のお 話 を 聞く こと は 大好きで、 風景のお 話 を 

たち ま 

して 上げる と、 それが 忽ち その 夜の 夢になります そ 

うで、 よい 話 を 聞かせて いただけば いただく ほどよい 

夢が 見られる、 そこで、 わたし も、 なるべく 先生に よ 

い 夢を見せ て 上げる ように、 知っている だけのお 話 は 

して 上げたり、 本 を 読んで 上げたり する つもりで すけ 

れ ども、 わたし だけで は、 とても その 材料が 足リ ませ 

ん」 

お雪と して は、 それ を 単純な とりなしの つもりで 


言った のでしょう けれど、 北 原 は 単純に 聞き捨てる こ 

とがで きませんでした。 

この 二人の 間 は 何 だ。 

炯眼な 北 原 は 早く も、 この バッの 合わない 二人の 呼 

吸 を 見て取らな いわけに は ゆかない と共に、 いよいよ 

解し きれない ものが、 頭の 中 を 躍起と させる ようです。 

この 二人の 間が 兄妹で ない こと は、 ここへ 来た 当初 

から 見えき つてい るし、 主従で はない、 先生 呼ばわり 

をして いるが、 あの 男 はいった い、 お雪 ちゃんの 何の 

先生な の だ —— 

美少年 録を 臆面もなく 読み 合う 一 一人の 師弟 関係 —— 


笑わせるな。 

北 原の こういった 観察が、 全 宿 中へ パッ とひろ まつ 

たの は、 なにも 北 原が 吹聴した とき まった ので はな 

いが、 二人が この 座敷 を 去って から 後の ことで ありま 

した。 

二十 

これより 先、 白骨の 温泉 を 立ち 出で た 宇津木 兵馬 は、 

飛驊の 平 湯 をめ ざ して 進んで 行き まし た 。 

白骨から 平 湯まで、 僅か 四 里の 道と はいえ、 もう 少 


し 雪で も 深く なれば、 通れない。 

雪で なくても 天候 不順の 時 は、 いかなる 山荒れ が 出 

現しない とも 限らない が、 天気 は 極めてよ し、 そして 

途中 ひよ こりと、 中の 湯 ま で 行く とい う 獵師と 出逢 い 、 

その 獵師 がすす めに 従い、 道草 気分で、 中の 湯の 温泉 

へ ちょ つ と 立 寄つ てみ る 余裕まで 持つ ことができ まし 

た。 

中の 湯の 温泉に は、 宿屋と いう ものはありません。 

板 を 屋根に した 掘 立 小屋が、 空しく 朽ちて、 湯 は 川 

の 端、 巌の 間の 到る ところに 湧いて いる。 兵馬 は、 こ 

んな 温泉に 一 日  もし 許すならば 十日で も 二十日で 


も 滞在して、 思う さま この 巌の 間の 湯に つかつ て いた 

いという ほど、 いい 気持の した 温泉でした。 

案内した 獵師 は、 そこから 吹き出す の も、 ここにた 

まってい るの も、 みんなお 湯です よ、 まあ、 もう 少し 

進んで ごらんなさい、 天然の 湯 滝が あります から。 湯 

滝 は 白骨に もあります が、 あれより ズット 大きい  

めおと 

といって、 渓間 を 導いて、 兵馬 を 二つの 滝が 女 夫の よ 

うに 並んで いると ころへ 連れて来ました。 

「どうです、 この 二つ の 滝 は みんなお 湯で ございます 

よ」 

それ は 高さに 钤て四 間、 幅に 於て 三尺 ほどの、 絵に 


見た ような 自然の 滝。 近くよ つて さわって みると、 全 

くの 温泉です。 

白骨に も 湯の 滝 はあった けれど、 あれ は 湯 を 引いて、 

人に 打た せる ように 人工が 加えて あつたし、 それと 大 

きさから 言っても、 これと は 比べ ものに ならない のに、 

これ は 天然の 滝 そのものが 全部の、 自然の 湯と して 現 

わされて いるので すから、 兵馬 は 最初、 滝の 近く 寄つ 

て、 わざわざ 腰 を 押しの ベて 触れて みょうと したが、 

ついに、 たまり 兼ねて 行李 を 捨て、 帯刀 を 脱し、 一切 

の 旅装 を かなぐり 捨てて、 その 滝壺の 湯に 飛び込んで 

しまいました。 


かくて、 思う存分に、 その 湯に ひたって いると、 獵 

師は、 その あたりの 板 小屋に 腰 を 卸して 網 を張リ にか 

かるらし い。 

網 を 張る というの は、 こうして 待 構えて いると、 猿 

やその 他の 動物が、 湯に つかりに 来る ことがある。 そ 

れを 見て いて、 ある もの は 手捕りに、 ある もの は 銃殺 

あるいは 槍 殺 もす るら しい。 稀れ に は 弓矢 も 用いる こ 

とが あるら しい。 

ここで、 思う さまの 悠浴を 試みた 兵馬 は、 身心 一層 

の 爽快 を 覚え、 網 を 張る 獵師と は 別れて、 ひとり 目的 

地 へ と 急ぎます。 


今 は 路傍に 美しい 高山植物の たぐい こそ 咲いて はい 

ない が、 山林、 豁流、 すべてが 清麗 で、 顧みれば、 

まわり 

四周の 深山の 中には、 焼 岳の 噴煙が おどろ 髪の ように 

立ちのぼる。 途中 一 つ 信 州 松 本への 廻り 道が あった だ 

あぼうと うげ  ひら ゆ 

け、 安房 峠を越え てし まえば、 平 湯まで は 二 里に 足ら 

ぬ 道。 

前途の 不安が 全く 除かれて みると、 深山 を 楽しむ の 

快感が 身に 沁み 渡り、 いい 知れぬ 勇気が 湧いて 来る。 

兵馬 は、 この 快感と、 勇気と を もって、 安房 峠 を 打 

越えながら、 「万 法 一 に 帰す、 一 何れに 帰す」 という こ 

と を 考えさせられました。 これ は 兵馬に とって は、 か 


なり 重い 公案の ような ものです けれど、 兵馬 は 往々、 

ふいに こんな 公案に ひっかかって、 分相応の 頭 を練リ 

ながら、 旅路 を 行く こと も あるので す。 

ほどなく 兵馬 は、 平 湯の 温泉に 着きました。 

ここ は 白骨と 違って、 周囲の 峡間 も 迫って はいず、 

田野 も 相当に 開けて、 白骨の ように 宿屋 一 軒が すな わ 

ち 峡間の 一 部落 をな すと いうよう なわけ ではなく、 数 

十 戸の 人家が 散在して、 人里の 気分 豊かに 獵 犬の 声 も 

相 和す る、 至極 穏 かで 平らかな ところ だと 感じました。 

すいせ き  わらじ 

そこの 「水 石」 という 宿で 草鞋 をぬ ぐ。 


浴客 も 相当に ありました。 

二三 日 は、 とにかく、 ここで 落着いて、 これから 当 

然、 この 国の 首都、 高山の 町 をお とずれ て、 尾 張 方面 

へ 行く、 それに 順路 を 取ろうと する。 

よろいび つ  ぐそく 

自分の 通された 宿の 座敷に、 鎧櫃 があって、 具足が 

飾りつ けられて ある ことに、 兵馬 は、 ちょっと 好奇心 

を 起し、 まず 長 押に かけられた 薙刀から 取って、 無断 

こうむ  さや  さ 

に 御免 を 蒙 つて、 鞘 を 外して 見た けれども、 銷 びて は 

いるし、 さの み 名作と も 思われませんでした。 

だが、 素朴な 湯槽のう ちの 二三の 浴客と は、 忽ち 

はなしが たき 

話 敵と なりました。 それ は 高山 あたりから 来た、 新 


婚 らしい 夫婦 者、 それから 近在のお 婆さんと、 病気が 

ありそう にもない に 湯治 だと 言って いる 四十 男、 それ 

と 家の 番頭、 雇人、 それらが、 すべて 隔ての ない 混浴 

でした。 

こうず 

兵馬が 白骨から 来たと 聞いて、 その 四十 男が、 好事 

な 眼 を 向けて、 

「白骨 じ や、 このごろ、 お化けが 出る つて 評判です が、 

本当で ござんす かね」 

と 言いました。 

「お化け、 そんな 話 は 聞かなかった よ —— 」 

兵馬が 答える と、 


「こちらで は、 もっぱら、 そんな 評判で ございました 

よ」 

ふゆ ごも 

「はは あ、 冬籠りの 人 も 二三い るに はいました けれど、 

お化けの こと は 誰も 言いませんでした」 

人から お化けと 問い かけられて、 はじめて 兵馬 は、 

なんだか 白骨の 思い出に、 寒さ を 感じた ような もので 

その 事。 兵馬 自身 こそお 化けに はっけつ 廻され つし 

ている ではない か、 仏 頂 寺、 丸 山の 亡者 はいわず も あ 

れ。 

そのほかに、 何が 白骨に いたか。 何にもい ないから 


手 を 空しう して、 こうして やって来 たの だが、 さてい 

たかと 言われて みると、 考え直してみ たくなる。 

ここ、 平 湯で、 平々 淡々 として、 明るい 気分の 湯に 

浸って いるのと は、 周囲 も、 気分 も、 全然 違い、 ここ 

へ 来て 見る と はじめて、 たしかに 白骨に は 何 かいたと 

いう 気分が してなら ない。 あの 短 笛 の 音 も 変じ やない 

か。 あの 娘 —— あの 冬籠りの 人々 —— 二階から 三階に 

わたる 陰気なる 夜の 音。 

上から 射す 初冬の 光線 は 極めて 明るかった が、 その 

明るさ も、 いま 考えて みると 杲々 とかが やき 渡る 太陽 

の 光の 明るさではなかった よう だ。 白骨の 月夜 は 名物 


ときいた が、 月の 光が 昼間まで 照り 残って いると いう 

こと は あるまい。 

さりと て、 鎧 小屋の 神主 殿の 面が、 白日の 下に、 明 

る 過ぎる ほど 明る か つ たと 思う の も、 ものの 不思議。 

やはりお 化けが 出なかった かと 言われて、 はじめて 

もの  け 

兵馬 は 物の怪に 襲われた 心 持で、 

「はは あ、 白骨に はお 化けが 出る なんて、 そんな 噂が 

あるので すかね」 

「あります とも、 もし …… 出な けり や 不思議な もんだ 

と、 こっちで は みんな、 そういつ てお ぞけを ふるって 

おります よ」 


これ は 湯槽の 中の 輿論の ようで、 この 地で は 誰 ひと 

リ として、 白骨に お化けが 出る という こと を 信じない 

もの はない ようです。 

「そうでし たかね、 我々 は あそこに いても、 一向お 化 

けと いう もの を 聞き もしなかった し、 無論、 見 もしな 

かった が、 いったい、 そのお 化けと いうの は、 どんな 

お化けで すか」 

「いくつ も 出る そうです が、 そのな かで、 高山の 

いんらん ごけ  おとこめ かけ 

淫乱 後家と、 男妾の 浅 公 …… 」 

と 四十 男が 浅黒い 面に、 思いの ほか 白い 歯 並 を 見せて 

ニヤ リと 笑いました。 


「はは あ、 高山の 後家さん と、 なにがしの 若者、 それ 

が 化けて 出る というので すか」 

「そり や 見た 人が あるから、 たしかな もんです が、 そ 

の ほか、 いろいろな 化け物が、 この 冬 は 白骨に 巣 をく つ 

ている つてます から、 こちらから は 誰も 参りません。 

尤も、 ふだんで さえ 冬 は 人の 住まない 土地です から、 

行かな いのは あたりまえです けれど、 今度のお 化け 話 

はこの 夏の 終り 頃から はじまりました」 

「そうです か、 拙者 は、 ちょっと 道に 踏み迷う たとい 

う 形で、 あの 温泉 場へ 参り、 直ちに こうして 引上げて 

ひま 

来たので すから、 お化けに お 目に かかる 暇が無かった 


ものと 思われます、 もう 少し 逗留して いたら、 そのお 

化けが 挨拶に 来た かも 知れません」 

兵馬が 存外、 あきたらず 受け流す の を、 一 同が かえつ 

て 興に のり、 

「左様で ございます とも、 長く 御 逗留な すつ ている と、 

そのお 化けに ひきこまれ なすった かも 知れません が、 

早く 引上げて おいでな すった から、 お化け も 御 挨拶 を 

申し上げる 暇が ございませんで 結構でした、 後家さん 

や、 浅 公なん ぞも、 早く 切上げて 来れば 何の 事 はな か つ 

たのに …… 」 

それから、 一 槽の 者が、 その 飛驛の 高山の 淫乱 後家 


なる ものと、 男妾の 浅 公なる ものと についての 噂 を、 

蒸 返し、 蒸 返し、 それに またまた 尾 ヒレが ついて、 こ 

の 湯槽の 中 は、 その 風聞で 持ちきりに なりました から、 

兵馬 も 思わず 興味 を も つ て、 これに 耳 を 傾けさせられ 

て います。 

聞いて いると 事実 はこうです、 飛驊の 高山の i 屋と 

いう 金 持の 後家さん が、 箸に も 棒に も かからない 淫婦 

で、 めぼしい 男を片 つばし から 引っかける、 それが こ 

の 夏 中から、 男妾の 浅 公と いうの を 引きつれて、 白骨 

の 温泉で、 うだり 通しで いた こと、 こっちから 行った 

もの も 大分 当てられて 来たが、 淫乱 後家の 白骨に 於け 


る 威勢の 程 は 圧倒的で、 女王の 形に なり、 御 当人 も 面 

白く つて、 はしゃぎ 通し、 思う存分の 享楽 をして、 帰 

る こと を 忘れて しま つ たらしく、  ，  J の 冬 を 通して 白骨 

こも 

に 籠る と 言い出して、 迎えの 者 をて こずら せた と いう 

こと。 

そのうち、 男妾の 浅 公が 首 をく くって 死んで しまう 

ななしぬ ま 

と、 まもなく、 後家さん が 無名 沼に 落ちて 溺れ 死んだ、 

つまり 魂に 引かれた の だ。 

少なくとも、 この 二つの 幽霊 は、 白骨の 温泉の 宙宇 

にさ まようて 浮べな いでいる。 

それから 話が ハズん で、 あの 淫乱 後家の 淫乱が、 男 


妾の 浅 公に とどまらな いという こと —— 相手 嫌わず 

だった が、 突つ ばな すの も 上手で、 存外 ボ 口を出さな 

かった が、 噂に のぼった ところで も、 あれと これと、 

これと あれ —— 兵馬に は 聞く に 堪えない ほどの 事情 を、 

右 の 四十 男が ズ バズ バと、 すっぱぬいて 聞かせました。 

とても 大胆な、 すっぱぬき 方であった けれど、 槽中 

の 若夫婦 までが、 あんまり 恥 かしい 顔 をせ ずに 聞かさ 

れ ていた ことほ ど、 淫乱 後家の 淫乱ぶ り は 猛烈で、 そ 

れが、 その後 家さん にと つて は 常識で も あるかの よう 

に受 取られる ほど、 徹底して いたよう です。 

あき 

兵馬 も、 その 話 を 聞いて 呆れました。 女と いう もの 


は、 それまで 大胆に なり 得る もの か、 男と いう もの は、 

それまで 無抵抗で ぁリ 得る もの か、 歯痒い —— とも 

思ったり、 そこまで 赤裸に なれば 人間 も 憎めない では 

ないか、 とさえ 考えさせられました。 

そうして、 聞きよう によれば、 ここに その 淫乱 後家 

の 情事 をズ バズ バと すっぱぬ いている この 四十 男 も、 

どうやら、 口を拭いた 覚えが あるよう な、 それ を、 得 

意が つて のろけて いるよう にも 聞え る。 合 浴の 中 婆 さ 

ん までが、 いい 気になって、 お前さん、 なかなか 人が 

悪い —— と 四十 男の 肩 をつつ いて ニヤ リ とする。 

「あなた 様なん ぞ もお 若い に … … 穀屋 の 後家 さ ん がい 


なさらん 時分に おいで だからい いもんの、 夏う ちなら 

食われて しまいました ぜ、 なんしろ 十五から 六十まで 

油つ 気の ある 男なら、 ィャと 言わないで、 一日に 二人 

ぐらい は 食べた おばけです もんな」 

それでいて、 何の 因果 か、 浅 公 だけ は 離れられずに 

通した の は、 後家さん が 浅 公に 何 か弱 点 を 握られて い 

るせ いだ ともいうし、 浅 公の 方で、 後家さん の 油つ こ 

いのに 離れられな いの だ ともいうし、 後家さん は 浅 公 

を、 振って 振って 振り 通しながら、 それでも 番頭 代り 

に 打捨れ ないで、 おもちゃに していた が、 その 浅 公 を 

前に 置いて、 思う さま ふざけた 真以 をして 見せた が、 


浅 公 泣きながら、 その 圧制に 甘んじて いた こと —— そ 

こで 四十 男 はいい 気になって、 もう 少し 調子 を 進め、 

浅 公に 対しての 淫乱 後家の 虐待ぶ りの いかに 徹底的で 

あつたか を も、 手に 取る ように 解剖 を はじめた もの だ 

から、 これに は、 さすがの 聞き手 も、 面 を そむけな が 

ら 苦笑い をす る。 兵馬 は、 ついに 浴場 を 出て しまい ま 

した。 

浅ましい 人間の 情慾。 

二十 一 


宇津木 兵馬 は、 その 夜 は、 枕許の 四角な 行燈 のぼん 

ほかげ 

やりした 火影 を 見つめながら、 夢路に 入りました。 

夜更けて、 行燈の 火影に 人の あるの を 見て、 驚き ま 

した。 

よく 見定める つもりで いると、 その 人 は 行燈を 蔭に 

して、 あちら 向きに 坐り、 針 を 運んで いるもの のよう 

です。 

誰だろう、 人の 枕許へ 来て、 夜中に 落ちつき 払って 

物 を 縫うて いるの は —— 

その 時、 兵馬 は、 その 女が 肩先から 真 赤に 血 を 浴び 

ている の を 認めました。 


はは あ、 白骨へ 出る というお 化けが ここへ 来たな、 

白骨へ 出る はずの が、 戸惑いして ここへ 現われた の だ 

な、 そうでなければ、 さいぜんの 噂が 暗示と なって 夢 

に 現われた か。 

夢を見る 人に、 夢と 覚 つて、 現実と 差別しながら、 

それ を 見て いられる はず はない。 

醒めての 後 こそ、 兵馬 はこの ごろ、 よく 夢を見る、 

夢を見 過ぎる と、 うらむ こと も ある けれど、 その 時 は 

現実の 時、 現実の 姿 を まじめな 心で 見て いる。 

あちら 向きに 坐って、 極めて 静かに 深夜の 針 を 動か 

す 女 & を 見る。 


この 衣 を 走る 針の 音まで が、 さや さやと 聞え る。 

まるまげ  あわせ 

丸鬍に 結って、 よく 似合う 袷 を 着た、 ほんと にょい 

姿の 女。 

無惨な の は、 肩から、 背から、 胸へ かけての あの 血 

汐。 

当人 は、 痛い とも、 苦しい とも 思って はいない らし 

ヽ o 

レ 

針の 動く 音が、 まことに 静か だ。 

兵馬 は 半身 を 起して、 その後ろ 姿 を じっと見 つめた 

けれども、 女 は 振 返らない。 

落ちつい ている こと。 


「誰です」 

兵馬が 呼びかけた 時、 

「兵馬さん、 お 目 ざめ になって …… 」 

はじめて、 ふり 返って、 にっこりと 笑った の は、 忘 

あによめ 

るる ひまの ない 嫂 のお 浜で ありました。 

ねえ さま 

「嫂 様ではありません か」 

「そうよ」 

「今頃、 何 をして いらっしゃる のです」 

「子供の ために 綿 k を 縫って 上げようと 思い ましてね、 

追々 寒くな ります からね」 

「はは あ、 そうでし たか」 


兵馬 は 憮然と してし まいました。 竜 之 助の 前に は 幾 

度 も 現われる この 女、 こうして 兵馬の 前に 現われた の 

は 今宵が はじめて か 知らん。 

お浜 は、 兵馬に 対して これ だけの 受 答え をす ると 共 

に、 また、 あちら 向きに なって、 了 心に 縫物 を 進めて 

レます 

「嫂さん、 あなた は 無事だった のです か」 

「わたしが 無事 だか、 どう だか、 この 肩から 胸 を 見れ 

ば、 わかる じゃありません か」 

「私 も、 最初から、 それ を 気にして いるので す、 痛み 

はなさい ません か」 


「それ は 古傷です から、 痛む に は 痛みます けれども、 

いまさら 泣いたり、 愚痴 を 言ったり しても 仕方が あり 

ません わ」 

「嫂さん、 あなた は 竜 之 助に 殺された のです ね」 

「ええ、 そうか も 知れません、 けれどもね、 見よう に 

よって は、 わたしが あの人 を 殺した のです」 

「悪縁と いう ものでしょう。 しかし、 憎むべき もの は 

憎まなければ なりません。 嫂さん、 あなたが もしも 竜 

之 助の 行方 を 御存じな らば 教えて 下さい」 

「それ は、 わたしが よく 知っています けれど、 まあ、 

わたしが、 あれから 附 きつき りの ようにつ きまと つて 


いるの かも 知れません。 けれど、 兵馬さん、 お前 は あ 

の 人の 在所 を 知って、 どうな さるつ もりな の」 

「どうす るって、 嫂さん、 あなたと して、 あんまり そ 

れは 歯痒い 尋ね 方ではありません か、 私の 兄の ために 

も、 あなたの ために も、 そのほか 多くの 人の 魂が、 彼 

のために さ いなまれ ている こと は どれほどと 思います _ 

その 恨み を 晴らす 役目 は 誰の 仕事です か、 この 年月、 

兵馬が こうして 艱難辛苦して いるの も 何のた めだと 

おぼしめ 

思 召す …… 」 

「ホ、 ホ、 ホ、 兵馬さん、 それ はわ かってい ますよ、 

お前さんが 敵 討 をな さりたい ために、 今日までの 苦労 


と いう は 並大抵じゃありません」 

「それが、 わかって いらっしゃるなら、 なぜ、 そんな 

冷淡な 口 をお 利きな さるので す、 御存じな らば 早く、 

彼の 在所 をお 教え 下さい、 あなたに 代って、 私が、 憎 

むべき 彼 を 討 取ります」 

「けれども、 ねえ、 兵馬さん …… 私 も あの人 を 善良な 

人 だと は 思って いません、 憎い 奴 だと 怨みながら 殺さ 

れ ましたが ね、 今と なって みると、 やっぱり、 あの人 

が 好きなん です ね」 

「何 を 言う のです」 

「僧め ません ねえ」 


あ あ 

「嗚呼 …… 」 

こうたん 

兵馬 は 天 を 仰いで 浩 歎し ますと、 お浜 は、 いよいよ 

落ちつい たもので、 

「憎めません。 憎めな いのは、 わたしば かりじ やない、 

兵馬さん、 お前 だって、 本心から あの人 を 憎ん じ やい 

ない のでしょう」 

とち 

「そんな はずが ある ものです か、 倶に天 をいた だか ざ 

さ ゆ-つて さ 

る 仇敵 です」 

「強いて 憎もうと してい るん じゃありません か」 

「そんな はずはありません」 

「許して おやりなさい、 ね、 兵馬さん」 


「誰 をです」 

あに さま 

「お前さんの 兄 様 をです」 

「兄 上 を …… 」 

「わたし も、 このごろ は、 文之丞 にも、 ちょいちょい 

逢います が、 あの人 は、 今ではもう 快く、 わたし を 許 

して くれてい ますよ、 ほんと に、 あの人 はよ い 人です」 

「嫂さん、 あなたの 言う こと は、 ちっとも わかり ませ 

ん、 敵 も 味方 も、 恩 も 恨み もめち やくち やです」 

「敵 も 味方 も 無い じゃありません か、 わたし は、 文 之 

丞 にも、 竜 之 助に も 許した 女です」 

「不貞な 女！」 


「不貞な 女に 相違ありません から、 不貞な 女の 受ける 

だけの 責め は、 みんな 受けて いるつ もりです よ」 

「責め は 受けた つて、 罪 は 消えない」 

「消えません とも。 消えない から、 こんなに 古傷が 痛 

むので す。 わたし は 今と なって、 文之丞 も、 竜 之 助 も、 

どちらも 罪がない と 思います、 どちらも 行くべき 当然 

の 道 を 歩かせられ たのです わ。 そんなら、 わたし ひと 

リが 悪者 かとい うに、 そうで もありません、 わたし も 

また、 わたしの 行く 道 を 行かせられた だけの ものです。 

それで、 もうた くさん なのに、 兵馬さん までが、 また 

わたしたちと 同じような 道 を 行こうと なさる、 ほんと 


にお 気の毒に 思います わ」 

「何が 気の毒です」 

「何でもよう ござんす、 許して お上げなさい、 そうす 

れば、 お前さん も 救われます」 

「誰に、 私が 救われる のです か」 

「白骨の 温泉で 死んだ、 飛驛の 高山の 穀屋の 後家さん 

というの を 御覧なさい、 あの方 は、 御 亭主が 病気で 寝 

もて あそ 

ている その 前で、 幾人の 男 を 弄 ん だか 知れません、 

それ を みんな あの 御 良人が 許して いました よ」 

「何です、 それ は。 それが 我々 の 上に、 何の かかわり 

が あるので すか」 


「それ を みんな 許して、 おかみ さんの する まま を させ 

てい ましたが、 あのお かみさん は、 それでも 満足し な 

いで、 とうとう その 良い 夫 を 殺して しまいました」 

「人間ではありません、 犬畜生と いっても 足りない 者 

共です、 そんな やからの こと を、 私の 前で、 何のた め 

におつ しゃる のです か」 

「殺された 良人の 方 は、 それで さえ、 あの 後家さん を 

許して いますよ」 

「だから、 私の 兄 も、 あなたの 不貞 を 許せば よかった 

の だとお つ しゃる のです か」 

「まあ、 そうか も 知れません、 わたし だけ じゃあり ま 


せん、 みんな 許せば よかった のです」 

「 言語 道 断です、 さよう な 戯言 はもう お聞きし ます ま 

い」 

「お聞きに なりたくな いこと を、 強いてお 話ししょう 

とも 思いません が、 人間 は みんな 弱い者で すから、 お 

たがいに 許す ことです ね、 いくら 許しても 害に はなり 

ません、 許しても 許し きれない こと は、 神様が 許し ま 

せんから ね、 仏様が 見と おしてい らっしゃい ますから 

ね、 許されても 許されな いもの は 許されません、 この 

わたし を 御覧なさいな」 


二十 二 

その 翌朝、 眼が さめて 見る と、 昨日の あの 快晴に 引 

換えて、 天地が 灰色に なって いました。 

聞いて みると、 これ はやが て 雪になる という こと。 

昨夜の 夢見の 悪かった の は、 一 つ はこの 気候の せい 

ゝ 0 

力 

果して、 霧の ような 雨が 捲いて 来て、 暫くす ると、 

それが 粉雪に 変り ました。 

「ああ 大雪 だ」 

雪 は 珍しく はない が、 それでも まあ、 よかった、 今 


日が 昨日でなくて よかった の だ、 吹雪の 中に 白骨 を 出 

て 来る わけに は ゆかなかった の だから、 当然 この 雪 を 

かぶって 白骨 籠城 か、 そうでなければ 途中の 難儀、 測 

るべ からざる ものが あつたのに、 一 日の 境で、 悠々 と 

して 白骨 を 出て 来たの は、 時に とっての 好運で あるよ 

うに 思いました。 

だが、 同時に また 前途の ことが 思われな いで もない、 

これから 高山まで は 八 里の 路、 これ は、 ほとんど 山 坂 

のない 平坦な 道 だと は 聞いた が、 何とい つても 名に し 

とぜ つ 

負う 飛驛の 国、 雪の 程度に よって は、 交通が 杜絶し な 

いと も 限らぬ、 どのみ ち、 この 雪の 降り あんばい を 見 


るべ く、 今日の 出発 を 見合わせよう。 

食前に、 昨夜の 風呂場へ 行って 見る と、 これ また 意 

外。 

外 は、 この 通り 天候 険悪で あるのに、 広く も あらぬ 

浴槽の 中 は 全くの 満員 —— 芋 を 揉む という けれども、 

桝の 上に 芋 を 盛った と 同じ ことに、 全く 身動き もで き 

ない 老若男女が、 ギッ シリと 詰まって いました。 

リっ すい 

しかしながら、 桝に 盛られた この 立錐の 余地な き 人 

間の 一山 は、 それ を 苦に もしないで、 盛られた ままに 

歌う も あれば 騒ぐ も ある。 それで、 あとから 来る もの 

へ きえき 

が 必ずしも、 その 光景に 辟易せ ず、 傍へ 寄って 来て、 


お茶 を 濁して いる 間に、 いっか 知らず、 その 立錐の 余 

地 もない 中へ 割り込んで しまって、 親 芋 子 芋の 数に 

な つ てし まう。 

そうして、 別段、 ハミ 出された もの もない らしい か 

ら、 あの ギッ シリ 詰まった 一山の 中へ も、 入れば 入れ 

あき 

る もの だな と、 兵馬 は 呆れ果て、 自分が その 中へ 割り 

込もうと いう 気に は、 どうしても なれません。 

ぜひな く、 手 持 無沙汰に 部屋へ 引返して 来ました。 

まだ、 火鉢に は 火の気が 無い。 再び 寝床に もぐ リ込 

み、 さしもの 浴槽 も、 どうせ、 そのうちに はすく だろ 

う、 すいた 時分 を 見計らって、 悠々 一 浴 を 試む るが よ 


ろしい。 とはいえ、 昨夜 は、 どこ を 見ても、 あれほど 

の 混雑 は 想像され なかった のに、 今朝に なって、 急に 

あの 有様、 昨夜のう ちに あの 客が 着いた のか、 着いた 

とすれば どこから 来たの か。 兵馬 は、 そんな こと を考 

ふとん 

えながら、 再び 蒲団に もぐり 込んで いると、 ほどなく 

カル サン を 穿いた 宿の 男が、 火 を 持って来て くれ まし 

た。 

それに、 たずねて みると、 な あに、 明 神様のお 日 待 

ちが ありま すんで、 そのく ずれで ございます よと、 要 

領を 得た ような、 得ない ような 返事。 

しいたけ  ひ る 

朝飯に は 椎茸と 卵 を 多く 食べさせられ、 正午 近い 時 


分、 浴室へ 行って 見る と、 こんど は 閑と して 人が 無い。 

そこで、 思う ままに 一 浴 を 試みて いたが、 あれほどの 

人 は どこへ 行った、 自分の ほかに は ほとんど 客の 気配 

はないで はない か。 

やや、 しばらくあって、 手拍子 面白く、 数 町 を 隔て 

た 彼方から、 声 を 合わせて 歌う 声が する。 はは あ、 お 

日 待ちの くずれ だと、 さいぜん 男衆が 言った な、 くず 

れ だか、 かたまり だか 知らないが、 寺 か、 お 堂の 広間 

を 借りて 人寄せが あるな。 

こんな こと を 思い やって、 閑なる この 浴室。 

窓の 外の 雪 を 見て いると、 不意に 引戸が ガラリ と あ 


いて、 甚だ 荒々 しい 人の 足音。 同時に 裸体 を 現わし 

おとこ 

た 甚だ 大きな 漢と、 さまで 大きから ぬ 男。 

兵馬 は、 これ を 一 目 見て、 ほっと、 舌 を 捲いて しまつ 

ている と、 先方が、 

「や あ、 いたいた」 

無遠慮 を 極めて、 兵馬の 前に 裸体の ままで 立ち はだ 

かって、 

「や あ …… 」 

兵馬が、 ほとんどお ぞけを ふるって しまったの は、 

この 二人の 亡者、 それが 別人なら ぬ 仏 頂寺弥 助と、 丸 

山 勇 仙であった からです。 


二人 は、 舌 を 捲いて いる 兵馬 を、 まともに 見下ろし 

ながら、 ズ プリと 兵馬の 左右へ 飛び込んで、 

「占めた、 占めた、 もう 逃げよう とて 逃がすまい」 

「いったい、 どうしたの だ」 

あき 

兵馬が 呆れ返って 問い返す と、 仏 頂 寺が ニヤ ニヤと 

笑いながら、 

「あの 日に、 君 を 出し抜いて、 我々 二人 は 先発して な、 

檜 峠まで 来て みたの だが、 はっと 思い当る の は、 白骨 

の 温泉に 忘れ物 をして 来た こと だ。 そこで 二人が 取つ 

て 返す と、 途中、 鎧 小屋の 神主と いうのに とつ つかまつ 

まら 

て、 あぶなく 祓い 給え を 食いそう なの を ひっぱず して 


白骨へ 来て 見る と、 忘れ物 もとん と 要領 を 得ない 上に、 

君 ももう 出立して しまった 後なん だ。 そこで、 我々 も 

残念が つて、 君の 行方 を 聞いて みると、 たしかに 中の 

あぼうと うげ 

湯から 安房 峠を越え て、 飛 驛の平 湯 をめ ざして 行った 

と 獵師の 奴が 話す もの だから、 それ 追つ かけろ と、 今 

早朝、 白骨 を 立って、 てっき リ ここと 押し かけて 見る 

と、 果して、 君が いて くれたんだ、 こんな 嬉しい こと 

はない」 

兵馬に とって は、 あんまり、 嬉しく もなん ともない 

ことです。 

彼等 と 手が 切れた こと を、 勿怪の幸い、 と 気安く 思つ 


ている のに、 この 有様 だ。 

よくよくの 因果 だな、 この 連中、 やっぱり、 振 切ろ 

うとしても、 突つ ぱな そうとしても、 やり過ごそうと 

しても、 出し抜こう としても、 ついて 離れない。 

ィャ になつ ちゃうな —— 兵馬 は 呆れ返った のみで、 

叱る わけに も、 罵る わけに も、 追い 飛ばす わけに も ゆ 

きません。 

そこ を 仏 頂 寺が、 

「宇津木、 さあ、 これから 高山へ 行こう。 飛驛の 高山 

は あれで、 幕府の 知行 所 だ、 講武 所の 山 岡 鉄 太 郎の知 

行 所 も ある、 ちょ つ と、 山国の 京都と い つ た 面影が あ つ 


て、 なかなかい いところ だよ。 それから 東海道 方面へ 

出る の は 順 だが、 どう だ、 方向 を 全く 一変して、 我々 

と共に 越 中へ 行かない か。 越 中 は 我々 の 故郷 だ、 

さ つ さなり まさ 

佐々 成 政の さらさら 越えで はない が、 これから 美 濃 尾 

張の 方面へ 出る の は 平坦な 道 だが、 越 中へ 入る の は 非 

常なる 難路 だ、 それ を ひとつ 我々 で 越えよう ではない 

か、 越 中の 立山、 加賀の 白山 を ひとつ 廻って みる 気 は 

ないか、 山の 中 だけに、 とても、 東海道 筋の 平凡な 道 

の 及び もっかぬ 面白い ところが ある ぜ」 

どんな こと を 言い出す かと 思う と、 丸 山 勇 仙が しゃ 

ら けき つ て、 


「おれ は、 もう 山 は 御免 だよ、 早く、 名 古屋へ 出よう 

ではない か、 岐阜から 名 古屋、 東海道 筋へ 向う の は、 

我々 亡者に してから が 明るい 気分になる、 名古屋 美人 

を 前に 置いて、 いっぱい やりたい もの だテ」 

「それ もそう だな。 ともかく、 我々 はたった いま 着い 

たと ころで、 まだ 地の 理を 研究して いない、 さあ 上つ 

て ひとつ、 前途の 方針 をと つくりと 定めよう じ やない 

か」 

「よかろう」 

彼等 は、 ほとんど、 ピチャピチャと 雀が ゆあみ をす 

るく らいに して、 もう 上りに かかる から、 兵馬 も つづ 


いて 上る。 二人 は、 がやがやと 話しながら、 ついに 兵 

馬の 部屋に 乱入して しまいました。 

部屋に 入る と、 いきなり 仏 頂 寺 は、 床の間に 飾った 

かっちゅう 

甲胄 を 目に かけ、 

ふるつわもの 

「や あ、 古強者が 控えて いる ぞ、 これ は 相当の もの だ、 

一 方の 旗頭が 着用した もの だ、 時代 は北条 中期 かな I 

I 鎌 倉 前期まで は 行くまい」 

と 言いながら、 無雑 作に まず 兜から 引き はずして、 自 

分の 頭の 上 へ のせました。 

「手荒い こと をして くれ 給うな よ」 

兵馬 は、 おとなしく 頼む ように 言う と、 仏 頂 寺 は、 


「何 だい、 おて やわらかに 取扱わねば ならん 甲胄が 役 

に 立つ か。 よしよ し、 この 際 ひとつ 拙者が、 正式に ひつ 

かついで みて やろう。 拙者の かっぷく は、 そう 人に は 

譲らない つもり だが、 昔の 人の 甲胄 は 規模が 大きい な。 

どれ ひとつ 正式に 着用して、 ためして みてくれよう」 

といって、 仏 頂 寺 は、 飾り物の 甲胄 物の 具 をい ちいち 

分解に かかりました。 

よせと も 言えない。 

かっちゅう 

「勇士 組に いる 時、 甲胄の 着け 方 も 一応 は 覚えたん 

だ が —— ど う も 勝手 を 忘れて しまったよ うだ わい。 今 

時 は、 戦争に も 甲胄 はは やらんで な。 こんな 甲胄 は 実 


用に はならん ので、 長 州 征伐の 時、 幕軍が 破れて 歩兵 

隊が奇 功 を 奏した の も、 一 つ はこの 武装の せいだよ。 

幕軍 は 元 和慶長 以来の、 家 重代の やつ を 着飾って おど 

かそうと 試みた もの だが、 長 州 方 は、 軽快な 筒袖の だ 

んぶ くろみ たような もの だ。 そこで、 関ヶ原で は、 

ぎょうめ い  とどろ 

驍名を 轟かした 井伊の 赤 備えなん ぞも、 奇 兵隊の ボ 

口 服に かかって さんざんな もの さ。 今時の 甲胄 は飾リ 

物に 過ぎない が、 源平 時代 はこれ が 実用 さ、 これでな 

いくさ 

ければ 戦 もで きないし、 人気 も 鎮まらな いさ。 しかし 

いい もんだ な、 形と 言い、 こしらえと 言い、 華に して 

実、 実にして 雅、 よろい かぶと は 武装の 神様 だ、 位 か 


ら 言って は、 いつまでも 廃らない のさ。 これ をこう 着 

またが 

用して、 馬に 跨つ て 先登に 立つ と、 三軍の 士気が おの 

ずから 奮う、 その 点 も ダンプ クロと は 威力が 違う、 飾 

リ物 でもなんでも、 この 甲胄と いう やつ は 尊重して お 

かなく ちゃな らん  ところで …… 」 

よろい 

仏 頂 寺 弥助は 羽織 を 脱ぎ捨てて、 床の間の 鎧 をい 

ちいち 取 外して、 品 調べに かかって から、 一応 覚束な 

い 手つきで、 

こばか ま 

「まず 小 袴から …… 」 

どんす 

色の あせた 緞子の 小 袴 をと つ て 帯の 上に 結び、 

「訛え たように 三 星まで ある。 ところで、 この 紐 を 


こうしめ て 前へ 引き まわし、 前 締に引 通して 結ぶ。 普 

通の 袴の ように、 前の 紐 を さきに 結んで、 後ろの を あ 

とで 結ぶ の はいけ ない」 

小 袴 をつ け 終って から、 

きゃはん  わらじ 

「足袋 は あと、 脚絆 は 略して …… 草鞋 も 略して、 それ 

から 脛 当 だ。 多分 これ は、 多 門 脛 当と いう やつ だな」 

脛 当 を 取って、 まず 左の 足に つけながら、 

「こうして 左から 先に はいて …… 右足 を 後に、 おっと、 

あぶみ ずリ 

この 承 鎧 肉 は 内側に ならな けり やい かん。 どうも、 下 

へ 脚絆 を 穿い とかない と、 気色が 悪い けれど。 そうし 

て 紐 は 空解けの しないよ うに、 結び目 を 左右に 分けて 


はいだ て  おどし はいだ て 

はさんで おく。 それから 佩楣か …… これ は 威 佩楣に 

なって いる、 こうはいて、 こう 締めて、 さて この 前締 

を どうした もの かな。 すべて 前締の あるの は、 腰 を さ 

がらせな いように 特に 注意して あるの だから、 無用と 

思って 閑却す ると、 立 働きの 時に、 その 罪が テキ メン 

に 現われて 来る。 さてお 次 は 決 拾 かな」 

決 拾 一 対 を 探り出して、 

「近代の 具足で は、 この 決 拾と いう やつ は あんま リ使 

わない らしい。 馬上に 弓の 場合 だな。 これ も 左が 先、 

右が 後 …… すべ て 甲胄の 着用に は 左 を 先にす る ことが 

じょうほう  こ て 

定法に なって いるの だ。 さあ、 この 次 は 籠手 だ」 


鉄に かなりの 時代の ある 筒 籠手 を 引っぱり 出した 仏 

頂 寺 は、 二三 度 ひっくり返して、 

「さあ、 これが 本当の 小手調べ だ、 どっちが 左 だい… 

…そうか、 まあ、 こんな ことで よかろう、 この辺で お 

茶 を 濁して おけ」 

こ て  わき あい 

一応、 籠手 をつ け 終った 後に、 脅曳、 胴 を 着けて、 

うわおび  そ で 

表 帯 を 結び、 肩罩 をつ け、 

「これから 両刀 だ、 これ は 御 持参 物 を 以て 間に合わせ 

る」 

のどわ  ほお あて  かぶと 

と 刀 を さし、 次に 職 喉 、鉢巻、 頰 当から 兜 を かぶり 終つ 

て 一 通りの 行 装 をす ませて、 ずつ しずつ しと 室内 を 歩 


み 出し、 

「どう だ、 武者ぶ リは …… 」 

「天 晴天 晴 —— 元 亀 天 正 時代なら ば 押出し だけで 差 当 

り 五百石の 相場 は ある」 

丸 山 勇 仙が ほめる。 と、 仏 頂 寺 弥助は 長 押に かけた 

なぎなた 

薙刀 を 見つけて、 

「槍に したい もの だが、 薙刀 じ や 少し 甲冑に つりあわ 

ん けれど …… 」 

といって、 それ を 取 下ろして、 小脇に かい 込み、 床の 

間へ どっかと 坐り込んで、 ジロジ 口 見廻して いる。 

丸 山 勇 仙 は、 その 武者ぶ り を ほめたり、 けなしたり 


おど  ぞうがん 

しながら、 物の 具の 威し 方 や、 糸の 色、 革の 性質、 象嵌 

の 模様な ど を 仔細ら しく 調べ ている。 

兵馬 は、 苦々 しい 思いで、 彼等の 為す ままに 任せて 

いる。 

暫くして から、 仏 頂寺弥 助が、 立ち上って、 

「ああ、 なかなか 重い、 昔の 武人 は、 とにかく、 これ 

で 馬上の 働き をし たんだから ェ ライ。 もっとも 我々 で 

も、 いざ 戦場と なれば、 この 程度で 働け ない こと も あ 

るまい さ」 

「君 だからい いけれ ど、 僕 や 宇津木 君なら、 つぶされ 

てし まう」 


と 丸 山 勇 仙が 言 いました。 

そこで 仏 頂 寺 も、 兜から、 おもむろに 武装 を 解きに 

かかって、 取 外す と、 丸 山 勇 仙が 介 添 気取りで、 いち 

いち それ を 整理す る。 

よろいび つ 

それから、 鎧櫃 へ 納めよう として、 一 応鎧櫃 の 中 を 

探って みると、 勇 仙が 手に 触れた 一 冊の 古びた 書物 を 

探り出し、 妙に 眼 を かがやかして、 それ を 二三 枚 繰つ 

て 見た が、 ニヤ ニヤと 笑って、 仏 頂 寺の 眼の 前につ き 

つけ、 

「まだ  一 くさり 残って いた」 

仏 頂 寺が、 その 冊子 をの ぞいて、 渋々 と 手に 取り、 


「は、 は、 は、 これこれ、 これ はまた 古来、 軍陣 中 無 

くて はならぬ 一 物と なって いる」 

二人 は 額 をつ き 合わせて、 この 書物 を 見ながら しき 

りに 笑って いる。 

兵馬 は、 ただ 苦々 しい 思いば かりして いる。 はしゃ 

ぎ 廻りながら 二人 は 冊子 を 見て しまう と、 兵馬に は 見 

ま， う 

ろと も 言わないで、 そのまま、 また 鎧櫃の 中へ 抛り 込 

み、 それでも 感心な の は、 いちいち 二人で ていねいに、 

もとの 通り、 鎧櫃の 上へ、 物の 具 を 飾りつ けて、 薙刀 

も 以前のと ころへ かけ、 そのつ いでに 仏 頂 寺 は 障子 を 

細目に あけて 外 を 見 まわし、 


「いや、 この 分で は 大した 降り もない よう だぞ、 明る 

くな つてい る、 やむ かも 知れない。 やむ とすれば、 こ 

の 間に 出立しょう ではない か。 今から 三人で 押し出せ 

ば、 少々 遅着 はする が 飛驛の 高山まで は 大丈夫。 どう 

だ、 宇津木、 出かける 気 はない かい、 多少の 雪 を 冒し 

て も、 出立す る 気 はない か」 

「そうさな あ」 

兵馬 も、 ちょっと、 返答に 困りました。 それ は 今日 

は 籠城の つもりで いたから、 天気に 望みが あり、 好き 

の っぴき 

でも 嫌いでも、 こうな つた 退 引なら ぬ 同行者が ある 以 

上、 ここに 逗留 をして いなければ ならぬ 理窟 はない、 


といって、 この 二人の 亡者と 共に、 雲の 如く、 煙の 如 

く、 人間の 如く、 幽霊の 如く、 出没 進出 を 共に する 気 

にも なれない。 

「出かけよう、 出かけよう、 こうして いたって 仕方が 

ない。 さて 出かける とすれば、 いったい どっちへ 行く 

の だ」 

彼等 は、 出かける ことが 先で、 その 目的が あとに な 

る。 行きつ きばったり とはいう けれど、 その 行きつ き 

が、 臨時で、 無 方針に なって いる。 兵馬の は、 とに か 

く、 方針が 定まって いるが、 彼等 は 出没 自在に なって 

いる。 


だから この 場の 風向きで、 兵馬が 飛驛の 高山 を 主張 

すれば、 むろん 彼等 も それに 同ずる だろう し、 ことに 

仏 頂 寺の 故郷 だとい う 越 中 方面に 爪先が 向けば、 彼等 

は 喜ぶ だろう。 

だが、 その 時、 丸 山 勇 仙が、 趣の 変った 異説 を 一 つ 

出しました、 

「せっかく、 平 湯へ 来た もの だから、 今日は 一日 ここ 

な だ 

で 休息 をして、 この 附近で 名立たる 大滝を 見て 行こう 

じ やない か、 高さ 三千 尺、 飛 驛の国 第一 等の 大 滝が、 

これから 程遠から ぬと ころに あるそう だ、 それ を ひと 

つ 見物して、 明朝 出立の ことにしたら どう だ」 


この 提議が 容 れられ て、 今日はと にかく 逗留と いう 

ことにな り、 仏 頂 寺、 丸 山 は、 肉 を 煮て 酒と いう 段 取 

りです。 

二十 三 

肉 を 食い、 酒 を 飲み、 飯 を 食い 終った 時分、 天候 も 

見直した よう だから、 三人が 揃って、 ここから 程遠 か 

らぬ飛 驛の平 湯の 大滝を 見に 出かけます。 

乗 鞍よりの 山路 を 行く と、 山腹が 急に 二つに 裂けて、 

大滝を 不意打ちに 開いて 見せられた 三人 は、 


「あつ！」 

と 言いました。 

よく 旅人が いう、 那智を 見る 時 は 那智を 見に 行く 心 

になり、 華厳 をたず ねる 時 も 華厳 をたず ねる 心で 行く 

から、 予想より 以上に 驚く こと も あり、 驚かぬ こと も 

あるが、 飛 驛の平 湯の 大滝 は、 不意打ちに 現われる か 

ら 驚かされる ことが 多い。 

水量に 於て は 華厳に 優り、 高さに 於て は 中段 以下が 

さえぎ 

山 谷に 遮られて 見えない から、 ちょっと 際限 を 知り 

Ik レ 

「あつ！」 


と 言って 三人が 立ち 尽す こと 多 時、 

「豪勢 だな、 おれ は 那智は 知らん が、 たしかに 日光の 

華厳 以上 だよ」 

と 丸 山 勇 仙が まず 驚歎の 声 を 上げる。 

「おれ は那智 も、 華厳 も、 知らないから、 でもまず こ 

れが おれの 見た うちで 日本一 かな」 

と 仏 頂寺弥 助が、 眼 をす ましながら、 

I 尤も、 おれの 国の 越 中の 立山の 中には、 とても 大き 

いのが あるそう だが、 おれ はま だ 見ない」 

と 言いました。 

兵馬 も 実際、 この 大滝は 予想外に 大きかった こと を 


感歎して いるら しい。 そこで、 仏 頂 寺 は 兵馬 を 顧みて、 

「宇津木 君、 君 は 諸国 を 廻って 歩く が、 これに 匹敵す 

る やつ を 見た かね」 

「僕 もま だ、 華厳 も、 那智 も、 見て いないです からな」 

「そうか」 

そこで、 この 三人のう ちの 最も 滝 通 は、 丸 山 勇 仙と 

いう ことになる。 

「ここにいて は、 滝壺が わからん からな、 何とも 言え 

ない が、 水の 豪勢な こと はたし かに 華厳 以上 だ。 華厳 

の 滝 は、 うらから 元まで、 ちゃんと 一 目に 見る ことが 

できる が、 この 滝 はそう はいかない、 高さの こと は 華 


厳に 比して 何とも 一一 一一 n えない が、 土地の 一一 一一 n 伝えで は 三千 

尺 あると いっている」 

「三千 尺」 

「うむ」 

「三百 丈 だな」 

「左様」 

「間に 直す と …… 」 

「五 百 間 さ」 

「五 百 間 —— 一 町 を 六十 間にす ると」 

「八 町と 少し …… だが、 三千 尺 はう そだろう、 唐の 

リはく  そろ *jj-..p- 

李 白の 算盤で もなければ そうは 割り出せない、 常識 か 


ら 言って みて な。 三千 尺と いえば、 山に したと ころで 

かなり 高い 山 だからな あ」 

「李 白 は 三千と いう こと をよ く 言いたがる」 

「とにかく 三千 尺と してお いて、 さて 滝と いう もの は 

直立して 目通り を 見る もので もない、 高所から 俯して 

見る もので もない、 滝ば かり は 下から 仰いで 見なく 

きわ 

ち や 趣が 無 いよう だ、 ひとっこ の 滝壺 を 究めて みょう 

じ やない か」 

「下り 口が、 わからない」 

「ともかく、 もう 少し 登って みょう、 必ず 相当の 下り 

口が あるに 相違ない」 


「誰か 土地の 案内 者 を 頼めば よかった な あ」 

そうして 三人 は、 滝壺へ くだる 道 をたず ねて 登る と、 

ややあって、 

「あった、 あった」 

丸 山 勇 仙の けたたましい 叫び。 

彼 は、 それが 滝壺へ 下る 路 かどう か は 知らないが、 

たしかに 下へ 向うべき 路 らしい もの を 発見したら しい。 

けれども、 それが 果して 道 だか どう だか、 発見 はしな 

がら 自分で 疑って いるら しい。 

「な あんだ、 路 でもなんでも ないじ やない か、 ほんの 

崖く ずれの あとだ」 


仏 頂寺弥 助が、 丸 山の 発見 を 冷嘲す る。 

丸 山 も 一時 は、 発見 を 誇大に 叫んで みたが、 そう 言 

われる と、 これが 果して 路 だか、 どう だか、 自信の 程 

が あぶなくなる。 

事実、 そこ は 岩角が、 雨 あがりの 崖く ずれの ために 

崩壊して、 その 岩壁 を 斜めに、 ほんの 足が かり、 それ 

こんせき 

も その 気で 見れば、 たしかに 人間の 通路 をな した 痕跡 

が あると も 見える し、 ない とも 見える。 丸 山 勇 仙の 最 

初の 印象 は、 たしかに これ こそ 人間の 通路、 少なく と 

も 火食の 息の かかった 者が、 この間 を 通った 痕跡の あ 

る 印象に 打 たれて、 叫んで みたの だが、 仏 頂 寺から 冷 


笑され て、 またそう ではなかった かとい う 気に もなる。 

ま， ぅぜ， リ 

一 一人 は 呆然と して、 どちらが どうと いう 主張 もな く、 

がけ あい 

空しく その 崖 間 を 見つめて いると、 後ろに いた 兵馬が 

少し 進んで 見て、 

「滝壺への 道路で あるか どうか は 知れない が、 たしか 

に 人間の 通った 気配 は あるに は ある」 

「ふふん」 

と 仏 頂 寺が、 兵馬 を 鼻で あしらう。 丸 山 勇 仙 はや や 得 

意に な つ て、 

「そうだろう、 たしかに 人 臭いと ころが あるよ、 一 度 

でも 人間の 通った あとに は、 人間の 臭いが する もの だ」 


「君た ち は 犬と 同じ だ」 

仏 頂 寺が、 いよいよ 冷嘲 を 極めてい るが、 勇 仙 は、 

兵馬が、 たしかに 自分に 味方して いると 見た から 心強 

く、 

「我々 が 犬なら、 君の 鼻 は 豚よりも 鈍感と いうべし だ、 

たしかに ここ は 人 臭い、 論より 証拠、 ひとつ 下リ てみ 

ようで はない か」 

と、 丸 山 勇 仙 は 実地の 踏査 を 主張した けれど、 仏 頂 寺 

は、 いよいよ 冷嘲 を 鼻の 先に ブラ 下げて 取合わず —— 

兵馬 は、 それほど までにして 滝壺 を 究める ことに、 最 

初から 興味 を もっていなかった から、 これが 道路で あ 


ろうと もなかろう とも、 身 を 以て 証拠立てよう という 

気に もなら ない。 丸 山 勇 仙 も 主張 はして みたけれ ども、 

他の 二人ともに 気乗りの しないので、 強いて 下って み 

ようとの 冒険心 もない らしい。 

そこで 三人 は、 三す くみの ような 形に なって 立って 

いると、 丸 山 勇 仙が 再び、 最初の ような けたたましい 

叫び を 立て、 

「人が 登って 来る！」 

実証の まだ 甚だ あいまいであった この 岩角の 通路 を、 

下から 確実に 上って 来る 人が ある。 その 白衣 を 三人と 

もに 認めない わけに は ゆかない。 


勝ち誇った 勇 仙 は、 

「それ 見ろ  」 

「う ー む」 

りさ 

仏 頂 寺が テレ 隠しに、 非常に 力んで みせました。 

ほとんど 直角に 近い ほどの 崖路。 兵馬 も、 勇 仙 も、 

ひとたび は 人間臭いと 見て、 二度目 は 自信 を 持てな 

かった その 岩角の 斜めにつ いた 足が かり を、 のつ し 

きた 

のつ しと 上り 来る 者の ある こと は、 仏 頂 寺と いえ ども 

もう 争う こと はでき なかった が、 それでも 負惜しみに 

「人間 じゃある めえ、 狸だろう」 

仏 頂 寺 は 悪態をつきました。 


き 

「どう だ どう だ、 仏 頂 寺、 君 は 鼻 も 利かない と 思った 

ら、 眼 もい けない のかえ、 人間と 狸の 見さ かいが 無く 

なった のかい、 もう 長い こと はない ぜ、 かわいそうに」 

丸 山 勇 仙が、 仏 頂 寺 を あわれむ と、 仏 頂 寺 はふ くれ 

出し、 

「狸 だい、 狸 だい、 こっちから 石 を 転がして プチ 落し 

て くれべ え か」 

じょ-つ だん 

「よし 給え、 冗談 じ やない、 下から 上って 来る ところ 

を、 上から ころがされて たまる もんじ やない」 

「ちえ ッ、 くだらね え 奴 だな あ」 

仏 頂 寺 はいまい ましげ に、 丸 山 は 熱心に、 兵馬 は 興 


きた 

味 を 以て、 今し も 上り 来る 人間 そのもの を 注視して い 

ると、 身が 軽い、 上から 見た ので は、 鳥なら ではと 思 

われる 岩角の 足が かりに 軽く 手 を かけ、 丈夫に 足 を 踏 

んで、 さっさと 上り 来って 早く も 三人の 眼前に 現われ 

た 時、 何人よりも 兵馬が 驚嘆し ました。 

あぶみ ごや 

「鎧 小屋の 神主さん」 

「おお、 お前さん は、 白骨の 温泉で 逢った 若，， 衆さん。 

こなた は …… 」 

兵馬に 挨拶した 眼 をう つして、 仏 頂 寺 を 見た 時に、 

仏 頂 寺 はまぶ しそうに 横 を 向いて、 いまいま しそうに 

「ちえ ッ、 見た くもね え」 


「こいつ は 苦手 だ —— 嫌い 物 だよ」 

といって、 丸 山 勇 仙 も 横 を 向いて しまいました。 

鎧 小屋の 神主 はけろ りと して、 

「ここで、 お前さん 方に めぐり 逢おうと は 思い も かけ 

なかった。 お前さん 方、 安房 峠から おいで かェ」 

それに 兵馬が 答えて、 

「ええ、 安房から 平 湯へ 出て、 昨晚、 平 湯へ 泊り、 こ 

うして、 わざわざ 滝 を 見物に 来たので す。 そうして、 

神主さん、 あなた は？」 

「わし は、 白骨から 乗 鞍 を 越えて 来ました よ」 

「え、 乗 鞍 を 越えて …… 今時、 あの 山が 越えられます 


「は、 は、 は、 もう 少し 時刻が 早い かお そい かする と 

危ない ところで したよ、 危ない といっても 命に は 別条 

ない が、 荒れ を 食う ところで したよ、 それでも 運よく 

ここまで 来ました」 

「何し に、 こんなと ころへ おいでになった のです」 

「滝に 打 たれに 来ました」 

「え、 滝に …… 」 

「この 滝の 味 は 少し 荒い」 

「たびたび、 あなた はこの 滝に 打 たれに おいでになり 

ます 力」 


「たびたび や つ て 来ます よ」 

「そうです か、 驚きました」 

こうして、 兵馬と 鎧 小屋の 神主と が、 心安げ に 会話 

をして いるの を、 傍に 立って 聞いて いる 仏 頂 寺と、 丸 

山の 二人の 面の 苦々 しさ。 

ほとんど、 憎悪と いうよりも 一 種の 抑え難い 苦痛 を 

感じて、 この 神主の 立 去る の を 待って いるら しい。 キ 

リ キリと 早く 行つ ちまえ、 この ロク でな し 行者め！ 

不死身 無感覚の トン チキ め！ 行つ ちまえ、 行つ ちま 

え。 そのく せ、 憎悪と 苦痛の 中には、 多少の 恐怖 さえ 

ひらめ  いかん 

閃いて、 さすがの 仏 頂 寺 も、 お得 意の 腕ず くで は 如何 


ともし 難い ものと 見える。 

幸いに して 神主の 方で は、 仏 頂 寺、 丸 山の 存在に は、 

ほとんど 注意 を 払って いないら しく、 兵馬に だけ 淡泊 

「わし はこれ からまた 乗 鞍 越し をして 鎧 小屋へ 帰り ま 

すじ や、 お前さん、 お 大切に おいでなさい」 

山路 を 鳥の ように 走り 行く 神主の 後ろ姿 を 見ました。 

実際、 高山 を 見る こと 平地の 如く、 天変と 気候と を 

超越す る こと 金石の 如き 肉体で なければ、 こんな こと 

こまぬ 

はで きないと、 兵馬 は 手 を 拱 いて、 空しく その後ろ 影 

を 見送る ばかりです。 


そこで、 仏 頂 寺と、 丸 山 は、 生き返った ようになつ 

て、 

「いやな 奴 だな ァ」 

「いやな 奴 だよ、 行者と いう やつ は、 乞食 同様な 奴 さ」 

「あんな 奴の 前へ 出る と、 何ともい えぬ 悪寒が して、 

ゾッと 総身の 毛穴が ふくれる よ、 単に 悪い 奴なら、 ブ 

ン なぐり もして 懲らして やる が、 あんなの は 全くい や 

な 奴 だ、 なんだか ィャに まぶしく つて、 胸が むかつい 

て、 つい 手出し をす る 気に も なれない」 

「そうだ、 そうだ、 あ、 胸が 悪い」 

おうと 

仏 頂 寺と、 丸 山 は、 ついに 嘔吐 を はじめて しまい ま 


した。 

兵馬 は、 二人 をな だめる 役に 廻り、 

「どう だ、 これで 実証が 出来た から ひとつ、 下りて み 

ようで はない か」 

「いやいや、 あんな 奴の 通った 路ゃ、 汚した 滝壺なん 

ぞ、 見た くも 無え …… 」 

嚙んで 吐き出す ように 丸 山が いう。 

「白骨で 聞いた 尺八と、 あの 神主め の 面 を 見る と、 

い のち 

生命 を 削られる よう だ」 

仏 頂 寺が、 踏んで 蹴飛ばす ように 言う。 それ を 兵馬 

しよ-つし 

は 笑止げ に、 


「いや 両君、 君た ち、 もう 少し 深く つきあって 見 給え、 

ぎょう 

あの 神主 はいい 人間 だよ、 行ば かりじ やない、 なかな 

か 人間味 もあって ね。 世間 も 渡って いるから、 諸国の 

地理、 人情、 風俗に わたって いる こと 驚く ばかり だ I 

I それで 言う ことが 徹底して、 往々 聖人の いうよう な 

こと を 言い出す よ  白骨で あの 神主に 逢った ことが、 

えもの 

拙者の 今度の 旅の、 第一 の 獲物であった かも 知れない」 

「ぺ ッ、 ぺッ、 ぺッ」 

「ぺ ッ、 ぺッ、 ぺッ」 

仏 頂 寺と 丸 山 は、 兵馬の 神主 讃美の 言葉 を 聞く さえ、 

堪えられぬ ものの ように、 再び 嘔吐 を 催す の を、 ぺッ、 


ぺッと 唾 を 吐いて、 ごまかす と共に、 充分に 軽蔑の 意 

を 表し、 併せて、 兵馬に、 もうこれ 以上 説くな、 聞い 

て いられない、 という 表情 をす る。 

しょうしせんばん 

いよいよ、 笑止千万に 感ずる 兵馬。 

その 時、 仏 頂 寺が 急に 思い立った ように、 

しら かわごう 

「どう だ、 宇津木、 これから 白 川郷へ 行って みない か、 

飛驛の 白川郷 というの は、 すてきに 変って いると ころ 

だそう だ」 

二十 四 


ここに 不思議な こ ともあれば ある もので、 名 古屋の 

城の 天守閣の 上に、 意気 楊々 として、 中原の 野 を 見渡 

している 道 庵 先生の 姿 を 見る ことです。 

いまどき 

今時、 尾 張の 中 村で、 豊 太閤と 加 藤 清 正の 供養 を 単 

独で いとなみ、 容易なら ぬ 注意人物の 嫌疑 を 受けて、 

ちろ 

脆く も 名古屋 城下 へ 拘引され て 来た 道 庵主 従。 

その 嫌疑が 晴れる まで は、 相当の 処分 を 受けて 牢屋 

住まい を も 致すべき 身が、 こうして 青天白日の 下に、 

名に し 負う 名古屋 城の、 ところ もあろう に、 天守閣の 

上へ 立って、 意気 楊々 として、 遠く 中原の 空 をな がめ 

ているな んぞ は、 脱線ぶ りと しても、 あまり あざやか 


に 過ぎます。 

明治 以後に なって、 あらゆる 古城 はみ な 解放され て、 

多く は 遊客の 登臨に 任せて いる 際に も、 尾 張 名 古屋の 

天守へ は 誰 人 も 登る こと を 許されて いないのに、 衰え 

いま 

たりと いえ ども、 徳 川の 流れ 未だ 尽きず、 六十 二 万 石 

の 威勢、 れっきと している 際に、 無位 無官の 一 平民 I 

I その 一 平民の 中で も 極めて 値段の 安い 十八 文の、 わ 

が 道 庵 先生の 意気 揚々 たる 姿 を、 この 天守の 上に 見出 

そうな どと は、 あまりに 思いがけない ことでした。 

第一、 その 時代に 於て、 いかに この 城 地の 警備が 厳 

重で あつたか、 ここへ 来る までの 難関 を、 あらまし 数 


えてみ ると、 まず、 城内へ 入る こと を 特許され たにし 

てからが、 この 天守へ 登る までに は、 どうしても 小 天 

守の 間 を 通らなければ ならぬ。 

御 天守の 南に 並ぶ 小 天守 —— それ は 土台の 根 敷 東西 

十七 間、 幅 十二 間 四 尺、 高さ 約 四 間 三尺の 上に、 二 層 

の 天守 台が 置いて ある。 これ ぞ、 御 天守に 登る 第一 の 

こうむ 

関門で あるから、 出入りの 禁 容易なら ず、 御用 を 蒙 つ 

た 出入りの 輩と いえ ども、 一応 その 旨 を 本丸 番所に 

告げて 後に 入る， J とに なって いる。 

鍵 は 御 鍵 奉行が 預かり、 内部に はまた それぞれの 分 

担があって、 いちいち 奉行 立 会の 上で なければ 開閉が 


できな いこと になって いる はずです。 

そこ を、 どうして、 わが 道 庵 先生が 通過して 来た か？ 

そこから、 いよいよ 本物の 御 天守へ 来てから に、 ま 

くちごもん 

ず 口 御門が ある。 

ここに は 長さ 七 尺、 幅 三尺 五寸の 扉が 二 枚あって、 

右の 方の 扉に は 長さ 二 尺 四寸、 幅 一尺八寸の 潜り戸が 

ついている。 門の 表 はすべ て 鉄で 張って ある。 この 扉 

かけがね じょう はず 

を 開く に は、 まず 潜り戸の 輪、 懸 金の 錠 を 外して 中に 

かんぬ き 

入って 閂 を 除いて、 それから 扉 を 左右に 開く ように 

なって いる。 この 錠前の 封 は 御城 代の 実印 を捺 して、 

それ を 箱に 入れ、 その 箱 封に はまた 当番の 御 鍵 奉行の 


実印が 要る。 そうして、 その 錠 を 検査す るの は 御 本丸 

番の 役目で、 朝と、 夕べと、 晚と、 三回ず つと ある。 

道 庵 先生 は、 この 難関 を、 どうして 突破した か？ 

ますがた  いし どい 

口 門 を 入る と桝 形が ある。 ここに は 石 樋が あり、 口 

元は 千 百 一 一十 四 貫 八 百 五十 九 匁の 鉛 を 敷いて ある。 

桝 形の 奥に また 門が あって、 その 開閉の 順序 次第 は、 

前と 同じ ことで ある。 

道 庵 先生 は、 その 関門 を她 何よう に 通過して、 次な 

おくら  ま 

る 御蔵の 間に 入って 来たの か？ 

この 御蔵の 間 はちょう ど、 五重の 天守閣の 番外なる 

ごきん ぞう 

地下室に 当る。 ここに は 御金 蔵 も あれば、 井戸の 間 も 


ある、 御 土蔵 も あれば 穴蔵 も ある、 朱 蔵 も ある。 井戸 

の 間に は 深さ 二十 間、 水深 約 一 丈、 底に 黄金 水 を 敷き 

つめたと いう 御用 井戸が ある。 そうして 右 井戸 流しの 

間の 東に 階段が ある、 それ を 六 段 上って 中 台が ある、 

その 中 台 を 九 段 上って、 はじめて 天守の 初 重の 台に 出 

るの だが、 それ を 道 庵 先生 は、 どうして 通過して 来た？ 

第一、 右の 御金 蔵の 南に は、 封 番人の 番所が あって、 

御 天守 を 開く 場合に は 必ず 出 役し、 小人 目 付 一人 八 組、 

ごち ゆうげん 

御中 間が 一 一人 詰めている はず だが、 その 目 を どう くら 

まして 来た か？ 

さて、 かりに、 ここに はじめて 天守の 初 重 を 踏んで 


みたと する。 まず 井桁の 間と いうのへ 入る。 中央の 物 

置 を 通って 水 帳の 間から、 備附 けの 武器 —— たとえば 

二百 張の 弓と か、 百 本の 長柄 槍と か、 唐金の 六 匁 玉の 

鉄砲と か、 その 鉄砲玉と かいう ものの 夥 しく 陳列 さ 

れた中 を 通って、 再び 井桁の 間の 東南 隅に 戻って、 そ 

こから 階段 を 上って、 第二 重へ 出る。 

それから、 ほぼ 初 重と 同じ ほどな 規模の 第二 重。 

東側の 中央の 間の 北側の 段階から 第三 重に 上る。 

九 室に 分れた 中の 東北の 室の 北側の 段階 を 登って、 

ここに 第 四重 目に 入る。 

四重の 東北の 室の 段階から 五重の 台。 


五重 はすな わち 天上で ある。 

おな リ  ま 

ここに 藩主の 御成の 間が ある。 

これ だけの 関門 を、 道 庵 先生が、 どうして 突破して、 

ともかくも、 その 天守閣の 上に 立った かとい うこと は、 

今に 至る まで 重大な 疑問であります。 

かりに、 非常の 特典が あってみ たにして からが、 初 

重まで はとに かく、  二重 以上へ は、 御用 列 以下の 者 は 

そばし ゆう 

藩主のお 側 衆 としてお ともを 仰せつかった 者 以外に 

は 絶対に 上れない ことにな つてい る はずで はない か。 

それ を、 繰 返す まで もな く、 無位 無官の 一 平民、 し 

かも その 無位 無官のう ちで も、 最も 安直な 十八 文を標 


かよう 

榜 して 恥じない わが 道 庵 先生が、 どうして 斯様な 特典 

を 蒙った かとい うこと は、 わからない。 まして、 お 客 

分と して、 この 名 古屋の 城下へ 来た 道 庵 先生で はなく、 

注意人物の 嫌疑者と して、 地下の 獄に投 せらるべく 拘 

引され て 来た はずの 先生が、 一躍して、 天守の 上へ 舞 

い 上って 来て いると いう こと は、 返す返す も、 あざ や 

かな 脱線ぶ りで、 それ を 見る 者、 啞 然として 口の ふさ 

がらな いのは 無理 もありません。 

しかし、 道 庵 自身に とって 見れば、 実にい い 気な も 

のです。 

第一、 あの 気取り 方 を ごらんなさい。 


突 袖 をして、 反身に なって、 あの 四方 窓から 中原の 

形勢 を 見渡した キ ザな 恰好 を ごらんなさい。 天下の 英 

雄、 使 君、 われと いったよ うな 得意ぶ リを 御覧なさい。 

「これ はいい、 全く 中原の 形勢 を 成して いる、 英雄 起 

ると ころ 山河よ し、 と はこの 事 だ。 第一、 せ せつこ ま 

しいと ころが 無え、 中原が 開けて、 海が 近く、 山が 遠 

い。 信 長の 野郎 も、 秀吉の 野郎 も、 こんなと ころで 生 

れ たから、 人間が こせこせして いねえ。 濃 尾の 平野が 

遠く 開けて、 木曾川が こんこんとして 流れ、 山 は あれ 

ども 無き が 如し、 出つ ばったと ころが 岬で、 引っ込ん 

だと ころが 港 だ」 


と 大きな 声で 言いました。 

濃 尾の 平野 遠く 開けて はいいが、 木曾川が こんこん 

として 流れと いう、 その、 こんこん という 字 は、 どれ 

を 嵌めたら 適当 か。 山 は あれ ども 無き が 如し —— とい 

う 一句に 至って は 道 庵 式の 形容で、 ちょっと 凡慮に 能 

わない。 

「どう だ、 友 様」 

と 言って 後ろ を 顧り みたところに、 影の 形に 於け るが 

如く 宇治山 田の 来 友が 控えて いたの だ。 

天下の 英雄 は、 道 庵 ひとりではなかった。 

「うむ、 すてき だな」 


「全く、 すてきだろう」 

来 友 も 同じように、 眼 を 円く して、 その 雄大なる 中 

原の 形勢と、 道 庵の いわゆる、 有れ ども 無き が 如くな 

る 遠山 を ながめて いる。 

「この 通り、 英雄 起る ところ 山河よ しとい つてな、 こ 

ういう ところから 英雄と いう やつが 出る の だから、 よ 

く 見て おきな。 それ、 このあいだ、 見た 信 州の 松 本の 

深 志の 城と いうの が あるだろう、 あれから ながめた と 

ころの 風景と、 これと は 同じ 城で も 大きに 趣が 違う だ 

ろう。 あの 城に 上って 見る と、 周囲 は 皆 ことごとく 高 

山峻峰 だ、 山ば かり 屛風 のように 立て こんでいたろう。 


それが ここへ 来る と、 どう だ、 気象と みに 開けて 

きう かつ だ い 

気宇 闊大 なりだろう、 規模が 違う だろう。 つま リ、 武 

田信玄 と、 豊臣 秀吉の 相違 さ。 なにも 山国から 英雄が 

起ら ねえと きまった わけの もので はねえ が、 山国に は 

山国ら しい 英雄が 起り、 平野に は 平野ら しい 英雄が 起 

るの だ。 実際、 この 尾 張と いうと ころ は、 信 長 を 産み、 

秀吉を 産み、 頼 朝 を 育て、 その他、 加 藤の 清ち やん も、 

としこ * つ  まさ 

前 田の 利 公 も、 福 島の 正 あにい も、 みんな この 尾 張が 

出したん だ。 そういう ふうに 昔 は 英雄 豪傑の 一 手 販売 

みたよう な もんだ つたが …… 」 

ここまで はいいが、 この辺 からまた 脱線、 


「ところが、 どう だ、 現在 はどう だ、 その 昔に 対して 

恥じね えだけ の 英雄 豪傑が ドコ にいる、 いたらお 目に 

かかりて えもん だ。 名古屋 味噌と、 宫重 大根ば かリ幅 

を 利かした つて 情けね えもの さ。 いったい、 尾 張の 奴 

あ、 自分の 国から 英雄 豪傑 を 出しながら、 その 英雄 豪 

傑 を 粗末に する 癖が ある、 悪い 癖 だ。 だから 信 長 は 

あづち 

安土へ 取られ、 秀吉は 大阪へ 取られ、 清 正 は 熊 本へ 取 

られ ちまつ たんだ。 それの みならず だ、 近代に なって、 

細 井平洲 という 感心な 実学 者が 出たん だ、 ところが そ 

の 細 井 平 洲も米 沢へ 取られて、 誰でも 来 沢の 平洲 先生 

なんてい つて、 尾 張の 人 だと 気の つく 奴 もね え ほどの 


もの だ。 そういう 自分の 国から 出た 英雄 豪傑 を、 有難 

がらね えよう な 了見で はいけ ねえから、 それで 道 庵が 

示しの ために、 わざわざ 自腹 をき つて、 ああ やって 太 

閤祭リ を やって 見せた のさ」 

「なるほど」 

「この間、 お前と 供養のお 祭リ をした 太閤 秀吉の 生れ 

故郷 は、 ここから 見て ドコに 当る か、 お前 わかる か」 

「おいら にゃあ、 さっぱり 見当が つかねえ よ」 

「そうら 見ろ、 あの 田の 向う に 当って、 こん もりと 森 

になった ところが それ だ」 

「なるほど I 


「ところで、 友 様、 東西南北が わかる か」 

「わからね え」 

「そうら、 こっちが 西 だ、 遥か 向う の 平野に 

うんえん ひょうび よう 

雲煙 縹渺 たると ころ、 山が かすんで 見える だろう、 

あれが 伊勢の 鈴 鹿 山 だ」 

「え ッ、 伊勢の 鈴 鹿 山 かい」 

米 友が 眼 を 円く すると、 道 庵が 乗り気に なり、 

「そうだ、 あれから 南に 廻る と 関の 地蔵に、 四日 巿、 

伊勢の 海 を 抱いて、 松 坂から 山 田、 伊勢 は津で 持つ、 

津は 伊勢 …… 」 

「う 1 ん」 


その 時 唸り 出した 米 友の 顔色 を 見て、 道 庵が 少し あ 

わて ました。 

「あれが 伊勢の 国 …… 違えね えな」 

米 友の 円い 眼が 爛々 と 光り 出します。 この 男 はつい 

その 生れ 故郷の 隣国まで 来て しまった こと を 今 はじめ 

て 教えられた。 そうして、 その 故郷の 山河 を、 目の前 

に つきつけて 見せられ ている こと を、 言われなければ 

気がつかなかった のです。 

伊勢と 言われて、 火の ついた ようになった 米 友 を 見 

ると、 道 庵 も、 はたと 思い当った ことがあります。 

「友 様、 おた がいに、 つい 知らず 識らず ここまで 来て 


しまったが、 ここへ 来る と、 伊勢が 眼と 鼻 だから、 変 

な 気になる の も 無理 は 無え、 おれに とっても、 お前に 

とっても、 忘れられ ねえ 伊勢の 国の つい 隣り まで 来て 

しまった こと を、 今 はじめて 知って みると 変な 気にな 

るな あ」 

「  」 

米 友 は 何とも 答えない。 四方 窓の 方へ ひときわ 身 を 

乗り出した 時の 顔色 を 見て 道 庵が、 ああ、 こんな 生 一 

本な 男に、 故郷の 山 を 見せる のではなかった、 と 考え 

ました。 

予期し なかった だけに、 べらべらと、 しゃべつ てし 


まった が、 さて 気がついて みれば、 この 男 —— と、 そ 

うして この 生れ 故郷の 伊勢 —— というと ころに は、 容 

易なら ぬ 因縁の 有する こと を、 いま 気がついた。 

第一、 この 男が、 何故に 故郷の 伊勢の 国 を 出て 来た 

か を 考えて みると、 何故に 故郷 を 出なければ ならな く 

なつ たかを 思い やって みると、 そうして 故郷 を 出て、 

はるばる  くう 

遥々 と 東海道 を 下って 空 をつ くように 江戸 をめ ざして 

進んだ 時の、 心の中と、 その 道中の 艱難 を 考えて みる 

と、 憂き 旅 を 重ねて、 ようやく 江戸へ 落着いて、 それ 

からまた 甲 州へ 行って、 また 江戸へ 戻る までの 間の こ 

の 男の 出処進退 を 考えて みると、 まあ、 そんな こんな 


の 艱難辛苦 は 持って 生れた この 男への 試練と しても、 

その 点 は 鍛えられ ている 体質のお かげで、 はたで 見る 

より 苦にならな いものと 割引 をしても、 この 生一本の 

男に は 忘れん としても 忘れられない、 癒さん としても 

癒し きれない、 魂の 片割れ を 死なして、 往 きて 帰らぬ 

旅路に 送り こんで しまって おいて、 そうして 今、 自分 

だけ ひとり 一 一度と 故郷の 山 を まともに ながめられる も 

のか、 ながめられな いもの か —— 

うすいとうげ 

碓氷峠の 風車の 前で、 東 を 向いて さえ あの 通り だ。 

年甲斐もない 道 庵 —— その 辺の 事に 察し 入りがない 

というの はどうし たもの か。 たとえ、 相手方から、 あ 


れが 伊勢の 国の 山 かいと 聞かれても、 なんの なんのと、 

そこ は、 お 手の もので いいかげんに ごまかして、 感傷 

さじかげん 

転換 を やる ほどの 匙加減 は あつ てし かるべき もの を、 

もう 取 返しが つかない。 

「危 ねえよ、 友 様、 そう 前へ 出ち や あぶね えよ、 落つ 

こちる と 下 だぜ」 

といって 道 庵 は、 窓から 身 をのり 出した 来 友 を、 しつ 

かリ 後ろから 抑えました。 

抑えた けれども、 来 友の 力と、 道 庵の 力と では、 相 

撲 にならない。 

「う 1 む」 


血走る 眼に 鈴 鹿 山 を 睨めて、 米 友 はまた 一 段と 乗リ 

出しました。 

「あぶね えよ —— 友 様、 冗談 じ やねえ ぜ、 落っこちる 

と 下 だよ」 

道 庵 は、 ほとんど 必死で 米 友 を 抑え ましたが、 来 友 

は それ を 顧みず、 

「う ー む」 

もう 一 寸前への たり 出す。 

「友 様、 しっかり しな、 ゥソ だよ、 ゥソ だよ、 ぁリゃ 

伊勢の 国 じ やねえん だ、 まあ、 こっちへ 来な、 こちら 

の 方の、 もっと 景色の いいと ころ をた だで 見せて やる 


から」 

と 言った が、 もう 追つつ かない。 今更 そんな 子供 だま 

しの 気休め 文句 を 言った つて、 焼 石に 水です。 

「う ー む」 

この 時、 もう 胸から 上が、 窓の 外に 出て いる。 

「いけね え」 

道 庵 は 必死にし がみつ きました。 

それ を 物ともせずに、 来 友 は、 じりじりと 窓の 外へ 

身 を 乗り出す。 その 眼 は 鈴 鹿 山から 伊勢の 海 あた リを 

ながめながら、 その 面 は 朱の ように 赤くな つて、 そう 

して、 口から 泡 を 吐いて いる。 


どうす るつ もり だ、 何 かの 無念と、 過去の 惨酷なる 

思い出の ために、 この 男 は 正気 を 失って、 ここから 落 

ちる こと を 忘れて いるら しい。 道 庵の 言う 通り、 落ち 

れば 下にき まっている。 いくら 米 友の 身が 軽い からと 

いって、 上へ 落ちる 気づかい はない。 

落ちた ところ —— かりに この 出来事が、 天守の 五重 

じぎ よ う 

目の 上と すれば、 石垣が 東側の 地形から 土台まで 六 間 

五 尺あって、 北西の 掘 底から、 土台まで は 十 間 あり、 

した は  うわ は 

天守 は 土台 下端から 五重の 棟 上端まで 十七 間 四 尺七寸 

じぎょう 

五分 あり、 東側から 地形 は 棟の 上端まで は 二十 四 間 三 

尺 二 寸七分 あるから、 いくら 米 友の 身が 不死身に 出来 


ている からといって、 もともと 生身 を 持った 人間の こ 

とだ、 この 高さから 下へ 落ちて は、 たまる もので はな 

ヽ o 
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それ を 知らない のか、 この 野郎、 そうな つた 日に は 

おべ やま 

尾 上 山の 時と は 違って、 もう おれの 力で はどうす る こ 

ともで きな ぃぞ。 

だが、 この 時の 当人の 身に なって みると、 その 惨酷 

なる 思い出の 故郷の 山 を、 こう 眼前に 見せつ けられて 

みじん 

いるよ リは、 ここから 落ちて、 微塵に 砕けて、 消え 失 

せた 方が、 遥かに 痛快な のか も 知れない のです。 

いずれにしても、 危険の 刻々 に 迫る の を 見て取った 


道 庵 は、 ほとんど 畢生の 力 を 出して、 抑えて みたが、 

前にい う 通り、 道 庵の 力で は 相撲に ならない。 前へ、 

前へ と 乗り出して 行く 来 友の 力 —— それ はまこと に 怖 

しゅうしょうろうばい 

るべき もので、 さしもの 道 庵が 周章狼狽、 為すべき 

すべ 

術 を 知らず —— 

「誰か 来て くれ —— 助けて くれえ」 

思わず 絶叫した 時に、 あわただしく 階段 を 登り 来る 

人の 足音、 

「先生、 どうなさい ました」 

「早く、 早く、 何とかし てこの 男 を、 飛ばさね えよう 

に …… 」 


「いったい、 どうした のです、 先生」 

「どうした も、 こうした もね え、 この 男の 足 をお さえ 

てお くんなさい —— 下へ 飛ばせね えよう に …… 」 

「何が何だか、 わかりません が」 

といって、 わからな いなりに 来 友の 足 をお さえた の は、 

いま あがって 来た 別の 一人 I 頭が 丸くて 十徳 姿、 お 

数寄屋 坊主と も 見られる —— それ は いつぞや、 木 曾の 

そうぎょう 

寝覚の 床で、 道 庵と 昔話の 相手をした その 僧形の 

にんてい 

人体に も 似て いるよう なのが、 力 を 合わせて、 必死と 

米 友 を 取 押えに かかります。 

おの 

二人の、 騒ぐ ことによって、 米 友が ほっと 己れ にか 


えりました。 力 を 抜いて、 ふり 返った 拍子に 二人が 後 

ろ へ Y ろげ る。 

おこりが 落ちた ように、 きょろ りと 四方 を 見返した 

米 友。 

とり のぼせて まことに 済まな か つたと いう 面つ きで 

は あるが、 その上に 漂う 悲痛の 色 は 消す ことができな 

ヽ o 

レ 

二十 五 

米 友 をな だめた 道 庵 は、 そこ を 一重 下って から、 外 


を 遠く ながめて、 

「友 様、 見な、 肥 後の 熊 本が 見えら あ」 

ここで、 道 庵が 突然、 肥 後の 熊 本、 と 言い出し たの 

は、 何のより どころ に 出で たの か、 意表 外でした。 

呼び名が 意表 外で あるの みならず、 てんで 方角が 

みかわが まごお リ 

なって いない。 その 指して いる 方向 は 三 河 蒲 郡 か、 或 

いは 知 多 半島の 方面であろう ところの 空際 を 指して、 

道 庵 は 突然、 「肥 後の 熊 本が 見える」 と 言い出し たもの 

です。 

言われた ままに、 来 友 は、 道 庵の 指した 方向に、 眼 

を 向ける- ,1 とに は 向けました。 


多分、 道 庵の 計略で は、 こうして 途方もない こと を 

い つ とき 

言って、 一時な りと も 米 友の 眼界 を 転換 させれば、 そ 

の 正直者 は、 それで 心機の 転換 もで きる、 という 心 か。 

い ら こざき 

それで、 蒲 郡と も 言わず、 伊良湖 崎と も 言わずに、 肥 

後の 熊 本と 呼びかけ たの は、 つまり この 尾 張 名 古屋の 

城 は 名 古屋の 城で あっても、 現に 自分が 雲 を 踏む よう 

な 心 持で 登臨して いる この 天守閣 は、 肥 後の 熊 本 の 加 

藤 肥 後 守 清 正が、 一 世 一 代の つもりで、 一 手で 築き 上 

げた もの だとい うその 知識が 絶えず 頭に あるから、 そ 

こで、 ついつ い、 肥 後の 熊 本が 飛び出し たもので あろ 

うと 思われます。 


事実、 名 古屋の 天守閣が、 いかに 高かろう とも、 そ 

こから 九州の 一 角まで 見えよう はずが あろうと も 無 か 

ろうと も、 それ は 問題に する に 足りない し、 道 庵の 頭 

が、 かなり 粗雑に 出来て いると ころへ、 来 友の 頭が、 

あまり 率直に 過ぎる から、 この 出鳕 目が 両々、 おかし 

くも、 悲しく もない ことに 結着し ました。 

二人の 間で は、 問題に ならなかった 肥 後の 熊 本 を、 

聞き咎め たのが 同行のお 数寄屋 坊主です。 

「先生、 もう、 なんです か、 あなた は、 万 松 寺へ おい 

でに なって ごらんに なりました のです か、 ずいぶんお 

早い ことです な あ」 


米 友 は、 熊 本が 見える、 見えない、 という こと をち つ 

とも 問題に しなかった けれど、 聞 捨てに する ことので 

きなかった 土地 案内のお 数寄屋 坊主から、 まじめに 受 

取られて、 道 庵が 少し たじろぎ、 

「いや、 な あに、 そのち つとば かり …… 」 

とゴマ かすの を、 お 数寄屋 坊主 はなおな お 親切に 受取 

「もう、 あれへ お越しに なりました です か、 実は これ 

から 御 案内 をしょう と 存じて ぉリ ましたと ころで… 

〜」 

「結構です な、 どうぞ 願いたい もんだ」 


どうも- J このところ の 受渡しが し つ くリ 行かな か つ 

たもので すから、 お 数寄屋 坊主が 少しば かり 解せない 

面 をして、 

「では、 まだお いでに なりません のです か、 万 松 寺へ 

ま」 

「万 松 寺へ？」 

「はいはい」 

「万 松 寺 …… なるほど」 

「稚児 様の 時分です と、 一 段です が、 今 は あんまり 風 

情が ございません けれど」 

そこで 三人 は、 また 天守の 一 層 を 下る。 


下りながら、 さすがの 道 庵 も、 ちょっと 考えさせら 

れ ました。 

自分が 打ち出した 肥 後の 熊 本と いう 問題 は、 米 友の 

頭で は 問題に なりませんでした けれども、 横合いから、 

それ を 受取った 人が、 かえって 自分に 問題 を 打ち かけ 

たこと になる。 

お 数寄屋 坊主が、 委細の み 込んで 反問した 「ばんしょ 

うじ」 の符 帳が どうしても 道 庵に 解き きれない、 その 

おうむが え 

時 は 鸚鵡返しに 「ばんしょ うじ」 と、 こちら ものみ こ 

み 顔に 受取り はした ものの、 前後が はっきり していな 

いのです。 


「じ」 という 音が 示す 通り、 寺の 名に は 相違ない と 判 

じたが、 寺の 名であって もなくても、 それが 肥 後 熊 本 

と 何の 交渉が ある。 察する ところ、 この 先生 はこの 先 

生で、 また 自分の 言う ところ を 聞き そこねた な。 そう 

うが 

でなければ、 穿ち 過ぎて、 こちらの 頭に ない 取 越し 判 

断 を 加えて しまった。 

まあ、 仕方がない、 なる ようにし かなるまい、 万事 

この 坊主頭に 任せて おいて やれ、 という 気になり まし 

た。 

そうして、 道 庵 は、 また 一 層の 段階 を 下りながら、 

「 ま  ま  ま  ま II 


と 高らかに 笑って、 同行の 二人 を 驚かせ ましたが、 別 

の 仔細はありません。 

つんぼ 

横町の 二 町 目に 店が あって、 親が 聾で、 子 もまた 聾。 

ある 時、 親爺が 枠に 向って、 悴ゃ、 いま 向う を 通った 

の は 八百屋の 伝兵衛 さんで はない か、 とたず ねたと こ 

ろが、 その 枠が 言う ことに は、 な あに、 お父さん、 あ 

れは 八百屋の 伝兵衛 さんです よ、 それ を 親爺が 受取つ 

て、 すました 顔で、 そうか、 おれ はまた 八百屋の 伝 兵 

こばなし 

衛 さんかと 思った —— という 小噺 を、 この 際 道 庵が 思 

い 出した から、 それで 不意に 高らかに 笑い を 発した の 

で、 まあまあ、 おた がいの 勘違いの ままで 任せて おい 


てみ ろ、 宜しき に 引 廻して くれる だろう、 という 気に 

なりました。 

このお 数寄屋 坊主 は、 道 庵主 従 を、 その 万 松 寺と い 

うのへ 向けて 引 廻す つもりでしょう。 

程経て 三人の 姿 を 名古屋 大路に 見出した が、 途中、 

仰山ら しい 人だかりに 行 手 を はばまれて、 背の 高い 道 

庵が、 その 人だかりの 肩 越しに のぞいて 見て、 思わず 

声 を 上げ、 

「いや、 奇妙 奇妙」 

と 叫びました。 

そ も、 この 中に 何事が あるかと いう こと は、 道 庵が 


見届けた 通り、 来 友 も 見届けなければ ならない 義務が 

あるかの ように、 ちょっと うろたえて みたが、 人の 肩 

越しに のぞく だけの 身の 丈 を 持ち合わせない 来 友です。 

すき 

そこで ちょっと 人垣の 透 を 見取って、 その 足と 足の 

林 を 押 分け あんばい にして、 中へ と 進み 入る より ほか 

たち ま 

はなく、 そうして 忽ち、 その 通りに して 前列へ 出て、 

中の 形勢 を 見届け 得る のと ころまで 至る ことができ ま 

した。 

だが、 至りつ いて 見る と、 それ は 別段、 奇妙 奇妙と 

声 を 上げる ほどの 光景で はない。 打 見た ると ころで は、 

だんだら ぞ 

まだ 新しい 段々 染めの かんばん を 着て、 六尺 棒 を 持つ 


たと ころの 折 助 風の のが 数名い る。 それに 羽織袴 をつ 

けた 世話人、 取 持 風の が 数名、 往来の 中に、 手 持無沙 

汰に 佇んで いる。 

と、 その 一 方に は、 木刀 を さした、 やはりお 仲間 風 

なのが、 これ は、 白昼に、 箱 提灯 を 二 張 つらねて、 先 

へ 立つ と、 その後ろ に、 ことし、 はじめて 元服したら 

しい、 水々 しい 若衆が 一人と、 それにつ き 添うて、 前 

髪 立ちの 振袖の 美少年が、 二人ともに 盛装して、 歩む 

ともなく 佇む ともなく 立って いると、 その後ろ に は、 

は さ みば ►  J 

挟 箱が おとも をして いると い つたよう な 尋常 一 様の 

御 祝儀のお 供ぞ ろい みたよう な ものです。 


こんな、 あたりまえの お供 ぞろ いに、 さりと は 仰山 

らしい 人だかり、 それ を また 道 庵と も あるべき 者が、 

「奇妙 奇妙」 

と、 高い 山から 谷底で も 見る ような 気持で、 のびやか 

に それ を 見下ろし ている 光景 も、 のどかな ものです。 

それ を また、 

「先生、 いい ものに、 ぶつつ かりました、 これ ぞ、 熱 

田 西 浦 東 浦の 名物、 元服の 加 儀の 行列で ございます、 

ほんと に 今日の 拾い物と い つ てし かるべ し」 

同行のお 数寄屋 坊主が、 道 庵の 背中 を 叩いて けし か 

ける もの だから、 


「なるほど、 奇妙 奇妙」 

道 庵に は、 この 緩慢なる 行列の 正体が わかって いる 

のか どうか、 しきりに 奇妙が つて、 中 を 見お ろして い 

ると …… 行列の 主人公と も 見える、 水々 しい 新 元服の 

美男が、 いかにも 横 g に、 

「お 取 持、 お 取 持」 

と 呼びます。 

「は つ ！」 

中老 人の 羽織袴のお 取 持、 これ は 多分、 先方から こ 

き つき ゅラ じょ 

の 客 を 迎えの ための 案内 役と 覚し いのが、 鞠躬 如と 

して、 まかり 出て くると、 新 元服が 物々 しく、 


「せっかく、 お招きに あずかつ たは 嬉しい が、 前に、 

このような 山が あって は、 進もう にも 進まれ ませぬ」 

と 言いました。 

「はつ、 恐れ入りました、 万事 行 届きません、 では 早 

速、 山 を 取 除かせて、 道 を 平 かに 致させ ますで ござい 

ます」 

「急いで、 お取り かかり 下さい」 

「委細 心得ました」 

お 取 持が、 扇子 を パチパチ させながら、 狼狽ぶ リを 

見せる と、 取 囲む 見物が ドッと 笑う。 

「奇妙 奇妙」 


道 庵まで が、 悦に入って 喝采す る。 来 友に はわから 

ない。 

この 若い 奴 —— 水々 しい 新 元服の 横柄な こと II い 

ま、 聞いて いれば、 せっかく、 お招き を 受けて 出て 来 

たこと は 出て 来たが、 行 手に 山が あって 行けない と 

言 つたよう だ が —— 山 と は 何 だ、 坦々 たる 平原 都巿 の 

大路で はない か、 山と 聞いた の は 聞き違い としても、 

その 前路に なんらの さわ リも 無いで はない か。 

そうすると、 またお 世話人と、 お 取 持ら しいの が両 

三 名 出て 来て、 仰山に、 恐れ入った ふう をして、 ペコ 

ペコす ると、 今度 は、 新 元服に 附 添の、 まだ 前髪 立ち 


の 美少年が、 振袖の 抉 を 翻して 地上 を 指さしながら、 

き つ 

屹 となって、 ペコ ペコのお 取 持に 向い、 

まか 

「御 案内に よりお 相客と して、 われら も 罷り出で まし 

たが、 御正 客の 只今、 おっしゃる 通り、 行 手に このよ 

うな 大きな 山が あって は、 越そう にも 越され ませぬ、 

取 急いで、 何とか、 お 取 捌き 下さい」 

「はつ、 はつ —— 恐れ入りました、 至急に 地なら し を 

仕リ まする」 

新 元服の 本 客に 劣らない、 振袖 姿の 美少年の 生意気 

さ —— 道路の 上に 指さして、 上役が 下僚 を 叱る ような 

態度で、 きめつけ ている のが、 


「奇妙 奇妙」 

道 庵に は 奇妙 だが、 米 友に はむしろ 奇怪 千万の 挙動 

に 見られます。 

どうも、 両者の 詰問 を 聞いて いると、 いずれも、 せつ 

かく、 招かれた から 来て はやった が、 途中に 山が あつ 

て、 通れない という ことの 抗議に 帰着され るら しい。 

ただ、 これ を 新 元服 は 突 袖で 言った が、 前髪 立ち は、 

振袖の 抉 を 翻して、 鮮 かに 地上 を 指さしながら 言って 

いる だけの 相違です。 

恐縮の 額に 手 をお いて、 振袖に 指さされた 地上 を、 

お 世話人と、 お 取 持が 見つめて、 いよいよ 恐縮して い 


る。 その 指摘の 場所 をよ く 見れば、 拳大の 石が 一 つ、 

路面に 頭 を 出して いる。 

「このような 大きな 山、 薩陀峠 や、 宇津の 山道なら ば、 

馬 駕籠で も 越せましょう が、 これ は、 越す に 越されぬ 

大 井川と 同じ こと、 至急 何とかお 取 計らい 下さい」 

「委細、 心得まして ござります。 お ー い、 人足 共 は あ 

るか やい」 

お 取 持が 恐縮 千万のう ちに、 後ろ を 振 返って 大きな 

声で 呼ぶ と、 

「お— い」 

と 勢揃いの 声が して、 一方から 現われる の は、 揃いの 


着物に 向う 鉢巻の 気負いが 五 人、 手に 手に 鳶口 を 携え 

て、 しずしずと 世話役の 前へ かしこまる。 

「これ 頭た ち、 今日、 せっかく 元服の お客様 をお 招き 

申し上げた ところ、 道筋に 斯様な 大きな 山が あって は、 

行く に 行かれぬ と、 お客様 方よ リ お叱りで ござる に 

よって、 早々、 山 を 取 崩して、 道筋 を 平らに なさる よ 

うに  」 

「委細 承知いた しました、 さあさあ、 よい やさの —— 

さ」 

五 人の 頭が、 鳶口 を 振り上げて、 よい やさの よい や 

さのと、 かけ 声ば かり は 勇ましく、 振袖が 大風に 指摘 


している 路面に、 ほんの 少しば かり 頭 を 出した だけの 

小石 を 掘りに かかる。 その 大仰な 仕事ぶ リを 見る と、 

見物 一 同 やん やの 喝采 だ。 

それから また、 件の 山岳 取りく ずし 工事の 緩慢 さ、 

五 人の 頭が、 かけ 声ば かり 大仰で、 拳 犬の 石 一 つ 掘り 

出す に、 いつ 果てる とも 見えない。 

見物 は、 その 緩慢に して、 大仰な 仕事ぶ リを 見て、 

しきりに 嬉しが つてい る。 

ばかばかし くって、 たまらない 米 友。 

二十 六 


いくとき  き リひら 

幾 時の 後な りけん、 山道 切拓き 工事 (拳 犬の 石 を 一 

きやり 

つ 掘り出す こと) がよう やく 終る と、 木 遣の 声が する。 

大 骨折って 掘り起した 三百 匁ば かりの 石 を、 手 揃い 

で 大八車に 積みの せる 仰々 しさ、 さて また、 それ を 木 

遣 音頭で 送り出す 騒がし さ。 

そこで、 お 取 持が、 新 元服の 前に 例によって 平 身 低 

頭して、 工事の ようやく 成れる こと を 告げて お通り を 

乞う と、 新 元服 は 鷹揚に うなずいて、 歩み 行く こと 約 

三尺。 

「お 取 持、 おのおののお 骨折りに よって、 大山 は 取 除 


かれた が、 またしても ここに 大きな 川が あって 渡れ 申 

さぬ」 

「はは あ、 これ はまた 恐れ入りました、 では、 橋 かけ 

に 取 りかから せます る」 

大きな 川が あ つ て 渡れない というと ころ を 見る と、 

金魚屋が こぼして 行った ような 水たまり。 

その 御 託宣 を かしこまって 人夫 を かり 立てる お 取 持 

りゅうど すい  じ やか ご 

II えん やえん やで 竜 吐 水が 繰 込んで 来る、 蛇 籠が 持 

ち 出される という 光景 を 見て、 来 友が ばかばかし さ を 

通り越して、 もう 一刻 も 我慢が なり 難くな りました。 

のんき 

さすが 暢気な 道 庵 も、 うんざり したと 見えて、 


「友 様 や あ— い」 

「お— い」 

「どう だ、 出かけよ うじ やねえ か」 

一から 十まで 承知して いるよう な 面 をしながら、 そ 

の 実、 頭 も 尻尾 も 一 向な さかの わからない 道 庵 先生に 

向って、 お 数寄屋 坊主が、 今の 元服 加 儀の 行列の いわ 

れを、 説明して いう ことに は —— 

は つう ま 

毎年の 初 午に は、 熱 田 西 浦 東 浦の 若い者が 元服す る。 

しょう だ い 

その 加 儀と して、 去年 元服した 若い者 を 請 待す る I 

はこ ぢ ようちん 

I 招待され た 客 は、 おのおのに 箱 提灯 を 持たせ、 髪 も 

異様に 結い 廻し、 すべてお かしき 形 を 旨と して 出立す 


る。 

その 時、 亭主の 方より お 取 持の 者が 大勢 出で、 客の 

前後に 従い、 案内 をす る。 その 行列 はさながら 蟻の 歩 

才 力ま ま 

むが 如く、 我儘の 言い放 題で、 取 持 を 困らせる の を 例 

とする。 ただいま 実見した 通リ、 小石 一 つ 見つけても 

大きな 山が あると 言い、 水の こぼれた あと を 見て は、 

深い 河が あって 渡れない と言う。 その 度 毎に、 あの 通 

りの 騒ぎで、 大勢 寄って たかって、 石 を掘リ 取り、 

きやり 

木 遣で 送り出し、 水 は 大仰に かい ほす やら、 橋 を かけ 

る やら —— 万事 この 調子で、 道のり 四 五町のと ころ を、 

ひ る 

正午 頃から 出て、 暮方 になって 家に 着く —— 主として 


熱 田 西 浦 東 浦に 行われる 風習 を、 今日は どうした 風の 

吹 廻し か、 城下の 大路へ 持ち出し たものと 見えます。 

みもの 

これ は、 時に とってよ い 見物で、 道 庵 をいた くよ ろ 

こばせ ました。 

思わぬ 道草で 時間 をと リ、 広小路から 末広 町 を 通つ 

て、 若宮 裏へ 廻って、 門前町へ 出で、 それから 少し 行 

もみ  き 

き 過ぎて、 後戻り をして、 樅ノ木 横町から、 ようやく 

亀 岳 山 万 松 寺の 門前に 着きました。 

道 庵が お 数寄屋 坊主の 案内で、 庫裡 から 本堂へ 案内 

わらじ 

されて 行く 間、 米 友 は 草鞋 を とらず、 外に 待って いる。 

ここで も 多分、 特別待遇 をこう むる ことと 思われる 


道 庵。 それ を 待つ 間の 時間 はかなり 長い ものと 観念し 

た 来 友 は、 その 間、 彼 はこの 寺の 境内 を うろつき 歩い 

てみ る 気になりました。 

二十 七 

万 松 寺の 境内 を 一 わたり 歩いて、 白雪 稲荷の 前に 来 

て 稚児 桜の 下に、 どっかと 坐リ こんだ 米 友 は、 しきり 

に 眠リを 催して きました。 

ついに、 うつらう つらと、 桜の 根 を 枕に して、 うた 

た 寝の 夢に 入った の は、 米 友と して は、 稀 有の 例です。 


いつも ゆるみの ない 彼、 責任感の ことのほか 強い 彼。 

まして このたび は、 尊敬すべき 道 庵 先生の ために、 忠 

実なる 従者で あり、 勇敢なる 用心棒で ある 上に、 道中 

は、 どうかす ると、 素行の 上に 於て、 監督者と しての 

役目 を も、 負わ させられ ている 来 友。 いつも 張りき つ 

た 心と、 油断の ない 目 をみ はって いたのが、 今 は 珍し 

くこの 稚児 桜の 下で 眠り を 催し、 つい、 うとうと とし 

て 夢に 入つ てし まいました。 

このく らいの 余裕 はあって もよ ろしい し、 なければ 

米 友と しても、 やりきれない。 それに 今日は、 老巧に 

たまき 

して 如才 のない お 数寄屋 坊主の 玉 置 氏が、 道 庵の 身の 


廻りに は、 附 ききり で 周到な 斡旋 を 試みて いるし、 と 

ころ は、 この 寺の 奥 殿の 中に 封 じこめ て、 その 下足 は、 

確かに 自分が 保管して 来て いる。 どう 間違っても 

うすいとうげ  いきしに 

碓氷峠の 下で、 裸 松の ために 生死の 目に 逢わせられた 

り、 木曾川 沿岸で、 土左衛門の 影武者に おびやかされ 

たりす るよう な 脱線の ない こと は 保証す る。 まか リま 

ちがった ところで、 それ は 平 を 踏み はずし、 仄を 踏み 

落して、 住職 や、 有志 家 連 をして、 手に 汗 を 握らしむ 

る 程度の ものに 相違ない から、 その 点の 安心が、 来 友 

をして 仮睡の 夢に 導いた と 見ら るべ きです。 

いくしば らく、 昏々 たる 夢路 を 歩んで いるが、 道 庵 


お立ちの 声 は、 容易に その 夢 を 驚かす ことがない。 

そこで、 つい、 うたた 寝の かりねの 夢が、 ほんもの 

になり、 ほとんど 熟睡の 境に 落ちて 行きました。 だが、 

それ も 深く 心配す るが もの はない、 従来、 極めて 夢 そ 

の もの を 見る ことの 少なかった 来 友 も、 近来 はしばし 

ば 夢を見る ことに 慣らされ ている けれども、 かって 不 

動 明 王の 夢を見て、 江戸の 四方 をグ ルグル 廻らせられ 

た ほどに、 夢 を もてあます ことはありません。 

それ以来、 夢を見る に は 見る けれど、 夢の 後に 来る 

もの は 驚愕に あらず して、 多少の 懊悩と 懐疑と です。 

, 甚だ 稀れ に は 歓喜で ある こと もあります。 最も 困惑 


する の は、 夢と 現実との 世界が はっきり しない、 その 

当座 だけの ものでありましょう。 

彼 は、 ど こぞで ひとたび 霊魂不滅の 説 を 吹き こまれ 

てから、 それが 全く 頭脳の 中に 先入して いて、 生きて 

いる 人と、 死んだ 人との 区別が、 どうも ハツ キリし な 

い。 有る ようで、 無い ようで、 今まで 生きて いた 人が 

死んで 消え失せ たと はどうしても 思えない し、 そうか 

とむら 

といって、 眼前、 自分の 前で 死なせて、 お 葬 いまで 立 

会った 人が、 もう 一 べん、 生きて 動いて 来る と は、 ど 

うしても 考えられな いこと も ある。 

尊敬すべき 道 庵 先生に、 その 霊魂不滅 説の 根拠に ま 


で 突 込んで 質問 をして みた こと も あるが、 先生の 答が、 

要領 を 得る ような、 得ない ような ことで、 おひやら か 

されて いる。 

とにかく、 この 男と して は、 どうしても 死んだ もの 

が、 もう 一 べん、 形 を 取って 現われて 来る ようにし か 

思われて ならない。 死の 悲しみ は 味わわせられ たが、 

それ は、 別離の 悲しみの 少し 深い 程度の もので、 いつ 

か、 また 会われる という 感じが 取 去れない のが、 今 は 

もう 信念と いう ほどの ものに までな つてい る。 されば、 

なじみ 

江戸で 失った 大切な 馴染のお 君と いう 女に、 このたび 

の 道中の いずれ かで 再度め ぐり 逢える ように 思われて、 


信ぜられて、 ここまで 来て いる。 

多分、 この 時の 熟睡の 中に も、 旅 中 しばしば 繰 返さ 

れた その 夢に、 つい さき、 見せられた 故郷の 山河が 織 

うつつ  まぼろし 

り 込まれて、 相 変らず、 生と、 死と、 現実と、 幻 と 

の 境に、 引きずり 廻され ている に 相違ない。 

にぎ 

こうして 熟睡に 落ちて いる 時 —— 隠れ里の 方から 賑 

やかな 一 隊の女 連が 繰 出して 来て、 稚児 桜 を 取りまい 

て、 

「稚児 桜よ」 

「大きい わね」 

「大きな 稚児さん ね」 


「本当に 大きい わ、 花が 咲いたら さぞ 見事で しょうね」 

「花の 時分に は、 ここでお 稚児 踊りが あるの よ」 

「踊りましょう か」 

「踊りましょう か」 

「手 をつな いで、 この 桜の まわりで、 皆さんで 踊リま 

しょう」 

「いいこと、 ね、 踊りましょう」 

「皆さん、 よくって」 

「ええ、 いい わ」 

「じ や、 踊りましょう よ」 

「踊りましょう よ」 


女 連 は、 おた がいに 手 をと り 合って、 お 稚児 桜 を 中 

に 輪 を 作って しまいました。 自然、 右の 桜の 根 を 枕に 

して 熟睡に 落ちて いた 来 友ぐ るみ、 輪の 中に 入れて し 

まった ものです。 

「さあ、 踊りましょう」 

「よい、 よい、 よいと な」 

「よいと さ」 

「あら、 よいき たしょ」 

「及びな けれど —— 」 

「ほら、 よい」 

「及びな けれど —— 」 


「ねえ， ねえ」 

「万 松 寺さん の —— 」 

「はい」 

「万 松 寺さん の —— 」 

「はい」 

「お 稚児 桜 —— 」 

「お 稚児 桜 —— 」 

「 一 枝 手 折って —— 」 

「 一 枝 手 折って —— 」 

「欲しう ござる  」 

「欲しう ござる  」 


初めは 手 をつな ぎ 合って、 輪 をつ くり、 三 べん ほど 

廻って から、 音頭で、 はっと 手 を 放し、 「及びな けれど」 

で、 左の 手で、 ちょっと 長い 袂を おさえて、 右の 手 を 

上げて、 桜の 枝 を 指し、 「万 松 寺さん の」 で、 ク ルリと 

ひさし 

廻って、 お 寺の 廂を 見込む 形に なり、 「お 稚児 桜」 で 

また 長い 袖 を たくし上げて、 西の 堂 を 前に、 肱の 角度 

を 左右に 開いた 形 もよ い。 

「一枝 手 折って 欲しう ござる」 で、 手 を からげ て 水車 

つや 

のよう な 形も艷 つぼくて よい。 

この 時なら ぬ 花見の 催しに、 あたり 近所が 急に 春め 

いてきて、 病 葉の 落ち かかる 晩秋の 桜の 枝に 花が 咲い 


たようです。 折 柄、 参詣の 人の 足 もと どまり、 近所 あ 

たりの 人 もた かって 来る。 

踊り手 も、 それで 一層、 張 合いに なって 踊り も はず 

みました。 

そこで、 自然、 宇治山 田の 来 友 も、 ひと リ 長く 甘 睡 

むさぼ 

を 貪 る こと を 許され なくなりました。 

踊りに 夢 を 破られた 米 友が、 むつく りと 起き 上り、 

睡眼 をみ はると、 このて いたらく で、 不覚に も 眠り こ 

けた 自分と いう ものの おぞまし さを悔 ゆると 共に、 い 

つの まに か、 あたりの 光景の 花やかな 変り 方に 驚き ま 

した。 


あたり 

自分の ねこんだ 時 は、 四方に 人 も 無く、 日当り のい 

い 小春日和で、 おのずから 人 を 眠りに いざな うような、 

のんびりした 桜の 木蔭でした けれども、 眼が さめて 見 

れば 百花 爛漫の 園と な つ てし ま つ たような 有様です か 

ら、 暫く 米 友 は、 夢の 中の 夢で はない かとさえ いぶか 

りました。 

仰天して 見る と、 あたり こそ 花 を 振りまい たような 

陽気です けれど、 仰いで 見る ところの 稚児 桜 は、 寝込 

んだ 以前に 見た のと、 少しも 変リ ません。 

枝が 老女の 髪の ようにお どろに 垂れて、 病 葉が 欠 歯 

ま £  ろうば、，" 

のように 疎らに ついている を 見る と、 彼 は 急に 狼狽 を 


はじめました。 

「いけね え、 つ い 知らずに 一 寝入り やら かしち やった」 

狼狽して みたが、 前 も 後ろ も めまぐるしい ばかりの 

踊り手で、 その後ろ はまた 見物の 人だかりで 垣根 を 造 

られ ている。 

そこで、 米 友 は、 例の 杖 槍と、 荷物に 手 を 触れて み 

たが、 これに は 異状が ありません。 

本来、 こうした あわてぶ り は、 米 友 自身 だけで 単独 

に 見せられ ると、 かなり 人目 を惹 くので すが、 この 場 

合、 誰し も ひとり、 この グロテスクに 注目す る 者の な 

かった の は、 集まって いる 程の 者が 皆、 踊りに 目 を 取 


られ ていた からです。 

けれど、 たまに 存在と しての 来 友の 狼狽ぶ りに 注意 

を 向けた もの はあって も、 多分、 これ はこの 踊りの 女 

連の 弁当 担ぎ か、 下足番の 小 冠者に 過ぎまい と 見た だ 

けの ものです。 

そこで、 米 友 は、 誰の なんらの 怪しみに も でくわさ 

ずして、 手早く 荷物 を 取って 肩に かけ、 杖 槍 を 拾い 取つ 

て、 飛び立つ たが、 さて、 行かん とする 周囲 は、 踊リ 

連の 妙なる 手ぶ りで、 蟻 も 通わせぬ ようになつ ている 

から、 さすがの 来 友 も、 その 一方 を 突破す るに 当惑し 

ました。 


手 を 放して、 めぐって いた 踊りの 連中が、 この 時 は、 

また 手 をつな ぎ 合って、 ぐるぐ るめ ぐり を 始めた から、 

相手が この 連中で ある だけに、 米 友と しても、 鉄砲玉 

のように その 一角 を 突き破って 通る ことに、 いささか 

ちゅうちょ 

躊躇 を 感じました。 しかしながら、 その 一角 を 突き 

破らぬ 限りに は 決して、 この 囲み を 解いて、 自分の 身 

を 解放す る ことができな いと 考え、 そこで 思いきって、 

突破に かかろう としたが、 さて また そこで、 いずれ あ 

やめと 引き ぞゎ ずろう、 という わけで も あるまい が、 

ど こぞに 突破口 を 求 むれば、 必ず その 一 角が 犠牲に 供 

される。 来 友と して は、 この 踊りの 連中の いずれに 対 


ひいき 

しても、 特別に 信用と 蟁属と を 感じて いる わけで はな 

い。 実際、 こういう ふうに、 まんべんなく 緊張して、 

いずれも いい 気持に なって 踊って いる 時には、 特に こ 

こ を 破ろうと の 破 錠と いう ものが、 ちょっと 見出し 難 

いものと 見えます。 

そこで 米 友が、 引き ぞゎ ずろうと いう 気持で、 躊躇 

をして いる 間に、 

「あつ！」 

といって、 舌 を 捲いて 躍り 上りました。 その クリク リ 

した 眼 を、 踊り子の 連鎖の 一方、 つまり 或る 一人 だけ 

に 注いだ 来 友が、 


「あつ！」 

と、 二た び、 三た び、 地 団太を 踏んだ の は、 そこに 破 

綻を 見出した ので はなく、 そこに 特別に 何 か 興味の 中 

心 を 見出した もので なければ なりません。 

「あつ！」 

二度、 三度、 叫んで、 地団太 踏んだ 米 友が、 その 時 

こそ、 ほんとうに 鉄砲玉の ようになって、 いま、 自分 

が 見つけ 出した 興味の 中心 —— つまり、 踊り子の 中の 

ちょうど、 巽 の 方角に いた 一 人の 若い 娘の 方に、 無 一 一 

無 三に 飛び かかって しまいました。 

この 時に なって、 群衆の 興味が 踊りの 方面 だけに 取 


られて はおりませんでした。 

むつく り 起き 上った 時 は、 さほどで はありませんで 

した。 荷物 を かつぎ 上げた 時 も、 杖 槍 を 拾った 時 も、 

まだ 見物に 向つ て なんらの 注意 を も 呼ぶ に 足りません 

でした けれども、 いよいよ 立って 一方 を 突破し ようと 

い ちげ い 

して、 小さな 仁王 立ちで、 あたり を 一 睨した 時分から、 

第三者と しての 見物の 注意が ようやく この 存在に 向つ 

て 来ました。 

一 角に 何 か 事 ありと 見て、 異様な 叫び を 立てながら、 

二度、 三度、 躍り 上って 地 団太を 踏んだ 時分に は、 そ 

まぬ か 

れに 当面して いた 者の 注意 を 免 れる こと は 全くで き 


ませんで した。 

それと 同時に、 どっと、 失笑の 声が 湧き出し たの は 

是非 もありません。 

この 男の、 ムキ になった 狼狽ぶ リは、 知っている 者 

は 気にしな いが、 はじめて 見る 人に とって は、 絶大な 

る 驚異と 見られる こと も 多い のです。 子供た ち は 稀れ 

に それ を 恐怖 を 以て 見る こと も ある けれど、 御 当人が 

真剣で あり、 御 当人が 困惑 すれば する ほど、 周囲の 人 

に は、 滑稽で あり、 無邪気であって、 最も 好意 ある 失 

ためし 

笑 を 以て 報 われない という 例 はない のです。 

今 も その 例に 洩れず、 まじめに 狼狽し はじめた グロ 


テス クの 存在が、 ハツ キリと 浮き出し たために 見物 以 

外の 見物が、 見る ほどの 人 を あっけに 取らせました。 

そのと き 早く、 桜の 樹 から は 巽の 方面に 踊って いた 一 

人の 娘のと ころへ 行って、 委細 かまわず 飛びつ いてし 

まって、 

めえ 

「ぉュ 目  ぉュ 目」 

ども 

米 友 は 烈しく 吃って、 

「お前 は、 よつ ちゃん じ やねえ か」 

と 叫びながら、 無理に その 女の子 を ゆすぶつ たもので 

そこで、 踊りの 情景が 粉砕され る。 


抉 を 取られて、 この 怪物に 喰いつ かれた 娘 は 面の 色 

を 変えて 驚いた が、 小突き 返されて いながら その グロ 

テス クの 面影 を チラ リと 見て、 

「おや、 お前さん は 来 友さん じ やない の」 

こう 言って、 色 を 立て直した ものです から、 

「おお、 お前、 ほんとうによ つち やんだ な、 おいら あ、 

米 友 だよ」 

彼 は、 その 昂奮した 顔面 を、 すりつける ように、 自 

分が、 よつ ちゃんと 呼びかけた 娘に ちかよせ ると、 た 

じた じと 後ろに さがりながら、 

「怖い、 米 友さん は 来 友さん に違いないと 思う けれど、 


米 友さん の はずがない、 本当の 米 友さん の はずがない 

わ、 わたし 怖い、 全く 別の 人 か、 そうでなければ、 米 

友さん の 幽霊でしょう、 怖い わ、 わたし 逃げる わ」 

こう 言つ て、 せっかく 立ち直った 面の 色 を また 変え 

て、 隙 を 見て、 転ぶ ように 逃げ出しました。 

「違えね えんだ よ、 本当の 米 友 だよ、 本当の 友が おい 

ら なんだ よ、 だから、 よつ ちゃん、 間違えね えんだ ぜ」 

こう 呼びながら、 米 友 は、 その 娘の 跡 を 追い かけて、 

再び 袂を 捉えよう とした ものです から、 事が 大きくな 

りました。 

「怖い わよう、 放して 下さい」 


娘は顚 倒して 走りました。 

「違 やしね えんだ よ、 友 だよ、 網 受けの 米 友なん だよ、 

お前が 本物の よつ ちゃんなら、 おいら も 本当の 米 友な 

ん だよ、 面 を 見たら わかり そうな もの じ やねえ か」 

と 叫びながら、 追い かける。 混乱した の は、 それ を 見 

ていた 同 連と 群衆 だけではありません。 

米 友 自身の 言う ところ も、 怖れて おる ところの 娘の 

挙動 も、 何が何だか わかりません。 

しかしながら、 驚愕と、 恐怖と で、 夢中で 走り出し 

た 娘の 足と、 あっけに 取られて いる 四方の 人の 慌て ふ 

ためいて いる 間に、 再び 走り かかった 来 友が、 右の 娘 


の袂 をつ かまえて、 全く 動かさない ことにして しまつ 

ぞうさ 

たの は、 雑作 もない ことで、 

「ね、 よつ ちゃん、 もう 一 べん、 よくお いらの 面 を ご 

らん、 米 友に 違えね えだろう」 

と、 三た びその 面を摺 りつけ ました。 

摺 りつけ な いまでも、 遠眼で 見た つて、 一た び見覚 

えの ある 者に とって は、 この 男の 面 は 忘れよう として 

も、 忘れられない 記憶と なって いる はず。 

「あ、 友さん に違いない、 けれども、 わたしの 知って 

いる 来 友さん は、 もう 生きて いないん です もの」 

娘 は 恐怖の あまり、 つきつけられた 来 友の 面 を 見 ま 


いとして、 両手で 自分の 面 を かくします。 

「ところが、 生きて るんだ よ、 この 通り、 生きて るん 

だ、 間違い はねえ のです からね、 よつ ちゃん、 そんな 

しょう 

に、 むず からね えで もい いや、 正の 米 友 だよ」 

「いいえ、 わたしの 知って る 来 友さん は、 たしかに 死 

にました」 

「ちえ ッ、 だって、 当人が ここにいて、 生きて いると 

言つ てるじ やねえ か」 

「そんな はずはありません、 友さん は 死ん じ やった の 

です、 お前さん は 別の 人 か、 そうでなければ、 米 友 さ 

んの 幽霊に 違いありません」 


「ちえ ヅ —— 別 の 人が おい ら だなん て 言う か い、 ニセ 

モノ を こしらえた つ て、 ニセ モノ 栄えが しねえ じ やね 

え か」 

「放して 下さい —— 怖い から」 

これ は ホンの 一瞬 時の 出来事で したが、 この辺に 

至 つ て 第三者が 承知し ません。 

第三者 は 皆、 来 友 を 以て、 兇暴 性 を 帯びた 色き ちが 

いかなん ぞと 勘違い をして いない もの はない。 娘 を 引 

離す より 先に、 来 友 を 手 ご めにかか りました。 

あたま 

その 時、 米 友の 頭脳に ハツと ひらめく ものが あった 

の は 


「よつ ちゃん、 お前、 ほんとうに おいらが 死んで ると 

思って るの かい。 そうだ そうだ、 それ も 無理 は 無え、 

それから 後の こと をお 前 は 知らね えの だ。 おいら は 助 

おべ やま 

かったん だよ、 尾 上 山から 突き落されて、 一旦 は 死ん 

だが、 助ける 人が あって、 息を吹き返し たんだせ。 そ 

れを お前 は、 本当に 死んだ ものと 思い こんでい るんだ 

ろう。 助かつ たんだよ、 助かって、 そうして 今まで 生 

きてい たんだ、 今まで 生きて いるう ちに は、 ずいぶん 

辛い こと も あら あ  」 

き 

この 弁明が、 意外に 利いたら しいので、 娘が 面 を 上 


「ほんとう  」 

「ほんとう だと も、 話せば 長い けれど、 盗み もしね え 

ぬすっと  しおき 

のに、 盗人 だなん て 人違いで お 処刑に 逢って、 ほら、 

尾 上 山の 上から 突き落され たに は 落された けれど、 人 

に 助けられち まったん だ。 その 人と いうの は、 ほら、 

お前 も 知って るだろう、 船大工の 与兵衛 さんと、 お 医 

者の 道 庵 先生で ね、 その 先生のお ともをして、 おいら 

は 昨日、 こっちに やって来た ばかり なんだ」 

「ほんとう なの、 友さん」 

「ほんとう だよ、 ほら、 幽霊 じ やねえ や、 足が ある だ 

ろう」 


そこで、 米 友 は、 また 二三 度 飛び 上って、 足の ある 

ことの 証明 をして 見せました。 

娘 は 笑いませんでした。 笑わない けど、 恐怖 は 早く 

も その 面から 消え失せて、 

「ほんとうな の？」 

「噓じ やねえ というに。 お前 は 疑ぐ リ 深え 人 だな あ」 

「ほんとうに お前が 来 友さん なら、 わたし、 こんな 嬉 

しい こと はない わ」 

「おいら だって、 おんな じこと だよ、 お前が ほんとう 

によつ ちゃんなら、 その 次に 嬉しく つてた まらね えん 

だ」 


と 米 友が 言いました。 心 あわてて いると はいえ、 米 友 

がてん 

の 言う ことに はかなり 不透明な ところと、 ひとり 合点 

も あるら しいが、 娘 を 相当に 納得せ しめ 得た こと は 疑 

ヽ ヽ フノ、  o 
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「まあ、 嬉しい」 

「おいら も、 嬉しい」 

「友さん、 まあ、 よく 無事で いて くれた わね え」 

「あ —— お いら も 苦労した よ」 

「ほんとうに  」 

二人 は、 そこで、 人目 も 恥じずに 抱き合って しまい 

ました。 


知る と、 知らざる と、 弥次で あると、 弥次で ない と 

にか かわらず、 この 急激なる 妥協が、 すべての あいた 

口 をふさ がらせな いこと にしました。 

二十 八 

この 人騒がせ も、 後に なって 接待の 茶屋で、 二人の 

無邪気な 会話 を 聞いて いれば、 なんの こと はない ので 

読者 諸君 は 御存じの ことでしょう、 伊勢の 古巿、 間 

やま にぎ 

の 山の 賑わいの うちに、 古来 ひきつづいた 名物と して 


の 「お 杉お 玉」 という ものの 存在 を —— 

そうして 来 友の 唯一 の 友で ぁリ、 兄妹で あると いう 

より は、 一 つの 肉体 を 二つに 分けて、 その 表の 方 を 来 

友と 名 づけ、 その 裏 をお 君と 名 づけた かの ようにして 

いた、 そのお 君と いう 子の 芸名が お 玉であった こと を 


それと 同時に、 お 君のお 玉と 相棒に なって、 胡弓 を 

ばちう 

ひき、 撥 受け をい となんで、 さの み 見劣りの しな かつ 

たうたい 手に、 お 杉がなければ ならなかった こと を I 

今、 ここで 米 友が 「よつ ちゃん」 と 呼びかけて かぶ 


りついた 踊り子の 娘が、 すなわち このお 杉で ありまし 

た。 

まあ、 二人の 無邪気な 会話 を 聞いて いればい る ほど、 

筋 はよ く 通った ものです。 

「ねえ、 友さん、 君 ちゃんに も、 お前に も 行かれて し 

まった あとの、 わたしの ツマらない こと 察して ごらん、 

一日 だって 忘れた こと はあり やしま せんよ、 いどころ 

ぐらい 知らせて くれた つてい いじ やない の」 

「そり や あね、 知らせる の は 雑作 もね えが、 おいらた 

ち は 罪人 扱いなん だからな、 うつかり 便り をしょう も 

のなら、 こっち も危 ねえが、 お前た ちの 方に も、 かか 


り 合いに なると 悪い と 思って ね」 

「友さん、 その 事なら、 もう 大丈夫よ。 あの 晚、 備前 

屋 さんへ 入って、 江戸の お客様の もの を 盗った の は、 

君ち やんで はない こと、 友さん でもない こと、 そり や 

わかりきつ ている けれども、 証拠が 物 を 言った あの 時 

のこと でしよう、 どうしょう もなかつ たのね。 それが 

今と なって は、 すっかり 晴れて しまって、 誰 だって 一 

人 も、 友さん や 君ち やん を 疑ぐ つてる もの はあり やし 

ません、 お前さん たち は、 大手 を 振って 国へ 帰れる よ 

うにな つ ている のよ」 

「そうかな あ」 


「そうだと もお 前、 あの 時の 泥棒 は 別にあって、 名乗つ 

て 出たん です とさ」 

「どこの 奴 だい」 

「名乗って 出た けれど、 まだつ かまら な いんです とさ」 

「おかしい な あ、 名乗って 出た 奴が つかまらね えとい 

うの は」 

「そんな 事 は、 どうで もい いのよ。 それでね、 土地の 

人 も、 お前さん たち を、 大 へん 気の毒が つて、 友さん、 

お前のお 墓が、 もう ちゃんと 出来て いるの よ」 

「おいらのお 墓が 出来て るの かい」 

「ええ、 お前さん は、 たしかに 尾 上 山から 突き落され 


しおき 

て、 お 処刑に なって しまったん だから、 正直者が かわ 

いそうに、 むじつの 罪で 死んだ といって、 皆さんの 同 

こ ■ つじん 

情が 集ま つ て、 今では 来 友 荒神と いう 荒神 様が 出来て、 

それが お前のお 墓に な つてい るんだ よ」 

「ばかにして やがら」 

米 友が 唇 を 反らして 嘯きました。 現在こう して ピ 

ン ピン 生きて いる 者のお 墓 を こしらえた 上に、 荒神 様 

に 祭り上げる なんて、 洒落が 過ぎ てら あ！ とで も 

思 つたので しょう。 

「ばかにする つもりで したん じ やない のよ、 友さん が 

かわい そうだ、 気の毒 だ、 盗り もしない 盗人の 罪に 落 


ちて 殺されて しまったと 思う から、 みんなして、 荒神 

様 を こしらえて しまった のよ、 こうして 生きて いると 

知っていれば、 誰が そんな こと をす る もの かね」 

「そり や、 そうか も 知れね えが、 生きて いる 時 は、 さ 

ん ざん 人 を 粗末に しゃが つ て、 死んだ と 思 つ て 荒神 様 

に 祭り上げる なんて、 ほんとうにば かにして やがら」 

「悪く 取つ ちゃい けない よ、 友さん、 たとえ 荒神 様 だ つ 

て 神様のう ちだろう、 生きて いて 神様に 祭られる なん 

て、 結構 じ やない か。 それでお 前の 方 は 死んだ ものと、 

みんな あきらめて いるが、 お 君 ちゃんば つかり は、 生 

きている のか、 死んで いるの か、 ちっとも わからない 


ん だもの」 

「うむ …… その はず だ、 生きて いるか、 死んで いるか 

わかる めえ」 

「ことに、 わたし は、 ああして 姉妹 同様に 一 つ 小屋で 

稼いだ 仲でしょう、 人一倍、 あの 子の ことが 気になつ 

て、 一日 だって 忘れた こと はあり やしません。 そうし 

て、 あの人が 生きて いるに 違いない と 思ったり、 もう 

疾うに 死んで しまった ように 思えた リ、 どうも 気に 

かみ ほとけ 

なって たまらない ものです から、 神仏に お願い 申す 

より ほか はない と 思いました。 わたし は、 どこに いて 

も、 朝晚、 君 ちゃんの ために、 神様と 仏様 を 拝まない 


ことはありません のよ。 今日 だってお 前さん …… 」 

お 杉であった よつ ちゃん は、 今日 もまた、 この 万 松 

寺へ 参詣した の は、 その 昔の 朋輩 思いの ために、 この 

お 寺に は、 白雪 稲荷の ほかに 「足止め 不動」 というの 

が ある。 家出 人 や、 龃落 者が 遠くへ は 行かない ように、 

この 不動 尊の 足 を 縛って おくと、 動け なくなって やが 

て 帰って来 るとの 迷信が ある  それ を 信じて、 昔の 

朋輩のお 君の ために、 この 娘 は 不動 尊の 足 を 縛りに 来 

たの だが、 それが、 米 友さん の 足 を 縛った ことにな つ 

たの も 有難い …… と。 

そうして、 この 名 古屋に 来て いると いう 理由 も、 お 


君と 離れてから、 間の 山稼ぎ も 面白くな く、 看板 は 新 

進に 譲り、 自分 は、 これから 芸事 を 本格に 勉強して お 

きたいと いう 志願で、 踊りの 本場と いわれる この 名 古 

屋 へやって 来て、 当時 有名な 坂 東 力 寿さん のと ころへ 

お 弟子入りして いると いう こと。 

もう、 踊り も 名 取に なった から、 一旦、 国へ 帰って、 

それから 四日 巿へ 出て、 お 師匠さん で 身 を 立てようと 

思う —— というよ うな こと を、 来 友に 語って 聞かせ ま 

した。 

そうして、 一 通りの 身の上 話が 終る と、 結局、 

「友さん、 そういう わけ だから、 ぜひ、 わたしと 一緒 


に 国へ お帰り …… お前さんが 帰る と、 土地の人が、 ど 

ん なにび つくりす るだろう、 わたし は、 そのび つくり 

する 面 を 見て やりたい、 ね、 一緒に 帰りましょう よ」 

二十 九 

お 銀 様と いう ものの 存在が、 今や 有 野 村に とって は、 

恐怖の 的で ありました。 

あの 災難の 後、 伊太 夫 は、 慢心 和尚 を 招 じて 大 供養 

をい となみ、 追善と して、 米穀と、 金銀との 夥 しい 

せぎょう 

施行 を 試みました けれど、 お 銀 様と いう ものに は、 一 


指 を 染める こと もで きません のです。 

お 銀 様 は、 大竹 藪の 中の 椿の 木の下に、 茶室 をう つ 

して、 それに 建増し をした ところに、 ひとり 住んで、 

その 呪われた る 存在 を つづけて 行きます。 

ただ、 御 当人 だけが 呪われた る 生活に ひたる 分に は、 

まだいい が、 その 個人 生活が 漸く 甚だしい 暴虐と し 

て 現われて 来る ことに は、 周囲と して ほとんど 堪えら 

れぬ ことです。 

父の 伊太 夫の この 娘に 対する 苦心、 もてあまし は、 

今に 始まった ことで はない が、 この 際 一 つの 悔い を 追 

加した の は、 この 娘から、 あの 弁 信と いう 奇怪な 小 法 


師を取 放して しまった ことが、 今になる と、 悔いても 

及ばぬ 感じ を 起させました。 

火事の 混乱 まぎれに、 あの 小坊主 を 冷遇して、 出て 

行かせて しまった こと は 重大なる 失策 だ、 と はじめて 

気がついた ようです。 ナゼ ならば、 あの 小坊主の いる 

間 は、 とにかく、 お 銀 様 は 慰められて いたよう です。 

とぎ 

慰められな いまでも、 お 伽と して 座右へ 置いても、 

癇癩の 種に はならなかった ようです。 そうして あの 

小坊主 も、 あの 娘に 向って、 思う こと はずばず ば おしや 

ベ り をして いたよう です。 

あの 小坊主 去った 後 は、 お 銀 様の 傍へ 寄りつ くもの 


がありません。 

たまに、 寄りつ くもの が あれば、 有無 をい わせず、 

尾羽 をむ しり 取られて しまいます。 近づく 者に 多少の 

惨虐を 加えて、 若干の 負傷 をせ しめず して は 帰す こと 

のない のが、 お 銀 様の この頃です。 

雇人た ち は、 戦々 兢々 として、 椿の 下の 御殿へ 行く 

こと を 怖れます —— けれども、 主命に よって 行かねば 

ならない 時 は 負傷 を 覚悟して、 その 被害 をなる ベく 少 

なくす るの 用意 を 整えて 行きます。 

その 負傷の 軽重 は她何 —— つまり、 お 銀 様 は、 何者 

を も、 自分と 同じような 不具者に してみ なければ 納ま 


らな いの かも 知れません。 満足に 近い 人間 を 見る と、 

そのい ずれ かに、 暴虐 を 加えて、 不具の 程度に してみ 

て、 やっと 安心す ると ころに、 執念が あるよう です。 

伊太 夫 は、 供養の 時 も、 慢心 和尚に 向って、 更に 辞 

ひく 

を卑 うして この 事 を 訴願して、 娘の 教誡 をた のみ まし 

たけれ ど、 和尚 は ， J の 時ば かり は、 丸い 頭 を 左右に 振つ 

て、 

「あれ は、 わしが 手に も 負えぬ、 わし も、 あの 娘に は 

おそれいる」 

と 言った きりで、 もう 取りつ く 島がない ので ありまし 

た。 


そこで、 伊太 夫 は、 小坊主の 弁 信 を 手放した こと を、 

返す返す も 悔い、 あとから 追い かけさせて みたけれ ど、 

行方 は 更に 知れません。 やむ を 得 ずん ば 第二の 幸 内 を 

と、 暗に 当り をつ けて みたけれ ども、 その 選に 当った 

もの は ほうほうの 体で 逃げ帰 リ、 それが ために かえつ 

て、 お 銀 様の 侮蔑と、 暴虐と を 高ぶらせ たに 過ぎ ませ 

ん でした。 

だが、 人間 はいつ もそう 張りき つた 心で、 精髄 を涸 

らし 尽 すよう にば かり は 出来て いないと 見え、 侮蔑と、 

じゅ そ  かたま リ 

暴虐と、 呪詛の 塊 であるら しいお 銀 様と いう 人 も、 

時と すると、 再び 以前の ように 泣きく ずれる ことがあ 


リ ま 

小春日和に、 どこともなく 裏山 を 歩いて、 森 を 越え、 

村 を 越えて、 高い ところへ 出る と、 そこに 腰を下ろし 

て、 じっと 山河 を 見つめて いるお 銀 様の 眼から、 ひと 

あ ふ 

リ でに 涙の 泉の 湧き 溢る るの を 見ない という こと は あ 

リま すま レ 

そこで、 お 銀 様 は、 甲府 盆地に 見 ゆる 限りの 山河 を 

ながめます。 後ろ は峨々 たる 地蔵、 鳳凰、 白 根の 連 脈、 

それ を 背に して、 お 銀 様の 視線の じっと 向う ところ は、 

きんぼう 

富士 でもな く、 釜 無で もな く、 おのずから 金峯の 尖端 

が、 もう 雪 をいた だいて、 銀の 置物の ように かがやく 


あた リ でありました。 

ことに、 金峯の 山が、 お 銀 様の 嗜好に 適する という 

ので はなく、 この 地点に 座 を 構 ゆれば、 おのずから、 

視線が そこに 向く のであります。 そこでお 銀 様 は、 日 

の暮 るるまで 山 を 見つめて 泣く ことがある。 

きた 

自然 を 見る ことによって、 人事に 想到し 来る から、 

それで 泣ける のでありましょう。 金 峯の山 を 見れば、 

その 眼下に 甲 府の町 を 見ない わけに は ゆかない。 甲府 

を 見れば、 東に 蜿蜒と して 走る 大道 —— いわゆる 甲 州 

，メ  みね 

街道、 門柱と しての 笹子、 大 菩薩の 嶺々 を 見ない わけ 

に は ゆきます ま ハ  


東に 走る 大道 を 見れば、 自然、 そこで、 ついこの 間 

まで 暫くの 間、 数奇なる 転変 をつ づけて いたと ころの 

生活 を、 思い出で ない という 限り はあります まい。 

屋敷に いると、 人間の 呪詛で 固まった お 銀 様が、 高 

いところ へ 来る と、 少なくとも 人間界 を 下に 見る か、 

或いは 水平線に 見る ことができる。 その上に、 人間に 

比較して は 悠久 性 を 有する 生命の ただず まいが 存在し 

ている という こと を 見る。 

そこで、 胸が 開ける のでしょう。 胸が 開ける と、 堰 

かれて いた 涙が 切って 落される ものと 見える。 

そこで、 お 銀 様 は 人 を 恋うて 泣く。 


かって、 愛し 且つ 虐げた 美貌の 女中お 君と いう 女 

が 恋しくなる。 お 銀 様 は 多分、 お 君の 最期 を まだ 知つ 

てはいまい。 あの 子 はどうしたろう  という 半面に 

は、 嫉 みと、 憐 みとが 纏綿す る。 駒 井の 家に 引取られ 

て、 殿の 寵に 溶ける ような 思い をして いるかと 思えば 

むらむらと わが 魂が 戦く。 

柔順な、 純真な あの 子 を、 わが 心の ひがみから、 あ 

まリ にも 虐げ 過ぎた と 自覚した 時には、 たまらない 悔 

恨に 責められる。 

お 君 を 想い出して、 次に 竜 之 助の ことに 及ぶ と、 お 

銀 様の 全身の 鱗が 逆立って くる。 その も だ も だした、 


いらいらした 風情で 煽られる と、 居ても 立っても いら 

れ なくなる。 

その 時 は、 どうかす ると、 眼 をつ ぶって、 高い とこ 

ろから 急に かけ 下りる ことがある。 

肉の 中に うめく、 八 万 四千の 虫が、 肉の 中で いら 立 

つと 見える。 

たまらない。 その 時 は、 夢中に 馳け 出して、 やっと 

踏みと どまった ところ もま だ 高い。 もし そのと ころが 

断崖で あったら、 その 肉： K: は 砕けて しまったでしょう 


平地に 至る までに は、 自分の 屋敷へ 帰る までに は、 


まだまだ 多分の 距離が ある。 そこで、 踏みと どまった 

お 銀 様 は、 また ぐったりと 身 を 落して、 草原の 上から、 

遠く つづく、 わが 家の 森 を 見る。 

山 も、 森 も、 水 も、 藪 も、 見渡す 限り は 自分の 家の 

屋敷 内で ある —— ここ は、 過ぐ る 夜、 弁 信 法師と 二人 

はな がた き 

で、 わが 家の 焼ける 炎 を 見て、 思う存分 話し 敵と なつ 

たと ころ だ。 

その 時、 弁 信 は 何と 言った。 

三十 


お 銀 様 は、 弁 信の 言葉 を 思い出しながら、 当夜の 業 

火の あと を つくづくと ながめる。 

火が、 すべて を 焼きつ くす 革命の 痛快に 驚喜した の 

も 何の 事 —— その 時の 業火の あと を 少し 避けて、 今し、 

盛んなる 再建 工事が、 前よりも 一 層の 規模 を 以て、 進 

行され ている ではない か。 

全く、 革命が どこに ある。 絶滅が どこに ある。 浄化 

が、 魔 化が、 それが 今、 どこに 権威 を 示して いるの だ。 

むしろ 

復興が 早い。 焼け 尽 したと 見せた 蓆 を、 また 直ち 

こざ か 

に 裏返して 青々 としき 直す、 人間の 小賢しい 働き。 自 

然 はまたい い 気になって、 材料 を 供して いる。 


お 銀 様 は 充分の 冷笑 をた たえて、 その 新築の 作事ェ 

場から 焼 野原 を 見ました。 

その 焼 野原の まんなかに、 そそり 立つ 巨大なる 一本 

の 木 柱 を 見出した 時に、 お 銀 様 は、 またもや、 極めて 

皮肉なる 冷笑 を 禁ず る ことができませんでした。 

お 銀 様 は、 その 日の こと を 狂言と 見て いる。 父の 伊 

太夫が、 尊信 措かざる ところの 慢心 和尚と いう 坊主 を、 

役者と 見て いる。 あの 災難の 後、 父が わざわざ あの 坊 

主 を 屈 請 して、 施行と 供養 を 催して、 自他の 良心 を 欺 

かんとした あの 唾棄すべき 喜劇。 滑稽と も、 悲惨と も 

言い様の ない ほどに、 厭悪 を 感じて いるの は 事実です。 


祖先 以来、 積み 蓄えた 金銀 財宝 を 七日の 間、 あら ゆ 

る 人に 施行して みたところで、 それが 何 だ。 

ことに あの 気ち がいじみ た、 まん 円い 坊主が、 カ自 

慢を これ 見よ がしに、 あの 木 柱 を かついで 来て 見せて、 

俗衆 を あっといわせ、 その 図 を 外さず、 わざと 自分の 

握り拳 かなに か を 振りかざして、 グッと 自分の 口中へ 

入れて 見せての したり 顔。 

むしず 

虫酸が 走る ではない か。 父 は 手 もな く、 あの 山師 坊 

主に 乗ぜられて いるの だ。 わが 藤 原の 家に 起り 来りつ 

つ ある 多年の 矛盾、 撞着、 滑稽、 紛糾、 圧迫、 争闘、 

のうそう  がんしゅ 

それが 膿瘡 となり、 癌腫と なって、 今日まで 呪われて 


来た 報いが、 あんな 坊主に わかって たまる もの か。 あ 

の 坊主の、 あんなに 見え透い たお 芝居で、 この 悲喜劇 

の 幕が 切れる ものなら、 切って ごらん。 

あの 木 柱 は、 あれ は 何です。 

あれ を かついで 来た、 あの 気ち がい 山師 坊主の 怪力 

とやら が、 そんなに 有難い ものです か。 

牛 や 馬が 無い じゃある まいし。 

それ を、 仔細ら しく、 あの 木 柱へ 筆太に 書き立てた 

あの 文句 は 何です。 

そうして、 仔細ら しい 文句 を、 人 を 食った ような、 

まじめな ような、 物々 しい 気取りで 書き 納めて、 それ 


を 押 立てて その 下で、 伊太 夫 はじめ 一 族が 参列の 施餓 

鬼 か、 施行 か 知らないが、 その物々 しさと、 あの 坊主 

の 悪ふざけ。 藤 原の 家の 財宝 を、 わがもの 顔に ふりま 

いて、 あまねく 一切に 慈悲 善根 を 街う 憎々 しさ。 

それ を、 委細 かしこまり 上げて、 いちいち、 渴仰尊 

信して、 命 これ 従う ばかばかし さ。 あんな 間抜けのお 

芝居で、 この 宿業と やらが 救われ、 この 亡ぼされた 魂 

とやら が 浮べ たらお 気の毒。 

滑稽の 沙汰 だ。 まさに 百 分の 嘲笑に 価すべき 振舞 だ。 

その 滑稽と、 嘲笑の 的と なって 残されて いるの が あ 

の 木 柱で はない か。 卒塔婆と かなんと かいう 人 も ある。 


自分の 眼から 見れば、 慢心 坊主と いう 山師 坊主が、 わ 

が 藤 原 家 を 愚弄に 来た その 記念と して 残されて いる も 

の だ。 

白々 しい、 おかしら しい、 癩に さわる —— 

お 銀 様 は、 慢心 和尚と いう 坊主 を 快から ず 思 つてい 

る。 あの 時の 施行 供養 を、 緞帳 芝&も 及ばない 愚 劇 だ 

と 嘲って いる。 同時に その 記念と して 残された 木 柱に 

向って は、 満身の 憎悪 を 禁ずる ことができない らしい。 

その 翌日、 お 銀 様 は 急に 自分の 持 分の 小作た ち を か 

り 集めて、 自分が 命令 を 下して、 一 つの 工事に 取り か 

かりました。 


「お前た ち、 これから 気 を 揃えて、 わたしの ために 塚 

を 立てて 下さい。 その 場所 は、 わたしが 行って 指図 を 

します から、 その 場所へ、 まず 土 を できるだけ 高く 盛 

り 上げて、 大きな 塚 を こしらえて 下さい。 その 塚の 上 

へ 立てる もの は、 また 別に わたしが 工夫して、 お前た 

ちに 頼みます。 今日は これから、 わたしと 一緒に、 そ 

の 場所 を 検分に 来て 下さい」 

彼女 は 二十 四 人の 男 を 率いて、 自分の 家 を 出ました 

が、 ほどなく 到着した の は、 別の ところでは ありませ 

ん、 昨日、 散歩の みぎり に 足 をと どめて、 つくづくと 

見入った ところ。 かって は そこで 弁 信 法師と 共に、 業 


火に 焼ける わが 家の 炎 を ながめながら、 一 流の 強弁 を 

たくまし 

逞 うして、 弁 信と 論じ 合った ところ。 昨日 はまた、 

こざ か 

再建の 土木の 工事の 進涉を ながめながら、 小賢しい 人 

間の 復興ぶ りの 存外に 有力なる に 業 を 煮やし、 同時に 

以前の 焼 野原に、 慢心 和尚と いう 山師 坊主の 手に よつ 

て 立てられた 木 柱に 向って、 十二分の 憎悪と 嘲笑 を 浴 

びせ たと ころ。 

ここへ 来る と、 お 銀 様 は 手に 持って いたと ころの 杖 

で、 その 地点の 上に、 かなり 大きな 円 を 空に 描き まし 

た。 

「お 嬢 様、 ここへ、 御 普請 をなさい ますので すか」 


「普請と いう わけじゃありません が、 できるだけ 土 を 

盛って 下さい。 土 は、 どこから 運んでも かまいません、 

土 を できるだけ 高く 盛って、 それ を 雨で 溶けない よう 

に 固めて、 芝 を 植えて 下さい。 その上 は 四 坪 ほど 平ら 

にして 置いて 下さい。 それから 四方へ 上り 口をつけて、 

石段 をつ けても らいましょう」 

「で、 お 嬢 様、 高さ は どのくらいに 致した もので ござ 

いましょう」 

「高さ は、 できるだけ 高く して 下さい」 

小作 連のう ちの 年長 は、 この 注文に は、 少なからず 

当惑の 色が あった。 


「できるだけ 高く、 とおつ しゃっても、 高い に は 際限 

がありませんで ございま すから …… 」 

「それ はわ かってい ますよ、 富 士ゃ白 根より 高く なん 

て 言い やしません、 お前た ちの 力で、 このく らいの 円 

さのうち へ、 頂上へ 四 坪 ほどの 平地 を 置いて、 それで 

どのくらい 高く 出来る か、 やれる だけ やって みて ごら 

ん」 

「左様で ございま すか …… そうして、 四方へ 石段 をつ 

けます と、 その 勾配 を 見計らわ なけり やなりません、 

勾配 は ど のく らいに した もんで ございましよう、 あん 

まり 急で はいけ ますまい、 そうかといって、 あんまり 


低くて はお 気に 召します まいが、 高く する に は 土 を 固 

めて 芝 を 植えた だけで は 持つまい かと 存じます、 石垣 

に 致します か、 石で 畳み 上げます か、 いずれに 致し ま 

しても、 あらかじめ 高さ をき めて、 やって いただき ま 

せんと …… 」 

「わからない 人 たちだね、 いま 言った 通りに して、 で 

きる だけ 高く すれば、 それでい いじ やない の。 でも、 

それで やりに くければ 寸法 をき めて 上げましょう、 塚 

の 高さ は 一 丈 六尺 八寸 となさい」 

「 一 丈 六尺 八寸 でございます か」 

「ええ、 一 丈 六尺 八寸の 高さになる ように 土 を 盛って、 


その上 を 四 坪 四方 ほど 平らに してお くんです よ、 そこ 

へまた 物 を 建てる のです から、 まわり は 石垣で も、 石 

畳で もい けません、 塚です から、 土 を 積み 固めて 芝 を 

植える のです、 まわりの 上り道 だけに 石段 をつ けて… 

…都合に よって は、 土台 はこの 円よりも 大きくな つて 

も かまいません —— わかりました か」 

「わかりました」 

「わかったら、 今日から 取り かかって 下さい、 かかり 

はお 父さんの 方へ 言って はいけ ません、 一切 わたしの 

方で 持ちます」 

父 以上の 暴君で ある この 姫君の 命令に、 小作 連が ぼ 


や を 唱える はず はない、 農林 牧 馬の 仕事 はさし 置いて 

ち …… 

ただ 一 つ、 取 柄な こと は、 この 暴君 は、 父に 比して 

人使いが 荒い 代りに、 金 払いが 極めてよ ろしい という 

ことです。 大抵、 今まで、 この 姫君から 命ぜられた 

かえき 

課役に 対し、 それ を 完全に 仕遂げた 時 は、 通常の 労銀 

の 二倍 は 下し 置かれる ことが 例に なって いるから、 迷 

惑の 色 は、 報酬の 艷を 以て 消し 去らる るの を 例と する _ 

果して、 その 日から、 ここに 新たな 土木工事が 起さ 

れ ました。 

はる 

本宅の 再建 工事 を 監督して いる 父の 伊太 夫が、 遥か 


にこれ を ながめて、 苦りき つた 面 をす る。 

だが、 何の 目的の ために、 何の 必要 あっての 工事 か、 

それ は 問わない ことにし ている。 

三十 一 

それから 数日の 間、 お 銀 様が 面 を 見せなかった の は、 

ひきこも 

引 籠って、 塚の 上に 立てられるべき、 なんらかの 建設 

物の プラン を 立てて いた もの だと も 考えられる。 

果して、 数日 を 経て、 使の 者が 甲府の 町に 向って 飛 

ばされ ました。 


それに 応じて、 使者と もろともに 召し出され たの は、 

甲府で 名うての 腕利きの 老 石工で ありました。 

この 石工 をお 銀 様 は 一間に 招 じて、 そうして 自分が 

手ず から 認めたら しい、 一枚の 絵像 を 取り出して I 

I 無論、 いかなる場合でも、 お 銀 様 は、 人と 面 を 合わ 

せる に、 覆面と いう もの を 外した ことがあ りません。 

甲府 から 呼んだ 老 石工に、 一枚の 絵像 をつ きつけた 

お 銀 様 は、 まず 絵像 そのもの だけで、 老 石工 を 驚倒 さ 

せて しまいました。 

藤 原 家の 勢力の ほど、 その 家庭内の 風評、 ことにお 

銀 様と いう ものの 存在に ついて、 この 老 石工 は 熟知し 


ている。 されば こそ、 こうして、 迎ぃを 受ける と、 時 

を 移さず 親方が 出向いて 来た ものに 相違ない が、 この 

あぜん 

絵像 をつ きつけられた 時 は、 さすがの 老 石工が 啞 然と 

して、 身ぶ るい をして しまいました。 

右の 絵像に 現われた 一種 異様な グロテスク。 これ は 

多分お 銀 様の 創作と いう ものでありましょう。 

今まで、 神社仏閣の 表に、 多くの 伝説 ある グロ テス 

クを 刻む ことに 慣らされた 老 石工 も、 この 画像に は 驚 

かされました。 

「お 嬢 様、 これ はいった い、 何様なん でございます か。 

わしが 若い 時分 日光へ 参りました 時、 あれに お 若様と 


いうの が ありまし たが、 そんなんでも ございません。 

箱 根の 姥 子に は 山姥の 石像が ございま すが、 それでも 

ございません。 染 井の 仙人 堂に は …… 」 

「そんな ものじゃありません のよ、 わたしの 出鳕 目よ、 

強いて 名 をつ ければ、 悪女 様と いうんで しょう」 

「ァ クジ ョ 様で ございま すか」 

「ええ、 仮り に 悪女 様と つけて おいて 下さい。 親方、 

ひと つ これ を 丹念に こしらえ 上げて みて 下さい、 もう 

立てる ところ は、 ちゃ あ— んと きまって いますから」 

「なるほど  」 

る： £ る 手に 取り上げて、 まぶし そうに 老 石工 は そ 


の 絵像 をと つて、 つくづくと 打 眺めました。 

巨大なる 蛸の 頭 を 切り取って 載せた ように、 頭頂 は 

くぼ  もう じ 

大 薬罐で あるが、 ボンの 凹に は笔爾 とした 毛が 房 を 成 

している。 

巨大な、 どんよ リ とした 眼が、 バッカリと 二つ あい 

ていて 眉毛 は 無い。 

鼻との 境が 極めて 明瞭 を 欠く けれども、 口 は 極めて 

大きく、 固く 結んだ 間へ 冷笑 を 浮ばせて いる。 頭から 

顔の 輪郭 を 見る と、 どうやら 慢心 和尚 に似てい るが、 

バッカリと あいた 眼 は、 誰 を どこと も 想像が つかない。 

だが、 その バッカリと あいた、 力の ないどん よりと 


した 眼が、 見よう によって は、 爛々 とかが やく 眼より 

怖ろ しい。 かがやく 眼 は 威力 を 現わす けれど、 この 眼 

は 倦怠 を 現わす。 威力に は 分別 を 含む もの だが、 倦怠 

は 侮蔑の ほかの 何物 を も 齎 さない。 

お 銀 様の こしらえ たの は スフィンクスです。 

だが、 古代 埃 及の 遺作に 暗示 を 得た ので もなければ、 

摸倣した ので もな く、 或いは また 直接 間接に、 その 材 

料 を 取 入れた わけで もなんでも ありません、 全くお 銀 

様 独得の スフィンクス だとい うこと が 一 見して 直ぐ わ 

かる。 

たとえば、 復興 時代の エジプト 人が、 母性 守護の 女 


神と して 表徴した、 奇怪なる 河馬 女神 トリ エスの 石 彫 

像に 似た と 言えば 言える が、 もちろん それで はな い。 

牝牛 を 頭に いただいた ハ トル 女神の 面？ アブ シン 

ベル 神殿の 岩窟の 四 箇の神 像の その 一 つ、 クラ ノ フエ 

ル の 面 に似てい ると 言えば 言える かもしれ ない が、 そ 

れ でありよ うはず のな いのは、 メンッ へ テブの 石 彫が 

これと 似て 非なる ものと 同じ こと。 

古代 埃 及の 彫像 は 怪奇 を 極めてい るが、 超現実的で 

はない、 いかなる 怪奇 幻怪なる ものの 裏に も、 必ずや 

厳密なる 写実が ある。 

お 銀 様の スフィンクスに は、 怪奇 は あるが 写実 はな 


いといつ てよ ろしい。 

古代エジプト 人 は、 死者の 霊魂 は 必ず その 彫像 を 借 

りて 生きて 来る、 或いは 彫像に よって 死者の 霊魂 を迎 

え 取ろうと いう 信仰が あった。 よし、 それ は 迷信で 

あっても、 信仰の 一 つに は 相違ない。 

そこで 六 千年 以前から、 人類 生活 を 持って いた 偉大 

なる ハム 民族 は、 その 巨大なる 想像力と、 独得なる 霊 

魂 復活の 信念 を 働かせて、 多くの 巨人 的 製作 を、 現代 

の 我々 の 眼にまで 残して いる。 

お 銀 様の スフィンクス は、 こんな もので はない。 

第一、 お 銀 様に は、 その 巨大なる 想像力がない 如く、 


殊勝なる 霊魂 復活の 思想なん ぞ はあり はしない。 

そこで 怪奇の 目的が、 大自然への あこがれ でもな く、 

大自然 力への 奉仕、 或いは 恐怖で もな く、 ただ それよ 

り 以降、 六 千年の 人間の 世に うごめく 眼前の 我 慾 凡俗 

の 間の、 呪いと、 恨みと、 嫉 みとが、 生み 上げた 復謦 

的 精神の 変形と して 見る より ほか は 見よう がない らし 
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だから、 彼女の スフィンクスの 怪奇の 対象 は、 彼女 

自身の、 むしゃくしゃ 腹の 具象 変形に 過ぎ ない と 思わ 

れる。 

そこで、 この 絵像の 与うる ところの 印象 は、 全体に 


於て ノッベ ラボ— で、 部分に 於て 呪いで、 嫉 みで、 嘲 

笑で、 弛緩で、 倦怠で、 やがて 醜悪なる 悪徳の ほかに 

何もの もない らしい。 

これ を 突きつ けられた 老 石工が、 圧倒的に、 驚愕と 

狼狽 を 与えられた ほかに、 文句の 出しよう がなかった 

の も 無理はありません。 

それ を 立てつ づけに お 銀 様 は、 多くの 石 刷 や、 絵像 

や、 堂塔の 図面の 類 を 持ち出し、 石 質が こうの、 台座 

かざ  もん 

が ああの、 飾り 文 はこれ を 参酌し ろのと、 あらゆる も 

のを老 石工に 向って 押しつけて しまいました。 

かように お 銀 様の 高圧的な 提出の 上に、 お 銀 様の 家 


の 実力と、 多年のお 出入りの 恩顧と いう ものが、 老石 

ェ をして、 否の 応のを 申し立てる 余地の ない ことにし 

て いるの は 申す まで もありません。 

委細 を 了承して、 老 石工 は ひとまず 辞して 帰り まし 

た。 

それから 後、 お 銀 様の 屋敷の 一 角に、 石材 工場が 設 

けられ、 右の 老 石工が 数名の 助手 を つれて、 そこに 詰 

めきり になった こと は、 まもない ことで ありました。 

三十 二 


こうして、 スフィンクスの プランと、 工事の 進行と 

を、 遮二無二 おしかた づけて しまったお 銀 様 は、 次に 

I？ を 為す？ 

先日の 火事に、 藤 原の 家の 焼け残った ものの すべて 

のうちに、 文庫が ある。 

この 文庫に 没頭した お 銀 様が、 更に 記録の 上から 調 

ベ 物に かかりました。 

何 を 調べ る？ 

多分、 近き 将来に 竣工すべき、 この 悪女 塚の ための 

施主と して、 その 塚に 祭るべき 悪女の 因縁と、 経歴と 

の 考証に 取り かかって いるので しょう。 悪女 塚の 亡霊 


の 主 を、 書 巻の 間から 求めようと している のでしょう _ 

まあ、 見て いて ごらんなさい、 あの 通り 六寸に 切つ 

た 塔婆 形の 小 木片に 向って、 いちいち、 その 書 巻の 間 

から 探し出した 亡霊の 主の 名前 を、 書きと めて いるで 

はありません か。 

また、 その 一枚 一枚 を 書く ごとに 現われる、 あの 面 

の 色 —— というより は、 覆面の 下から 浮び 出で ると こ 

ろの あの 箇々 の 表情 を ごらんなさい、 一種の 痛快なる 

反抗に、 筆の おののく の を 感じません か。 たまらない 

ほどの 肉感的 昂奮の ために、 眼の 色が 燃え立 つ のを認 

めら れ ません か。 


こうして、 お 銀 様の 周囲に は、 あらゆる 参考書と、 

それから 選び出され、 或いは それ を 聯想して 浮び 出で 

た 人名が、 筆に 伝わって、 六 寸の小 木片の 上に 走り ま 

す —— 

いったい、 かような 異常な 昂奮に よって、 お 銀 様に 

選び出されて、 その 筆端に 載せられ ている、 有 縁 無縁 

の 三界の 亡霊と いう は 果して 何者？ 

それ は 狂 熱 的、 昂奮 的、 反抗的で ある こと は 勿論 だ 

が、 そのうちに、 冷静なる 史的 根拠と、 お 銀 様 独断の 

順序が、 一糸 乱れずに 存在して いる こと はいるら しい。 

昂奮と、 反抗 は、 ただ 表情と して 現われる のみで、 


仕事の 事務と して は、 いささか も、 狼狽と 不規律 は存 

していない ようです。 

まず、 そのお 銀 様の 筆端に のぼった 最初の 人の 名 か 

ら 調べ てみ ましょう。 

いわなが ひめ 

六寸に 切った 木片の 第一に は 「磐 長 姫」 の 名が 書き 

記されて ある こと を 発見した 時に、 これ は、 お 銀 様と 

して、 さも ありそうな ことで、 いささか も 人選 を 誤つ 

ていない こと を、 誰も さとるに 違いあります まい。 お 

そらく 神代の 日本 婦人と して、 磐 長 姫 ほどに、 お 銀 様 

に 共鳴す る 婦人 は 無い かも 知れません。 

このはな さくや ひめ 

妹 姫、 木 花咲 耶 姫の 名に し 負う 艷麗 なる に ひきかえ 


にに ぎの みこと 

て、 極めて 醜婦 であった 磐 長 姫 —— 瓊々 杵 尊から 恋せ 

られた 妹 姫の 添え物と して、 父から 贈られた この 醜女 

いわなが ひめ 

の 磐 長 姫。 

ちょう あ い 

その美なる を 以て 妹 姫 はかぎ りなく 寵愛 せられ、 

その 醜なる が 故に 姉 姫 は 尊から つき 返された、 そうし 

かさ さ  お  おうのう  はんもん 

て 笠沙の 宫を逐 われた 醜い 姉 姫 は、 懊悩と、 煩悶と、 

嫉妬の あまり、 来 良の 山の 中の 深い 谷に 身 を 投げて 死 

んだ —— だが、 かリ にこれ をお 銀 様の 身に 比べて、 妹 

に 恋の 全部 を 奪われた 身に なった 時、 果してお 銀 様が 

内外 共に、 なんらの 呪詛と 反抗の 形式 を 外に 現わさず 

に、 わが 身 を 殺す だけで 甘んじ 得られる かどう か、 そ 


こ はわから ない。 だから、 磐 長 姫の 名 を 筆頭に 上げた 

からといって、 それが 真の 同情 か、 真の 共鳴 か、 或い 

れんびん 

は 充分の 憐憫と 軽蔑と が 含まれて いるの か、 それ はわ 
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その 次に お 銀 様 は 「須 勢理 姫」 の 名 を 書いて いる。 

おおくに ぬしの みこと 

この 女性 は、 神代に 於け る 第一 の 艷福家 大国 主命 

のために、 嫉妬の 犠牲と なった 痛ましい 女性で ある。 

お 銀 様 はこの 女性の 名 を 書いた けれど、 嫉妬の どこに 

同情が あるか、 また この 女性の ように、 嫉妬の 立場に 

置かれて、 自分が 命との 間に 出来た 子 を 木の またに く 

くりつけ て 置いて、 姿を消して しまう ほどに 無 執着に 


なれる かどう か、 わからない。 また 一概に 須勢理 姫 を、 

悪女の 中に 入れて しまった 標準の ほど も わからな いが、 

ただ、 嫉妬 その 事 だけが、 悪女の 最大 資格の 一 つと 認 

定 してし まった 独断 かも 知れない。 

それより、 やん ごとな き 身で、 実の 兄妹で 深い 恋に 

落ちた 女性の 名。 

尊貴の 身に して、 やはり 嫉妬の ために 焼き 亡ぼされ 

給わん とした その 御名。 

おうす のみこと  たける ぞく 

小碓 命に 恋 を 捧げて、 その 父 を 売った 梟 帥 族の 娘。 

じ やぎょう  ちぎ 

蛇 形の 者と 契って、 それ を 悔い 恥ず るの 心から、 箸 

を ほと に 突き立てて 自殺した という 姫の 名。 


おおと も  こ て こ 

蘇 我 氏の 大逆の 裏に 拭う ベ からざる 大 伴の 小手 古の 

姫の 名。 

やまと たけるの みこと 

日本 武尊を 伊吹の 毒の 山 神の 森に 向わし めた 尾 張 

みやす ひめ 

の宫簀 姫の 名。 

藤 原の 薬 子の 名 も 見える。 

ぬか だのお おきみ 

額 田 女王の 名 も、 悪女の 神に 入れて あるら しい。 

„ 石 河楣と 姦し たがために、 日本に 於て はじめて 

はりつけ  いけつ ひめ 

磔刑と いう ものに かけられた 池津 姫の 名 も ある。 

みかど 

夫 を 外征に やって、 その 間に 帝に 奪われた 田 狭の 

妻 —— の 名 も ある。 

延喜天 暦の 頃の 才媛に も 悪女が 多い。 


頼 朝の 政 子 も —— 秀吉の 淀 殿 も —— 家康の 築山 殿 も、 

千姫 も、 みんなお 銀 様 は 悪女の 名に 編入して いるら し 
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ずっと 近代に なって、 延命 院の美 僧の ために 犯され 

たという 女性た ち。 

大奥の 江 島 は、 実は 月光 院の 犠牲で あると いう 意味 

でお 銀 様 は、 流された 江 島より は、 本尊の 月光 院の名 

を 憎んで、 悪女の 中に 入れて しまって いるら しい。 

それと、 生 島 新 五郎の 弟 大吉 を 長 持に 入れて、 奥へ 

運ばせて 淫 楽に 耽 つたと いう 尾 州 家の 未亡人 天 竜院も 

また、 悪女と して、 お 銀 様の 供養 をまぬ がれる こと は 


できない らしい。 

三十 六 人の 情夫 を 持った という 某 の 俳優の 妻 も、 

許した 限りの 男の 定紋 を ほりもの にして 肌に 刻んだ 

ばくれん もの 

莫連 者 —— 

蛇 責めに あつたと いう 反逆の 女性。 

すでに かくの 如くして、 歴史、 文章、 記録、 草紙、 

物語の 中より、 一通り 検討し つくして 筆端に のぼせて 

しまったお 銀 様 は —— ついに は 物の 本に ぁリ、 或いは 

伝説に あって、 その実 在 を 疑われる ほどの ものまで も、 

ようやく 取 入れて しま つ たらし い。 

そこで、 今 S は、 自分の 身辺の ことに 及んで 来る。 


自分の 身に 最も 近いと ころの、 悪女 の 面影 を 思 い 浮 ベ 

きた 

来る と、 

「悪女 大姉」 

まずち つ 

この 名が、 先 以て、 筆端に 押迫って 来る。 

染 井の 化物 屋敷の、 うんきの 中に、 土蔵 住まい をし 

ていた 時の 机 竜 之 助の 口ずから 聞いて、 亡き者 を、 有 

るが 如くに 妬みに くんだ あのお 浜と いう 不貞な 女。 

お 銀 様 は、 筆誅 を 加える ほどの 意気 組みで、 その 名 

を 錐で 揉み 込む ほど 強く 木片に 認めて、 長い こと 睨 

みつ づけて おりました。 

その 次に は、 自分の 継母 を 加えよう としたら しいが、 


あれ はにくむ に 足りない 女 だとい う、 軽蔑の 気が 先に 

立った もの か、 急に とりやめて しまった ようです。 

ある 時 は、 お 角と いう 女 興行師の 親方 を も 筆端に 上 

せようと してみ たが、 いやいや、 あの 女 も 悪女で はな 

い、 いい 女 だ、 気象の さっぱりした、 男 惚れの する 女 

でも あれば、 男 まさり もす る 女 だ、 自分に 対して だけ 

は 妙に 気 を 置く が、 自分 は あの 女 を 嫌いで はない、 あ 

れは 悪女で はあり 得ない、 と あきらめ もした ようです。 

そこで、 お 銀 様 は、 なお 周囲 を 狭く して、 自分の 眼 

に 見、 耳に 聞く ところの 範囲での 悪女 —— 姦通した 女、 

放火 をした 女、 どろぼうした 女、 殺した 女、 殺された 


女、 およそ 問題になる ほどの 淪 落の 女 を 調べる 気にな 

リ ました。 

夫 を 持ちながら 情夫が 数人あって、 その 情夫に 殺さ 

れ たという なにがし 村の 淫婦。 

夫 を 毒殺して 男と 逃げた という 良家の 家附 きの 女房。 

娘の 婿 を 奪って、 娘 を 川へ 突き飛ばし たという 後家 

さんの 名。 

美人局で 産 を 成した という、 強者。 

夫の 情婦 をつ かまえて 来て、 焼 火箸で 突き殺し たと 

いう 武勇伝の 女 主人公。 

強姦され て 出来た という 子 を 殺した 娘。 


日く、 何、 何  

お 銀 様と しても、 多年、 左様な 淪 落の 罪悪 史を 聞い 

ていない こと はない。 また 人の 口の端から 口の端へ と 

上って 成される 三面記事 を、 かなり 読ませられ ていな 

いではなかった が、 いざ、 目的 を 以て 調べ 上げる とい 

うこと になって みると、 その 材料の 蒐集に はかなり 不 

足 を 感じて きたよう です  そこで、 例の 女中 共に 強 

圧 命令 を 下したり、 小作 連に 酒 を 飲ませたり、 甲府か 

ら 来る 石工の 若い の を 誘惑した りして、 その 口から と 

めど もな く、 その 醜い 方面の 風聞の 募集に 取り かかり 

ました。 


この 計画 はかなり 図に 当った ようです。 夜もすがら、 

酒 を 飲ませ、 肉 を 喰わせつつ、 思う存分に、 エロ チッ 

シュを 語らせて、 それ を 一室に あって 盗み 聞く お 銀 様 

は、 かくて また この 事に 得なら ぬ 会心と 昂奮と を 覚え 

たようです。 

それ を 聞 取った お 銀 様 は、 それぞれの 名 をし るし、 

名の わからない 時 は、 情夫 を 幾人 持った 女、 幾人の 男 

に 辱 しめられた 女 —— 亭主 を 殺した 女、 殺した とい わ 

れ るが 証拠の 無い とい う 女 —— そ の 罪の 輪郭 だ け を 書 

いた 幾つ もの 位牌 を こしらえつつ、 その 殖えて ゆく の 

に、 ほく そ 笑み をして います。 


最初 は、 歴史的に、 文章 記録の 上から 調べ 上げた 者、 

その 名 は 全部 過去の 人で ありまし たが、 後に は、 ある 

部分 は 過去の 人が あり、 追々 に 大部分が 現存の 人で あ 

ろうとす る。 お 銀 様 は 過去の 悪女の ために 位牌 を 作る 

のみならず、 現存の 悪女の ために も 位牌 を 作って いる 

のです。 そうして、 その 結果が、 あっぱれ、 この 悪女 

塚の 供養 式の 日に は、 世に 無き 亡霊 を 呼び迎える のみ 

ならず、 現に 生きて いる 悪女と いう 悪女 を ことごとく 

招いて、 列席 させて みょうで はない かとの、 一種 異様 

なる 興味に 駆られて しまいました。 

才 力ま ま 

この 女の 我儘と 権勢 では、 やがて その 空想の 実行に 


うつる かも 知れない が、 さて、 何の 名目で、 その 悪女 

のみ を 集める か、 呼ばれても 果して、 その 招待に 応じ 

て、 目的の 女性た ちが 集まる か —— ？ 

三十 三 

こうして 幾日の 間、 お 銀 様 は スフィンクス を こしら 

える ことの 興味 に 熱中 している 時、 不意 にこの 熱中 を 

破る ものが ありました。 

ここで は 絶対 権 を 有する お 銀 様、 来って 触る る もの 

に は、 暴君の 威 を 示して 粉砕す るお 銀 様の 興味 を 破る 


もの は 何、 破リ 得る もの は 何。 

それ はもと より、 父の 干渉ではありません。 父と い 

えど も、 この 領国に 足 を 踏み 入る る ことの 危険 は、 知 

りつく していなければ なりません。 否、 父 こそ 最も そ 

の 危険 を 知っている ものと いわねば ならぬ。 自然、 善 

に まれ、 悪に まれ、 気まぐれ にせよ、 乃至、 狂気の 沙 

汰 にせよ、 ある 一 つの 事に お 銀 様が 興味 を 持ち出した 

という こと は、 父に とってむ しろ 勿怪の幸い であらね 

ばなら ぬ。 熱中の 間に こそ、 ともかく、 一時的な リと 

はいえ、 この 暴君の 境 外 進出が 沮 まれる ことになる。 

それ は、 酒飲みに 酒 を 与えて 置く ように、 餓 虎に 肉 


を あてがって 置く ように、 飽 いて 後の 兇暴 は 知らず、 

ありつい ている 間の 平静 を 喜ばねば ならない のが、 父 

伊太 夫の 立場です。 

いわ  しょうふく 

況ん や、 その他 親族、 家人ら に 至って は 憎 伏 あるの 

みで、 誰 ひと リ、 お 銀 様に 当面に 立とうと いう 者が あ 

ろう はずが ありません。 されば こそ、 この 暴 女王の 絶 

対 権 を 干犯す る ものが、 その 興味の 中断 を 試む る もの 

が、 この 有 野 王国のう ちに 存在す る はずはありません 

いっとき  あっけ 

が、 今日は 少なくとも、 その 暴 女王 をして 一 時、 呆気 

に 取られて 返す ベ き 言葉 を 知らな いほ ど の 事件に 出会 

させました。 


「まあ、 お 嬢 様、 御 無事で いらっしゃいまして 何より 

でございます、 ほんと に、 よく 御 無事で いらっしゃい 

ました」 

こういって、 遠慮なく、 障子 越しに、 なれなれしい 

言葉 を 聞いた もの だから、 暴 女王が、 悪女の 名 を 記す 

筆 をと どめて、 あっけに 取られました。 

この 王国のう ちに、 自分に 対して、 こんな なれ なれ 

しい、 瀆狎に 近い 言葉 づ か い を 為し 得る 奴が ど こにい 

る。 

のみならず、 障子 越しに、 こんな なれなれしい 言葉 

を かけてから、 縁側へ 進み 寄って、 


「御 無礼いた します、 お 嬢 様」 

と 言って、 障子 を 引 開けて しまった のです。 そこでお 

銀 様、 

「あ、 お前 は 両国の 親方 じ やない の」 

「はい、 角で ございます、 どうも 御無沙汰いた しまし 

た」 

「まあまあ、 お前」 

さすがのお 銀 様が、 あきれて 物が 言 えなくな つたの 

も 道理であります。 

おんな かるわざ 

女 軽業のお 角 は、 いつもと 同じような 水々 しさと、 

そらさぬ 愛嬌 を 以て、 ここへ 現われた のに は、 さし も 


のお 銀 様に とつ て 意外の 限りで ない ことはありません。 

「だしぬけに、 あがりまして、 申し わけが ございませ 

んが、 お 嬢 様が、 こちらに いらっしゃ ると 聞いて、 あ 

ん まり、 おなつかし いもので すから、 つい、 こんなに、 

ざっかけ に 押し かけて、 お 仕事のお さまたげ をして し 

まいました」 

息 を はずませて、 お 角が こう 言いました。 これに 対 

して、 お 銀 様に 悪意 を 表する の 機会 を 与えない ほどの 

呼吸で ありました。 お 銀 様 とても、 この 意外 は 強いて 

つむじ を 曲げる ほどの 意外ではなかった と 見え、 

「ほんと に、 親方、 珍しい ことです ね。 どうして、 い 


つ、 こっちへ 来ました。 まあ、 お上りなさい」 

といって、 お 銀 様 は、 あたり を 取り かたづけ てお 角 を 

招きます。 

「まあ、 お上り …… 」 

といって、 この 暴 女王から 特権 を 与えられ たもの は、 

あい やま 

あの 間の 山から 流れて 来たお 君と いう 薄命の 少女の ほ 

かに は、 ちょっと 類例 を 見出し 難い 記録でしょう。 

それ を、 ハ 二かん だり、 辞退した りする ような お 角 

ではありません。 

「では、 御免下さい ませ」 

ここで、 お 銀 様と さしむかいに なると、 お 角 はまた 


打ちつ けに、 

「お 嬢 様、 御 無事で 結構に は 結構で ございま すが、 角 

はずい ぶんお 恨み 申し上げ ますよ。 どうして、 わたし 

のと ころ を まあ、 おことわり 無しに 出て おしまいに 

なった ので ございま すか。 お 嬢 様の ために は、 わたし 

は ああして あれほど、 もうで きます 限り 御機嫌に 逆ら 

わない ように、 お 世話 申し上げた つもりで おりました 

のに、 何が 御 不足で 、おことわり 無しに お出かけ になつ 

てし まった ので ございま すか。 お 嬢 様に 出し抜かれた、 

わたしの 身に もな つて 御覧 下さい まし、 口惜しい やら、 

辛い やらで、 あの 当時 は、 お 嬢 様に 食いつ いて やりた 


いほ どに お恨み 致し ましたが、 それ も、 こっちの 心が 

けが 悪かった せいだと 観念 致しました。 お出かけ にな 

るなら お出かけになる ように、 一 言そう おっしゃって 

下されば、 何の 事 も ございま せんのに、 角 だって あな 

た、 お 嬢 様の 首に 鉄の 輪 を はめて どうしてもお 引 留め 

申さねば ならぬ と は 申しません、 また、 わたしたちが 

鉄の 輪 を かけて お 引 留め 申した つて、 お 引 留め 申す こ 

とがで きる ほど のお 嬢 様で も ござ いますまい。 ほんと 

に、 出し抜かれた 当座 は、 わたしの 気象と して、 腹が 

立って、 腹が立って たまりませんでした けれど、 こう 

してお 嬢 様に お 目に かかって みます と、 もう そんな 腹 


立ち は 一切 忘れて しまって、 なんだか 嬉しくて、 おな 

つかしくて、 つい、 こんなに 涙が 出る ような 始末なん 

です、 わたし も 意気地が なくなりました ねえ」 

と、 お 角 は 一 息に まくし 立て ましたが、 なるほど、 そ 

れも 口前ば かりで はない らしく、 お 角の 眼が、 次第 次 

第に うるおって くるよう です。 お 角さん という 女、 ま 

しめ 

さか 人 を 喜ばす ために 眼 を 湿らして 見せる なんと いう、 

しみつ たれた 芸当 をす る 女で は あるまい から、 実際、 

こう 言って いるう ちに、 なんとなく、 嬉しく、 懐し く 

なって、 珍しい ことに 涙 を 催して きたの かも 知れ ませ 

ん。 


といって、 お 角 ほどの 女が、 お 銀 様に 向って は 苦手 

である こと はい まさら 申す まで もありません。 

お 角さん ほどの 女が、 このお 銀 様の 前へ 出る と 何 か 

せん  こうむ 

気が引けて、 先 を 越されて、 圧迫 を 蒙る ように 息苦し 

い 気持に なること は、 宇治山 田の 米 友 ほどの 男が、 こ 

のお 角さん に 向う と、 どうも、 すくんで しまうよ うな 

ものです —— だが、 なるほど、 恐縮の 何物 か を 感ずる 

底に、 また 何とも 言い難い 一種の 親愛が ひそんで いる 

ように も 見られる。 

お 角 ほどの 女が、 こうして お 銀 様の 前で 涙ぐむ の も、 

この 言い知れぬ 親愛の 縁が そうさせ るの かも 知れ ませ 


ん。 

「親方、 どうも 済みませんでした、 あの 時 は、 つい、 

あんな 気になって しまった ものです から、 フ ラフラと 

出かけて しまい ましたが、 お前さんに ことわらないで 

出た の は、 わたしの 卑怯 ゆえ だと 思いました」 

「いいえ、 お 嬢 様、 わたしが 至らない からで ございま 

す、 お 嬢 様の 機先 を 打つ ことができなかった、 つまり、 

こ つちの 抜かりで ございま すから、 仕方が ございませ 

ん」 

「そうではありません、 お前さんの 信用 をい いこと に 

して、 ぺ テンに かけて、 わたしが 出し抜い たのです か 


ら、 全く、 わたしの 卑怯よ、 堪忍して 下さい」 

「どう致しまして、 わたくし こそ 申し わけが ございま 

せん」 

「いいえ、 重々、 こちらが 悪かった のよ、 あやまり ま 

す」 

といって、 お 銀 様が お 角の 前に、 頭 を 下げた ものです 

から、 お 角が 何とい つてい いか、 暫く 挨拶に 困り まし 

た。 

三十 四 


お 角の、 ここへ 訪ねて 来たと いう こと は、 必ずしも 

出来心で はありませんでした。 

ちまなこ 

そうかといって、 血眼に なって、 お 銀 様の 行方 を さ 

がし 求めに 来た もので もありません。 

また、 お 銀 様の 父の 伊太 夫に 対して、 資本 主として 

の 貸借 関係から、 その 債務 を果 すため とか、 申し わけ 

のた めと か、 そんな 用 向で、 わざわざ 再び 甲 州の 地 を 

踏みに 来た ものと も 思われません。 打ちと けた 話 を 聞 

いてみ ると、 それ もこれ も ひっくるめて、 こんなよう 

な 次第です。 

切支丹 大 魔術師の 一 世 一 代 を 名残りと して 興行界 か 


ら 引退した お 角、 引退 はした けれども、 世間 もこの 

わざし 

業師 を 捨てて置きたがら ないし、 自分 も、 どうかす る 

と、 腕が むずむず する ことの あるの はやむ を 得ません。 

だが、 見込みの つかない 事に は 乗らず、 見込みの つ 

く 事 は 人に 知恵 を 授けて やって 自分 は 乗 出さずに、 う 

まく 舵 を 取って いたのが、 今度 は ひとつ 身体 を 乗 出さ 

なければ なら なくなった、 というより は、 自分から 進 

んで 出かけて みょうと いう 気にな つたと ころの ものが 

あるので す。 

それ は、 この 甲府が 目的の 地ではありませんでした。 

一蓮 寺の あのい きさつ は、 今ではもう 夢の あとです。 


お 角 ほどの 江戸 ッ 児が、 あの 時の 燃えの こり を 根に 

持って、 灰 下 をせ せりに 来る という、 了見 はあります 

まい。 甲 州へ 来る のが 目的で なく、 その 目的のと ころ 

は、 ずっと 離れた 尾 張の 名 古屋の 城下と いう ことで あ 

りました。 

尾 張 名古屋 へまた、 江戸 ッ 児のお 角さん が 何の 用 

むほん 

あって —— 何の 謀叛の ために 乗り こんで、 おきや あせ 

の 相場 を 狂わそう とする のか。 

それに は、 また、 こういう わけと 仔細が あるので す _ 

少し 長い かも 知れない けれども、 その 由緒 来歴 は 一 

通り 説明して みないと わからないでしょう。 


そこで、 大要が 尾 張 名 古屋の 城下の 舞踊の 略史と い 

うこと になる。 

舞踊 —— おどり を 口にする ほどの ものが、 名 古屋の 

踊りに 特別の 地位 を 認めない という わけに は ゆくまい。 

人 も 知る ところの、 近代の 名 古屋の 舞踊 界に 同時に 

現われた 三人の 名手。 

しの づかリ きじゅ 

京都 祇園の 生れ、 篠塚カ 寿 (本名、 後藤り き) が、 

父に 伴われ 名 古屋に 来たの は 天 保 十四 年の 頃、 彼女 十 

七 歳の 時、 これが 篠塚流 を 以て 名 古屋の 花柳界 舞踊 を 

ふうび 

風靡した 一 人。 

阪東秀 代が 江戸から 流れて 来たの は弘化 三年、 年 一 一 


十三 歳の 時と いう。 秀代は 江戸 旗本の 娘 (本名、 川 澄 

うら)、 これが 篠塚 流に 劣らざる 名古屋 舞踊 界の 大き 

な 勢力と なる。 

この間に 出入 介在して、 長と 能と を 取 入れて、 つい 

に 天下無比と 名 古屋が 誇る 名 古 屋踊リ を 大成した 西 川 

鯉三郎が 現われる。 

力 寿 —— 秀代 —— 鯉 三郎。 流 名 を 以 て 言えば 篠塚流 

と、 阪東 流と、 西 川 流と が、 幕末 及び 明治に かけての 

名古屋 舞踊の 三 大潮 流 をな す。 後に はみ な 西 川 派へ 合 

流して しまった ような もの だが、 この 三 派に もお のお 

の、 盛衰と 消長と があって、 或いは 合し、 或いは 離れ 


て、 かなりの 混戦が あった。 力 寿 は 京都に ある 時、 四 

なと：：.' 

歳に して 家元 篠塚文 寿の 門に 入リ、 十三 歳に して 名 取 

となる。 踊りの ほかに 太鼓、 鼓、 筝、 三絃に も 妙 を 得 

たぐい ま 

て、 その上に 類 稀れ なる 京 美人と いう ことが あつたか 

ら、 酔 雪楼の 芸妓と なって、 傍ら 踊りの 指南 をして い 

るう ちに、 ついに 名古屋 芸妓の 取締に 選ばれる ことに 

なる。 

西 川 鯉三郎が、 江戸から 名 古屋へ 入って 来たの は、 

右の 篠塚カ 寿が 全盛時代であった ことと 思われる。 

力 寿の 父 は、 鯉三郎が 西 川 流の 踊り を 見て 感嘆し、 

これ を 自分の 家に 留めて 踊りの 師匠 を させて いたが、 


やがて 二人 は 結婚して、 ほどなく 離婚し、 力 寿 は 京都 

円 山へ 移り 住む ことにな つた。 

文久 元年、 力 寿 は 再び 京都から 名府へ 帰って来 たけ 

れど、 その 時、 阪東秀 代の 勢力が 隆々 として、 力 寿 は 

これに 圧倒 されん としていた。 

阪東秀 代 は 舞踊に 於て、 篠塚流 を 抜いた のみならず、 

安政 四 年、 門弟 を 集めて 女 芝居の 一座 を 組織し、 その 

初 興行 を 若宮で 催した のが 縁と なって、 名 古屋の 女優 

界にー つの 機運 を 産み出した 上に、 中 村 宗十郎 の 妻と 

なって、 彼 を 一代の 名優に 仕立てた の は、 その内 助か、 

内教か の 功多き によると いう。 


篠塚カ 寿が 京から 再び 名 古屋へ 帰って来る。 留守の 

間に 自 派の 振わざる を 見、 阪東 派の 盛んな の を 見て、 

いかなる 感慨 を 懐いた か、 それ はわから ない が、 力 枝、 

大吉、 力 代と いったよ うな 弟子た ち を 集めて、 女 芝居 

を 組織した ところ を 以て 見れば、 多少の 義憤と、 

てきがいしん 

敵愾心 を 持って いた こと は 争われな いと 思われる。 

舞踊 は 西 川 流に 併呑され、 或いは 合流され て 行く う 

ちに、 この 二人の 花形が ようやく 老い ゆきて、 舞踊 か 

ら 女優 方面に、 進路 を 見つけよ うとした 潮流 はよ くわ 

かる。 

それと 前後して、 以上の 三流と は 全く 別派の 流れ を 


なして 来た ものに、 初代 岡 本 美 根太 夫が ある。 

もとは 江戸の 人で、 新 内 を 業と していた が、 大阪で 

薩摩 説教 節 を 聞いて、 これ を 新 内と 調和して 新曲 を は 

じめ 出した。 

この 岡 本の 女 弟子た ちに よって 源氏 節なる ものが 生 

いま 

れんと して 未だ 生れず。 

そんなよ うな 空気から、 名 古屋の 女流 界に はかなり 

うつぼつ  あ ふ 

鬱勃た る 創業の 意気が 溢れて いた ものら しい。 つまり 

女流 界の 芸人で、 現在に 反感 を 持つ もの、 不平 を 抱く 

もの、 新 方面に 発展の 先例 を 見、 或いは 新 例 を 開かん 

と 企てる もの …… とにもかくにも、 女流 興行界に 一 種 


の 鬱勃た る 野心が こもって いる。 この 鬱勃た る 野心に 

うまく 火 をつ ける 人が あれば、 事 は 大きくなる にき 

まっている。 

その 空気 を 見て取った 誰かが、 お 角さん に 伝えた も 

のらし い。 

人に 屈 下せざる、 とにもかくにも 自ら 祖 をな さんと 

する 意気に 満ちた 女流 芸人が、 名 古屋の 天地に 存在し 

ていない という こと はない。 ただ 憂うる ところ は 彼等 

を 踊らせる 舞台 廻し がいない こと だ。 八 天下 は 無 天下 

やす 

になり 易い。 人才が あまりあって、 経営者がない こと 

の 恨み。 あれば この 際、 これらの 野心 満々 たる 女流 才 


人 を 打って 一 丸と し、 この 鬱勃た る 興行の 空気 をよ き 

に 統制して 導く 興行 者 さえ あれば、 名古屋 女流が、 天 

下に 向って 気 を 吐き 得る こと 疑いな し。 

その 不足と、 遺憾の 点 を 見て取った その 道の 通人が、 

江戸へ 往復の ついでに、 当時、 異彩 を 放って、 未だ 老 

いたりと いう 年で もない のに、 あたら 引退して いるお 

角さん に 眼 をつ け、 あの 親方 を 名 古屋に 引っぱり 出し 

たづな  みもの 

て、 この 機運の 手綱 を 取らせたら、 それ こそ 見物で あ 

る。 

天下の 興行 は 名古屋 から 出で、 名 古屋の 興行 は 女流 

から 出で ると いう 歴史が 作れる —— と、 そこまで 乗 込 


ん だか どうか 知らないが、 名 古屋の 女流の 人才 余リ 

あって、 その 経営者の 不足 を 見て取った 者が、 江戸に 

遊んで いるお 角さん のこと を 想い出し たの は、 人物 経 

済 眼の 卓れ たものと 買って やつ て もさし つかえ ありま 

すま レ 

そこで、 通人が お 角さん を 説きつ けた ものです。 

そこ は、 お 角さん も 女で はあり、 小うる さいから 引 

退 を 表明した ような ものの、 人の する 仕事 を 見て いる 

と、 子供の ようで、 腕が むず 痒くて たまらな いところ 

へ、 ここに 持ち上げられた 名 古屋女 天下の 一巻 は、 か 

なりお 角さん の 雄心 を そそる のに 有力な ものであった 


ようです。 今まで は 江戸で 鳴らした の だが、 江戸で 鳴 

らした という こと は、 一 代に 鳴らした と 同じような こ 

とに ならない ではない が、 今度の は、 名 こそ 名 古屋だ 

が、 やり 様に よって は、 名 古屋へ 立って、 上方と 関東 

と を、 両手に 提げる ことができまい もので もない。 

かつ なんぴと 

興行界で、 未だ 曾て 何人も 成功し なかった、 東西 を 

打って 一丸と する 太夫 元 I 後年、 松 竹と いう 会社が 

やり遂げ たこと を、 お 角さん の 手に よって、 やり 得ら 

れな いという 限り もない —— お 角さん の 気象と して は 

乗 出す 以上 は ともかくも、 その 辺までの 客 気が のぼせ 

上った ことか も 知れません。 それで 話が、 ずんずんと 


進んで、 よろしい、 一 番脈を 見に 参りましょう、 なん 

て 道 庵の 向う を 張る 気にな つたら しい。 

しかし、 お 角さん は、 道 庵 先生と は 違い、 根が 興行 

師 だけに、 かなり 山っ気 も 向う 見ず も あるが、 また 相 

当に 腹の しめくくりが ある。 いかに 乗り気に なった と 

ころで 乗 出した 以上 は 物笑いになる ような こと をし で 

かして、 江戸 ッ 児の 沽券 を 落した く はない。 乗り気に 

はな つ ている が はしゃぎ はしな い。 

「な あに、 わたしなん ぞ、 上方の 衆 を 相手に して は 第 

一 ィキが 合いません からね、 何 かやれ たらお 慰みです 

ね。 です けれど、 まだ、 尾 張 名古屋 というと ころ は、 


話に は 聞いて います けれども、 お 恥 かしながら、 土地 

しゃち ほこ 

を 踏んだ こと は ございま せんから …… 一度 金の 鱸 

を 拝みに 寄せて いただきましょう か 知ら。 名 古 屋へ行 

けばお 伊勢 様 は 一足 だし、 伊勢へ 参れば 京大 阪は、 ほ 

こと ひら さま 

んの 目と 鼻、 京大 阪へ 行った 日 は、 金 刀比羅 様と いう 

ことにな りましょう から、 ひとっこの 際、 奮発して 出 

かけて みまし ようかね。 遊びです よ、 遊びに 出かける 

んで すよ、 西 国 巡礼に 毛の 生えた 物見遊山で ございま 

すよ、 決して 仕込みに 行く のじゃありません よ」 

こう 言って、 お 角さん は、 若衆 の 七 公 だけ を 一 人つ 

れて、 気散じに 出かけた ものです —— その 途中、 表 東 


海道 を 通る 順 だけれ ども、 かねがね、 恩顧に あずかつ 

ている 有 野 村の 大尽 様に、 ご無沙汰の おわび をし、 兼 

ねて、 このごろ は 家に 帰って いるとの 通知 を 得た お 銀 

様に も 会って 行きたい し、 そんな こんな 事情から、 甲 

州 街道 を 取って、 ひとまず この 地へ 立 寄り をした もの 

です が、 これから 後 は 富士川 を 下って 東海道 筋へ 出る 

か、 あるいは 詉訪へ 出て 飯 田から 名古屋 方面へ 出る か、 

それ もま だき まつ ていない らしい。 

その 一 通りの 道程 を、 お 角 はお 銀 様に 物語る 前に、 

伊太 夫に 会って、 逐一 話して しまった のです。 

伊太 夫 はお 角の きっぷ を 愛して、 かなりの 信用と、 


ひいき  ま 

貝 顯属を 払って いる。 今日、 わざわざ 道 を 枉げて 尋ねて 

来て くれた ことに も、 非常なる 好意と、 歓喜と を 感じ 

ている。 

お 角さん の 方で も、 今後 また 名 古屋を 地盤と して、 

東西へ 足 を かけた 仕事に 乗 出して みるよう な 機会に は、 

この 大尽の 好意、 或いは 諒解 を 得て おく こと は、 どの 

みち 損で はない と 考えて いました。 

この 一 伍一 什 を、 最初、 お 角さん が、 伊太 夫に 向つ 

て 物語った 時、 それ を 聞き 終った 伊太 夫が、 思い当る 

ところ あるら しく、 考え込んで いたが、 結局、 こうい 

うこと をお 角さん に 向つ て 申し出し ました、 


「それ は 結構な ことで。 いつにな つても、 お前さんの 

その 男 まさりの 仕事 好きの 勇気に は 感心す るよ、 お前 

さんが 男で あったら、 それ こそ 大物 師 になれ るし、 一 

代の 金 持に も、 株 持に も なれる お 人 だ、 感心し ました。 

ずいぶん、 大切に 行って おいでなさい。 また 旅先で 何 

かと、 わしで 用の 足りる ことがあったら、 言って よこ 

してみ て 下さい …… それからね、 いやな 話 だが、 やつ 

ぱリ 落ちて 行く の は、 あの 娘の こと だが ね —— あれ も 

お前さんにまで、 重々 迷惑 を かけて しまったが、 何と 

もしょうがない、 今 は 我儘 放題に して、 屋敷のう ちへ 

ま. れもの 

取り こめて、 腫物に さわらない ようにして いるが、 ま 


あ、 わしで もい るう ちはいい として、 わしが 欠けて し 

まった 日に は 全く 思われる —— この 家が 焼けた なん ぞ 

は、 それに 比べる とい わば 小さな 災難 かも 知れない。 

ところで、 どうしても、 あれの 将来 を 見て 行く 成算が 

わしに は 立たない。 前に も あとに も、 あれ を 預けて、 

やや 安心 の で きたの は 失礼な が らお 前さん ば かりだ。 

どうでしょう、 言われた 義理で はない が、 お 世話つ い 

でに、 もう 一 べん あれ を 見て やって いただけますまい 

か。 まず、 あれ を 一 緒に 連れ出して、 名古屋 見物から、 

伊勢参り、 京大 阪、 四国 九州、 お前さん とならば 

からてん じく 

唐 天竺で も どこでも いいから、 ひとつ 引 廻して 来て く 


れま いか。 ああして、 暮らさして 置いて は 何 を やり 出 

すか 知れた もので はない、 お前さん ならば、 あれ を 引 

廻せ ると 思う、 引 廻して いるう ち、 馬 じ やない が乗リ 

放した つて かまいません。 旅 を させて、 その 日 その 日 

の 気分 を 転換 させれば、 存外 気が 発して、 さばけて く 

るか も 知れません。 これ はお 前さん を 見かけて のお 頼 

み、 お前さんで なければ 頼まれても やれない 仕事 だが 

…… なんと、 わしが 胸の 中 を 察して、 引受けて 下さる 

まレ 力」 

こういって、 口説かれた 時に、 お 角さん の 気象と し 

て、 それ を 断わり 得る 理由が ありません。 


「どう致しまして、 わたしなん ぞに、 あのお 嬢 様 をお 

引 廻し 申す なんて、 そんな 力が ある もの じ や ございま 

せん、 わたしども こそ、 お 嬢 様から 引 廻され ている よ 

うな もので ございま すが、 それでも 多少 年の功で、 お 

ご ひいき 

となし く 引 廻され て いると ころに 御 貝 頭属が あるんで 

しょうと 存じます。 とにかく、 おすすめ 申して みる こ 

と はみ ましょう。 ほんと に 旅 ほど 気晴らしな もの は ご 

ざいません、 お 嬢 様のお 気に 向く かどう か、 それ は存 

じません が、 おすすめ 申す だけ はおす すめして みま 

しょう」 

こういう ふうに 答えて、 お 角 は、 お 銀 様に 向い、 一 


通りの ゆく たて を 話した 後に、 改めて、 それとなく 父 

の 希望 を、 自分の 希望と して、 お 銀 様に 旅の 誘い を か 

けて みました。 

お 角の 説きつ けぶりが よかった せいか、 お 銀 様の 風 

向きが よかった のか、 すらすら とお 角の 誘引に 乗 出し 

た のが 不思議な くら い でありました。 

「そうです ね、 そう 言われる と、 東海道の 道中 は 面白 

そうです ね、 名 古屋の 踊リも 見たい、 お 伊勢参り もし 

たい、 奈良 や、 京都 や、 大阪、 なんだか 物語で なつか 

しが つ ている 風景が、 眼の 前へ 浮いて 来る ように 思い 

ます。 お前さん となら 安心 だと 思います、 一緒に つれ 


て もらおう か 知ら」 

「お 嬢 様、 ぜひそう なさい まし、 わたしが ついて、 思 

いきって、 お 嬢 様に 面白い 旅 を させて お上げ 申します 

よ」 

こうして、 お 角 はとうとう、 お 銀 様 を 口説き 落して 

旅立ちの 決心 を させて しまったの は、 予想外 以上の 成 

功で ありました。 

お 角が、 この 予想外 以上の 成功に、 自分の 腕の 誇り 

を 感ずる より は、 それと 聞いた 父の 伊太 夫の 喜び は、 

非常な もので ありました。 厄介払い をした という わけ 

でない が、 たしかに 自分の あえぎ あえぎ 背負って 来た 


重荷 を、 一 時な りと も 人に 肩代り をしても らう 心安 さ 

を、 喜ばずに はおられなかった らしい。 

スフィンクス 建設の 工事と 計画 は、 案 を 授けて、 不 

在中に 進行 させ、 自分 は 早く も 旅の 用意に かかった お 

銀 様 —— お 銀 様 自身の 用意よりも なお 周到に、 十二分 

の 用意 を 迅速に ととのえて やる 父の 手配。 

善 はいそげ、 御意の 変らぬ うちと、 その 発足 も、 翌 

日と いう ことに きめてし まいました。 

この 有力な 人質 を 得て 置く こと は、 今 も 昔 もお 角に 

とって、 損の 行く ことではありません。 一石二鳥 とい 

うが、 これ は 少し 荷が 重い に は 違いない が、 一石二鳥 


にも 三 鳥に も、 或いは 無尽 鳥に も 向う 宝の 庫 を 背負わ 

せられた ように、 転んでも ただ は 起きない お 角の 功名 

の 一 つで ありました。 

これが また、 父の 伊太 夫 を 喜ばす こと は 前述の 如く、 

この 暴 女王の 絶対 権に 支配され ていた 以前の 小作た ち 

おもし 

から 圧迫の 重石 を 除いて、 鬼の いぬ 間と いう 機会 を 与 

えた 善根に なると いう ものです。 

いずれにしても、 お 銀 様の 急の 旅立ちと いう ことが、 

きた 

三方 四方に よい 空気 を 持ち 来して しまった こと は、 近 

頃に はない 勿怪の幸いで ありました。 

だが、 申し合わせ たわけで はない が、 この 時、 名 古 


せんだ つ 

屋に はすで に、 江戸 ッ 児の 先達 を 以て 自ら 任じて いる 

道 庵 先生が、 すでに 先発して いる —— それに 伴うて、 

お 角さん にと つても、 切っても 切れない 縁の あるら し 

い 正直に して 短気の 来 友 公と いう ものの 存在が ある。 

そこへ、 お 銀 様と、 お 角さん が 乗 込んで、 万一 かの 

地で 鉢 合せで もして しまった 日に は、 名府 城下の 天地 

の 風雲 も 想われな いで はない。 

三十 五 

神 尾 主 膳 はこの ごろ、 子 共と 遊ぶ ことに 興味 を 覚え 


たらしい。 だが それ は 子供と 遊ぶ というより は、 子供 

けが 

をお もちやに する こと、 子供 を瀆す ことによって、 自 

己の 満足 を 買う ことに 興味 を 感じ 出した ものと いうの 

が 至当でしょう。 

それの 因縁 は、 先日の ある 日の こと、 子供ら が顺を 

ひ つ かけた の を 取って やった ことに 原因して 来て いる 

ようです。 子供た ち もよう やく 狎れ睦 ぶの 心 を 現わし 

て、 

「ここんち の 親玉 は、 こわい 面 をして いる けれど、 本 

当 は 怖くない よ」 

「悪い やい、 親玉なん ていう の はよ せ やい、 こんな 大 


きな、 豪勢な お 屋敷だろう、 殿様 だよ、 きっとお 旗本 

の 殿様なん だせ」 

と、 たしなめる。 

「殿様 —— 殿様に しちや あ、 家来が すくね えのう」 

「殿様の 御 隠居なん だろう」 

わけ 

「御 隠居 —— それにし ちゃ あ、 年が 若え のう」 

「だって、 ただの さんぴん じ や、 こんなお 邸 は 持てね 

え や、 殿様 だよ、 殿様に してお かねえ と 悪い や」 

「殿様？ ほんとうに 殿様 か 知ら、 じゃあ、 加 賀様か 

え」 

「馬鹿 —— 加 賀様は 百万 石 だ、 殿様 だって、 ここん 殿 


様 あ、 そんな 大名と 違わ あ」 

「じゃあ、 何て 殿様？」 

「殿様 は 殿様 だが、 お 旗本 だよ」 

「お 旗本の 何て 殿様な の —— 」 

こうたず ねられて、 悪太郎の 兄い 株が 少し テレ てい 

るの を 見る。 

百万 石の 殿様で ない こと はわ かってい る。 お 旗本の 

殿様 だと 仮定して みる。 百万 石 必ずしも 大 ならず、 小 

なリ とも、 お 旗本に はお 旗本の 貫禄が あると いう こと 

も、 子供心に 納得 はして いるら しい。 だが、 ここの 殿 

様 は、 何とい う 殿様 —— 何様のお 屋敷と たずねられて 


は 一方ならず 迷う。 重代の 屋敷 地なら ば 知らぬ こと、 

ここへ 来たの は 昨年で あり、 御門に は 表札 もなければ、 

やしきな 

誰も まだ 熟した お 邸 名 を 呼んで いる 者 はない。 染 井の 

あの 屋敷なら ば、 その 以前から 人 は 化物 屋敷の 名に 恐 

れ ている が、 ここの 屋敷に は、 先住が 越して 空屋 となつ 

ている こと 久しく、 呼びなら わした なんらの 邸 名が 無 

ヽ o 

レ 

「ここんと この 殿様に は、 目が 三ッ あるね」 

先日、 平身低頭 していた 砜の 持主が、 突然に こう 言 

い 出す と、 

「ああ、 本当 だよ、 眼が 三ッ あるよ、 一 つ はこ こんと 


さり 

このまん なかに あって、 錐の ような 形 をして いたよ」 

眼が 三ッ ある 殿様。 普通の 眼の ほかに、 錐の ような 

眼が、 額の まんなかに 一 つついて いて、 総計 三ッ ある。 

「じゃあ、 三ッ目 錐の 殿様と、 おいらた ちで 名 をつ け 

ようじ やねえ か」 

「三ッ 目 錐の 殿様 —— よかろう」 

「いいかえ、 では、 ここの 殿様 は 三ッ目 錐の 殿様、 こ 

のお 邸 は 三ッ目 錐の 殿様のお 邸って いうんだ な あ」 

「ああ、 そうきめ ちゃおう」 

「きまった、 きまった、 三ッ目 錐の 殿様、 三ッ目 錐の 

お 氏 1」 


異議なく、 ここに 新 名称が 選定され る。 口さがなき 

根 岸 わらべに よって、 神 尾 主 膳 は、 三ッ目 錐の 殿様の 

名 を 奉られて しまう。 こういう 名称 は、 本人が 聞いて、 

喜んでも よろこばなくても、 禁じても すすめても、 そ 

れの 流行 は 止む を 得ない。 

子供た ち も、 さすがに、 殿様 自身に 聞え るよう に は、 

選定 名称 を 呼びかけ はしない ようです。 

三ッ目 錐の 殿様 は、 日 を 期して、 これらの 童 共の た 

めに 門戸 を 開放す るの みならず、 時として は、 座敷の 

上まで、 その 闖入 を 拒まない ことがある。 

子供ら は、 よい 遊び場 所 を 得た と 思って いる。 見 か 


け は 怖い おじさんが、 存外 以上に 甘い おじさん だとい 

うこと を 見出して きた。 その 芝生の 上 は 相撲 競技、 W 

あげに 持って来 いだし、 座敷へ 上り 込む と、 この 子供 

たちと して は、 武器 や、 掛額 や、 相応 見る ものが あり、 

もて あそ 

碁盤、 将棋盤の 弄 ぶ 物 も ある こと を 見出して きまし 

た。 

五 人が 六 人 —— 十 人 —— 二十 人と 殖えて、 三 ッ目錐 

の 屋敷が、 界隈の 子供た ちの 倶楽部に なって きた こと 

を も、 主 膳 は 一 向 とがめる 模様が ありませんでした。 

だが、 ここに 繰 返す まで もな く、 主 膳の は、 空 也 上 

人 や、 良 寛坊が 子供と 遊ぶ こと を 好む のと も 違い、 ぺ 


ス タロッチ や ルソ— が 子供の 教育に かかる といった よ 

うな 精神で もな く、 お 松 や 与 八の ように、 子供 その も 

もちろん 

のと 共に 学ぶ というの でもない こと は 勿論です。 

けが きた 

あらゆる ものと 遊び、 あらゆる 人間 を瀆し 来って、 

やけ  か  す さ 

倦怠と、 自暴との ほかに は、 何物 も 贏ち 得て いない 荒 

み 切った 自分の 興味 を、 今度 は、 子供た ち をお もちや 

にす る ことによって、 補おうと する 転換に 過ぎます ま 

ヽ o 

レ 

だから、 時 を 期して ここへ 集まった 子供ら に、 主 膳 

は 露 ほど も 教養の 制 縛 を 与えない のです。 与えない の 

いたずら  ふぎょう さ 

みならず、 あらゆる 野卑と、 悪戯と、 不行 作と、 かけ 


) J と 勝負と、 だまし 合い と を 奨励し て 興が るかの 如く 

見 ゆる。 

ちょうはん 

そこで、 相撲 も、 m 上げ も 禁じない 如く、  丁半、 ちょ 

ぼ 一、 みつ ぼの 胴 を 取る ことまで も、 主 膳 は 喜んで 見 

物す る。 なかには、 その 辺の 知識 経験で、 主 膳に 舌 を 

捲 かせる ほどの 文才 を 発見す る こと も ある。 

大人 も 及ばぬ、 猥褻な 挙動と 言語 を 弄んで、 平気で 

いるの も ある。 

性の 知識と 裏面、 その 楽 書、 その 振舞、 聞いて いて、 

さすがの 主 膳 を 撞着せ しむる ものが ある。 

家族の 罪 か、 早熟の せいか、 主 膳 をして、 ほと ほと 


その 原因 を 究めさせ たくなる ほどに マセた 奴が ある。 

自分が 胴元と なって、 本式にば くち を かり 催す 手際 

を 見て いると 末 怖ろ しくなる。 

主 膳が かくの 如く、 如是の 少年 を かき 集めて、 野性 

そのままの 露出 を 妨げない もの だから、 子供た ち は、 

こんない い 監督のお じさん は 無い と 思う。 

まだ 白い と 思って いる 新入生が、 二三 日して みるみ 

る 赤くな つ てし まう。 

おも か ザ 

善良の 面影の あった 新入生が、 この グル— プへ 連れ 

て 来られる と、 見る 間に 塗り つぶされて 行く めざまし 

さ を、 主 膳 は 舌 を 捲きながら も、 痛快に ながめて いる。 


且つ また、 流行 物 を 移入す る ことの 迅速なる 手際。 

これ もまた 子供 わざと 思えない のです。 

たとえば、 メリ ケン 遊びと いうの が ある。 

まり 

芝生の 上へ 広く 四隅に 人 を 配置して、 一人が 球を投 

げ ると、 それ を 一 人が 棒で 受け 飛ばしたり、 手で 受け 

とめたり して、 その 度 毎に 一 種 異様な 声 を 張り上げて、 

「フ ラフラ ホウ、 フラ ァラァ キャット」 

と いうよう な こと を 叫ぶ。 

真中に いて、 球 を 投げる 奴が、 妙に 気取った 恰好 を 

して、 肩をグ ルグル 廻したり なん ぞ している。 球を受 

け 留める と、 


「フ ラフ ラフラ ホウ、 フラァ ラァラ キャット」 

なん ぞと 口走る。 

ま ね 

主 膳に は、 それが 何の 真似 だか 一向に わからな いが、 

子供ら は 心得顔で ある。 

それから、 また 一隊 は 座敷へ 上リ こんで、 それで、 

い つ 誰が 懐中して 来た か 知れない 将棋の駒 を 取り出し 

て 「南京 双六」 とやら を はじめる。 

その 方法の 複雑なる、 日本の 花が るた の、 もう 少し 

としかさ 

混み 入った ような もの を、 年嵩の 子供の 教導に よって、 

たちまちに 覚え こんで しまう。 

見て いる 主 膳 も わからない。 また、 こんな 新 遊戯 術 


が い つ 流行して 来た か 自分 も 知らな か つ た。 

だが、 メリ ケンと 言い、 南京と 呼ぶ からに は、 とも 

かく 最近 外国から 渡来して 来た ものの うつしに 相違 あ 

るまい と は 思われる。 

主 膳 は 流行の 潜 勢と いう ものと、 少年の 感染 力と い 

う もの を、 そこに 見せつ けられて、 思わず 身ぶ るい を 

しました。 

遊戯 を 好み、 雷同 性 を 助成せ しむる ことが、 国民性 

を 最も 軽薄に 導く ことに 有力で あると いう 説 を 聞いた 

ことがある。 国 を 亡ぼそう とすれば、 兵力 を 以てする 

より は、 国民のう ちの、 いちばん、 上っ調子な、 惰弱 


な、 雷同 的な 人気商売の 部分 を 利用して、 悪い 遊戯 を 

流行させる のがち かみち だとい う 昔の 歴史 を 聞いた こ 

とが ある。 

そこで、 メリ ケン とか、 南京と かいう 者 共が、 こん 

な 軽薄な 競技 を 日本に 流行 させて、 日本の 国粋 をけ が 

す 手段で はない か、 なん ぞと主 膳 も、 がらに なく そぞ 

ろ 憂国の 念 を 感じて きた ものの ようです。 

事実、 大人の 道楽者に あって は 大抵 は 驚かない が、 

子供の 堕落に は、 主 膳 ほどの ものが 全く 怖れる。 

「後世お そる ベ し」 


けれども、 当座の 間 は、 悪太郎ば かりで、 女の子と 

いう もの は 更に 加わらなかった けれど、 ある 日、 一人 

の、 ここに 常連の 子供た ちょり は、 やや 年長で、 がら 

も 大きい し、 容貌 も 醜い ほどで はない が、 なんとなく 

締り のない、 低能に 近い ほどに 見 ゆる 女の 児 を 一人、 

子供の 愚連隊が 連れ こんだ ことによって、 今までと は 

全く 異 つた 遊びの 興味 を 湧かす の を、 主 膳が 見ました。 

「今日は、 おいらん 遊び をしょう よ、 吉 原のお いらん 

遊び」 

その 低能に 近い 女の子 を、 多数の 子供で 一室に 連れ 

こんで 行く。 主 膳が 遠くから 見て いると、 その 女の子 


が 別段 こわがり もせず、 いっそ、 嬉しそうに 連れられ 

て 行く の を 見ました。 

後世お そる ベ しと は 言いながら、 ただみ まねきき ま 

ねだ、 吉 原が 何で、 おいらんが 何者 だか 知ってい てす 

るいた ずらで はない  と、 タカ をく くって 為す がま 

まに させて 置いた けれど、 それ を 見過ごせなかった の 

はお 絹で ありました。 

ふと、 通りかか つたお 絹 は、 子供た ちがす る 「おい 

らん 遊び」 というの を、 のぞいて 見て、 立ちす くみの 

形です。 

「お前、 廻し を 取 るんだ ぞ」 


「おいらんが 廻し を 取る 間 は、 みんな 離れ離れ になら 

なくつ ちゃ いけね え」 

お 絹 は それ を 聞いて、 ほと ほと 見る 元気 も ありませ 

ん でした。 

低能に 近い 女の子 を 連れ込んで、 廻し をと る 遊び を 

させて いる。 これが 子供の する ことか。 

お 絹 は、 なん ぼなんでも、 こんな 遊び を 放任して 置 

くの はよ くないと 思いました。 主 膳に 言いつけて、 

キッ パリ 断 わらせなければ ならない と 意気込みました。 

そこで、 主 膳の もとへ かけつけて、 

「あなた —— 」 


と 口 を 切って  このごろ は、 若様なん ぞは 全く 口の 

端に 上らないで、 あなたが 常用に なって います。 そう 

して、 いま、 見て 来た 子供ら の 浅ましい 遊び 方 を 告げ 

て、 なん ぼなんでも、 あれば つかり は 止めなければ い 

けません —— と 気色ばむ と、 主 膳が 二 タニタ と 笑い、 

「廻し をと るの は、 おいらん ばかり じゃあるまい」 

と 言った のが、 いつにな く 下品に、 侮辱 的に 聞え たの 

で、 お 絹が むらむらと しました。 

三十 六 


その 翌日、 ひょっこりと 姿 を 現わして、 縁に 腰 を 打 

ちかけ た 例の 如く 旅 ごしら えの 七 兵衛、 

「どうも 御無沙汰 を 致しました」 

「あんまり 御無沙汰で もなかろう ぜ」 

「つい、 口癖に なって しまい ましてな」 

早く も かます を 取り出して、 煙草に かかる。 

「商売の 方 は、 どうだい」 

と 主 膳が たずねる。 

「へ、 へ、 ちょっと 当りが つくに はっき ましたが、 ど 

う も、 はや、 あんまり 子供じみた 推量が、 自分ながら 

おかしい くらいな もので ございました」 


「何 を 言つ ている の だ」 

「いや、 殿様に も かねて 御 心配 を かけました ことで ご 

ざ いますが …… 」 

「ふむ —— 」 

と 主 膳 は その 時、 槍の穂先 を 拭って いたが、 万事 心得 

顔に、 

「あんまり 高 上り をす ると あぶない、 もう その 辺で あ 

きらめた 方が よかろう」 

「お 言葉で は ございま すが、 ここまで 当りの つ いた も 

の を、 このまま では あきらめられません」 

「当りが ついた というの は、 つまり その 有無の 境が 


ハツ キリした という だけの 意味だろう な あ。 つまり、 

しろもの 

お前の 目 をつ けた 代物が、 現在で も 存在して いるか、 

いない か、 存在して いると すれば、 どこに あるか、 そ 

の 当りが ついた というわけだろう。 まさか、 いくらお 

前で も、 まだ その 現物 を 手に入れ たという わけ じ やな 

かろう、 どんな もの だ」 

「お 察しの 通りで ございます」 

「うむ、 実は 拙者 もお 前からの 頼みで、 あちらこちら 

を 聞き 合わせて みたが な、 秘密 中の 秘密と い つたよう 

なわけ で、 要領 を 得た ような 得ない ような、 近頃の 難 

物 だが、 そのうちの 幾つか は、 あの 才物の 勝 安房め が 


おぐ りこうず け 

たしかに 押えて いると いう 話 も 聞いた。 また 小 栗 上野 

が、 ひとりで、 そっと 持ち出して 赤 城 山の 麓に うずめ 

て 置く なんて、 まことしやかに 言う 奴 も ある …… 」 

「いや、 どうも、 いろいろの 取沙汰 は ございま すがね、 

なぜか 存じません が、 残って いるに は 残って いるに 相 

違 ございま せんな。 残って いさえ すれば、 ちょっと 一 

枚 だけ 暫時 拝借して みたい なんて、 だい それた 御 本丸 

まで 忍び込む なん ぞと、 ずいぶん、 七 兵 衛も高 上り を 

致した もんで ございま すが、 成 上り 者の 地金 は 争われ 

ません、 それ は 自分ながら はや 全くお 気の毒み たよう 

な、 甘い 了見で ございました」 


「どうしてな」 

「まあ、 早い話が、 あの 千 枚 分銅の 一枚が、 かリ にど 

こかに 残されて あると 致しまして、 殿様、 その 一 枚の 

おぼしめ 

目方が- おおよそ どのくらい あると 思 召します」 

「左様 —— なるほど、 形 はよ く 知っている、 それに 『行 

軍 守 城 用、 勿 作 尋常 費』 と 刻印が ある こと も 聞いて い 

る、 大きさ もお およその ところ はわ かってい るが、 目 

方 は どのくらい あるかな あ、 それ はちよ つと 聞き 洩ら 

したよ」 

「七 兵衛 も、 そこに 抜かりが ございました。 御 宝蔵へ 

忍び込み、 まんまと ちょろ まかして、 小脇に かいこみ 


さて 花道へ かかって、 四 天 を 切って 落しの、 馬鹿め！ 

と 大見得 を 切って、 片手 六方で 引 込みの …… と 至 極大 

時代のお 芝居が かりで 当ってみ ましたが、 なんの、 殿 

様、 あの 千 枚 分銅の 一 箇の 目方が 四十 八 貫目 あると 

知った 日に は、 うんざり 致しました」 

きん 

「ナ 二、 四十 八 貫目 …… それが 一 かたまりの 金 か」 

「間違い ございません。 四十 八 貫目で はいくら 金で も、 

ちょっと 手に 負えません な、 よしんば、 盗み出し たと 

はりぬき 

ころで、 張 貫の 小道具の ように 片手に 引つ かかえる と 

いう わけに は 参りません、 よう やっと 持 上った にした 

ところが、 持ち出す までに は 夜が 明けち まいます。 ま 


さか 大八車 を 御 本丸へ 引き込んで 置いて、 盗み出す わ 

けに もい きますまい しねえ」 

「そうか —— 四十 八 貫の 金で は、 かなり 大した もの だ 

な」 

「積って ごろうじませ、 千 枚 分銅と 申します の は、 こ 

いつが 一 箇で 大判が 千 枚 取れる というんで ございます、 

今の 値段に したら どのくらいになります か、 かりに 大 

判 一枚 を 十両と します と、 十 枚の 百両、 百 枚の 千両、 

千 枚の 一 万両、 それ を 十 層 倍に 見ます と 十万 両、 そん 

な 値段 も ございま すまいが、 一 匁 を 五両と 致します と、 

四十 八 貫目で は 二十 四 万両、 そいつ を 数 知れず こしら 


えて、 秀頼 様の ために 残して 置い たんです から 太閤 様 

でなければ、 やれない 仕事で ございますな。 権現 様 も、 

大阪に 集まる 浪人 衆に は 怖れなかった が、 この 黄金の 

力 を 怖れた そうで ございます。 そいつが 権現 様の 手に 

入って から、 後世、 だんだんに つぶされて しまったの 

は、 どうも 時勢 やむ を 得ない ことと は 存じます が、 惜 

しい もので ございます。 どうか、 一 つ だけ は 現物の ま 

まで 永久に 残して 置きたい とこう 思い込んだ ものです 

から、 実は 七兵衛 とても 欲に からんだ というば つかり 

ではなく、 そう 申し上げて はなんだ が、 当時 惰弱の 

くぼう さま 

公方 様に 任せて おいて は、 多分、 その 一 つ さえ 元 も 子 


も 無くなつ てし まやし ないかと、 こう 思います から、 

そいつ を 一 つ、 ちょろ まかして、 世間が 鎮まる まで ど 

こぞ 深い 山奥へ でも 隠して 置いたら、 どんな もの かと、 

そんなば かな 了見で、 仕事に かかった もので ございま 

す。 それでも まあ、 苦心の 甲斐が あつたと いう もの か、 

ようやく このごろ になって、 その 一 つ だけ は、 その 目 

ありか  おぼろ 

方と、 在所 だけ は朧げ ながら 突 留めて 参った という 

次第で ございます」 

「そうか、 さすが 蛇の 道 だ、 拙者 共の 伝手で、 どうし 

て も 要領 を 得なかった もの を、 お前の 働きで あたりが 

ついた と は 感心 だ。 いったい、 その 代物 は どこに あ 


る？」 

「その 一 つ は、 たしかに 尾 張 名 古屋の 城の、 御 宝蔵に 

あると こう 睨みました」 

「名 古屋の 城に —— 」 

「はい、 尾 張 名古屋 のお 城と いうと ころに は、 どうい 

う もの か、 徳 川のお 家の 選りす ぐった 宝と いう 宝が よ 

せ 集めて あるよう な あんばいで ございますな。 大阪の 

城から 取って来た、 太閤 様の エラ ィ 品物 はお 江戸に は 

置かず、 みんな 尾 張の 名古屋 にし まって ござる という 

おぼしめ 

の は、 権現 様の 思 召しで、 名古屋 が、 何に つけても、 

いちばん 安全 だとい うと ころから、 そんな ことにな 


すった という 説 も ございま すが、 太閤 様の 御 威勢で お 

ぜいたくひん 

こしらえ になった 贅沢品と いう 贅沢品が すぐって、 あ 

の 尾 張 名 古屋の 城に 入れて ございます ようです から、 

たいした もので ございます。 外へ 出て いる 金の 鱸ば か 

りが 名物で は ございません、 お 城の 中には、 今い つた 

千 枚 分銅 を はじめ、 宝と いう 宝が 腐る ほどうな つてい 

るんだ そうで ございます。 そこで この 七兵衛 もまた 出 

直して、 尾 張 名 古屋へ 当分 根 を 生やそうかと 思い まし 

いとま ご 

て、 それで、 ちょっと、 お 暇乞いに 上った ような わけ 

なので ございます。 これ はお 土産の しるし …… 」 

と 言って 七兵衛 は、 保 命 酒の ような もの を 一 つ 取り出 


して 主 膳の 前に 置き、 そのまま、 風の ように、 さっと 

出かけて しまいました。 それ を、 あっけに 取られて 見 

送って いた 主 膳が、 

「相 変らず 忙しい 男 だ、 お土産 を 持って 到着の 挨拶に 

来たの だか、 出立の 暇乞いに 来たの だか わかり はしな 

い、 羽の 生えて いる 奴に はかな わね え、 尾 張 名 古屋へ 

の 往復が、 芝 金 杉へ 行く ような 調子なん だから。 だが、 

危ね えもん だな あ、 あいつ、 あれで 分別盛り、 べつ だ 

ん高 上り をして いる わけで もない が、 四十 八 貫目の 泥 

棒 は 骨だろう、 あいつ も 小 力 はあり そうだが、 四十 八 

貫目で は、 ちょっと 持ち出せまい、 危ね えもの だテ… 


〜」 

ぶぜん 

主 膳 は、 憮然と して、 七 兵 衛の立 去った あと を 見て 

いると、 七 兵 衛が立 去る 時に 合羽の 裾で 揺れた 牡丹の 

葉が、 まだ 一生懸命に 首 を 振って いる。 

三十 七 

駒 井 甚三郎 は、 今晩、 遠見の 番所の 附近へ 新たに 立 

てた バルコン 式の 台 上に のぼって、 天体 を 観察して い 

る。 

駒 井が、 天体 を 観察す るの 余裕 を 得た こと は、 それ 


だけ、 海と 船との 事業が 滞りな く進涉 している 証拠で 

あります。 さりと て、 海 を 行く 者が 天 を 観る こと は必 

須 であります。 駒 井が 天文の 趣味と、 天体の 観察 は、 

今に 始まった ことで はない が、 船の 方の 工事に、 すつ 

かり 安心が 出来た 故に こそ、 今度 はこう も 落着いて、 

専門的に 天 を 観る ことに 取り かかった その 態度、 空気 

たやす 

は 容易く 見る ことができる のであります。 

事実、 駒 井の このごろ は、 船の 工事の 監督が 三分の、 

天文の 研究が 七 分と いつ て もよ いほ どに 時間 を 割いて 

いるので す —— 無論、 昼 は 天文学と 共に 相 関聯した 航 

海 学、 六分儀の 使用、 海図 研究 —— 夜 はこうして 天体 


の 実測 観察。 

駒 井が 天体 を 観察す る 傍らに、 清澄の 茂 太郎が 立つ 

はんにゃ めん 

ている。 小脇に は 例によって 般若の 面 を かいこみつつ、 

「殿様、 歌 をうた つても よう ござんす か」 

「お歌いなさい」 

お許しが 出た もの だから、 澄み渡った 夜の 外 房の 空 

に 向って、 得意の 即興詩が はじまる。 

さて 皆さん 

皆さん は 

この 大地 は 

四角な もの だと か 


或いは 平らな もの だと か 

お考え で ございましよ う 

ところが 違います 

この 大地 は 丸い ものです 

まリ 

丸い 毬 のよう な ものです 

丸い 毬 のよう な ものが 

ブラ リと 大空の 中に 

ブラ 下が つ ている のです 

それ を噓 だと 申します か 

噓 では ございません 

どうして 丸い ものが 


大空の 中に 

ブラ 下が つ ています 

針金で 留めて あります か 

ひも 

紐で 下げて あります か 

ネジ でまい てあります か 

そんなら、 その 

針金と、 紐と、 ネジは 

どこに あります 

その 針金と、 紐と、 ネジを 

かける 柱 は どこに あります 

壁 は どこに あります 


そんな こと を 知りた ければ 

駒 井の 殿様に 

聞いて ごらんなさい 

殿様 は 学者です から 

その 理窟 を 知って います 

です けれども 

その 理窟 を 知る 前に 

皆さん は 

三角形の 内角の 和 は 

常に 百八十度 であると いう ことと 

多角形の 外角の 和 は 


常に 三百 六十 度で あると いう こと を 

知って おかなければ なりません 

三百 六十 

三百 六十 

三百 六十 

三百 六十 

三百 六十 

三百 六十 

三百 六十 

三百 六十 

三百 六十 


三百 六十 

そこで 茂 太郎は 足ぶ み をして、 踊リを はじめて しま 

いました。 

「もう、 わかって いるよ」 

駒 井 は、 望遠鏡 を のぞきながら 言う。 茂 太郎は 調子 

を かえて、 

一 度 を 

六十に 分ければ 

ふん 

となる 

一 分 を 

また 六十に 分けて 


それ を 秒と いう 

だから 三百 六十 度 を 

分で いえば 二 万 一 千 六 百 分 

秒で いえば 百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 


百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 

百 一 一十 九 万 六 千 秒 

茂太郎 は、 片手 を 高く 差し上げて、 天文台の 板 敷の 

上 を、 踏み鳴らして 踊り 出しました。 

争われない ものです。 

駒 井 甚三郎 の 傍に 置く と、 この 子 は、 鼻が 十六 だの、 

眼が 一 つ だのと いう 即興 をうた わない。 

それ は 散文で は ある けれども、 立派に 数理の 筋が 

通って います。 弁 信が 干渉す るよう に、 道義 を 吹 込ん 

はず 

ではい ない けれど、 数理 を 外れる という こと はあり ま 


せん。 

しかし、 どちらに しても、 茂 太郎の 歌う 心と、 調べ 

はんすう  でたらめ 

と は、 反芻の 出 鰭 目に 過ぎません。 多分、 その 詞句を 

かく 歌えと 教えられ るから その 詞句 を、 しかくう たう 

だけに 止まった ものです。 

ああして 弁 信 は 茂 太郎の 歌に 干渉し、 こうして 駒 井 

は 茂 太郎に 数理 を 教える。 茂太郎 自身と して は 方円の 

うつわ 

器に 従いながら、 詩興 そのもの は 相 変らず 独特で、 調 

律と 躍動 そのもの は、 例によっての 出鳕 目です。 誰も 

そこまで 干渉して、 新たに 作曲 を 試みて 彼に 与えよう 

とする 人 は、 まだ 見出されて いないの であります。 


その 時分、 駒 井 は 天体の ある 部分 —— たとえば 大熊 

座と 小熊座の 間の あたりに、 何 か 異状 を 認めたら しく 

I— 望遠鏡に 吸いつ けられて、 茂 太 郎の歌 も 聞えない。 

まして、 その 音律 や 行動に 干渉 を 試む る 余地 もな く、 

全く 閑却して いると —— いつもな らば、 その 歌 を 聞い 

て、 よく 覚えた と 賞め たり、 間違った ところ を 訂正し 

たり、 なお 新 知識 を 授けたり すると ころ を、 今 は 全く 

閑却して いるもの ですから —— 茂 太郎の 歌が、 そこで 

ひとたび 途絶えました。 

やがて、 暫くあって、 一段 高い ところで、 一段の ソ 

プラノ が 起る の を 聞きました。 


西 は 丹 波 力 ラサ キロ 

東 は 伊賀 越え 力 ラサ キロ 

ゆんで 

和 田の 岬の 左手より 

あまた  ひょうせん 

追々 つづく 数多の 兵船 

眼鏡に 吸いつ けられて いた 駒 井 甚三郎 が、 この 声で、 

驚かされて 見上げる ところ、 台の 上から なお 高く 立て 

られた 番所の 旗竿の てっぺんまで、 この 子 は 上りつ め 

て、 そこで 般若の 面 は 頭上に のせた まま、 片手で、 しつ 

はリ まや 

かリ 旗竿に つかまり、 片手 は 播磨屋 を きめこんで 小手 

を かざして 海の あたり を ながめて いるの は、 多分、 江 

戸へ 見世物に やられた 時分、 どこかの 楽屋で、 見よう 


見 まね をした ものの 名残 りかと 思われる。 それ を 仰い 

だ 駒 井 は、 

「あぶない、 降りて おいで …… 」 

「はい」 

返事 はした が、 茂 太郎は 急に は 降りて 来ようと しな 

い。 急に 降りて 来ない のみならず、 なおこの 旗竿に 上 

があるなら ば、 上りつ めたい 気持ら しく も 見える。 百 

尺の 竿頭 を 進める という 言葉 は 知るまい。 知っている 

とも、 その 意味 はわ かるまい が、 この 子供 は、 いつも 

せんたん 

尖端 を 歩きたがる 子供で ある。 いや、 自分 は 尖端 を 歩 

きたく はない が、 ある 力が あって、 どうぞして、 この 


少年に 尖端 を 行かせようと、 押し上げて いるもの のよ 

うに も 見える。 されば こそ、 山に 入って 悪 獣と 戯れ、 

沢に 下って 毒蛇と 親しむ こと を 得意と する この 少年が、 

両国 橋畔の、 人間と いう 群集 動物の 最も 多く 集合す る 

圏内に 曝された りなん ぞ する。 

それ は それと して、 行き 行きて 止まる ところまで 行 

かねば やめられな いこの 少年 は、 狭い 房 総の 半島に い 

て、 どちらに 行っても 海で 極まって グ ルグル 廻り、 廻 

リ そこねて ついに 海の 領分に までい つたん 陥没す ると 

ころまで 行って いる。 山に 於て は、 もう 房 総 第一 の 高 

山 を 極めつ くして いる。 旗竿で もなければ、 もうこの 


天地に いて 尖端 を 極める ところ はな かろうと 思われる 

—— 降りろ といっても、 急に 降りられない 立場に いる 

こと も 無理 はあります ま い。 

「ね、 おとなしく 降りて おいで」 

「はい」 

降りる より ほかに 道 はない と 見き わめた 時、 ス ルリ 

と降リ 立つ てし まいました。 

下に 降り 立つ と共に 茂太郎 は、 

シィ ドネツク ス 

ナンパ ンダ— 

ライド ネック ス 


ナンパ ンダ ー 

テント、 テント 

ナンパ ンダ ー 

スゥ イツ、 スゥ イツ 

ナンパ ンダ— 

こう 言って、 口ずさみながら、 小踊り を はじめた 時 

に、 駒 井が、 

「茂 君、 君の 眼 は なかなか いい、 わたしの 眼 よりいい 

かも 知れない、 ひとつ、 この 眼鏡 をの ぞいて 見 給え」 

「はい」 

「静かに、 度 を 乱しち やい けない、 このままで、 じつ 


と 鏡の 向いた 方の 空 を 静かに 見て いて くれ 給え、 そう 

して、 何 か 星が あるか、 星が 無くと も 薄い 光で も ある 

か、 光が 無くても、 ボ ー ッ とした 空の 色よりも 白い も 

のが 現われて いるか、 いない か、 それ をお 前の 眼で ひ 

と つ 見て くれ 給え」 

「はい」 

茂太郎 は、 プ レア デスの 星 を、 七ッ 以上 も 見る 眼 を 

持って いる， J と を 駒 井が 知 つてい る。 

そこで、 駒 井が 改めて、 眼鏡 を 茂 太郎に 譲って、 自 

身 は その 傍らに 報告 を 待って いると、 暫くあって、 茂 

力. IB 力 


「見えます よ、 殿様、 ちょうど、 この 眼鏡の 真中より 

少し 北へ 寄った ところに、 たしかに 一 つの 星が ありま 

すね」 

「そうかい」 

「あります、 よく 気をつけて 見れば、 星が たしかに あ 

る こと をう けあいます」 

「そうか、 そう あるべき はずな の だが、 わしに は 見え 

なかった、 どれ ひとつ 代って …… 」 

そこで、 また 駒 井 は 茂 太郎に 代って、 再び 同じ 地位 

で 眼鏡 を のぞきながら、 

「なるほど …… 君に そう 言われて 昆 ると …… - 


「ありましょう」 

「ある、 ある」 

と つ つかめえ た 

と つ つかめえ た 

星の 子 を 

と つ つかめえ て 

五両に 売った 

五両、 五両 

五両の 相場 は 誰が 立てた 

八 万 長者の 

ちょび 助が …… 


またしても、 奔放と、 逆転に 帰ろうと する のか。 駒 

井が さえぎ つ て、 

「茂 君、 お前に 歌ら しい 歌の 文句 を 教えて あげよう、 

それ を 歌って 見 給え」 

即興 を 科学の 正道に 引戻そう とする。 

「有難う、 教えて 下さい」 

「まず 文句 だけ を 覚えて おき 給え、 いい か」 

「はい」 

「星の 歌 だよ」 

「はい」 

そこで、 茂太郎 は、 駒 井から 教えられよう とする 歌 


の 文句 を 神妙に 覚え込もう として、 しばらく 沈黙して 

いると、 駒 井 は 望遠鏡 を のぞきながら、 おもむろに、 

(駒) 天王星 ノ 彼方 二 

(茂) 天王星 ノ 彼方 二 

(駒) 天王星 ヲ 狂ヮス 

(茂) 天王星 ヲ 狂ヮス 

(駒) マダ 一 ッ ノ星ガ 

(茂) マダ 一 ッ ノ星ガ 

(駒) 無ケ レバ ナラヌ コトガ 

(茂) 無ケ レバ ナラヌ コトガ 

(駒) 学者 ヲ悩 マシタ 


(茂) 学者 ヲ悩 マシタ 

(駒) ソレヲ 幾何学 ノ上デ 

(茂) ソレヲ 幾何学 ノ上デ 

(駒) 立派 二 発見 シタ 

(茂) 立派 二 発見 シタ 

(駒) 西洋 ノ暦デ 

(茂) 西洋 ノ暦デ 

(駒) 千 八 百 四十 六年ノ 八月 ノ三 十一 日 

(茂) 千 八 百 四十 六年ノ 八月 ノ三 十一 日 

( ^  ) 「フランス」 ノ 

(茂) 「フランス」 ノ 


(駒) 「ヴェ ニニ」 トイ ゥ 

(茂) 「ヴェ ニニ」 トイ ゥ 

(駒) 幾何学 者ガ 

(茂) 幾何学 者ガ 

(駒) 空 ヲ見ナ イデ 

(茂) 空 ヲ見ナ イデ 

(駒) 机 ノ上ノ 理論 ト 計算 カラ 

(茂) 机 ノ上ノ 理論 ト 計算 カラ 

(駒) 天王星 ヲカ キ乱ス 

(茂) 天王星 ヲカ キ乱ス 

(駒) 知 ラレ ザル 存在 ノ星ハ 


茂 駒 茂 駒 茂 駒 茂 駒 茂 駒 茂 


知 ラレ ザル 存在 ノ星ハ 

コレ コレノ 時間 二 

コレ コレノ 時間 二 

コ レ コ レノ大 キサデ 

コ レ コ レノ大 キサデ 

コレコ レノ空 二 

コレコ レノ空 二 

存在 シティ ルニ 相違 ナイ 

存在 シティ ルニ 相違 ナイ 

卜ィゥ n 卜ヲ 

卜ィゥ n 卜ヲ 


(駒) 天 ヲ見ナ イデ 

(茂) 天 ヲ見ナ イデ 

(駒) 机 ノ上ノ 研究 ダケ デ 

(茂) 机 ノ上ノ 研究 ダケ デ 

(駒) 断定 シテ 発表 シタ 

(茂) 断定 シテ 発表 シタ 

(駒) コノ 発表 二 モト ヅィテ 

(茂) コノ 発表 二 モト ヅィテ 

(駒) 「ベルリン」 ノ 天文台 長 

(茂) 「ベルリン」 ノ 天文台 長 

(駒) 「ガ ー ル」 トイ ゥ人ガ 


(茂) 「ガ— ル」 トイ ゥ人ガ 

(駒) 数日 ノ間 

(茂) 数日 ノ間 

(駒) 示 サレタ 通 リノ 天空 ヲ 

(茂) 示 サレタ 通 リノ 天空 ヲ 

(駒) 最良 ノ 望遠鏡 デ 

(茂) 最良 ノ 望遠鏡 デ 

(駒) 観測 シティ ルゥチ 二 

(茂) 観測 シティ ルゥチ 二 

( ^  ) 果シテ 発見 シタ 

(茂) 果シテ 発見 シタ 


(駒) 「ヴェ ニニ」 ガ 

(茂) 「ヴ H  ニニ」 ガ 

(駒) 机 ノ上デ 断定 シタ通 リノ 

(茂) 机 ノ上デ 断定 シタ通 リノ 

(駒) 位置 ト形ト 時間 トノ 

(茂) 位置 ト形ト 時間 トノ 

(駒) 寸分 違ヮヌ 

(茂) 寸分 違ヮヌ 

(駒) 実在 ノ星ヲ 

(茂) 実在 ノ星ヲ 

(駒) 天空 二 確認 シタ 


(茂) 天空 二 確認 シタ 

ここまで 述べて、 駒 井 は 息 を 切り、 

「どう だ、 茂坊、 わかった か」 

茂太郎 はう つかりと、 

「どう だ、 茂坊、 わかった か」 

「はは、 それ は 言わんでも いいの だ、 この 文句 をお 前 

も 覚えて おいて、 筋道 を 立てて うたう ことにしなさい」 

「でも 面白 かありません ね、 論語よ リ むずかしい」 

ぞうさ 

「覚え こめば 雑作ない よ、 さあ、 ついで だから、 もう 

少し つづき を 教えて あげよう」 

茂太郎 は、 やや 倦怠 を 覚えたら しいが、 それでも、 


いや だと は 言わなかった。 

「さあ —— 天の 歌の つづき、 はじまり」 

(駒) ソコデ 海王星 

(茂) ソコデ 海王星 

(駒) 一名 ヲ 「ヴェ ニニ」 ノ 遊星 トイ ゥ 

(茂) 一名 ヲ 「ヴェ ニニ」 ノ 遊星 トイ ゥ 

(駒) ソノ大 キサハ 

(茂) ソノ大 キサハ 

(駒) 地球 ノ百十 一 倍 

(茂) 地球 ノ百十 一 倍 

(駒) 太陽 トノ 距離 ガ十 一 億 里 


(茂) 太陽 トノ 距離 ガ十 一 億 里 

(駒) 太陽 ノ 周囲 ヲマヮ ルノニ 

(茂) 太陽 ノ 周囲 ヲマヮ ルノニ 

(駒) 百 六十 四 年 力 カル 

(茂) 百 六十 四 年 力 カル 

(駒) ソレ デ終リ 

(茂) ソレ デ終リ 

駒 井 は、 その 時、 肉眼 を 望遠鏡から 離して、 今宵の 

観察 を 終る の 用意に かかります。 解放され た 茂太郎 は、 

駒 井に ついて、 この 台 を 下りる と、 提灯に 火 を 入れて 

先に 立ち、 やがて 大声 を あげて、 こんな 歌 をうたい ま 


した。 

あり もしない 海 竜に 

お 杉の あま つ 子お どろいた 

マ ドロ スは ウス ノロ 

ここで、 また 科学が、 即興と、 野 調に 逆転し ようと 

する 

「茂 君、 だまって 歩きなさい」 

三十 八 

ちょうちん 

提灯 を 持って、 先に 立った 清澄の 茂太郎 がー 丁 ほ 


ど 進んだ 時、 道の まんなかに 大 いびきで 寝て いるもの 

に、 ぶつつ かつ て、 

「おや」 

提灯 を さしつけて 見る まで もな く、 それ は マドロス 

氏です。 

「マドロスさん」 

かたま リ 

茂太郎 は、 道に 横たわる 人間の 塊 を 小さな 手で 押 

してみ たけれ ども、 ほとんど 正体が ありません。 駒 井 

甚三郎 も 提灯の 光で、 マドロスの ずう 体 を 見て 困った 

もの だと 思いました。 

それ はもと より、 生命に 別条が あるので はなく、 マ 


ドロス は 泥酔した ために、 この 通り 正体 もな く 地上に 

眠って いるので す。 

人間 は、 少し 足りない くらいで、 危険性 は 持って い 

ひま 

ない が、 隙が あれば 酒 を 飲みた がり、 その 酒 は 地酒で 

も、 悪酒で も、 焼酎で も、 振舞 酒で も、 自腹で もなん 

でも かまわず、 飲ませる 者が ぁリ、 飲む 機会 さえ あれ 

ば、 かぶりつ いて 辞 するとい うこと を 知らない。 酔う 

と、 外国人と しての 勝手 違いと 愛嬌が いよいよ 発揮 さ 

れる もの だから、 それ を 面白い ことにして、 とつつ か 

まえて、 強いる 者 も ある。 

こんなにして、 途上に 酔いつ ぶれて、 駒 井 を 困らせ 


たの は、 もうこれ で 三度 目です。 このまま にして 置い 

て は 悪い が、 そうかといって、 呼び さませば なお 始末 

が 悪い かも 知れぬ。 第一、 持 運びに も 困難 だ。 

「よし、 誰か 取りに よこそう、 このまま にして 置け」 

苦りき つた 駒 井 は、 茂 太郎を 促して、 その 場 を 去つ 

てし まいました。 

そうして、 駒 井 は 陣屋へ 帰って来て、 内外 を 一巡し 

て 見た が、 マドロスの 不在の ほかに は、 別に 異状が あ 

リ ません。 

兵 部の 娘 も、 金椎 も、 おのおの、 牀 について、 安ら 

かに 眠りに 落ちて いるよう です。 


「茂 君、 お前、 もうよ ろしい からお 休み」 

提灯 を 消して、 蠟燭の 煙 を ながめて いた 茂太郎 が、 

「殿様、 マドロスさん を どうしましょう」 

「そうだな」 

駒 井 は 思い出し たように、 

「貞 さん を 呼びましょう か」 

「もう 寝て いるだろう」 

「起しましょう か」 

「気の毒 だ」 

「では、 金椎 さんと、 わたし、 二人で 行って マドロス 

さん を、 かついで 来ましょう か」 


「金椎 もよ く 寝て いるのに かわい そうだ、 それに 二人 

の 力で はか つげまい、 まあ、 いいから、 ほうって 置け」 

「では、 マドロスさん を今晚 中、 あの ままに して 置き 

ます 力」 

「一 晚、 すずませて やれ、 生命に は 仔細 あるまい、 そ 

のうち 酔いが さめる と、 ひとりで 帰って来る」 

「では、 かまわないで、 ほうって 置いて みまし ようか 

でも 狼に 食われる といけ ません ね」 

「そんな ことがある もの か、 よしよ し、 お前 はお 休み」 

「では、 殿様 もお 休み あそばせ」 

こう 言って、 茂太郎 は、 おとなしく、 自分の 部屋に 


戻りました。 

自分の 部屋と いうう ちに、 この 子 は 部屋 を 二つ 持つ 

ている。 ある 時 は 金 椎と枕 を 並べ、 ある 時 は 兵 部の 娘 

のと， J ろに 居候 をす る。 

こんな 場合に は、 兵 部の 娘 を 驚かさないで、 金椎の 

部屋に 行く の を 例と する。 少しぐ らい、 物 音を立てて 

も、 金 椎の夢 を 驚かす こと はない が、 兵 部の 娘 は、 さ 

さやかな 物の 動揺に も 目 を さます。 

茂太郎 は、 金椎 のよ く 眠って いる 面 を 見ながら、 自 

分 も 帯 を 解いて、 それと 並んだ 蒲団に 寄 添うよう にし 

て、 枕に つきました。 


駒 井 甚三郎 は、 どっかと 椅子に 腰 を 卸した。 けれど 

も、 急に 眠ろうと いう 気に はなれません。 それ は あえ 

て、 路傍へ 寝かして おく マドロスの ことが 気になる か 

ら ではありません。 時として は、 こんな 際に、 また 研 

究 心が 突発して、 卓子に 向き 直り、 寝ないで 一夜 を 明 

かす こと も あるので す。 

だが、 駒 井 はこの 際、 別に 新しい 研究に とりかかる 

様子 もな く、 椅子に 反り返って、 腕 を 組み、 キャン ド 

ルを ながめて ボン ャリと 考えて いる。 だが、 それ は必 

ずし も 屈託の 色で はなく、 自分の 計画が、 ともかくも 

着々 と 進んで 行きつつ ある ことに、 かなりの 安心と、 


満足と を 持っての 沈黙で ある こと も わかります。 この 

様子で 見る と、 先日の 蒸気機関 引 上 工事 も、 多分 成功 

したら しい。 

あれ を 引上げる ことに 成功 すれば、 そのまま 使用が 

できな いまでも、 それ を 参考と して、 必ず 相当な もの 

を、 新たに 作り上げる だけの 自信が 出来て いる はず。 

きた 

そこで、 次に 来るべき もの は、 その 蒸気機関に 使用 

すべき 燃料の ことです。 

駒 井の 新たなる 調査と か、 研究と かいう こと は、 勢 

いそこまで 進んで 来る のが 当然で、 その 次に は、 船が 

いよいよ 竣工して、 その 乗組員と 積 込 物資の こと。 


まあ、 ここにいて 生活 を 共に する 者の 全部と、 工事 

を 助ける 者の 一部分と は、 同乗す る ことにな つてい る 

が、 指 を 折って みると、 

第一、 自分と いう もの、 次に、 金椎、 次に、 茂 太郎、 

次に、 マドロス、 それから、 兵 部の 娘 —— あの 娘 も、 

今では 健康 も、 精神状態 も、 常態に 復 したと いってよ 

い。 あの 分なら 大丈夫だろう。 別に 田 山 白雲が、 ぜひ 

とも 自分の 妻子 を 伴って 参加 を 申入れ ている。 その他、 

夫婦共稼ぎで 乗組みたい という ものが、 この 地で 自分 

が 養成した 工人のう ちに 若干 ある、 そのうちから 選抜 

する こと。 植民に は 女性が 要る、 同時に また その 女性 


にも、 植民の 母と いう 資格が 無ければ ならぬ というよ 

うな こと を、 駒 井が、 うつらう つらと 考え はじめ まし 

た。 

その 時に 駒 井の頭の 中に も、 お 松と いう 女の子の こ 

とが、 計数と 考慮の 中に 入って 来ました。 植民の 将来 

の 母と して、 あのお 松の ような 子が ぜひ 欲しい もの だ、 

と 思わせられました。 

それに、 あの 娘に は 自分と して、 切っても 切れぬ 恩 

こうむ 

義を 蒙って いると いわねば ならぬ。 自分の あやまち 

から、 日蔭に 置いて ある、 まだ 見ぬ 子  自分に とつ 

て は、 この 地上で ただ 一人の 血 を わけた、 しかも、 男 


の 子と いうの を、 あの 娘が 預かって 育てて くれてい る。 

いよいよ 日本 を 立つ 時 は、 どうしても、 それに 一応の 

挨拶 無しで は 立 たれない。 

駒 井 は、 また 既往の ことと、 自分の あやまちと を考 

きた 

え 来る と、 例の 生一本に 自分 をに くみき つてい る 奇怪 

なる 小さい 男 —— 宇治山 田の なにがしと 名乗る 男に つ 

いて、 考えさせられな いわけに は ゆきますまい。 

その 時分に、 時計の 二 時が 鳴る。 

うしみ つどき 

ああ、 もう 二 時 だ、 丑 三時 だ、 寝なければ ならぬ と 

気がついた 時、 ふと 思い出し たの は、 酔い どれの マド 

ロス 氏の こと。 


捨てて おいても 大事 はない と 信じて いるが、 それで 

も 気に かかる。 

あいつ は 憎めない 男 だから、 傍へ 置いて みたが、 今 

は 単に 愛嬌 者と してで なく、 実用の 上に 無くて はなら 

ぬ 男に な つ ている。 

彼 は、 下級 労働者で は あるが、 外国の 事情と、 航海 

の 知識 等に ついては、 経験 上から 珍重すべき もの を 

持って いる。 本 は 読めない が、 言葉 を 研究す るに は、 

悪い 参考とば かり はならない。 それの みならず、 船 乗 

りと しての 生活の 前に は、 到る ところ を 渡り 労働者と 

して 歩いて いるから、 何かと 経験 も あり、 小器 用で も 


あって、 時には 信じ 過ぎ、 買いかぶって 苦笑いに 終る 

こと も あるが、 大体に 於て、 この 男から 得る ところの 

もの は、 決して 少なくない ことにな つてい る。 

現に —— すでに、 機関の 方の 目鼻が あいてみ ると、 

きた 

次に 当然 来るべき もの は、 燃料の 問題で なければ なら 

ぬ。 

そこで、 駒 井 甚三郎 は、 一方 天文 を 研究して 船の 航 

路 学の 準備 をす ると 共に、 地質 をたず ねて、 石炭 —— 

という ものに 多大の 注意 を 払い はじめた の は、 この頃 

のこと です。 

石炭 —— に 就て 駒 井 甚三郎 が 注意 を 払って いたの は、 


今に 始ま つたこと ではありません。 

燃 ゆる 水、 燃 ゆる 土の、 半ば 伝説 的 時代 はさて おき、 

近代に 於て は、 九州 地方に 於て、 ひそかに これ を 採掘 

して 実用に 供して いる 住民の ある こと を 駒 井 は 認めて 

いる。 

日本の 当局者 も、 心 ある 者 は、 近き 将来に、 この 新 

きた 

たなる 燃料の 大量 需要の 来るべき こと を 予想し、 どう 

しても、 日本 内地に その 豊富なる 鉱山 を 見出さね ばな 

らな いこと を 痛感して いる。 現に 不肖ながら、 自分 も 

その 先覚者の 一人で、 年来、 ひそかに 有力な 石炭の 産 

地と いう ものに 目 をつ けて いないではなかった。 幕府 


にある 時 は、 それぞれの 系統 をた どって、 各地からの 

報告 を 取 寄せ、 今でも それの 参考資料 を かなり 集めて 

いる。 

最も 有望と いわれる 産地、 九州 地方 はさて おき、 江 

ひたち  いわき 

戸 を 中心として は静岡 地方 —— それから 常 陸から 磐 城 

i 石 代へ かけて、 採炭の 見込みが ある。 それから 燃 ゆる 

土、 燃 ゆる 水の 発祥地なる 北 越 地方 —— その 辺の 古い 

記憶 や、 報告 資料 を 調べ、 その 結果 は、 ここ 安房の 

す の さき 

洲崎を 最寄りと して は、 常 陸、 磐 城の 海岸 筋の 鉱脈に 

当り をつ ける のが 順当 だと 思つ ていたの です。 

ま 力 

しかし、 これ は 罷り まちがえば、 外国 艦から 融通 を 


受ける 道 も ある。 僅か 一 艘の 手製の 船に 使用す るた め 

に、 わざわざ 一 つの 炭鉱 を さぐ リ、 それ を 採掘して か 

かるまで のこと は あるまい と は 思って いるが、 さりと 

て 事 ここに 至る と、 駒 井の 研究心 は、 外国 物資の 融通 

だけで は 甘んじ きれなくて、 後人の ために、 この 際、 

附近の 炭 山に ついて、 若干の 研究 を 残して おきたい と 

いう 好学 心 も 手伝った ものでしょう。 

そこで 一 つ 都合の よい ことに は、 この マドロス 君が 

前 生涯に 一度、 炭坑の 坑夫と して 働いて いた ことがあ 

る。 メリ ケンの ペン シルヴ ァニァ というと ころで、 ほ 

んの 僅かの 間で はあった けれども、 炭 山の 経験が ある 


という こと を 耳に したから、 この 男 を 引きつれて 明日 

にも、 常 磐の 山に 鉱脈 を さぐろうと 心がけて いた 際で 

あります。 

困った 奴 だ  < 間 はごくい いの だが、 ちょっと 眼 

を はなす と、 とめど もない だらしな さ を 曝す 男、 危険 

性 はない が、 それでも 眼の はなせない 男。 

こういう 際に は、 田 山 白雲の こと を 駒 井が かなり 痛 

切に 思い出す。 白雲が 存在 すれば、 マドロス は 一た ま 

リ もない。 白雲に よって 悪い 方 は 憎 伏される。 悪い 

方が 摺 伏される と 勢い、 いい 部分 だけの 能力 を 現わす 

から、 マドロス を 抑える に は 白雲に 限る。 ところが そ 


の マドロス をお さえの 役 は 只今、 铫 子から 利根、 香 取、 

鹿 島に 遊ぶ といって 出て 行った きり、 まだ 帰って来な 

い。 当人、 日 を 限って はいたが、 いつ 帰って来 るか、 

ちょ つと 当てに ならない ものが ある。 

今夜の ような 醜態 を、 かりに 白雲に 見られた とすれ 

ば、 マドロス は 有無 をい わさず、 叩き起されて、 二つ 

や 三 つ のびん た を 食う こと はわ か つてい る。 

その 荒療治 は、 駒 井の 得意と すると ころで はない。 

「さて、 どうして やろう かな」 

この 際 駒 井が、 ふいと、 心頭 を 突かれた の は、 いつ 

ぞゃ、 あの 大嵐の 前後、 難破船から 投げ出され たお 角 


という 女 を、 平沙の 浦から 拾い上げた 時、 前後して、 

てもと 

自分の 手許から 消え失せて、 全く 行方不明な 船大工の 

清吉 のこと です。 

ぼくと つ 

清吉は 朴訥な 男、 造船 工事で は 自分の 右の 腕と して 

いた 男 だが、 あの 際に、 行方 を 見失って しまった。 死 

ん だものなら、 死んだ と 見き わめ をつ けるべき 一品の 

証拠で も 出て 来たの なら、 まだ あきらめ も あるが、 そ 

れ すら 全く 無い。 今以て、 寝 ざめ の 悪い ことで ある。 

万々 一、 マドロスが、 あの 轍 を 踏んで、 あの 時と は 場 

合 も 違う し、 清吉 と、 マドロスと は、 性格に 於ても 比 

較 にならない が、 それでも、 万々 一 …… 清吉 のこと を 


考え出して みると、 駒 井 も、 マドロス のために 不安が 

こみ上げて 来ました。 マドロス そのもの を、 ああして 

不親切に してお くこと は、 清吉 のために 済まない よう 

な 気 もす る。 

今と なっても 一向、 マドロスの 帰って来た 模様 はな 

い。 まだ あの ままで 酔 倒の 夢が さめない のだろう。 そ 

こで 駒 井 は、 狼に 食われ はしない かと 言った 茂 公の 言 

葉まで が 気にならない ではない。 

「よし、 それで は、 もう 一 度 見届けて 来て やろう」 

多少の 責任感の ような ものに 迫られて、 駒 井 は 寝室 

に 入って ねまき を 着る ことの 代りに、 刀架に 置いた 刀 


をと つて 差し、 陣笠 を かぶり、 鞭 をと つて、 音の しな 

いように、 この 家の外の 闇に 出て しまいました。 

ちょうちん 

たった 一人で、 提灯 もっけずに、 この 闇の 中 を 駒 井 

は、 静かに 先刻の マドロスの 酔 倒して いた 路傍の あた 

りまで 進んで 行って 見ました。 

三十 九 

駒 井 甚三郎 は、 マドロスが 酔 倒して いた 現場まで 来 

て 見た けれども、 もはや、 そのと ころに マドロスの 形 

がありません。 


その あたり を、 暗い 中で、 相当に あたり をつ けて 見 

たけれ ど、 単にいた ところの 人が 見え なくなつ たとい 

うだけ で、 そのほかに は なんら 異常の 気配 は 見えない 

ようです。 

つまり 行 違いに なった の だ、 先生、 ようやく 目が さ 

めて、 あわてふためいて 立 戻り、 いまごろ は、 寝床へ 

もぐり 込んで、 前後不覚の 夢 を 繰り返して いるの だろ 

うと、 駒 井 は タカ をく くって、 そうして、 それから 海 

岸の 方へ と 歩み を 進めました。 

その 時 も、 天文の 興味が 頭 を 去らない ものです から、 

思わず 頭 を 天空に もたげて、 そうして さいぜん 観察し 


た 星の 進行 を 注意しつつ 海岸 を 歩いて、 家路の 方へ 静 

きびす 

かに 踵 をめ ぐらした 時です。 

急に あわただしい 空気が あって、 バタ バタと 人の 足 

音が あって、 やがて 夜目に もしる き 着物の 色が こちら 

へ 向って 見えて 来ました から、 駒 井が 驚いて 足 をと ど 

めて いると、 まもなくせ いせいと 息 をき る 音。 それら 

の 雰囲気で、 よく わかって いる、 これ は 珍しく もない 

兵 部の 娘、 も ゆる 子で あると いう こと を、 駒 井が 直ち 

に 感づきました。 

そこで、 また はじまつ たな、 困った もの だな、 せつ 

かく、 鎮静し かけた 病気が、 またき ざし 出して、 時と 


所と を 嫌わず 飛び出す あの 娘の 病気、 今夜と いう 今夜、 

またき ざした の だ。 しかし、 自分が ここにめ ぐり 合わ 

せた の は 勿怪の幸い。 

それと じゅうぶん 合点が行 つたから、 駒 井 甚三郎 は、 

むしろ 網 を 張る ような 心 持で、 両手 を ひろげて 待って 

いると 果して、 たあい もな くその 網に ひっかか つてし 

ま いました。 

「まあ、 殿様！」 

も ゆる 子 は、 駒 井の 面に すがりつ くように 立ち ど 

まって、 

「こんなに、 おそく、 こんなと ころに おいでになろう 


と は 存じませんでした」 

「お前 こそ」 

「いいえ、 わたしの は、 こうして 逃げ出して 来る わけ 

が あるから、 逃げ出し たので ございます」 

「どうして？」 

「逃げなければ ならない から、 逃げ出して、 殿様のお 

部屋へ 逃げ込みました けれど、 どうした もの か、 殿様 

がい らっしゃらない ものです から、 たまらなく なって 

窓から 飛び出して 逃げて 来ました」 

こう 言って、 女 は 嵐の ように 息 をき る。 しかし、 こ 

れも、 深く は 駒 井 を 驚かす ことはありません。 やはり 


例に よ つての 病気の きざしの させる 業 だと 思いました 

から、 それ をな だめる ような 気持で、 

「何 か 怖い 夢で も 見た のかね」 

「いいえ、 夢ではありません、 わたし は、 今夜と いう 

今夜 こそ、 あの マドロス さんに、 ひどい 目に 遭わされ 

ました」 

「え！」 

この 時、 なぜか 駒 井が ギヨ ッ として 胸が 騒ぎました。 

女 は 息 を はずませながら、 

「ちょっと 先、 戸が あくような 音が しました ので、 ふ 

と、 眼 を さまして 見ます と、 誰か、 わたしの 傍へ 来て 


おりました」 

「うむ」 

「茂 ちゃんな らば、 入り さえ すれば、 言葉 を かける の 

に、 あんまり 静かに 入って 来た ものです から、 わたし 

は、 もしゃ …… と 思つ て」 

「うむ」 

「ところが、 どうでしょう、 今まで 静かであった その 

けだもの  あば 

人が、 急に 獣 のように 荒れ 出して、 わたしの 体 をお つ 

かぶせて しまいました から、 わたし は 声を立てる こと 

も、 息をする こと もで きません、 けれども、 この 悪い 

獣の ような 奴が 誰 だかと いう こと は、 直ぐに わかり ま 


した、 ほんと に 獣です、 人間じゃありません、 あの マ 

ドロスの 畜生です、 あれのた めに、 わたし は 全く 身 動 

きも、 息をする こと もで き なくなつ たから、 助けて 下 

さいと 救い を 叫ぶ こと もで き やしません」 

「うむ」 

駒 井 は、 うめく ように 答えます。 

「ホン トに 口惜しい！」 

も ゆる 子 は 歯嚙み をして、 息 を はずませ ている。 駒 

井 は 憤然として 拳 を 握りし めました。 

「ああ、 油断の 罪 だ、 ちょっとの 注意の 怠りが、 そう 

させた の だ」 


「ホン トに 憎らしい 奴です、 いつ、 隙 を ねらって 来た 

ん でしよう、 ふだんな らば、 そのく らいの 物音で も、 

わたしが 声を立てなくても、 金椎 さん はいけ ない とし 

て も、 茂ち やん は 直ぐに 眼 を さまして くれる し、 声 を 

立てれば、 殿様のお 寝間まで も 聞え るんだ から、 それ 

にあの マドロスの 奴 も、 このごろ は、 皆さんの おかげ 

で 全く 改心した ものと 安心して いたのが、 こっちの 抜 

かりで ございました、 今夜と いう 今夜 は、 もう 充分に 

隙 を ねらって いたので すね、 茂ち やん を 驚かす 物音 も 

させず、 わたしに 人 を 呼ぶ 隙 も 与えずに、 どうす る こ 

ともで きないよ うにして しまった のです、 ああ、 ロ惜 


しい」 

「うむ、 油断 だ、 全く、 こっちの 油断の 責めと いうよ 

り ほか はない、 む、 む」 

「です けれども、 女 だって、 一生懸命 という もの はば 

かにな りません、 それほどに された、 あの 大きな 奴 を 

突き飛ばして、 はね 起きて、 わたし は、 殿様のお 居間 

まで かけつけ たの は、 自分ながら 夢中で ございました。 

ところが、 殿様のお 居間の 戸 を あけます と、 今夜 は 

たやす 

容易く あきまし たが、 殿様が その 中に いらっしゃ いま 

せん、 そのうちに、 恐ろしい 足音で マドロスが 追い か 

けて 来る ものです から、 わたくし は、 たまら なくなつ 


て、 あの 窓から 飛び出して、 こっちへ 逃げて 参り まし 

た」 

「ああ、 そうか …… 」 

駒 井が、 こう も 抑え きれない 無念の 色 を 現わす こと 

は、 今までに あまり 例の ない ことで ありました。 

「もう、 安心なさい、 マドロスの 奴、 酒の 上と は 言い 

ながら、 許し 難き 奴」 

駒 井 は、 やはり 抑え難い 怒気 を 含んで、 そうして そ 

の 手 はぐん ぐんと、 も ゆる 子 を 引き立てて、 そうして 

陣屋の 方へ 急ぎました。 

帰って 駒 井 は、 手早く キャンドル をと もして 見る と 


狼藉の あと は、 女の 言う こと を 如実に 証明して いるが、 

当の 暴行 者の 姿 は 見えない —— ただ、 茂 太郎の 声と し 

てし きりに 泣き叫ぶ のが 聞え る。 

駒 井と 兵 部の 娘と は、 その 声 を 聞きつ けて 飛んで 

行って 見る と、 茂 太郎は 蒲団の 上に 仰向けに 抑え 込ま 

れ ている。 茂 太郎を 抑え 込んで いるの は 人間の 力で は 

なく、 漁に 使用す る 網 を 上から 押し かぶせて 蒲団 もろ 

ともに グル グル卷 きにして あるので ありました。 

そして、 手 も 足 も 出ない 茂太郎 は、 声 だけ を 上げて 

叫んで いる。 

その 網 を 取 払って、 そうして、 茂 太郎の 口から 聞く 


ところに よれば、 熟睡 中に 不意に 襲い かかって、 自分 

の 口 をお さえ、 その上 を この 通リ 十重二十重に 包んで 

しまった 者が ある。 しばらく もがいた 後に、 ようやく 

咽喉の 自由 だけが 出来た から、 さいぜんから 叫び つづ 

けて いるが、 身の 自由 は 利かない。 叫んでも、 今まで 

誰も 来て くれない！ 

それ を 聞いて みると、 酔い どれと は 言いながら、 た 

しかに、 計画的に やった 犯行 だとい うより ほか はない _ 

茂 太郎を 抑え 込む 以前に は、 多分 主人公 駒 井の 室の 動 

静 をもう かがっての 上だろう。 たしかに 主人公が いな 

あくしょう 

いと 見極めて、 急に 悪性が こみ上げて 来て、 この 蛮行 


に 出で たもの かも 知れない —— この 雑然、 噪然、 困惑 

の 中に、 金椎 のみ は 別世界に いるよう に、 いっかな 夢 

ふびん 

を 破られて はいない ことが かえ つ て 不憫で も ある。 

すべて を、 もとの ように あらしめ、 も ゆる 子と、 茂 

太 郎とは 自分の 次の 一室に おいて、 駒 井 自身 も 寝に つ 

いたが、 その 夜 は、 ほとんど 眠られませんでした。 

翌日、 人 を 集めて、 旨 を 含めて、 マドロスの 行方 を 

さがさせた けれども、 それ は 容易に わかりません。 悔 

恨に 責められて、 ドコぞ の 木の 枝に ブラ 下が つてい る 

という 報告 も 聞かない が、 生きて いる 以上 は、 遠く は 

逃げられない ことにな つてい る。 よし 遠く 逃げた とこ 


ろで、 眼の 色と 髪の毛と が、 身 を 置く ところ 無から し 

める にき ま つてい る。 

その 日、 一 日 さがさせた だけで、 マドロスの 行方 捜 

索 は 打 切り …… 駒 井の頭 は、 この 浮浪 人の 行方よりも、 

そやつ の 働いた 不徳の 行為よりも、 自分が 監視の ぬか 

リを悔 ゆるよりも、 それと 関聯して、 それと は 別に、 

一 つの 軽から ぬ 悩みに 捉 われて しまいました。 

その 翌日 は 雨 だもので したから、 駒 井 は、 造船の 方 

こも 

へ 行かず して、 一室に 閉じ籠って しまいました。 

四十 


駒 井 甚三郎 は その 翌朝、 兵 部の 娘の 寝室まで 来て、 

「どうです、 加減が 悪い という こと だが」 

「はい、 御免下さい まし」 

寝台の 上に 寝て いた 兵 部の 娘 は、 駒 井の 来訪に 恥 か 

しがって、 起き直ろ うとす るの を、 

「そうしてお いでなさい」 

傍らの 椅子に 腰を下ろ すと、 

「なんだか、 少し 寒気が してた まらない ものです から、 

ことづて 

あの 子に お 言伝 を 頼んで、 寝つ づけに してお ります」 

「それ はいけ ない、 昨夜の ことが 祟った の だ」 


と、 駒 井 は 慰める つもりで、 そう 言った が、 それ を 言 

うう ちに、 一 種の 不快な 気分 を 如何と もす る ことが で 

きません。 

「そんな こと もあります まい けれど …… 」 

と 答えて 目 を そらした 娘の 言葉 も、 冴えない。 

「ゆっくり お寝み なさい、 何 か 薬 を さがして 上げ ま 

しょう」 

「有難う ございます」 

しとやかな お礼の 言葉。 

駒 井 は、 この 女が、 もはや 全く 平常の 心 持 を 取 返し 

ている という こと を、 この 時 も、 つくづくと 思わされ 
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かっての 昔の ような 狂態 は、 少しも 見る こと はでき 

ない。 しとやかな、 恥 を 知る ことの 多い 処女性の 多分 

むざん 

を 認める ほど、 かえって 昨夜の 変事が 無惨で たまらな 

ヽ 0 
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そこで、 暫く 沈黙の 重 くるしい 空気のう ちに、 駒 井 

は 立ち上り、 

「大切に してお いでなさい」 

その 立ち かかった 時に、 も ゆる 子 は、 涙ながら 向き 

直って、 

「殿様、 わたし は、 昨晚 寝ないで 考えさせられて しま 


いました」 

「何 を」 

「いいえ、 いろいろの 事に ついて、 考えさせられ てし 

まいました、 そのうち でも、 あの マドロスさん のこと 

ねえ」 

「うむ」 

「ほんとうに 憎い 奴、 ゆるせない 人です けれど、 よく 

よく 考えて みると、 かわいそうな ところ もあります か 

ら、 許して 上げて いただき たいと、 そのこと を 殿様に 

お願いに 出よう か 知らと 思って おりました」 

「うむ」 


「あの 時 は、 わたし も 叩き殺して やりたい ほどに 憎ら 

しいと 思いました けれど、 考えてみれば、 あれ も、 あ 

の 人の 一時の 出来心で すから、 許して やって いただき 

とうご ざいます」 

「うむ、 それ は、 どうで もお 前の 気の 済む ように、 わ 

しに はわし の 了見が ある」 

こう 言って、 駒 井 は 重い 足 どり で、 この 室 を 出て 庭 

の 方から 一 廻りして、 自分の 部屋へ 戻って 来ました。 

あの 女が 許せ！ という 意味が よく わからない。 

「わたし は、 今までに 七 人の 男 を 知っている のよ、 な 

かに はわた しの 好きな 人 もあった し、 わたし を ヒドぃ 


目に会わせた 人 も ある けれど …… 欲しが つ ている もの 

を、 くれてや るの はいい 事じゃありません か、 物 を 施 

すの がいい 事なら …… 慕いよ る 男と いう 男に、 情け を 

与えて やる こと も、 悪い という 理窟 はな いんじゃ あり 

ますまい か。 ああ、 わたし は 七 人に 限らず、 誰に でも、 

この 身体 を やって しまおう か 知ら、 お 女郎 は 身体 を 

売って お金 を 取ります が、 お金 を 取らないで、 人に 情 

け を 施す こと は 悪い のか 知ら」 というよ うな こと を 口 

走って、 駒 井 を 悩ませた、 あの 病気であった 当時の こ 

と。 

今と なっても なお、 自己の 貞操に 加えられた 極度の 


侮辱 乱暴 を、 無条件に 許して しまいたい 心 持が 残って 

いると は 浅ましい！ 歯痒い！ 

酒に 狂暴 性 を 煽られた 人間の 野獣 性と、 それに 憎悪 

いま 

と、 制裁 を 感じ 得ない、 麻痺した 貞操 心！ 忌 わしい 

ものの 極み だ。 

外国人 を、 毛唐と いって、 人間 以下、 獣類 同格に 置 

くの は、 時勢に 盲目な 尊王攘夷 連 だけで はない が、 お 

そらく それが 事実 か。 人間より は 獣類に 近い 毛唐め！ 

駒 井と して は、 珍しく もこの 時に、 極端な 憎悪と、 

昂奮と を 感ぜずに はおられ なくなりました。 

その 憎悪と、 昂奮と を 強いて 冷静に して、 雨の 半日 


を ともかくも 研究に 没頭し、 正午の 合図が あった 時に 

食堂へ 出て 見る と、 金椎、 茂太郎 はお 行儀よ く 待って 

いたが、 も ゆる 子の 姿の 見えない こと は、 朝と 同じで 

「お嬢さん は、 まだよ くな りません、 熱が 出ました か 

ら、 もう 少し 休ませて いただき たいと 言つ て いました」 

茂 太郎が 代って 申し わけ をす る。 

「熱が 出た か」 

「でも 元気で、 時々 歌 をうた つたり なんかし ています」 

「そうか」 

といって、 駒 井 は 二人の 給仕 を 受けて、 御飯 を 済ます 


と、 その 足で、 再び、 も ゆる 子の 室 を 見舞って みまし 

た。 

ゆくえ 

「ねえ、 殿様、 マト ロスさん の 行方 はま だ わかり ませ 

んか」 

「わからない」 

「許して 上げて ください、 わたし は、 なお 繰返して 考 

えてみ ましたが、 いよいよ あの人が 憎く なくなり まし 

た」 

「ふ— む」 

「殿様、 あなた は、 まだお 気が 解けない ようで ござい 

ますが、 御 無理 も ございません けれど、 ねえ、 どうか 


マドロスさん を 許して 上げて ください」 

「許す も 許さない もない」 

「お叱りに ならない ように。 もし、 行きと ころがな く 

なると、 あの人 は、 わたした ちよりも 一層 哀れです か 

らね」 

「自分の 犯せる 罪の、 当然の 報いだろう」 

「ほんの 一 時の 出来心で ございま すよ」 

「出来心！ この 上 もな く 危険性 を 含んだ 出来心 …… 

それが たびたび 繰 返されて はた まるまい」 

駒 井が 苦々 しく 言 いきる と、 

「危険性と おっしゃ います けれども、 すべての 男の 方 


は みんな、 どなた も、 あの 危険性 を 持って おいでな の 

じゃあ リ ますまい か。 わたし は、 マドロス さんに 限つ 

たこと はない、 男と いう 男の 方 は、 隙が あれば 女 を 犯 

そうとして いるもの、 それが 少しも 危険な ことじ やな 

く、 あたりまえの 人間の 本性な のじ やない か 知らと 

思って おります のよ。 だから、 マドロスさん だけ を危 

険 がったり、 憎が つたり する の は 不公平 だと、 わたし 

は 考えました」 

「そうすると、 男と いう 男 は、 みんな 野獣の ような も 

のか」 

「いいえ、 そうじゃありません、 女が 誘いをかけ るよ 


うに 出来て いるから、 そうなる のです ね。 罪と いえば 

罪の もとは かえって 女に あるか も 知れません、 女に 誘 

惑の 力が 無ければ、 男が 危険 をお かしてまで 寄って 来 

る はずが ございません もの」 

「それじゃ お前 は、 男の 暴力 を 是認して いるの だね、 

暴力の 前に、 女と いう ものの 貞操 は 食い物に される と 

いう こと を、 あたりまえと 許して いる」 

「貞操なん ていう もの は …… わたし は 頭が悪い からよ 

くわ かりません が、 ずいぶん 手前勝手な もの じゃあり 

ません？」 

「貞操と いう ものが、 手前勝手の もの だって …… 」 


「ええ」 

「少し 頭 を 静かに した 方が いい」 

「いいえ、 静かに なって おります のよ、 わたしの 方が、 

今日は 殿様より 静かに なって いるか も 知れません。 わ 

たし は、 男に しても、 女に しても、 貞操と いう もの は 

ずいぶん 手前勝手な もの じ やない か 知らと、 このごろ 

中、 考えさせられて いました」 

「  」 

「マドロスさん は 乱暴に は 相違ない が、 それ を 憎む わ 

たした ちが 男 だとし まして、 そうして、 マドロスさん 

がした ような 事 を、 決して しないと 言いき る ことが で 


きまし ようか」 

「男性の した 最も 下劣に して、 不謹慎な 仕事が 憎めな 

い？」 

もて あそ 

「いいえ、 すべての 男子の 方が、 女 を 弄ぼうと なさ 

る 時分に、 その 受 入れ 方に 違いが あるば かりです、 こ 

れが もし かりに、 お 大尽 や 高い 身分のお 方で したら、 

きれい 

その 身分が 表面 を 綺麗に し、 マドロス さんの ような 場 

合に は、 現われ 方が 乱暴になる ばかりです、 どちらに 

しても、 男の 方が 女 を 弄ぼうと なさる 心 持 は、 同じ 事 

じゃありません か」 

「  」 


「何 不自由の ない 人が、 力ず くや、 金の 力で、 幾人の 

女 を 弄んで いる 世の中に、 情に 飢えた 外国 生れの マド 

ロスさん が、 これ を 欲しがつ たって、 それほどに 悪い 

事であります か 知ら、 どちら かとい えば、 かわいそう 

な ものと 言っても いい のじ やないで しょうか」 

兵 部の 娘 は 平気で、 こんな 事 を 言い出しました。 こ 

んな 論法 をがん りきの 百に でも 向けよう ものなら ば、 

「それほど かわいそうなら、 いくらでも 振舞って やん 

ねえ」 と、 極めて 露骨なる 揶揄 を 試む ると ころで あろ 

うけれ ど、 駒 井 は、 それ を もてあまして、 ああ、 昨夜 

の 出来事から、 ぶり 返した、 せっかく、 常識に かえり 


かけた 女の 調子 を 狂わせて しまった …… 不快に 堪えな 

い 心が 募って きたと 見え、 

「お前の 考え は 無茶 だ、 まあ、 深く 考えないで、 静か 

にして いたまえ」 

こう 言って、 自分の 座敷へ 帰って来ました。 

午後に なって、 雨が はれた もの だから、 駒 井 は、 造 

船 所の 方へ 見廻って みると、 みな、 威勢よ く 働いて、 

仕事 はめ ざまし いば かり 進んで いる。 

小 休みの 時に、 駒 井の 周囲に よって、 皆の 話題 は、 

出奔の マドロスと、 その 悪口と に 集中す る。 

ここの 連中 も、 惣 出で 手分け をして マドロスの 行方 


を 探して みたの だが、 無効に 終った の だ。 

けとう 

あの 毛唐め、 存外、 兇暴 性と、 泥棒 根性と を 持って 

いる こと を みんなが 言う。 あんなの は 結局 度し難い 奴 

まう 

で、 最後に は大 迷惑 を 与える 奴に 相違ない。 海へ 抛り 

込む わけに も ゆくまい から、 所払い を 食わして しまう 

に 限る と 主張す る 者 も 出て 来る。 

そうして、 駒 井 は 夕方 陣屋へ 帰って来て 見る と、 庭 

を 透して、 兵 部の 娘の 室で は、 娘と 茂太郎 とが 何 を か 

合唱して いるら しい。 嬉々 とした 声音が 洩 るるので、 

ああ、 観念と いう ものの 鈍い 彼等、 やはり 浅ましく も 

憐れな もの だ、 という 感情に 打た れつつ、 自分の 室へ 


足 を 入れました。 

四十 一 

その 翌朝、 枕 を 上げて 聞く と、 も ゆる 子と 茂 太郎と 

の嬉々 とした 話し声が、 あの 室から 洩れて 来て、 やが 

て 二人が 合唱と なって 歌い 出した の を 聞く。 

駒 井 は、 つくづく、 張 合 抜けの する ほどに、 たより 

なさ を 感ずる と共に、 無恥と、 無智との 観念の 区別が 

わからな いもの かと 歎息し ました。 

やがて、 今朝 はすべ てが 無事に 食卓 を 囲む ことにな 


る  すべてと いうう ちに、 田 山 白雲と、 マドロスと 

は 除いて、 つまり 昨日の 食卓に、 一人の 兵 部の 娘 を 加 

えた だけで 食卓 を 囲みました。 

あたま 

駒 井の頭 脳のう ちに は、 いろいろの 複雑な 感情が 往 

来して いるのに、 も ゆる 子と 茂太郎 との、 わ だか まり 

のない こと。 

「殿様、 キ ユラ ソ ー を 召 上ります か」 

「いりません」 

「今朝の かぼちゃ は、 たいそう おいしう ございます」 

「茂ち やん、 このお 魚 を 食べて ごらん、 骨の 無い とこ 

ろ を」 


「お嬢さん、 お前、 怪我 をして ますね」 

「ええ、 少しば かリ」 

「どうして、 怪我 をした のさ」 

茂太郎 は、 も ゆる 子の 手の甲に、 膏薬の はって あつ 

たの を、 お 肴 を 取って くれる 時に 認めた ものら しい。 

「どうして でもない のよ、 いいから おあがりなさい」 

「でも、 お嬢さんの 蒲団の 上に も、 血の ついてい るの 

を、 さっき、 わたし は 見ち まった から、 変 だと 思った 

のよ」 

「御飯 をいた だく 時に、 そんな こと を 言う もの じゃあ 

りません …… 」 


その 時、 窓の 外が 急に、 ざわめき 出した の を、 見や 

ののし  よう 

ると、 一群の 人数が 罵りながら、 何者か を 擁して この 

ところへ 入って 来る の を 認める。 

「あれ、 マドロス さんが …… 」 

なるほど、 多数の 中に 揉まれ 揉まれて 来る マドロス 

の 姿 は、 誰が 見ても それに 相違ない が、 その 取扱いつ 

ぶりの 荒つ ぼい こと。 

マドロス は、 高手小手に ひっくくられ ている。 それ 

を、 袋叩きに ぴしぴ しと ひっぱたきながら、 多勢で 引 

摺 つて 来る。 

この 毛唐め、 図々 しい 毛唐、 泥棒 根性の 毛唐、 こん 


な 奴 は 痛し めろ！ というよ うな 声で、 引摺リ ながら、 

いい 気になって、 ぴしぴ しと ひっぱた いている。 

ぴしぴ しと ひっぱたかれる 度 毎に、 

「御免下さい、 ゴ メン、 ゴ メン」 

といって、 泣き叫ぶ マドロスの 声 を 聞く。 

食卓の 一 同 は、 言い合わせ たように 箸 を 置き、 フォ— 

クを 捨てて 立ち上りました。 

こうして、 村人 や 造船所の 連中に、 ひっぱられて 来 

た マドロスが、 庭に 引 据えられて、 駒 井の 訊問 を受く 

るの 段取りと なった の は 間 もない ことであります。 

庭に 引 据えられた マドロス は、 なお 盛んに 泣いて い 


る、 大声 を あげて 泣いて いる、 本当の 手ば なしで 泣い 

ていて 手が つけられない。 さすがの 駒 井 も その 醜態 を 

見て、 空しく 失笑す るの みでした。 

駒 井 は、 許すべし とも、 許すべからず とも 言わず、 

造船所 連 は 一 応 マドロス を 殿様の 面前に 引 据えてから、 

窮 命の 意味 か、 禁獄の つもり か 知らない けれど、 その 

まう 

まま、 物置の 中へ 抛り 込んで 置いて、 一 同 は 引上げて 

しまいました。 

縛られた まま、 物置の 隅に 投げ込まれた マドロス は、 

そこで、 相 変らず 大きな 声 を あげて 泣き叫んで、 ゆる 

し を 乞うて いる。 ずう 体に 似合わない 泣き虫。 


引 捉えて 来た 造船所 連の 告げる ところに よると、 こ 

の 泣き虫 は 今 早朝、 ある 漁師の 家の 附近に うろついて 

いると ころ を、 大勢して とっつかま えて、 必死に 抵抗 

する の を、 ようやくの ことで 緦 にかけ て 来たの だとの 

こと。 

けだし、 しかるべき 山中の 洞穴 かなに かに、 身 を ひ 

そめて いたやつ が、 空腹に 堪え兼ねて、 人里へ うろつ 

き 出した ところ を、 引 捉えられ てこの 運命と いう こと 

らしい。 

物置へ 抛り 込まれて なお、 マドロスが 盛んに 泣き叫 

んで いるの を、 こちらの 室で は、 も ゆる 子と 茂 太郎と 


が 聞きながら、 痛い ような、 くすぐった いような、 バ 

チ だから 仕方がない というよ うな、 でも かわいそうね 

というよ うな、 殿様に 頼んで 緦を 解いて 上げましょう 

かとい うような、 いいえ、 それにしても まだ 早い わ、 

もう 少し 泣かして おきましょう よと いうよう な 表情で、 

面 を 見合わせて 語り合つ ている。 

ところが まもなく、 来 飯と、 野菜と、 魚肉と を、 一 

つの 皿に 盛り上げ たの を 持って、 物置へ 入って 行く 

金椎を 見る。 

そうして、 両手 を 縛られて、 絶 泣して いる マドロス 

の 面前へ それ を 持って行って、 箸で いちいち ハサんで、 


マドロスの 口へ あてが つてい ると ころの 金椎を 見る。 

親鳥から 餌 を 与えられる ようにして、 金椎 から 箸で 

突き出される 食物 を、 雛が 食べ させても らうよう に、 

パクつ いている マドロス を 見る。 

その 食物 を パクつ く 間の マドロス は 号泣して いない 

の を 見る。 食物 を パクつ く 間にし やくり 上げる マ ドロ 

スを 見る。 その 瞬間に、 眼から ポロ ポロと 落ちる 水滴 

は、 その 以後と 区別した 嬉し涙と いう ものの 一滴 だろ 

うと は 受取れ る。 

こうして 見る と、 泣く こと は 泣く が、 食う こと も 食 

う。 見る まに 大きな 一 皿 を 平げ て、 なお 物欲し そうな 


色が 残る。 泣く ことと、 食う こと は 別な ので あるよう 

に 見える。 泣くべき 時には、 泣ける だけ を 泣き、 食う 

べき 時には、 食う だけ を 食う という 分業 組織が、 この 

男に はかなり 規律 正しく 使い分けられて いるよう に 見 

え る 

日本人の 普通に 見る ように、 泣くべき ほどの 事が あ 

るから 食事 も 進まない の、 胸が 塞がって 飲む もの も 飲 

まれない のとい うような、 物と 心との 混線 作用 はない 

らしい。 

だが、 この 際 は、 金椎も 食う だけ 食わせる こと をし 

ない のが、 かえって 合理的 だと 思った のでしょう。 右 


の 一 皿 だけ を 提供し 終る と、 あと は 節制 を 与えて 物質 

の 補充 を 追加 しないの が、 この 際 相当の 処置と 思った 

のでしょう。 

そこで、 食う ことが これ 以上 許されない とすれば、 

これから また 号泣の 中断 を 続ける の 段取りと ならな け 

れ ばなら ぬ。 

果して、 金 椎が立 去った あとで、 哀号の 声が しきり 

に 起 りました。 

その 哀号 を 遠音に 聞きながら、 駒 井 甚三郎 は 人間の 

本能 性の 底の 知れない 不検束と いう もの を、 両様に 感 

じない わけに は ゆきません。 


御 当人 は ああして 哀号す る ことによって、 気分が 改 

悔の 誠意 を 見せて いるつ もり か 知らん、 同時に 同情の 

念 を 呼び 起そうと つとめて いるの か 知らん、 見て いる 

周囲に とって は、 いよいよ 滑稽と、 侮蔑と が あるの み 

だ。 

それにつ けても、 一人と いう ものの 存在が、 存在 そ 

の 時には 意識に 上らなかった ほどの 影が、 立 退いて み 

ると、 無用の 用の 大きさの 予想外な のに 驚かされる こ 

とが ある。 

田 山 白雲が おりさえ すれば、 ただ 存在す る その 事 だ 

けで、 これら 一切の、 悲喜劇 は 起らなかった の だ。 田 


山が 存在す る ことによって、 マドロスの 放縦が 芽 を 出 

す ことができない。 よし 芽が 出ても、 伸びる ことが で 

きないの だ。 人間に は、 ただ 人間と しての 力の 存在の 

ほかに、 その 雰囲気の 力が ある  というよ うな こと 

を、 駒 井が 痛感せ ずに はおられな いのです。 

のみならず、 白雲が 存在す る ことによって、 マ ドロ 

スの 不検束に 強圧が 加わり、 その 放縦の 芽が 伸びる 力 

を 失う のみならず、 この ふしだらの 天才の 有する、 よ 

い 方の 能力 を も 充分と 使用す る ことができ るの だ。 

これが 今 は 二つながら 駄目 だ —— せっかく、 企てた 

炭坑の 探検 も、 これによ つて 重大な 支障と なる。 なお 


また、 この マドロスの 処罰と、 改造との ために、 あた 

ら 時間と、 脳 力と を 費さず ばなる まい —— 二重 三重の 

物心 内外の 不経済。 

主として、 駒 井 は それ を 今、 人物経済 上の 利害から 

考えて みて、 将来、 自分が 船に よって 一 自由 国に 向う 

門出の 重要なる 参考で なければ ならない と 考えました。 

四十 二 

かしまな だ 

鹿 島 洋の波 をう つさん として、 そこに 踏み止まった 

はとうき ようよう 

田 山 白雲 は、 波濤 洶 涌の 間に、 半神 半 武の古 英雄 を 想 


うて、 帰る こと を 忘れました。 

今日し も、 朝 まだき より、 この 海岸 を 東へ 向って、 

行け ども 行け ども、 人煙 を 絶す るのと ころに、 境涯 を 

忘れ、 やがて、 松林 —— t 古え は 夥 しく 鹿 を 棲ま わせ 

て、 奈 良の 春 日の 神 鹿の 袓は ここから 出で たという I 

I その 松林の 間に 打 入って、 放 神悠々 、写生の 筆 をと つ 

て いました。 

やがて 写生の 筆 を 休めて、 また 海に 向って 歩み、 ふ 

と、 はまなすの 生い茂る、 一団の 砂丘、 その上に のぼつ 

て、 海に 向って 了 心に 弓な りの 浜 を 見て いると、 ほと 

んど、 視野の 半ばのと ころに、 今日は 珍しく も 動いて 


いるもの を 認めました。 動いて いるもの は、 海の 波と 

空 を 行く 雲と、 梢に 通う 風の 音ば かりと 心得て いると 

ころに、 海岸の 砂浜に、 ほとんど 豆の 動く が 如き 黒 一 

点 を 認めて、 白雲 は 直ちに、 

「人 だな …… 人間に 紛れ もない」 

と、 かえって 人間の 存在す る ことに、 驚異の 眼 をみ は 

りました。 

暫く は 静止して、 その 黒点 を 注視して いました が、 

その 動いて いる 黒点が、 離れた リ附 いたりす るう ちに 

たしかに 一 一箇 は 存在す る こと を 確認し ました。 

なお 見て いるう ちに、 極めて 少しずつ では あるが、 


右の 二 つの 黒点が、 こちらに 向って 近づいて 来る の だ 

という こと を、 見損ず る わけに は ゆきません。 

「はて、 漁師 かな」 

漁師に して は 舟が 無い、 と 見て いるう ちに、 その 二 

つ の 影が ようやく、 は つ きりす る。 一 一 つ の 人影が、 棒 

を 以て 渡り合つ ている  と 白雲 はそう 思いました。 

多分、 棒だろう と 思われる、 そうでなければ 然るべき 

えもの 

得物 —— 武器で なければ なるまい。 それ を 持った 二人 

が、 附 いたり 離れたり、 ある 時 は 飛び違ったり、 走せ 

出したり、 また 飛び 戻ったり する。 なお 注視す ると こ 

ろに よれば、 その 二人 は、 いずれも 武装して いる、 武 


装で なければ 旅装で ある。 足 は 相当に かためられ てい 

る こと は 争われない。 

かりに この辺に、 数 戸の 漁師が あって、 それが 朝が 

かりの 仕事と して は、 念の 入った 身が まえで ある。 

田 山 白雲 は、 海に 酔うた 眼 を 以て、 暫く その 二つの 

人影に、 注意 を 払わずに はおられ なくなりました。 

やや 暫く 注視 を 怠らないで いるう ちに、 附 いて は 離 

れ、 或いは 飛び違い、 走せ 戻り、 時と すると、 一町 二 

町 を 一人が 走り 移って、 また 走り 戻る こと も ある。 そ 

うして、 両の手に は、 しかるべき 得物 を 離す こと をし 

な レ 


その 体 を 見て 白雲の 興味が、 いよいよ 異常 を 加える 

ようになりました。 

決闘 だ —— たしかに、 そう 断定 を 下す より 持って行 

き 場がない。 

そうだ、 あの 二つの 人影の 間に、 何 か 意趣 を 含む と 

ころの ものが あって、 相し めし 合わせて、 全く 人目 を 

避けた この 海岸に 来て、 生命 を 端的の 輸贏に かけて、 

恩怨を 決死の 格闘に 置く の 約束が 果 されよう としてい 

るの だ。 

それ も、 普通の 田夫 漁 人の、 なぐり 合いで はなく、 

相当の 心得 ある 士分の やり 口 だと 直覚し ない わけに は 


ゆきません。 香 取 鹿 島 は 名に し 負う、 武神の 地 —— 特 

にこの 海岸 を 選んで、 隔意な しの武 道の 角 技 —— そう 

して、 生 も 死 も、 芸術の 上に かけて、 残る ところの 恨 

み をと どめざる 契約。 必ずや 二人ともに、 腕に 覚え あ 

り 余る つわものに は 相違 ある ま い  そうだと すれば 

みもの 

時に とっての よい 見物、 場合によって は、 仲裁の 役に 

廻り、 あたら 両虎 を 傷つけ ないようの 老婆心 もあって 

よかろう —— ともかく、 行って 見よう。 しかし 距離が 

—— あれ だけの 距離、 目分量で、 十 町 余り はたし かで 

ある。 

これから、 息 を も 切らさずに 飛んで 行っても、 おせ 


つけた 時分に は、 もう 両虎と もに 傷ついて 起つ 能 わざ 

る ことにな つてい るか、 一方が 一方 を 処分し 終った 時 

になって いる  そこで、 あえて 急ぐ 必要 は あると し 

て も、 急いだ 効果 はない ものと して、 件の 小 丘 を、 お 

もむ ろに 下ろうと していて、 ふと 首 をめ ぐらした 時、 

計らず も 今度 は、 海上に 於て 異様なる 黒 一 点 を 認め ま 

した。 

それ は、 海岸の 陸に 於て、 目下 見つつ あった 二つの 

黒影と は、 比較 を 絶す る ほど に 大きな 黒影が 、 波 を 切 つ 

て 南に 向つ て 行く のであります。 

「黒船 だ！」 


まな じリ  にら 

白雲が 眦 を 決して その 黒船 を 睨んだ 瞬間、 ただい 

ま 決闘 —— と 認定せ る 一 一 つ の 人影の こと は 全く 忘れ去 

りました。 

「うむ、 黒船 だ」 

こんな 大きな 海上 を 走る 存在 物 を、 多分、 白雲 は 今 

までに 見なかった であろう。 檣 を 立て、 煙 を 吐いて 

行く 黒船の 雄姿 は、 田 山の 眼と、 心と を、 両 個の 人影 

から 奪う に 充分で ありました。 

黒船 —— その 名が 暗示す ると ころ は、 日本の もので 

はない、 日本に は 海上 を 走る もので、 これ だけの 存在 

物 は 目下 あり 得ない、 と 白雲の 頭 はなん となく 激昂す 


る。 

鹿 島洋を 横断す る 不敵な 怪物！ 

荒海 を 征服して わがもの 顔に 行く、 その 雄姿 を、 こ 

の 大洋の 上に 見せられ ると、 白雲 も、 外 夷 を 軽蔑す る 

てきがいしん 

頭 を 以て、 充分の 敵愾心 を 呼び 起されつ つも、 なお そ 

の 姿の 懸絶に 動かされな いわけに は ゆかない。 どう 

ひいきめ 

矗貭 目に 見ようと しても、 黒船の 雄姿に 比ぶ る 和船 は、 

こびと 

巨人と 侏儒との 相違で ある。 いかに 軽蔑しょう として 

も、 眼前 を 圧する 輪郭 は 争われない。 

田 山 白雲 は、 一 種の 感激と、 いらだた しさ を 感じて、 

黒船の 姿に 見 とれ、 決闘の 場に 赴くべく、 丘 を 下らん 


とした 砂丘 を 下らず して、 しばらく 立ち 尽 すの やむ を 

得ざる に 至りました。 

駒 井 甚三郎 ならば、 この 徒ら な 感激と、 敵愾 と、 い 

ら だた しさから 超越して、 まず この 黒船の 型が 近代の 

何 式に よる か を 観察し、 次に、 その 噸数 を 計量し、 次 

に 乗組の 人員、 その 国籍、 機関の 種類、 出立 点、 行 先、 

速力 等 を 計算 推量して、 ついに ほぼ あやまり なく 一つ 

の 結論に 到達す るに 相 達ない。 

白雲で は、 そういう 数字と、 計算に は 頭が 働き 得ら 

れ ない。 その 直覚と、 感激から 来る ところの 結論 は 到 

底 —— 


つか ま 

この 船の よるて ふこと を 束の間 も 

忘れぬ は 世の 宝な リけリ 

という ものに 似た 迄に 帰着す る。 な あに、 毛唐め！ 

なる 程 機械 力の 優秀に 於て は 一 歩 を 譲る かも 知れない 

が、 いよいよの 時 は 「わが 檣 柱 を 倒して 虜 船に 上る」 

までの 事 だ！ 

こうして、 黒船 を 見送って いるう ちに、 黒船の 大き 

さも 豆の ようになる。 やがて、 波間に 消えて しまう、 

そうすると 海の 波の 大きさが 浮き 上って 来る。 見る ベ 

き 焦点 を 失った 時に、 茫洋 たる 瞳が よみがえる —— 

あ、 そうだ、 黒船 も 黒船 だが、 さいぜんの あの人 影 


は、 あの 決闘 は、 あの 果し 合い は —— その 結末 はどう 

なった の だ。 黒船であろう とも、 白 船であろう とも、 

船が 海 を往く こと は 尋常 中 の 尋常 である。 それ を、 

いなかもの 

うっかりと 見とれていた こっちが 田舎者！ それより 

も、 たとえ 豆の ような 人影に しろ、 人命 二つの 浮き 沈 

みの 方が 遥かに 大事で あつ た。 

さあ、 両 個の 運命 は、 どうな つた。 

白雲 は、 いそがわ しく、 眼 を 転じた が、 幸か不幸か、 

さいぜんまで 見えた 両 個の 人影の 一 一 つと も 見えない。 

びょうぼう 

嫩茫 として 人煙 を 絶す る こと は 陸 も 海 も 同じような 

かしまな だ 

る 鹿 島洋。 


おわ 

もしゃ、 両虎 共に 傷ついて、 砂に 倒れて 万事 了った 

かと 地 を 低くな がめ やった が、 その 屍体ら しい 物 は 見 

当らない。 

では、 黒船に 見とれて いる 間に、 案の 如く、 両虎 は 

共に 傷ついて 砂浜に 倒れた ところ を、 無雑 作に 波が 来 

て、 さらって 行って しまった のだろう  あとかた も 

ない。 

田 山 白雲 は 手の 中の 珠 でも 取られた ように、 なんと 

なく 心に 一味の 哀愁 を 覚えつつ、 さて、 今 は 全く、 な 

がめ やる ベ き 焦点 を 失い、 最初の 茫洋 たる 豪 興 を 回復 

する までの 間、 無意識に 砂浜 を 歩み —— 足 は 本能 的に 


南の 方、 黒船の 走って 行った 方向、 決闘の 行われて い 

たと 同 方向に 向って、 そぞろ歩きの 体で ぁリ ましたが、 

やがて 砂浜 を 右に さまようて、 またも 松原 続きの 中に 

入りました。 

海 を 避けて 林に 入った ので はなく、 この 林 を 抜けて、 

また 彼方に 渺茫 たる 海 を 見ようと して 進み 入った もの 

であります。 

ところが、 この 松林が 意外に 深く、 これに 入った 白 

雲 の 足 ど りが 、 存外 要領 を 得 ていなかった もの だから、 

うそぶ 

松林 を 行きつ戻りつ、 嘯く 人の ように 見えました。 


四十 三 

海 を 見て 杜へ 入る と、 気分が 全く 転換す る。 

雑 林 地帯と 違って、 下萌えの ない 芝 原に、 ス クスク 

と 生い 立った 松の 大 幹の 梢が、 豪宕な 海風と 相 接する 

音 を 聞く と、 言わん 方な き 爽快と、 閑雅に ひたされる 

海 は豪宕 のうちに 無限と いう ものの 哀愁 を 教える。 山 

林 は 身 神 を 放 遊して、 人に 閑雅 を 与える。 

太古、 この 松林に は 夥 しい 鹿が、 野生 群 遊して い 

たという。 

大和の 奈 良の 春 日 山の 神 鹿の 祖、 ここに 数千の 野生 


の、 しかも 柔順な、 その 頭に は 雄 健なる 角 をいた だい 

て、 その 衣裳に は なだらかな 模様 を 有し、 その 眼に は 

豊富なる うるみ を 持った 神苑 動物の 野生 的 群 遊 を、 そ 

の 豪宕な 海と、 閑雅なる 松林の 間に 想像して みると、 

これ も、 すばらしい 画題 だ！ その 群 鹿の 中に 取 囲ま 

れて、 人と 獣と が 全く 友と なって 一味に なって、 悠遊 

寛 歩す る 前代 人の 快感 を 想像す る。 

そうだ、 「春 日 以前の 神 鹿」 といった ような 画題で、 

また 一 つ、 この 群生 動物 を 中心に 一大 画幅 をつ くって 

ゆうぜん 

みょうとの、 画 興が 油然と して 起る の を 禁ずる - とが 

できない。 


画題 は 有り余る！ 彼 はかく 感ずる 瞬間の 自分と い 

う もの を、 限りなく 果報に 感じ 出して きた。 おれ も 貧 

乏に 於て はかなり 人後に 落ちない が、 斯様な 富の 豊富 

無尽蔵 を 感じ 得る 頭脳 だけ は、 無類の 幸福 者と いわず 

ばなる まい。 

わずら 

人 は 技の 拙なる に 患いす る、 材の 取り 難き に 苦心 

する、 もし それ 画題の 陳腐 を 厭うての 筆端の 新鮮なる 

を 希う に 至って は、 万人の 画家が、 ひとしく 欲しな が 

、かん ぽレ 

ら、 ついに 粉本 を 出で る ことができず、 前人の 足跡よ 

リ 脱する ことができな いのに、 こうして、 足 一歩 —— 

ではない が、 十 里 百 里と 興に 馴れて 自然 そのものに 直 


接に 没入して 行き さえ すれば、 自然 は惜気 もな く、 そ 

の 無尽蔵 を 開いて、 永遠の 画題 を 我等に 与うる の だ。 

「おれ は 仕 合せ 者 だ！」 

白雲 は、 こういう 瞬間に は、 かく 自分の 身の 恵まれ 

たる ことの 讃歌 を、 誰 はばからず 絶叫す るの 稚気 を 有 

している。 

この 稚気が 存 する 間、 妻 は 病床に 臥す とも、 子は飢 

えに 泣く とも、 存外、 のんき 千万で 生きて 行かれる！ 

「ああ、 いい 気持 だ」 

こう 言いながら、 白雲 は 松林の 間 を、 縦横に 歩いて 

行く と、 ふと、 人の 声が する。 一町と は 隔たる まいと 


ころで …… やはり この 松林の 中で、 松の木の 下で、 極 

めて 平凡な 人間の 声が 起る の を 聞きました。 

海 も、 海岸 も、 松林 も、 ここ は 自分 ひとりの 専有と 

信じて いたのに、 人が いる。 極めて、 あたりまえの 人 

間の 声が する。 その 声 は 尉と 姥 との 声で もな く、 寿 

老 神が 呼びかけ たので もない、 あまりに あたりまえ 過 

ぎる 人間の 声で ありまし たから、 不意であった とはい 

え、 白雲 を 驚かす に は 足りないで、 かえって、 それに 

拍子抜けの 思い を させました。 

「な あんだ、 人が いたの か」 

それ は 軽蔑で もない し、 憤怒で もない。 極めて 軽い 


意味の 失望の 程度の もので ありました。 

それ は 何 を 話して いるか 知れない が、 向う の 松の木 

蔭で、 人が 話し合つ ている。 話し合って いるから 一人 

でない こと は 確か だが、 それでも 二人 以上で はあり そ 

うにない。 

おや、 松の 間から 海が 見えて いる。 

二人 だ。 二人の 前に は、 何 か 道具み たような ものが 

投げ出して あるな！ 

あれ だ、 あの 黒船が 来る 前に、 黒船の 出現に よって、 

トンと 存在 を 忘却して しまって いたが、 あの 以前に 海 

岸で 果し 合い を 試みて いた 二人の 者 —— 


おお、 おお、 その 生死の ほど も 確め る こと を 忘却し 

ていたの だが、 それ だ、 その 二人が ここにこう してい 

るの だ。 

なんの —— 決闘で も果し 合いでも あろう ことか、 近 

づ いて 見れば、 眼の 前に ころがつ ている 機械、 道具 類 

が 物 を 言う ではない か。 

けん ざお  しょうげんぎ 

間 棹、 麻繩、 鉄鎖、 望遠鏡 附の 象限 儀、 円盤、 といつ 

たような ものが、 草の 間に 散乱して いるの を 見る がい 

ヽ o 

レ 

測量 だ、 測量 だ、 測量 をして いたの だ。 それ を 遠目 

で 見て、 一概に 決闘と 早 呑 込み をして しまったの は、 


度外れた 滑稽 沙汰で あ つ た。 

しかし、 まあ、 ちょうど、 何 かしら 人懐かしい 折 柄、 

はなしが たき 

近く 寄って、 話 敵に 取って みるの も 一興。 

「や あ、 こんにちは、 御苦労 さまです」 

田 山が 近づいて 愛想 をい うと、 先方 も、 

「いや、 どうも …… 」 

という 返事。 

「測量です か」 

「はい」 

「拙者 は、 あなた 方が さいぜん、 海岸で 測量して おい 

でになる ところ を 遠方から 見て、 これ は、 てっきり 果 


し 合いだ と 勘違い を 致し ましたよ、 いやはや、 笑止 千 

万」 

と 言います と、 先方 は、 さほど 興に も 乗らないで、 

「左様で ございまし たか、 それ はどう も」 

立って いる 田 山に、 まあお 坐りなさい とも 言わない。 

白雲 も、 ちょっと バッが 悪い 思い をして いる。 と 

いって、 なにも 先方が 別段 傲慢な 態度で こちら を 冷淡 

に 扱って いると いう わけで もない し、 また 質朴 その も 

のが、 挨拶の 表示 を 十分 円満に させない という わけで 

もない し …… そう 重い 身分の 者で はな かろうが、 一 人 

はたし かに 士分の 者、 一 人 もまた それに 準ずる もので、 


人夫 や 人足の 類で ない こと はわ かってい るのに、 い 

さば  ら、， らく 

かに も 捌けない ところが あるよう だ。 こちら は 磊落に 

出て いるのに、 先方 は 妙に 警戒 性が 見え 過ぎ ると 感じ 

ました。 

はてな、 自分で は 磊落の つもりで も、 自分の 風采と 

きた い 

いう やつが、 この 珍客に 鬼胎を 持たせた の だな。 そう 

だろう、 無理 もない こと だ。 ただでさえ、 あんまり も 

さかやき 

の やさしく は 出来て いない 風采 骨柄のと ころへ、 月 代 

も 久しく 当らず、 この 数日、 湯に つからな いの を、 鹿 

島の 浦の 海風で 曝しに かけた の だから、 初対面の 人の 

警戒 性 を、 かなりに 刺戟す る こと は 無理 も あるまい。 


人間並みの 人に 言い寄ろ うに は、 ただ 人間並みの 戸籍 

を 示して かからぬ ことに は、 この 際、 自分と いう もの 

の、 見かけ ほどに は 危険性 を 帯びて いる 者で ない とい 

うことの 証明に はならない と 考えた のでしょう …… 白 

雲 も、 あれで 郷に 入る ことに 慣れて いるから、 その 辺 

は 甚だ 鈍感で はなく、 ぶっきらぼうに、 お世辞と もつ 

かず、 自己 釈明と もっかず 言いました、 

「測量 は、 どこから どこまでな さるので すか、 地上 を 

測って 行く という 仕事に は、 無限の 面白味が ありま 

しょうね …… 拙者 は 足 利の 田 山 白雲と いう 田舎 絵師で 

す 力」 


と、 彼 は 大抵の 場合に する ように、 あけすけに 自分の 

名 を 名乗つ てし まいました。 

こびきち よう  かのう  ぶんちょう 

拙者 は 木 挽 町の 狩 野で ござる とか、 文晁の 高弟で、 

畢 山の 友人で 候と か、 コケ おどし を 試む る 必要 はなく、 

大抵の 場合、 足 利の 田舎 絵師 田 山 白雲と、 素性 をブチ 

まけて かかる のが この 人の 習いであった。 これ は 一 つ 

は、 どう 見ても 画家と 受 取られない 見て くれ。 剣客と 

見られたり、 脱走と 見られたり、 事毎に 面倒が かかり 

やす 

易いた めに、 まず 絵師 だとい つてし まえば、 その 種類 

の 大部分が 消滅す るの 便宜が あるから だ。 それでもな 

お、 不審が る ものに は、 遠慮なく 紙と 筆と を 以て、 お 


手のう ち を 眼前に 示して 見せる と、 早速 事が 納まる、 

のみならず、 それが 機縁で、 絵の 商売 上、 思わぬ 収入 

にあり つく こと も ある。 

今の 田 山 白雲 は、 決して 名 を 惜しむ ほどの 名で なく、 

腕 を 惜しむ ほどの 腕で ない こと を、 充分に 自覚し 抜い 

ている から、 どちらに しても 惜 気がない。 

名乗れと 言われない 先に 名乗り、 腕 を 要求 せら るれ 

ば、 一 山 三文の、 当時の 価 を そのままで 提示す る こと 

を 辞さない。 

今 も、 その 例によって、 問われ ざるに 名乗って しまつ 

てから、 懐中から 画帖 を 取り出した ものです。 


「君 方 は 地面 を 数量で 刻んで いくので すが、 拙者 は 直 

観で うつして いく 商売です。 どうです、 あなた 方 は そ 

うして コッ コッと 地面 を 数量で 刻んで 行きながら、 地 

面 そのものの 魅力に 感激せ しめられる ような こと は ご 

ざいません か」 

四十 四 

写生帖 を 持って 白雲が こう 問い かける と、 二人の 測 

量 師は面 食って、 

「何、 何で ござる てな  」 


ろうば い 

彼等 は 狼狽した が、 やがて 白雲が 正銘の 画家で ある 

ことに 合点が ゆく と 、 極め て 打 解け て 湯 茶な ど を もて 

なし、 煙草 もす すめ、 それから 絵の 事と、 風景の 事と 

で、 心 置きな く 会話が 取 交されました。 

ほしみ せ 

「この間、 江戸へ 行った 時、 広小路の 露店で 狩 野 家 を 

一 枚 買いました」 

「そうです か」 

「尚 信と あります が、 本物です かどうで すか」 

「はは あ」 

「その 道の 人に 見て もらったら、 わかりましょう が、 

ま ご 

あんまり 安い ものです からね。 反古 同康の 値段で 買つ 


て 来て、 表装 を 直させましたら、 見る 人が 賞め ますよ。 

です が、 本当に 見る 人に 見せたら 何と 言います か。 と 

にかく、 絵 を 集める の は 楽しみな ものです な」 

ほしみ せ 

露店で 買った 狩 野 家 を 珍重が る この 人 もまた、 絵 を 

愛する 人 であると 思えば 可愛ら しいと ころが ある。 白 

ま— う 

雲の 抛り 出した 画帖 を 取り上げて、 拝見と もなん とも 

言わずに 適度に ひろげて、 一 一人が 額 を 合わせて ながめ 

出し、 

「はは あ、 よく 描いて ありますな あ、 潮 来です な、 こ 

こ は、 十二の 橋 —— 舟、 よく 描いて ありますな」 

「なるほど、 よくうつして ありますな あ」 


「いや、 お 恥 かしい ものです よ」 

と 白雲 も、 自分の 絵が 存外、 その 人た ちのお 気に 召し 

たこと に、 多少の 光栄 を 感じて 謙遜す る。 

「どうして、 どうして、 立派な ものです。 失礼ながら、 

このく らいに 描け る 絵 かき は、 田舎なん ぞ にそうたん 

と は 転が つ ておりません よ」 

「恐縮です」 

「 一 枚 描いて 下さらん か」 

「御 希望なら、 描いて 上げても いいです」 

「なんでしたら、 わしの 屋敷へ おいで 下さらん か」 

「おたずねしても よいが、 どちらで すか」 


「相 馬です」 

「相 馬 —— 相 馬 中 村です か」 

「そうです、 これから、 北へ と 測量して 行って 相 馬へ 

行く のです が、 相 馬で 仕事が 終る わけではありません、 

屋敷 は 相 馬に ある けれど、 相 馬 を 通り越して、 もっと 

遠くまで 行く のです よ」 

「はは あ、 家門 を 過ぐ ると も 入らず、 という わけです 

ね」 

「いいえ、 家門 を 過ぎれば 立 寄って、 妻子 を よろこば 

せます。 どうで ござる か、 先生、 相 馬 はさまで 遠くな 

いところ ですから、 我々 と 同行して 下さるまい か」 


「はは あ、 それ は 至極、 都合の よい 話の ようです が、 

遠くない といっても 相 馬です から、 どのくらいの 里数 

と 時間と を 要します か」 

「左様 —— おおよそ 五十 五 里 —— まず 六十 里 足らずと 

思えば ようござる、 日に 十 里ず つの 旅 をして かれこれ 

五日」 

測量 師の 言う こと だから 間違い は ある ま い。 それ を 

聞く と、 白雲 も 少し 考えて、 

「この 海岸 を、 北へ 北へ と 行 くんです な。 途中 見る と 

ころがあります か、 い い 景色が あります か、 名物と い つ 

たような ものが …… 」 


「左様 —— 海岸の 景色と い つ て も 大抵き まった ような 

ひらかた  な こそ 

もので ござる が、 大洗、 助 川、 平 潟、 勿 来な ど は 相当 

聞え たもので ござんしょう」 

「はは あ、 勿 来の 関 …… なんとなく 意 を そそられます」 

「お 気が 向いたら、 ぜひ、 お出かけ 下さい、 拙者 宅に 

幾日で も 御 逗留く だ されて、 幾 枚 でもお 描き 下さ い 」 

相当の 絵師と 見定めてから、 先生 号で 呼びかけ、 そ 

の 先生 を 自宅へ 招 じて、 何枚で も 描かせよ うとまで 働 

いて 来たの は、 隅に置けない ところが あると おかしが 

「海岸の 風景の ほかに 何 か、 名物、 或いは、 画の 題に 


なる ものが あります か」 

「左様で ござるな、 この 海岸で 名物と いって は、 大洗 

かつお さば 

に 磯 節と いうの がご ざり、 海で は、 さんま、 鰹、 鯖と 

いった ものが 取れ、 山に は 金銀 を 含む のが あり、 土で 

は、 こんにゃく も 取れ 申す」 

実際家 だけに、 相当 具体的に 答えて はくれ るが、 さ 

ん まや、 鯖 や、 こんにゃく では、 画題と して、 あんま 

リ 感心 しないと、 白雲が 考えて いると、 測量 師は附 け 

加えて、 

「相 馬へ 行く と、 馬が たくさん いる、 生きた 馬が 放し 

飼いに して ござる が、 あれ は 絵に なりません かな」 


「なります とも」 

たてがみ  こおどり 

ここに 至って、 白雲 は、 鬣 を 振い 立つ ように 雀躍 

しました。 

絵になる どころ か、 馬 は 天下の 画材で ある。 ことに 

放牧の 馬 は、 和漢 古来、 名匠の 全力 を 傾けて 悔いざる 

画題 だ。 

白雲 は、 天馬の ように 心が 躍る。 そこで、 白雲 は、 

馬 を 描いた 古今の 名画に ついて、 気焰を 揚げて みた 

かった の だが、 この 相手が 相手 だと 手綱 を ひかえて、 

「それ はいい こと を 聞きました、 相 馬 は 馬の 名所で し 

たね。 なお、 あの 附近に、 名物、 そのほかに、 たとえ 


ば、 古代の 名 建築と か、 名画 を 所持して いる 人と か、 

名 彫刻の 保存 家と か いうよう なと ころはありません 

か」 

ほくす う 

「そうです ね、 なんにしても 東北の 北陬 ですから、 さ 

のみ 名所、 名物と いって は ござらん、 まあ、 陸 前の 松 

島まで 参らなければ」 

「はは あ、 松 島です か」 

「松 島まで 行きます と、 かなり 天下に 向って 誇るべき 

名所 も、 名物 も ござる という ものです」 

「それ は、 それに 違いない」 

「八 百 八 島 —— あれ は 天然が こしらえた 名物で ござる 


が、 瑞巌 寺の 建築、 政宗 公の 木像、 それから 五大堂 I 

I 観 瀾亭と 行って、 そうそう、 あすこに、 すばらしい 

狩 野 家が ござる こと を 御 承知で ござろう な」 

「すばらしい 狩 野 家と は？」 

「瑞巌 寺に は、 永徳 と、 山 楽が あります ね」 

「あ、 そうだ、 そうだ」 

その 時に、 白雲が また 興 を 呼び 起して、 膝 を 打ち ま 

した。 

そうだ、 そうだ、 松 島に は、 伊達 政宗が 太閤から も 

らい 受けた という 観 瀾亭が ある。 そこに は、 すばらし 

い 山 楽の 壁画が あると いう こと は、 兼ねて 聞いて いる。 


畿内 を ほかにして、 あれ だけの 狩 野 は 他に 無い —— 

ある 友人 は、 それ を 見て 来て、 あれ は 山 楽と いうより、 

永徳と 言いたい、 いや、 自分 は永徳 である こと を 確信 

すると、 告げた ことがある。 松 島まで 行こう  その 

永徳を 見る ために。 

永徳は 画壇の 英雄で ある。 

政治家に 秀吉 があって、 画界に 永徳が ある。 

時代に 桃 山が あって、 やはり 画家に 永徳が ある。 

画壇に おいての 永徳 は、 秀吉に 譲らざる 英雄で ある。 

という こと を、 白雲 は 日頃 念頭に 置いて いる。 相 馬 


に は 奔馬が あり、 松 島に は 永徳が ある —— 恵まれた る 

力な 

わが 天地なる 哉 —— 行かず して はおられぬ、 相 馬より 

松 島まで …… 

空 を往く 天馬の 手綱 を 控え る ことが で きな いらし い。 

四十 五 

白骨の 温泉の 一 室で、 池 田 良 斎と、 北 原 賢 次と が、 

ますみ 

「真 澄 遊覧 記」 というの を 校訂して いると、 

「北 原さん、 お客様で ございます」 

「え！」 


北 原 は 愕然として 筆 を 措きました。 

「お客様が お着きに なりまして、 今、 おすすぎ をな すつ 

てい らっしゃ います」 

「誰です か」 

「尾 張の 名 古 屋の紅 売り だとお つ しゃいました」 

「来た、 来た！ 先生、 伝書鳩の 効能が かく も 的確と 

は 予想外でした …… お雪さん、 どうも有難う、 いま 行 

きます」 

「どう致しまして」 

室の 外で 北 原に 取次 だけ をして、 姿 を 見せないで 

行って しまったの はお 雪ち やんで す。 


北 原 賢 次 は、 良 斎 を 残して、 とつかわと 出て 行った 

が、 暫くして、 北 原 は その 名古屋 から 来た 紅 売りと い 

うの を 伴うて、 浴槽の 方へ 行った 様子。 浴槽の 中で も、 

いつもと は 違って、 極めてし め やかに、 話し込ん でい 

ると 見えて、 時々、 湯の 音が する だけの ものでした。 

湯 を 出てから、 再び、 以前の 校訂 室へ つれて 来る か 

と 思う と、 そうで はなく、 別に 己れ の 室へ 連れて来て、 

そこで、 また、 極めてし め やかな 話しぶ りです。 

夜になる と、 例によって、 炉辺 閑話が 賑わい 出して 

きました けれど、 北 原 は 面 を 出さない くらいで すから、 

今日 訪ねて 来たと いう 新来の 珍客、 名 古 屋の紅 売りと 


いうの を、 つれ 出して、 炉辺 閑話に 新しい 興 を 添えよ 

うとす るで もありません。 

こんな こと は、 すこぶる 違例で、 それでも 少なく と 

も 池 田 良 斎 あたりに は 引合 わした ろうと 思われる が、 

良 斎 もす まし 込んで いるもの だから、 紅 売りと いう 者 

の 正体が まだ わかりません。 

かくて、 その 夜 は 更けて 行きました。 

その 夜の 白骨 谷は満 眼の 月で ありました。 

てすり 

三階の 亜 字の 欄に 立って、 月に かがやく 白骨 谷 を 

飽かず 見入って いるの はお 雪ち やんで す。 人 は 全く 寝 


しずまって、 物の 気と いう ものはありません。 

お雪 は、 つ くづ く y J れを 美し い ながめ だと 思 います。 

美しいだ けで は 言い足り ない と 思います。 なんだか、 

悲しい ような、 奥深い ような、 言うに言われぬ 心 持で、 

白骨 谷の 深夜 を、 ひとり 愛して、 やみ 難い ことが しば 

しば あるので あります。 

この 地上に は、 人間に 隠された ところの 秘境が、 い 

くら も あると いう こと を、 このごろ ほど しみじみ 感じ 

させられた ことはありません。 

多くの 人 は、 白骨 谷 は 人間の 冬 来るべき ところでは 

ない と 言いました。 土地の 主 さえ も、 冬 は 逃れて 里へ 


帰る ところ だと 言いました。 

それ だのに、 この美し い 景色 は、 どうでしょう。 そ 

れも、 冬が ようやく 迫って 来る ほど、 昼よりも 宵、 宵 

よりも、 この 深夜の 月の 澄んだ 時 ほど 美し さが 増して 

行く。 

今 は、 どうでしょう、 人 去り、 時 更けて、 この 骨 ま 

で 凍る 白骨 谷の つめた さ。 

この美し い、 つめた さ を、 自分 ひとり だけが ながめ 

つくす 特権が うれしい。 冬籠り をす る 人 だけに、 この 

こうかん きゅう 

広 寒宫の ながめが 許される のに、 お気の毒 なの は、 

ほうき 

せっかく、 許された 特権 を 抛棄して 眠って いる 人た ち。 


起して 見せて あげたい が、 そうしない 方が よい。 慾 

ばりの よう だが、 これ だけ は、 わたし 一 人 占めに して、 

誰に も 見せない ことにして おきましょう。 

先日 も、 この ことで、 弁 信さん への 手紙 を 書いた こ 

とでした。 

その 手紙の 中に、 白骨 谷の 深夜の 景色に 拙い 描写 を 

試みた 後、 こんな こと を 書き伝えた 覚えが あります、 

「弁 信さん  

風景と いう もの は、 人間に 見せる ために 出来て いる 

もので はない という ことが、 このごろ にな つて、 やつ 

と、 わたしに わかって きました。 


今まで、 私 は、 美しい 花 だの、 キ レイな 鳥 だの、 屛風 

を 立てた ような 山 や、 波の ように 音を立てて 流れる 

川、 みんな、 自然 —— が 人間 を なぐさめて くれる た 

めに 出来て いるものと ばかり 思って、 それと お 友達 

になった つもりで 慰められて 来ました が、 このごろ 

になって、 ようやく、 本当の よい 景色 は、 人間の た 

めに 作られて いるので はない、 という ことが よく わ 

かりました。 

冬に なっての、 夜更けての、 白骨 谷の 景色と いう も 

のの、 美し さ を、 弁 信さん に ひとめ 見せて あげたら、 

きっと、 わたしの 言う こと を わかって 下さいます。 


毎年、 夏から 秋に かけまして は、 白骨へ 入湯に 来る 

お 客 もた くさん ございます けれども、 冬の 白骨 を 

知っている 人 はない のです。 知っている 人が あって 

も、 冬の 夜更けての 白骨 谷に、 こうまで あこがれて 

いるの は、 古来 —— (ずいぶん 大きな 言い方で すけ 

れ ども 御免下さい) わたし ひとり だけなん でしよう。 

冬が 深くな リ、 人が 絶えて くる ほど、 景色 はよ くな つ 

て 参ります。 

まして —— これから 上の 乗 鞍ケ岳 や、 穂 高ケ岳 や、 

槍、 白馬、 越 中の 剣山の 上 あたりの 今夜の 月の 景色 

は、 どんなでしょう。 それ はた だ 想、，， やる ばかりで 


見る こと はでき ません。 わたくしに 見る ことが 許さ 

れ ないだ けで はなく、 人間と いう ものに は、 誰に も 

許されない ところに、 いよいよ 本当の 美しい 景色が 

現わされて あるに 相違ありません。 

わたくしたちが 住んで いる、 地上に さえ その 通りで 

すから、 あの 天上のお 月 様 —— とお 星 様の 世界に は、 

どのくらい、 美しい ところが あるか、 それ はもう 想 

像 も 及ばない ことで ございます。 地上に も、 天上に 

も、 わたくしたちに は 見つ くせない 景色が、 いよい 

よ 隠されて いる こと を 思う と、 自分が できるだけ そ 

れを 探りたい 喜び を 感ずる と共に、 人間の 力で は 及 


び もない こと も 考えさせられて、 泣きた くなる こと 

も ございます。 

ずいぶん、 夢を見ます、 高い ところへ 登った 夢 も、 

見なれ ない もの を 見せられた 夢 も —— 夕べ の 炉辺で 

聞いた 山家 話が、 その 晚は きっと、 ぼかされた 絵の 

ようにな つ て 夢に 現われ るんで す もの …… 夢を見る 

こと もまた 大きな 楽しみの 一 つで ございます。 

それから、 

こうして、 毎日、 どこに いるか 知れない 弁 信さん に 

届く はずの ない 手紙ば かり 書いて、 自分 ひとり を 慰 

めて いるう ちに、 不思議な ことに は、 毎日 毎日、 な 


ん だか、 弁 信さん が、 こちらへ 向いて 少しずつ 近づ 

いて 来る のじ やない かと 思われて —— 

ほんとうに 弁 信さん  

あなたの ような 勘の いい 方 は、 わたしが ここに、 こ 

ん なに 考えて いる こと を 気づいて、 こちらへ 向けて 

出かけて おいでにな るの かも 知れません。 近いう ち 

に、 弁 信さん が ここへ 来る ような 気がして なり ませ 

ん もの —— 

それ は 全く 空想に 違いありません。 いくらなん だつ 

とぜ つ 

て、 この 交通の 杜絶して いる 白骨の 奥へ、 土地の 案 

内 者 か、 冒険者なら 格別、 弁 信さん みたよう な、 き や 


しゃな 人が、 来られようと は 思いません が、 

日々 日々 に、 そんな 心 持が して、 これ を 書いて いる 

一行 毎に、 弁 信さん の 姿が、 わたしに 近づいて 来る 

心 持 を、 どうす る こと もで きません。 

事実と して は、 そんな こと はあろう はず はあり ませ 

ん けれど、 もし、 万に 一 つ、 そんな ことがあ リ 得る 

としたら、 弁 信さん、 あなた 一 人 だけでなく、 茂ち や 

んも 連れて来て 下さい。 

それ は 来るな といっても、 あの 子 は 弁 信さん につい 

て 来る にき まっている でしよう が、 忘れないで 下さ 

ヽ 

レ 


茂ち やん も、 弁 信さん の 傍へ 置かない と あぶなくて 

なりません  」 

四十 六 

お雪が、 ひとり こうして 月夜の 大観に 酔うて いる 時、 

ちょうちん 

宿の 軒下から、 一 つの 提灯が、 さまよい 出した の を 見 

て、 ぞっとし ました。 

時 は、 この 通りの 月夜です から、 ちょっと、 そこら 

へ 出る に は 明り はいりません。 ところ はこの 場合です 

から、 遠方より 行き つ 戻りつ すべ き 場合で も ありませ 


ん。 

これが 闇の 夜なら ばと にかく、 皎々 たる 満 眼の 月夜 

である だけに、 お雪 は 物凄い と 思いました。 

誰だろう、 今時分、 何し に …… と 疑いながら 幻想 を 

くずし、 眼 をみ はって、 その 人 を 見た しかめよ うとし 

たが、 三階の 高さから 朦朧と して わからず、 かえって、 

人が 無くして 提灯の みが 浮き出して 歩き 出した ようで 

ひとだま 

す。 人魂 かなん ぞ のように、 ふらふらと 宙に 迷って、 

提灯 だけが 月夜に 浮き出した ものの ようです。 

それで、 お雪ち やん は、 ほとんど 身の 毛 をよ だてた 

ものです。 


一 旦、 軒下から、 ふらふらと さまよい 出した 提灯 は、 

軒 をめ ぐって 消えて しまいました けれど、 しばらくし 

こみち 

て、 また 現われ、 小径 をた どって、 あちらに、 つい ど 

おし 道の 方へ とさ まよい 行く ものの ようです。 

幻想 を 恐怖に 破られながら お雪 は、 その 提灯から 眼 

を はなす わけに は ゆきません。 

その 時、 不意に 後ろから 音 もな く、 自分の 肩の 上に 

落ちて 来た ものが あります。 

「あつ！」 

やわ 

と 振 返れば、 和ら かに 自分の 肩の 上に 置かれた 人の 手。 

「まあ、 先生」 


お雪の 肩に 後ろから 手 を 置いた の は、 机 竜 之 助で あ 

リ ました。 

肩に 手 を 置かれる まで、 どうして、 どちらから 歩み 

寄って 来られた か、 それが わかりません。 ただ、 不意 

に 襲うて 来た 手の 主が、 さる 人であった から、 よう や 

く 落着きました。 そうでなければ、 いつぞや、 仏 頂 寺 

のために、 目 かくし をされ た 時よりも、 もっと 怖れた 

かも 知れません。 

それでも、 息が ハズん で、 

「ち つ とも 存じませんでした」 

返事 をせ ずに 竜 之 助の、 お雪の 肩に 置いた 手 はよう 


やく 深くな つて 胸の あたりに 襲うて 来る と共に、 その 

胸が 自分の 背 を 圧迫して 来る の を 感じます。 

お雪 は、 いったん、 落ちつい たが、 それから また 胸 

とどろ 

の 轟く の をと どめる ことができません。 

それ は、 どうもなん となく この 人の 挙動に、 圧迫 を 

感じる のと、 ちょっと 振 返って 見た 途端に、 右の 手 を 

自分の 肩に かけ、 左の 手に は 刀 を 提げて いたから です。 

それ は、 ちょっと 合点の ゆかない 呼吸で ありました。 

それでも、 圧迫 をの がれよう という 気に もな リ ませ 

ん。 

「なんて、 いい 月夜なん でしよう」 


と 言いました。 

「寒い こと はない？」 

と、 深く 胸に 腕 をお ろしながら、 竜 之 助が 言いました。 

「あんまり、 いい 景色 だもので すから、 寒い こと も 忘 

れて しまいました」 

「そうかな あ、 そんなに よい 景色です か」 

「ええ、 それ は それ は」 

「景色 はいいが、 今晩はなん だか 宿が 物 さわがしいで 

はない か」 

「いいえ …… 」 

お雪が 解せない と 思いました。 事実、 今晩の 宿と 


いって 特に さわがし いこと はあり はしない。 自分の 気 

のつ いている 限りで は、 いつもの 通りの 冬籠りの 宿に 

何の 出入り もない、 空気の 動揺 もない、 と 信じて いま 

したのに、 この 人 はこん な こと を 言う。 そこで、 

「いいえ、 騒がしい こと は 少しも ございません、 いつ 

やま あ い 

もの 通り、 ほんと に 静かな 山間で ございます、 静かに 

なれば なるほど、 夜の 景色が 何とも 言われません」 

「でも、 なんとなく 物騒がしい 晚だ」 

「いいえ、 やっぱり 静かな 晚 でございます わ」 

「そうかな あ」 

その 時、 竜 之 助の 深く さし 込んだ 左の 腕が、 お雪の 


乳房の 首まで 届きました。 お雪で なければ、 まあ、 く 

すぐった いと、 はしゃいで 振り もぎる ところでしょう 

お雪 は、 最初から 圧迫 的な 空気 を、 如何と もす る こと 

がで きないで、 ほとんど、 二人が 重なり合って 立ちな 

がら、 夜の 景色に 見とれて いるよう な 形です。 亜 字の 

てすり 

欄に 立ちながら 二人 は、 じっと 身動き もしない でい 

たが、 お雪の 動悸が、 高ぶって ゆく こと は 眼に 見える 

ようです。 それでも 逃れようと はもが きません  も 

う、 わかりきって いるので しょう。 

「物騒がしい 晚だ、 今晚 ぐらい、 物騒がしい 晚 はない」 

と、 竜 之 助の 言う こと はや はり 圧迫 的で、 且つ 独断に 


偏して います。 

「いいえ …… ちっとも 騒がしい こと は」 

お雪 は、 竜 之 助の 独断 を 打消そう としたが、 自分の 

胸の 騒ぎ を 打消す こと はで きないと 見えて、 言葉 半ば 

で、 自分の 口の 中が 乾きました。 

「ああ、 やっぱり 物騒がしい、 なんとなく 落ちつかぬ 

空気 だ、 今晩は 誰か、 この 白骨 谷の 空気 を 乱しに 来た 

奴が ある …… 」 

「え …… 」 

「誰か、 この 天地へ、 外から 入り込んだ 奴が ある、 そ 

れが、 この 白骨 谷の 空気 を かき 廻して、 それで こんな 


に 騒がしい」 

からだ 

と 竜 之 助が 言いました。 お雪 は、 身体と 乳房の 堪え難 

い 圧迫 を 覚えて きました。 

「いいえ、 そんな こと は、 この 静かな 晚に …… 」 

途切れ途切れに 言う、 お雪の 口が かわいて ゆく の を、 

やはり、 どうす る こと もで きないら しい。 

「静かな 晚 でございますが、 ね、 先生、 ただ 一 つ、 お 

かしい ことが ございます」 

圧迫に 堪え きれぬ お雪 は、 ついに 自分の 指で、 乳房 

さえぎ 

にか かる 竜 之 助の 手 を 遮る ように 押えて、 向き 直ろ 

あおじろ かお 

うとし ましたが、 その 蒼白い 面が、 肩の 上に 迫って い 


るの を 感じて、 前後から 銀山で 押しつけられて いるよ 

うな 心地に なりました。 

ちょうちん 

「この 夜中に、 どこと も 当ても なく 提灯が 一 つ この 

家から 出て 行きました、 あれ、 あの 通り また 出て 参り 

ましたよ」 

一旦、 谷間に 隠れて しまった 問題の 提灯 は、 この 時、 

また 姿 を 現わしました。 

そうして、 おもむろに こちらへ 向いて 戻って 来る 気 

色 は 確かです。 

お雪 は、 前後に 圧迫の 思い を 以て、 その 提灯 を 見つ 

めて います。 


こみち 

提灯 は 極めて 静かに 小径 を 歩いて、 段 を 上り、 こち 

らへ 近づいて 来る。 お雪 は 恐怖と 幻怪の 中に、 今度 こ 

そ は、 その 正体 を 見届けて やろうと いう 気になり まし 

た。 

もののけ 

物怪 でない 限り、 提灯 だけが 一 つ さまよい 歩く とい 

う 道理はありません。 提灯 はま さしく 人の 手に よって 

携えられ ていれば こそ、 提灯と しての 通行が あるので、 

今度 こそ は、 提灯と、 その 主と が、 明らかに お雪の 眼 

に 見て取られます。 以前 は 軒端 をめ ぐって 滝の 下 を 

行った もの だから、 提灯の 隠見す る こと だけが 見えた 

のが、 今度 は 直きに 小 坂 を 上って 来る ものです から、 


それで 明らかに 提灯 も、 その 主 も わかった ものです。 

そうして、 それが なお 一歩一歩と 近づく の を 見て い 

るう ちに、 足の 歩みの たどたどし いのも 道理、 この 提 

灯の 人 は、 片手に 鏡の ような 水 を 満たした 手桶 を 提げ 

ている、 という ことが 明らかと なりました。 

ああ、 水汲みに いった もの だ、 軒下に 貯えの 水が な 

くな つたから、 わざわざ 谷川まで 水 を 汲みに 行った も 

もののけ 

の だ。 そうだと すれば なにも、 恐怖 も 物怪も あるべき 

筋で はない。 月 は 明るい けれども、 足 許の 用心の ため 

に 特に 提灯 を 用意した までの こと だ  とお 雪 も、 

や つ と 合点が ゆきました。 


けれども、 なお 残る 不審 は、 どうして この 夜中に、 

わざわざ 谷川まで 水 を 汲みに 行かなければ なら な く 

なった のだろう という 事、 どなた かが 勉強の ために 夜 

ふかし をして、 お茶が 少し 上りた くな つて、 茶釜 を 見 

たが 水が 無い、 瓶 を 見ても あいにく —— 外の 筧は 氷つ 

ている、 やむ を 得ず、 谷川まで 御苦労 をした と 思えば 

思えない こと もない。 多分、 そんな こと だろうと 想像 

してお りました。 

だが、 わざわざ この 深夜、 水汲みに おいでになった 

の は どなた、 それ もお 雪の 気に かかりました。 

今し も 上って 来る 人 は、 頭に 笠 をいた だいて おり ま 


したから、 人柄 は さっぱり わかりません が、 かなりた 

どた どし い 足 どり であります。 桶に 満たした 水が、 月 

にかが やいて さ ざ 波 を 立てながら 銀の ように 動いて い 

るの を 見る と、 お雪 は 風流な 姿よ と 思いました。 水た 

まらねば 月 も 宿らず と、 口ずさんで やりたい ような 気 

分に なりました。 

ふゆ ごも 

でも、 その 当人が、 この 宿に 冬籠り をす るう ちの 誰？ 

という こと は、 笠が かくして いて 判断の 余地 を 与え ま 

せん。 

そのうちに、 だらだら 坂 を 上りつ くして、 右の 水 汲 

みは、 疲れ を 休める ために や、 手桶 を 後生大事に 下に 


置いて、 ホッと 一息つ いている 体です。 

ひさし 

その 時に、 高欄の 上から 廂 へ かけて、 カラカラと 音 

を 立てて、 凍てつ いた 土に 落ちた ものが あります。 

お雪 は ハツと しました。 自分の 手に 持って いた 数珠 

が、 ス ルス ルと 自分の 手首から 抜け落ちて、 カラカラ 

と廂を 走り、 力 余って、 凍てつ いた 大地 を またも、 力 

ラカラと 走って、 桶 を 置いて 休んで いた 人の 足 許まで、 

走 つ て 行った ことであります。 

お雪ち やん は ハツと しました。 ふだん、 数珠なん ぞ 

を 携えて いる わけで はない が、 その 時 は、 無意識に、 

ぶんちん 

自分の 手文庫の 中に 文鎮 同様にして 置 捨てに して あつ 


た 数珠 を、 何 かの ハズミ で、 手首に かけて、 今 持って 

出て いたの だとい うこと を、 数珠が 走り出し たので、 

はじめて 気がつきました。 

お雪 は ハツと したでし ようが、 それよりも 一層 驚か 

された の は、 足 許に 物の 落された 水汲みの 主で、 落ち 

た その物 を 注視す るより は、 高欄 を 見上げる ことの 方 

が 先でした。 

見上げる ところの 三階の 亜 字の 高欄に は、 たしかに 

人が 立って いる。 御 承知の 通 リの隈 なき 月夜の こと だ 

から、 それ を 見 まごう はずはありません。 

但し、 その 人影が 一 つで あつたか、 二つで あつたか、 


一 つ 一 つが 重なって いたの だか、 そうして その 人が い 

かなる 人で あつたか は、 わからなかった ようです。 た 

だ、 天上に 人 ありと いう 意外の 驚異で、 しばらく、 ふ 

リ 仰いで、 高欄の 上から 目 を はなす ことができません 

でした。 

二人が 深夜の 楼上 にこうし ている ところ を、 下から 

見られた のが、 二人に とって 幸か不幸か はわ かりませ 

んが —— 下なる 人の 正体 を ある 程度まで 見定める に は、 

これが 上なる 人 —— お雪 ちゃんに と つて はよ い 機会で 

ありました。 

笠 を 阿弥陀に して、 ふり 仰いで いる その 人 は、 いや 


でも その 面影の 全面 を 上 へ 向けなければ なりません。 

そこへ、 なおこ ちらに 幸いす る ことに は、 月光が 上 か 

ら 照らしつ けて ある 上に、 その 当人の 腰に さしていた 

提灯と いう ものが、 向う から 推輓 する ように、 ほ とん 

ど 隈なく 輪郭 を 照らして くれました。 

その 時に、 お雪 は、 二重 三重の 意外に 見舞われて、 

とどろ 

胸 を 轟 かす ことが 加わ つ てし まいました。 

笠のう ちなる 人の 面影 は、 今まで 全く 見なかった 人 

です。 ここに 冬籠り をして 熟しき つてい る 同宿の 人た 

もちろん 

ちのうち の 一人でな いこと は 勿論 —— 先般来、 出入り 

して、 相当の 波瀾と 印象と を 残して 行った 二三の 人た 


ちの 姿で もありません。 

全く 別な、 全く 新しい 人 —— 一眼 見て まぎろう 方な 

き、 あざやかな 印象 —— お雪が、 一 も 無く 二 も 無く 感 

じて しまった こと は、 その 人の 面影 を、 どうしても 女 

とより ほか は 見る ことができ なか つたから です。 

男の 眼で は 間違いと いう こと もあろう けれど、 女が 

女 を 見る 眼に は 間違いな いと、 お雪 は 直覚的に 信じて 

しま つたので す。 

さあ  この 白骨の 温泉の 今までの 冬籠りに は、 女 

と いう もの は 自分の ほかに は 絶対になかった はず。 

呼ぼうと いう こと も、 来る という こと も、 誰 人のお 


くびに も 出て はいなかった。 たとえ、 呼んでも、 招い 

て も、 自分 たちのよ うに 夏の 時分から 来て いるならば 

格別、 今の この 際に、 女の 身で ここへ 来る こと (冒険 

の 男で さえ も) は、 全く 不可能で あると 信ぜられ てい 

たのです。 

この 人が 女なら ば、 いつ、 どうして、 誰が 連れて来 

た。 もっと 以前に 連れて来て、 誰か 隠して 置いた のか 

—— それ は、 どちらに しても 容易なら ぬ 事 だ。 

きょうきょう 

と、 お雪の 胸が 兢 々 としました。 

しかし、 その 場の 光景 は その 瞬間 だけで、 下なる 人 

は 直ちに 面 を 伏せて、 軽く 足 許に 落ちた 数珠 を 搔き寄 


せる と 同時に、 右手 は 手桶に かけて、 難なく 水と 姿の 

すべ てと を 家の 中に 運んで しまいました。 

幻怪に もせよ、 恐怖に もせよ、 幻怪で も 恐怖で もな 

く、 ただ 人あって 水 を 汲みに 出た という 平凡 極まる 光 

景 であった にせよ、 眼前の その 事 は、 それで ひとまず 

解決し ましたが、 それと 同時に、 背後の 圧迫の ゆる や 

かなこと を 感ぜずに はおられません。 

四十 七 

その 夜の 寝物語に —— といっても、 襖 一重の 明け 開 


いた 隔ての 間で、 竜 之 助と お雪と が、 こんな 話 をし ま 

した。 話 はむしろ、 お雪の 方から 持ち かけた ものです。 

「ねえ、 先生、 いつまでも こうして、 白骨にば かり も 

おられません わね」 

「でも、 こんなと ころで、 一生 募しても いいと、 お前 

は 言った ではない かね」 

「一時 はそう 思いました けれども、 ここ は、 わたした 

ち だけの 天地ではありません もの」 

「我々 だけの 天地と いう ものが、 別に 造られて ある は 

ず はない の だ」 

「それ はそう です けれども、 温泉 だけに、 人の 出入り 


が 絶えません わね、 誰も 来ない はず の 冬 の 白骨へ、 やつ 

ぱリ、 思いがけなく、 いろいろの 人が 出たり 入ったり 

する もの だから、 わたし は 危なっかしくて、 このごろ 

はほんと うに 落着か なくなりました」 

「といって、 冬が 終る まで は、 動きが 取れない ことに 

なって いるで はない かね」 

「いいえ —— あんな 見知らぬ 人が、 今晚も 入って 来る 

くらいだ から、 出ようと すれば、 出られない 限リ もな 

いと 思います わ」 

「そうか 知ら、 そこで、 お雪ち やん、 お前 も、 もう 白 

骨に あきが きて、 家へ 帰りた くな つたの か」 


「いいえ、 そういう わけではありません けれど、 ここ 

がなん となく 不安に なりました。 ねえ、 先生、 今のう 

ちに 白骨 を 立 つ てし まいましょう か」 

「そうして、 どこへ 行こうと いうの」 

「それ はね、 一 つ、 わたしに 考えが あります のよ」 

「その 考えと いうの は？」 

「まあ、 お聞き 下さい。 わたし は 少しで も、 ここへ 来 

た 甲斐が あって、 第一、 先生のお 目の だいぶよ ろしく 

なった とおつ しゃる の を 喜ばずに はおられません。 そ 

れに、 わたくし 自ら も、 ここへ 来たた めに、 いろいろ 

の 学問 を 致しました、 ずいぶん、 ためにな りました。 


ですから、 白骨へ 来た こと は 全く 後悔に はなり ません。 

けれども、 もうこの ぐらいが、 切上げ 時 じ やない かと 

思います。 今まで も、 思いがけない 人の ごたごたが あ 

りました けれど、 ともかくも、 おた がいに 無事で 今日 

まで 参りました、 この 上い い 気になって 逗留して いる 

と、 ために ならない ことが 起る ような 気がして なリま 

せん。 ですから、 別のと ころで、 あなたの 充分 御 養生 

になれ るよう なと ころ を 選んで、 それ はこ こより は、 

一層 静かで、 人事の ごたごた のない ところへ 行って、 

春まで 暮 してみ た 方が よいので はない かと、 そんな 気 

がして なりません」 


「なるほど …… それ も 一 理の ある 考え方 だが、 といつ 

て、 ここ を 立って、 別にい いところ があります か」 

「それ はあります とも、 いくら も ございま すよ。 第一、 

ひ だ  ひら ゆ 

この 谷 を 後ろへ めぐって 飛驛の 国へ 出ます と、 平 湯の 

湯と いって、 いいお 湯が あるそう です」 

「なるほど」 

.. ここ あ ヽ 

「そこ は 山国 は 山国です けれども、 こんな 迫った 谷間 

ではなく、 もっと ゆったりした …… 気分のと ころ だ そ 

うで ございます。 それよりも、 もっと 面白い ところ は、 

しら かわごう 

それより 奥へ 行って、 やはり 飛驊の 国の 白川郷 という 

ところが あるそう です、 そこ は 全く この 世界と は 交通 


の 絶えた ところで、 人情 も、 風俗 も、 神代の まま だと 

か 聞きました。 その 白 川 郷の話 を 聞いた 時に、 私 は そ 

んな ところに 一 生 を 住んで みたくて たまら なくなり ま 

した」 

「聞いて 極楽、 見て 地獄と いう こと は、 世間に ありが 

ちの こと だから、 正直な お雪 ちゃんが、 うつかり 聞い 

たま ま を 信ずる と、 後に 大きな 失望 をす るに 違いない」 

「いいえ、 それと は 比較が 違います、 白川郷 というと 

ころ は、 悪い ところであろう はずがない ことが よく わ 

かりました、 そうして わたし は、 なにもかも 一 切 あき 

ら めて、 その 白 川 村へ 入って しまった 方が いいの じ や 


ないかと、 ずっと 以前から 思案して おりました。 それ 

は久 助さん に 話せば、 むろん、 賛成 はしません、 誰 だ つ 

て ほかの 者が 承知 をす る はずはありません けれど、 わ 

たし は、 それが いちばん、 わたしたちの これから のた 

めに よい 道で はない かと、 思い定めて いました からお 

話 をす るので す」 

「そうかな あ」 

「ねえ、 それです から、 先生、 あなた さえ 御 承知く だ 

されば、 明日に もこの 白骨 を 立って しまいた いと 思い 

ます」 

「誰に もこと わらずに？」 


「ええ、 あなたと 二人 だけで」 

「龃落 をす るの だな」 

「龃 落とい うわけ じゃありません けれど、 誰かに 言え 

ば、 キット 留めます もの」 

「では、 それ も 一思 案と して、 どうして ここ を 出ます 

か。 お雪ち やんだ け は、 出られる としても、 相手 を 連 

れ 出す 手段が あります まいね」 

「それ は、 あなた さえ 御 同意く だされば、 きっとで き 

ると 思います、 時々、 あちらから 入り込んで 来る 獵師 

さんたち に、 そっと 頼んで みても 話が わかって くれる 

だろうと 思います」 


「うむ —— そうかな あ」 

「先生、 よくって、 あなたが 御 同意 をして 下されば、 

わたし は 今日から、 その実 行に かかります」 

「さあ、 いよいよ となれば 一 大事 だ」 

「いいえ、 一大事で は ございません、 万が一、 間違つ 

て も、 牢破り をす るのと は 違います もの、 久 助さん だ 

けに あやまれば 済みます。 けれども、 わたしが 心 を 決 

めて やる 以上 は、 決して、 やりそこな うような こと は 

しません よ。 もし、 やりそこなうよ うなお それが あれ 

ば、 やらない うちに やめて しまいます。 とにかく、 わ 

たしに 任せて みて 下さいな、 ねえ、 先生」 


「それほどまで にして、 ここ を 出たい の？」 

「ええ、 それ は、 あなたの ためば かリ では ございませ 

ん、 わたしの ために も …… 来る 人、 来る 人が、 どうも、 

あなた を 探しに 来る 人に 見えたり、 また、 わたし を さ 

ぐリに 来る 人にば つかり 見えて、 たまりません もの… 

…白骨 は、 もう 落着きません、 どうしても、 白 川まで 

行きたい と 思いつの りました。 白 川なら ば、 平家の 落 

武者ではありません けれど、 永久に、 わたしたちの 身 

を 隠す ことができましょう  わたしたち ばか リ でな 

く、 子供た ちゃ 孫の 代まで、 落着いて この 生 を 託する 

ことができる という わけではありません か。 ああ、 白 


川へ 行って しまいたい、 ねえ、 先生、 御 同意く ださい、 

いいでしょう、 この 白骨 を 脱け 出す ことに 御 同意 をし 

て 下す つて、 その 方法 を 一切、 わたしに お任せ 下さい 

な  そうして 白骨から 白 川で 落着いて、 そこが ほん 

とうに 住みよ いところ でしたら、 一 生 を そこで 暮 しま 

しょう。 そうして 落着いて いるう ちに、 先生の 御 養生 

も 届いて、 立派に お 目が あくよう になれば、 また、 ど 

うにで も 方法 は ございます。 もし、 また、 その 白 川と 

やら も、 思わし くないよう でしたら、 それ こそ ほんと 

うに、 この 世の 行 きづまり ですから、 わたし は、 もう、 

それより 以上に 生きようと は 思いません …… ですから、 


どうぞ、 そんなよ うにして、 誰に も 話さずに この 白骨 

を 抜け出す ことに 御 同意 をして 下さい、 そうして、 そ 

の 方法 を、 わたしに お任せ 下さいな、 ね、 いいで しょ 

う、 どうぞお 願いです」 

こう 言つ て、 お雪と して は 珍しい ほどの 昂奮 を 以て、 

一生懸命に 訴えて みました が、 竜 之 助 は ハツ キリした 

返事 を 与えませんでした。 

けれども、 ハツ キリした 返事 を 与えない ことが、 同 

意の 表示で あるよう に、 お雪 をして 遮二無二、 思い 進 

ませた 結果に なりました。 

伝うる ところに よると、 飛 驛の白 川 村に 通ず る路 は、 


こみち 

千 岳 万渓の 間に 僅かに 一 条の 小径 あるの みで、 その 小 

径も、 夏になる と 草が 覆い隠し、 しかも その 草 むらに 

まむし 

蝮が 昼寝 をして おり、 枝の 上に は 猿が 遊んで いて 行 

人に 悪戯 をし かける。 案内 人なくて は 到底、 入り 難き 

山径で ある。 そこで、 土地の人が 外出す る 時には、 必 

ず なめくじ を 二三 匹と、 蟹 を 煙草 入の 間に 忍ばせて 行 

く。 なめくじ は 蛇の 属 であると ころの 蝮 を 穴に 追い込 

む 道具で、 蟹 は 猿 を 怖れし むる もの —— そ は 冗談と し 

て、 春 夏の 候、 白 川に 入る の 困難 は、 迷宮に 入る こと 

の 困難の 如くで あるが、 秋 冬の 間 は、 道が よく 踏めて 

わりあいに その 困難から 救われる という。 


そうして、 その 難路 を 分け入って、 白 川 村に 着いて 

うるお 

見れば、 土地 は 美しく、 人情 は 潤 い、 生活の 苦 もな く、 

とと の 

相互の 扶助が 調 い、 しかも 遠 人 を 愛して、 悪人と いえ 

ゆる 

ども、 悔いて 身 を 寄す る もの は、 赦 して 永久に 養う こ 

と を 厭わない、 ひとたび これに 入った もの は、 永久に 

帰る こと を 忘れる、 というよ うな  太古の 民、 神代 

の 風、 武陵桃源の 理想郷と いったよ うな ものが、 よく 

よくお 雪の 脳裡に 描き出されて、 あこがれに 堪えられ 

ない らしい。 その あこがれが あると ころへ、 目下の 身 

辺の、 なんとなく 不安 を 感じ 出した ものです から、 そ 

の 想像が、 いよいよ 切実に 誘 いきた る ものの ようです。 


四十 八 

別に、 その 同じ 夜更けて、 自称お 神 楽師の 一 行 は、 

池 田 良 斎の 許に 寄り合って、 額 をつ き 合わせて、 あま 

リ あたり を 驚かさぬ 程度で、 談論し きりに 湧く の 有様 

でありました。 

その 一団 は、 いずれも 見知 リ 合いの 面 ぶれで ありま 

すが、 ただ 一方の 炉を 守って、 お 茶番の 任 を ひとりで 

引受けながら、 一 座の 談論に 耳 を 傾けて いる 一人の 女 

性が ある こと だけが、 最も 意外で、 且つ、 異彩で あり 


ま ^9 

きわ 

それ は、 さいぜん、 お雪が 極め をつ けた 通り、 この 

ふゆ ごも 

冬籠りの 白骨に は、 お雪 を ほかにして 女性と いう もの 

は 無かった が、 今宵に 至って、 降って湧い たように、 

この 席に 現われた ものであります。 

色の 乳白色な、 小肥りと いってよ いくらいな 肉附 の、 

三十 を 越した 年増で はあり ますが、 キリリと した 身の 

こなし、 真黒な 髪 を いぼじり といった ように 無雑 作に 

巻きつけて あるの は、 この 際 だから やむ を 得ますまい。 

今まで 無かった 女性が、 ここへ 現われた の は、 天 か 

ら 落ちて 来たので もな く、 地から 湧いて 来たので もな 


く、 先刻、 お雪が 取次 をして、 北 原が 迎 いに 出で たと 

ころの、 名古屋 から 来た 紅 売り その 人なん であり ま 

しょう。 そうだと すれば、 旅路の 必要から、 男装して 

来た ものが、 ここで は その 必要 を 解いて、 本来の 姿 を 

見せて いるものと 見られる。 

ここ、 白骨に 冬籠り を やって いる 自称お 神 楽師 連が 

必ずしも 自称お 神 楽師で ない こと を 知る 者 は、 これ を 

たずねて、 女の 身で 大胆に も、 冒険に も、 ここまで ひ 

とリ旅 をして 来た 名 古 屋の紅 売りなる ものが、 単純な 

紅 売りで ない という こと も あたりまえです。 

それ はこの 一 座の 誰 憚る ことなき 談論 を 聞いて い 


れば、 ほぼ わかる ことで、 世間で すれば 四方 を 憚る 秘 

密会 議も、 このところで、 こうして 水入らず にやれば、 

誰に 遠慮 も いらぬ こと。 

その、 遠慮の 入用の ない 秘密会議の 雑話と、 熟議と、 

談論と を 混合して みると、 さすがに これ は 炉辺 閑話と 

は 全く 趣 を 異にして います。 京阪、 或いは 関東の 要所 

たち ま 

に 於て、 二三 人 集まって、 こんな 事 を 口走れば、 忽ち 

身辺に 危害が 飛ぶ。 それ を ここで は、 つま リ 露骨に、 

陰謀が 評議され ている のです。 さすがに 陰謀の 要点に 

触れる と、 声 は 多少 低くな リ ますが、 それに 附随して 

議論 を 闘わす という 段になる と、 意気軒昂 として、 火 


花 を 散らす の 勢いです。 

この 秘密会議の 内容 を 綜合して みると、 飛驛の 高山 

と、 尾 張の 名古屋 とが、 話題の 中心になる らしい。 

慶長 以来の、 関ヶ原 当時の 陣形 を 細やかに 持ち出す 

ものが ある。 結局、 美 濃、 尾 張の 平野 は、 今日で も大 

勢 を 制する の 中原であって、 その 中原の 後ろ を 押える 

ものが、 近 江と 飛驛 とだ。 石 田 三 成 は 近 江に 根拠 を 置 

いたが、 飛驛を 閑却した の はいけ ない。 我々 は、 飛驛 

を 押えて おらねば ならぬ。 飛驛を 押える の は、 難事で 

はない が、 目的 は 尾 張に ある。 

こまき  さよす 

小牧 であり、 大 垣で あり、 岐阜で あり、 清洲 であり、 


東海道と 伊勢 路、 その 要衝の すべてが、 尾 張 名 古屋の 

城に 集中す る。 

今し、 彼等の 間に 拡げられた 大地 図 は、 尾 張の 中原 

すじかい  うちし 

平野の 地図であって、 その上に 筋 違に 打 布 かれた のが、 

尾 張 名古屋 城の 細部に あたる 絵図面であります。 

そこで、 一座の 陰謀の 中心 は、 尾 張 名 古屋の 城の 研 

究 という ことに 集まって いるら しい。 一座の 異彩、 名 

古屋 から 昨晚 着いた 紅 売りの 女 —— も 多分、 それが た 

きた 

めに 有力な 資料 を 持ち 来した 一 味の 同志の 一 人と 見る 

より ほか はあります ま い。 

「名 古 屋 は、 ：£ るるに ay りない」 


と 一 人が 言いました。 

みつくに 

「水 戸 を、 徳川 という ものに 反逆 させた のが 光園で あ 

むね はる 

りと すれば、 尾 張 を、 徳川家から 去勢 させた のが 宗春 

きゃしゃ  ゆうとう  そろばん 

だ —— 宗春 以後の 尾 張 は、 華奢と、 遊蕩と、 算盤との 

尾 張 だ、 算盤 を はじいて 女道楽 をす る 気風の 間から、 

天下の 大事 は 捲き 起らない、 敵と しても 怖る るに 足り 

ない が、 味方と して 頼む に は 足りない 尾 張、 やがて 風 

向きの いい 方へ、 どちらで も 傾く よ」 

と 言った 壮士 は、 おた がいに 呼ぶ ところの 名 を もって 

すれば、 相 良と 言ったり、 小島と 言ったり する。 

どうも、 その 談論風発の 勢い、 ど こぞで 見たところ 


の ある —— ああ、 そうそう、 たしかに あれ は 三 田の 薩 

摩 屋敷に いた。 しかも 薩摩 屋敷の 浪士 のうちで も 牛耳 

を 取って いる 男に、 たしかに これが いた。 

この 一座の 語る ところ は 以上の 如く、 その 間、 かの 

女性 は 神妙に 一座 を 取 持って いる。 相 良 はこの 女性 を 

顧みて、 時々、 

「梅 野さん、 梅 野さん」 

と 呼ぶ。 

なまな かの 道づれ や、 かりそめの 道案内 者と して、 

雇うて 来た もので はない らしい。 

び いき 

こう 言つ て 尾 張 を そしる も あれば 尾 張 矗展も あるら 


しい。 

よしかつ  そんじょう ろんしゃ 

尾州慶 勝が 水 戸の 烈 公と 好く、 多年の 尊攘 論者で 

あり、 竹 腰 派の 勢力 は 今 は 怖る るに 足らず、 金鉄 組の 

勢いが 強く、 成 瀬、 田宫の 派が 固めて いるから 大丈夫 

—— 万一の 際 は、 こっちの もの だと 安心して いる 者 も 

ある。 

この 相 良と か 小島と いう 新入り の 壮士が 連れて来た 

右の 一人の 女性。 それ は、 やっぱり わからない。 或い 

は、 この 一味に 投 ずる ほどの 女俠 か、 そうでなければ、 

相 良が、 松 本 あたりから 雇うて 来た 女 案内 人 か。 それ 

にして は 肌が 柔らかい。 


四十 九 

お 銀 様 を 誘い出して、 尾 張の 名 古屋を 的に 東海道 を 

上る お 角さん の 一行 は、 無事に 三 州の 赤 坂の 宿まで 

来ました。 

道中 馴れたお 角の 歯 ぎれ のい い 女つ ぶりに、 事新し 

く 感心したら しいお 銀 様。 そのお かげで、 今までに 経 

験した ことのない 快い 旅路 をつ づけ 得た と 思いました。 

お 角と いう 女 は、 お 銀 様に 対して こそ、 妙に 気が 引 

けて ならない が、 その他に かけて は、 無人の境 を 行く 


ご ま 

ようで、 さすがの 雲助、 胡麻の 蠅の たぐい も、 はね 返 

して 寄せつ けない 気象。 

宿に 着いて から 出る まで、 万端の 行き方が 小気味が 

よく、 啖呵が 冴えき つ て、 行き方が さばけき つてい る。 

お 銀 様 は、 お 角と 同じ 道中 をして みて、 はじめてお 角 

の えら さが わか つ てきた ように 思います。 

赤 坂 を 出て 宝蔵 寺まで 来た 時分に、 お 角 は 駕籠の 中 

また のまリ 

から、 景気の よい 旗幟 を 見て、 グッと 一 つ の 興味が こ 

み 上げて 来ました。 

はは あ  興行 だな、 芝居で はない、 相撲 だな、 こ 

の 景気で 見る と、 まんざら 田舎 相撲と も 思われない、 


江戸 か 上方、 いずれ 大相撲の 一行が、 この辺で 打って 

いるの だな —— 

やぐらだいこ 

まもなく、 櫓太鼓の 勇ましい 音。 お 角の 鼓膜に こた 

えて、 感興 を そそり、 腕が むず 痒い ような 気持が しま 

した。 

天性、 興行師に 出来て いる この 女 は、 見物 心理と し 

て 感興 を 湧かされる のではありません。 いわば 剛の者 

が、 戦陣の 前に 当つ て 武者ぶ るい を 禁ずる ことができ 

ないように、 いやしくも、 興行 物と なって みれば、 大 

きければ 大きい ように、 小さければ 小さい ように、 都 

会なら ば 都会の ように、 田舎なら ば 田舎の ように、 


技癢に 堪えられないで、 その物 音 を 聞く と 武者ぶ るい 

をす ると ころの 病が あるので す。 

「おや、 大相撲ら しいが、 どんな 面 ぶれだろう」 

と、 旗幟の 文字 を 読んで みると、 その 真 先に 眼に 落ち 

た 一 つに、 

「大関、 舞 鶴駒吉 I 」 

という 白ぬ きの 大文字 を 見た 途端に、 ッ ー ンと 頭へ 来 

てし まいました。 

「は あ、 舞 鶴駒吉 —— あれから どうして いるかと 思つ 

たら、 こんなと ころに 来て いたの かねえ」 

勧進元 は 誰が やって いるか 知らないが、 乗 込んで 見 


れば 存外 知った 面で、 おた がいに、 これ はこれ はとい 

う 段取り かも 知れない。 

茶屋の 前で、 ちょっと 駕籠 を 休ませて、 

「お 嬢 様」 

と 後ろ を 顧みて 言いました。 

「はい」 

お 銀 様が、 垂を 上げない 駕籠の 中から 返事 をす る。 

「相撲 はお 好きで ございま すか」 

「好きで もありません が、 嫌いと いう 程で も ありませ 

んょ」 

「田舎に して は、 ちょっと 珍しい 相撲が かかって いま 


すから、 のぞいて ごらんになる 気 は ございま せんか」 

「お前さんが 見たい と言うん なら、 わたし も 一 緒に 参 

りましょう」 

「岡 崎 泊 りに は 時間が たっぷり ございま すから、 なん 

なら ひとつ、 相撲 を 見て やりましょう」 

「お前さんの よいよう に」 

「では、 お 嬢 様、 これから 駕籠 を 下りて 参りましょう、 

石 河原です けれど、 そんなに 遠い ところでは ありませ 

ん から、 おひろいで おいで 下さい まし」 

お 角が 先に 出て、 案内に 立ちました。 

相撲 場 は、 直ぐに 眼の 前の 広場です。 お 銀 様 も 快く 


駕籠 を 出て、 茶屋から 借りた 草履 を 穿いて、 盛んに 景 

気 を 立てて いる 相撲 小屋の 方へ と、 石ころ 道 を 歩き は 

じめ ました。 

わかいし ゆ 

先に 立った お 角の キビ キビした のと、 連れの 若衆 も、 

気負いと 老巧な の を 三人つ けて いたのが、 一緒にな つ 

て 歩き 出しました。 

「ねえ、 お 嬢 様、 あの 幟の 一 つ を ごらんなさい、 舞 鶴 

駒吉 ての がご ざいましょう、 あれ はね、 駿 河の 生れで、 

そうです ね、 安政 六 年の 春でした か、 回向 院へ 来た こ 

とがあります よ。 回向 院へ 来る 前から、 わたし は 知つ 

ていました。 こっちの 物にしようと 考えて いるう ちに、 


相撲に 取られて しまいました。 相撲に 取られる のが 本 

筋なん でしよう けれど …… 何しろ、 その 時に 八 歳で、 

二十 五貫目から ありました、 相撲のう ちで も、 めった 

にあん なの は 出ません。 その後、 どうな つた かと 思つ 

ていたら、 ごらんなさい、 あの 幟が それで ございます 

よ。 まあ、 あんなず う 体 を 見て おくの も 学問に なり ま 

すから、 ひとつ あの 子に 会って やつ てみ て 下さい まし」 

お 角が お 銀 様に こんな こと を 言いました。 

この 時分、 後ろの 赤 坂の 方面から 来る のと、 行 手の 

藤 川筋から 往 くのと、 それに 意外に 間道 をつ めかけて 

来る 近郷 近在の 衆と が、 河岸の 広場の 相撲 小屋 をめ ざ 


して 進んで 行く 光景 は、 蟻の 町の 立った ような 見物で 

ありました。 

お 銀 様と お 角の 一行 も、 その 見物の 群集に 交って、 

歩きに くい 道 を 進んで 行く と、 後ろが 遽 かに 物騒がし 
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振 返って 見る と、 人々 が 怖れて、 逃げて 通す の も 道 

理 —— 酔つ ばらって、 傍若無人に 振舞いながら、 こつ 

ちへ やって来 るの は、 血気盛りの 二人の 若い、 二 本 差 

している ところから 見ても、 この あたりの 藩の 士分の 

者と 見える それが、 かなり 酒気 を 帯びて いるら しく、 

傍若無人に 振舞い、 農工 商 連の 怖れて よけて 通す の を 


いいこと にして、 婦人 をめ がけて 戯れ かかる らしい。 

こうして 見物に 行く 婦人 連 を おびやかしながら、 よう 

やくお 角と、 そうしてお 銀 様の 一 行の すぐ 後ろまで 

迫って 来て いました。 

お 角 は、 ちょっと ィャな 面 をして 見ました が、 な あ 

にと 軽く あしらって、 やり過ごして しまった 方が いい 

…… 少し 避けて 通そうと すると、 どっこい、 二人の 生 

えもの 

酔いの さむらいが、 いい 獲物と、 やにわにお 銀 様の 方 

に 近づいて、 その 頭巾へ 手 を かけよう とします から、 

お 角が そのと ころに 立ち塞がりました。 

「ホ、 ホ、 ホ、 たいそう よいお 機嫌で いらっしゃ いま 


すね、 でもお 足 許が お あぶのう ございま すよ」 

こうい つた 気合に、 二人の 生酔いの 悪 ざむ らいが 

ちょ つ と 気 を 呑まれた 形でした。 

その 途端に、 連れて来た、 六さん といって 喧嘩 上手 

で 聞え た 兄い が、 ちょ つと 江戸前の 暄曄っ 早い 息 を 見 

せた のが、 近郷 近在 連と は 手 ごた えが 違った と 見た の 

かも 知れません、 何とい うこと なしに 機先 を 制せられ 

ほ ►  ^ さき 

て、 そのまま、 二人の 生酔いの 悪 ざむ らい は、 鋒 先 を 

そらして、 ずっと 前へ 進んで しまいました。 

つむじ 風 を やり過ごして、 足並み を 立て直し たお 銀 

様と お 角の 一 行 —— 


「飛んだ 金十郎 だよ」 

とお 角が、 軽蔑の 冷笑 を 後ろから 浴びせて いるに も か 

かわらず、 二人の 生酔いの 若 ざむ らい は、 なお 行く手 

の 見物人に 存分 悪ふざけ を 試みながら 行く の を 見て、 

この 分で、 相撲 小屋へ つくまで、 また 場内へ 入って か 

ら 後に 間違いがなければ いいが —— と 気 を 揉んだ の は 

お 角さん ばかりで はありません。 同じ 金十郎 にしても、 

ァクド い。 

間違 いがなければ いい が —— 

さきて 

果して ：•：• まだ それと は 言えない が、 一町 程の 先手、 

ちょうど、 赤 坂 口と 藤 川口と が 落 合う あたりの 辻のと 


ころで、 

「暄華 だ、 宣 fK だ  -」 

それ 見た ことか。 見て いるまに、 黒山と なった 人 だ 

かりが 容易に 崩れな いのは 、喧嘩の たちが 悪くな つた 

に 相違ない。 

当然、 行くべき 道筋、 お 角さん の 一行 は、 いやで も 

その 場へ 通りかからねば なりません。 喧嘩の 売り方 は 

言うまでもなく、 さいぜんの 生酔いの 一 一人の 若 ざ むら 

いで、 それ を 買った の は、 町人 風で あるら しい。 

その 町人の 後ろに は、 男の 連れが 三人ば かりあって、 

これが、 町人に 応援して いる。 この 町人の 一行 はかな 


り 贅沢な 身なり をして、 垢抜けの したと ころ、 どうも 

こ あきんど 

この辺の 小 商人と は 見えない。 そうかといって、 しか 

おおだな 

るべき 大店の 旦那と か、 素封家と かいう ものと も 見え 

ない。 女郎屋の 主人と か、 料理屋の 亭主と かいった よ 

うな 感じの 男であって、 それにつ き 従う 二三の 者 も、 

その 身内であった リ、 従者であった りする らしい。 さ 

れば こそ、 売られた 暄曄を 買って いる。 普通の 金 持で 

はやす やすと、 売られた 暄曄を 買い はすまい。 

この 町人の 一 まき は それだけ ではない、 後ろ を 見る 

すうぎ  たぐい 

と、 十 余 名の 芸妓、 雛妓の 類が ついている。 つまり こ 

の 一行 は、 当日の 相撲 を 見るべく、 身内の 者と、 芸妓 


連 を 引 具して、 ここへ 乗 込んで 来た ものである ことが 

わかる。 

き 

多勢 を 頼む 利かぬ気の 水商売 連で あると ころへ、 連 

れて 来た 美形 連の 手前、 その また 美形 連が 存外の 強気 

で、 普通の 場合に は、 まずまず 女 連が 恐怖 狼狽して 逃 

げ出 すか、 分別の あるの が 泣いて あやまる とかして 緩 

和すべき もの を、 ここで は 控え の 芸妓 共が 強気に な つ 

て、 かえって 旦那 方の 後援 をして いる ことほ ど、 のぼ 

せて いる。 

そこで、 女の手 前 も あり、 気の 立った 一行が、 な あ 

に 二本差して いたって 相手 は 生酔い 二人、 あんまり ふ 


ざけ 方が ァク どい やい という 気になった らしい。 

「あんた 方、 人の てほんに なるべき 身で おだしながら、 

ま ね 

何たる 無作法な 真似しな さる、 お 百姓 衆 は こわもてで、 

許す か 知らん が、 相手 を 見損なって は、 どもな らん ぞ。 

さあ、 もう 一 度、 手出し をす るなら して ごらん。 わし 

は 名 古 屋の河 嘉の松 五郎と いう、 しがない もん やが、 

曲った こと は 大嫌い じ や —— あんた 方が、 自分が 悪い 

おぼしめ 

と 思 召したら、 ここへ 手 をつ いて あやまつ ておいで や 

す —— そう もなければ 許し や せんぞ」 

くるわ もの  せんじょう 

「何 を —— この 忘 八 者め が、 武士に 向って 僭上 至 

極！」 


「斬って 捨てる ぞ！」 

二人の 悪 ざむ らい は、 1! 丈 高に なりました。 

「何、 何と 言いな はる、 お 腰の物へ 手 を かけな さった 

は、 わした ち をお 斬りな さる 了見 かェ。 面白い、 さあ 

斬って いただき やしよう か。 今日はお 天気が よくて 皆 

さん、 みんな 御 見物に いらっしゃる、 わし も 名 古屋の 

河 嘉の松 五郎 じ や、 こんなと ころで、 晴れて 斬られる 

ならず いぶん 斬られて 上げる。 どちらが 道理 か、 お 立 

会の 方が みんな 御存じ。 さあ、 お斬り 下さい、 どこか 

ら でも、 横にな と、 縦に なと、 斬って いただき やしよ 

う」 


相手の 言葉尻 を 逆に とらえ、 尻 を まくる ことの 代リ 

に、 片肌 をぬ いでし まって、 

「さあ 斬れ —— 」 

を きめこん だもの だから、 見て いる 人が 手に 汗 を 握り 

ました。 

それで、 勢い こんだ の は 相手の 悪 ざむ らいで はなく、 

町人の 後ろに 控えて いる 身内の 若い のと、 それ を 声援 

する 芸妓た ちです。 

「兄さんの、 おっしゃる 通りが 道理 じ や、 さあ、 白い 

と 黒い は、 皆様が ご存じ、 斬られて おやりなさい —— 

まんざら、 犬 死 はなさるまい、 道理 は、 わした ち はじ 


め、 お 立 会の 皆様が ご存じ じ や、 斬られる ものなら、 

立派に 斬られて ごろうじ、 骨 はわした ちが 拾って 帰リ 

やす、 さあ、 おさむら い 衆、 うちの 兄さん を、 お斬り 

なさ い —— 立派に お斬りな さ い 」 

そこで、 親方が、 いよいよ 強気になる。 

「さあ、 斬られましょう、 夜 討 や 暗 撃 を 喰う のと 違つ 

て、 こうして 晴れた 明るい 天気、 千万と いう 皆様の ご 

らんな さる 前で、 腕のお 立ちな さる 若い さむらいさん 

方のお 手で、 さっぱりと やられたら、 ずいぶん、 気持 

の いいこと で ございましよう、 このごろ は 悪血が 肩へ 

凝って どもな らん、 ここの 肩のと ころから、 すっぱり 


やって 下さん せ、 さあ、 お斬りなさい」 

と 身体 を 突きつ けた ものです。 

この 体 をお 角さん が 見て、 はは あと 一 切 を 合点して 

ささや 

いるう ちに、 立 会の 者の 囁く ところ を 聞いて いると、 

この 傍若無人の 悪 ざむ らいが、 今までの 手 並で、 この 

芸妓 連 を 見かける と、 得たり とば かり 分け入って、 い 

ちいち その 頰っぺ た を 撫で 歩いた のが、 喧嘩の もと だ 

という ことです。 

案の定！ 

お 角と して は、 自分た ちが 引受けねば ならなかった 

役 廻り を、 この 芸妓 連の 一 行が 買い受けて くれたよう 


にも 思われて、 本来 は、 痛快 を 感じて、 多少 声援の 役 

廻りで もっとめ ねばならぬ 立場で あり、 そういう 際に 

は、 引 込んで いる 女で はない のです が、 この 際 は、 ど 

ういう わけ か、 さほど 気が 進みませんでした。 

ふらち 

これ は、 悪 ざむ らいた ちの 不埒 は、 申す まで もない 

が、 それ を 買って出 たこの 一行 連の 強気 も、 あんまり 

感心した もので はない と 見た からです。 

どうも、 この 連中 は、 降り かかった 難儀の ために、 

やむ にや まれず、 暄曄を 買って出た というよりも、 周 

囲の 同情が 自分た ちの 方に 有利な 形勢 を 見て、 どうも 

少々 増長 気味が あるら しい。 それに、 見損うな い、 か 


いなでの 在郷 連と 違った 兄さん だぞ という 見得で、 後 

ろに 声援の 芸妓 連 を はじめ、 群がる 見物人の 手前と い 

う 街 気が 充分に 見えき つ ている から、 お 角が これ はよ 

くないと 思いました。 暄嘩を 売った 方 は、 もとよりの 

こと だが、 この 喧嘩の 買いつ ぷリが 本筋で ない！ 

ああまで しなく つても よい、 若 ざむ らいの 悪 いのは、 

もとより わかって いるが、 あれ は 若気の 至りに 酒が 

あって、 あたりの 在郷 連の 間に、 自分た ちの 身分に 慢 

心しき つて、 人が 一目置いて 行く の をい い 気になって 

しまったと いうまでで、 かなり ァクド いふ ざけ 方 はす 

るが、 避ければ、 強いて 法外 を やらなかった の だとお 


角さん は 見て いました。 

だから、 たしなめる にしても、 上手に たしなめさえ 

すれば、 成績が 上る ので ある。 それ を、 こちらが、 あ 

の 通り 逆に 取って、 カサ にか かるよう に 出て は、 相手 

の 引 込みが つかない。 

と、 お 角さん は、 かえって、 この 町人 連の 喧嘩の 買 

いっぷり は 大人げな いものと 見て いました。 

果して 事 は 次第に 悪化して 行く。 

ひいき 

そこへ、 自分た ちの 貝 頭 肩の 旦那が、 難儀に 逢って い 

ると いうよう なと ころから、 相撲 小屋から 関取 連が、 

とりてき  は 

取 的 を つれて 走せ つけて 来る。 


それ を、 加勢が また 殖えて きたと 見た のか、 名古屋 

もろ ま 1. こ 

の 料理屋の 親方、 河 嘉の松 五郎 は、 諸肌 をぬ いでし ま 

いました。 

「さあ、 お斬りなさい」 

が、 さあ 斬れ、 斬り や がれ、 斬って 赤い ものが 出た 

らお 目に かかる、 という 寸法 通りの 悪態に なって、 身 

を こすりつ けたから、 ますます いけない。 

この 時分、 悪い 若 ざむ らい 連 は 酒の 酔い もさめ てし 

まい、 面が 青ざめて、 体が わな わなと ふるえ、 まさし 

く、 振り上げた 拳 の やり 場に 困って、 ほとんど 五体の 

置き所 を 失った 気色が、 ありあり と 見えて きました。 


さりと て、 こうな つて は、 冗談 だ、 冗談 だと 逃げ を 

打つ わけに も ゆかず、 許せ 許せと、 折れて 出る わけに 

もな おさら ゆかず、 どうに もこう にも、 抜いて 斬る よ 

り ほか はない という 羽目に 陥った の は、 自業自得と は 

言いながら、 よその 見る目 も 笑止千万で、 お 角さん と 

して は、 むしろ、 この 若 ざむ らい 連に 同情して、 助け 

舟 を 出して やりたい 気象が、 むらむ らしました けれど 

も、 旅で は 万事、 控え目に する こと …… と、 立つ 気 を 

おさえて いました。 

悪い 若 ざむ らい 連の 立場 は、 どうに もこう にも、 抜 

いて 斬らなければ ならない ことにな つて、 しかも 抜い 


て 斬った 結果 は、 いよいよ 悪くなる という ことに 自分 

が 気がついて、 自分が おびやかされ ています。 

この 町人の 鼻つ ぱ しの 予想外に 強いのに、 後ろに つ 

いている 奴 も 遊び人 上り、 それ を 芸妓 共が 煽って いる。 

そのほか、 いざ、 乱闘と なった 日に は、 すべての 弥次 

馬の 同情が、 決して こっちに は 向いて 来ない、 次第に 

うきめ 

よって は 自分た ちが 袋叩きの 憂目に あって、 生死の ほ 

ども あぶない、 ああ、 やり 過ぎた わい —— と、 見る も 

きんきゅう 

無惨な 窘窮 の 色が、 売り かけた 方に 現われた の を 見 

て 取った 買 方が、 いよいよ 強気に なり、 

「さんぴん、 これで も 斬れね え か」 


いきなり、 平手で、 さむらいの 頰を 打ちに かかった 

もの だから、 もう 破裂、 二人が さっと 抜いて しまい ま 

した。 

「抜き やが つたな、 しゃら 臭え」 

めつ ぶ 

松 五郎が 石 を 拾って 目潰し を くれる、 それ を 合図に 

身内の 若い のが、 同じように 目つ ぶしの 雨 を 降らせる 

芸妓 連 は、 悲鳴 を 上げて 逃げる の も あれば、 遠く か 

ら石を 投げて 助太刀の つもりで いるの も ある。 弥次の 

石が、 飛び はじめる。 

それから 後の 乱闘と、 二人の さむらいの 立場 は 見る 

も 無惨な ものです。 


抜き は 抜いた が、 もう、 すっかり 度胆を抜かれ てい 

ると ころ だから、 日頃 学んだ 剣術 も、 さっぱり 役に は 

立たない。 松 五郎の 身内に 追い詰められて、 弥次に 逃 

げ場 をふさ がれ、 やがて 抜刀 を 奪い取られて、 しばら 

く 組ん ず ほぐれつ、 河原で こね 合って みたが、 やがて、 

思う存分の 手 ごめ に 遭って、 袋叩き、 石 こづき、 髪 も、 

面 も、 めちゃめちゃに かきむしられて、 着物 も、 袴 も、 

さんざんに 引裂かれ —— その後に、 帯刀 は 大小と もに 

鞘ぐ るみ 奪い取られて しまって、 ついに 半死半生の 体 

を、 河原へ か つぎ 込んで、 河の 中へ 投げ込まれて しま つ 

たの は、 全く 見て いられない。 暫く、 浅い 川の 中に、 


くだん 

浮きつ 沈みつ していた 件の 若 ざむ らい 二人 は、 それ 

でも 命から がら 起き 上り、 向う の 岸への たりついて、 

は  ちょうちゃく 

這い 上り、 水び たしになり、 打擲に 痛む からだで、 

びっこ を 引き 引き 向う の 道へ、 のたり ついて 行く、 そ 

の 姿が 消える まで、 衆人環視の 間に さらされ たの は、 

自業自得 とはいえ、 悲惨の 極みと いわねば なりません。 

それ を、 ザ マ あ 見や がれ！ という 表情で 見送って 

いた 料理屋 連 —— その 親方 は、 二人の 悪 ざむ らいから 

奪い取った 大小 を からげ て、 

「こいつ は、 会所へ 届けて おかに やなら ねえ」 

ひいき 

荷 かつぎに 持たせて いると ころへ、 蟁属の 相撲 連が 


やって来て、 そうして 彼等 一同 は、 やはり 勝ち ほこつ 

た 気持に 充ち 満ちて、 相撲 小屋の 方へ 引上げて しまい 

ました。 

ま 

一切の 事情 を、 目の あたり 見て いたお 角さん —— い 

よいよ いけない と 思いました。 筋から 言えば、 道理 は 

こちらに あるに 相違ない が、 お 角の 眼で は、 料理屋 連 

の 出よう が、 やり 過ぎて いる こと —— これが これ だけ 

で 済めば いいような ものの —— 済む はずがない。 それ 

を 存外、 買 方 は 気に かけて いないよ うだが、 さあ、 こ 

よそごと 

の 後日が どうなる かと、 お 角 は 他事で ないように 案じ 

ました。 


五十 

聞いて みると、 二人の 若い 悪 ざむ らい は、 岡 崎 藩の 

者 だそう です。 

東 照 権現 誕生の 地 II 五 万 石で も 城の 下まで 船が つ 

く、 とうた われた 岡 崎 様の 家中 も、 こんな 若 ざむ らい 

ばかりで は あるまい から、 後日が 思われる。 

ところで、 この 一場の 争闘が、 さしもの 相撲 興行 を、 

ほとんど 入 かけに する ほどの 騒ぎに なった から、 お 角、 

すもう けんぶ つ 

お 銀 様の 一行 も、 角力 見物 は そのままで 打ちき つて、 


もと 来た 方へ 戻る ことにな りました。 そうして、 その 

日の まだ 高い うちに、 無事に 岡 崎に 着いて、 桔梗 屋と 

いうのに 宿 を 取り、 その 翌朝 も 尋常に 出立して、 岡 崎 

城下 を 新 町から、 日本一の 長い 橋と 称せられた 二百 八 

や はぎ 

間の 矢 作の 橋 を 渡って、 矢 作から 西 矢 作の 松原へ か 

かった 時分に、 不意に、 お 角の 駕籠の 棒 鼻が おさえら 

れて しまいました。 

「その 駕籠、 少々 待 たっしゃれ」 

女 長 兵衛の 格で 納ま つてい るお 角が 垂を 上げて 見る 

と、 棒 鼻 をお さえて いるの は、 権 八より はま だ 若い、 

振袖 姿のお 小姓ら しい 美少年が、 刀の 鯉口 を 切って、 


「 御迷惑 でも ござろう が、 おのおの 方に おたずね 致し 

たい、 お控え 下さる よう」 

棒 鼻 をお さえての 申入れ が、 事 有りげ では あつたが 

親切で したから、 女 長兵衛 も、 お 若け えの、 お控えな 

せえ とも 言えず、 神妙に、 

「何の 御用で ございま すか」 

駕籠から 出て 挨拶 をしょう とする の を、 

「いいや、 そのままで 苦しう ござり ませぬ、 そのまま 

でお 尋ね 致したい が、 あなた 方 は、 いずれへ おいでに 

なります か」 

「はい、 わたくしたち は、 江戸から 参りました 者、 名 


古屋 まで 参る 途中の もので ござ います」 

「御 婦人と 見受け 申す、 して、 その後ろ のお 方 は …… 」 

「あれ は、 わたくしの 主人で ございます、 やはり 女で 

ございます」 

「お 二人とも、 女子 づれ、 してお ともの 衆 は、 この 三 

人 だけで ござる か」 

「はい、 六に、 松に、 芳 …… 三人で ございます」 

「三 名と もに、 江戸から 御 同行で ござる か」 

「はい、 二人 だけ は 甲 州から 連れて 参りました」 

「近 ごろ、 ご 無礼の 至り なれ ど、 一 応、 後ろのお 乗物 

の 中のお 連れに お 目通りが したい、 拙者 は 岡 崎 藩の 中、 


梶川与 之 助と 申す もの、 友人の ために 黙し難き 儀が 

あって、 人 あらため を 致さねば ならぬ 次第によ リ、 枉 

げ てこの 儀 をお 願い 致す」 

「ご 挨拶 恐縮に 存じます、 どうぞ、 充分に おあらため 

下さい ませ」 

と 言って、 お 角 は 駕籠 を 出て 来て、 お 銀 様の 乗った 駕 

籠のと ころまで、 右の 美少年 を 案内して 来ました。 

事実 をい えば、 お 角 は、 お 銀 様の 乗物 を、 人に あら 

ためさせ たく はない のです。 お 銀 様 もまた、 なにより 

も 人に 見ら るる こと を 嫌う の を 心得て いるので すが、 

この場合、 相当に 条理の ありそうな、 この 士分の 者の 


あらため のかけ 合い を、 素直に 聞いて やらな いのは、 

かえ つ て 不利益 だと さとりました。 

お 銀 様が あらためら るる こと を 快し としない だけで、 

, 憚りながら 我々 の 方 は、 さかさに ふるって あらため 

られ たと ころで、 後 暗い ことなん ぞは 微塵 もない の だ。 

そこでお 角が、 お 銀 様の 乗物に 向って、 

「お 嬢 様」 

「はい」 

「お聞きの 通リ、 岡 崎 様の 御 藩 中の 方が、 なん ぞ人ぁ 

おぼしめ 

ら ため をな さりた い との 思 召し で) J ざり ます」 

ま 力 

「はい、 どうぞ、 御 自由に。 なんなら それまで、 罷り 


出で ましょう か」 

お 銀 様 は、 動ぜぬ 声で 答えました。 

その 声 を 聞いた だけで、 岡 崎 藩の 美少年 は 納得した 

ようです。 

「いいや、 そのお 声で、 たしかに 御 女性と お 察し 申し 

ます、 乗物 をお 立ち 出で 下さる に は 及び ませぬ、 一 応、 

御旅 切手 だけ を 拝見お 許し 下さる よう」 

「心得ました」 

お 角 はお 関所 切手 を 取り出して、 美少年に 示す と、 

とく  みお わ 

美少年 は 篤と 見 了って、 充分に 理解が 届いた と 見え、 

「これ は 近 ごろ、 ご 無礼の 段、 お許し 下さる よう、 ど 


ぅぞ、 そのまま お通り 下され ませ」 

「こちら こそ 失礼 を つかまつりました」 

お 角 はこう 言って 挨拶 をして、 再び 駕籠の 中に 納ま 

りました が、 これより 先、 早く も 胸に 思い当る ところ 

の ものが ありました。 

当然 —— これ は 昨日の あの 相撲 場の 暄曄 のな) J り だ 

な …… 

どのみ ち、 あれ だけで は 納まりの つかない 後日が あ 

ら ねばならぬ。 実は 昨夜の 泊り から、 今朝まで、 それ 

うわさ 

となく、 噂に 耳 を 傾けて いたの だが 、さっぱり 静かな 

ものであるの を、 むしろ 意外として いたくら いのもの 


でありました。 

あれで、 あの 若 ざむ らいた ち は 泣寝入り かな、 身 か 

さび 

ら 出た 錡 だから、 誰を怨 まんよう はなき ものの、 この 

ままで 空々 寂々 では、 あんまり 張 合いが 無 さ 過ぎる I 

I と、 お 角 もなん となく 拍子抜け がして ここまで 来た 

ところ だから、 ここで 棒 鼻 をお さえられた 時分に、 ハ ッ 

とその ことに 思い当つ てはいた のです。 

自分た ちの 駕籠 をお さえて、 人 あらために かかった 

の は、 右の 美少年 ひとり だけ だが、 行 手の 松林の 中に 

相当の 人数が 控えて いる、 これ は 愚図愚図して いると 

人違いの 災難 を 受ける、 そこ をお 角が 感づいて、 先 を 


越して 早く も 素姓 を 露出して 見せた お 角の 機転 もさる 

ことながら、 この美 少年が、 年に 似合わず 落着いて、 

ハ キハキ した 応対ぶ りに 感心 させられな いわけに は ゆ 

かぬ。 再び 動き 出そうと した 時、 その美 少年 は 再び さ 

しとめて、 

「あいや、 憚りながら、 もう 一 度、 お 乗物 をお 戻し 下 

さい。 実は、 拙者、 ただいま 思案いた したと ころに よ 

リ まする と、 この 先、 また、 我々 同様の ものあって、 

お 乗物に 御 無礼 を 致さぬ とも 限らぬ —— つきまして、 

ここ 一刻 ほどの 間、 あれなる 松林の 中に て 御 休息 あつ 

てはい かがで ござろう、 そのうち、 我々 の 求む ると こ 


ろの 目的が 果 され さえ 致す ことならば、 次の 駅まで 人 

を 以てお 送り 申し上げても よろしい、 暫時、 あれなる 

松林に お控え 下さるまい か」 

その 申入れ をお 角 はこと ごとく 受 入れて、 この 一 行 

は 道 を枉げ て、 その 松林の 中の 松の木 蔭の ほどよい と 

ころに 駕籠 を 置き、 そこでし ばらく 休む。 

一行 を、 ここへ 導いて おいてから、 右の 美少年 は、 

再び 街道へ 取って返しました。 

果して、 これ は 昨日の 喧嘩の 引返し 幕 だ、 しかも こ 

の 幕が 本 幕 だ、 これ はお 詫びで は 済まない、 わたした 

ち は、 見ようと しても 見られない 本 芝居 を、 見せられ 


る 羽目と な つ た。 

ほどなく —— 一 一挺の 駕籠が —— その 駕籠と 従者との 

並木から 現われた の を 見た 瞬間、 松林の 方から バ ラバ 

ラと姿 を 現わして、 さいぜんの 美少年のと ころまで 走 

せ つけた 三人の 者。 

そのうちの 二 名 は、 たしかに、 昨日の 藤 川 河原の 

たてもの 

立 者の 再現で ある こと をお 角 は 見誤りません。 

自分た ちに したのと 同様に、 まず その美 少年が 棒 鼻 

をお さえる と、 駕籠の 中から 転がり 出した 一 人の 男。 

それ は 遠目で 見ても わかる、 小肥りに して 丈の 高い 

かの 料亭の 親方。 たしか 名 古 屋の河 嘉の松 五郎と か 名 


乗って いた、 その 男に 違いない。 駕籠から 転がり 出し 

て、 美少年に 武者ぶ りついた ところ を、 早く も 美少年 

の 刀が 抜かれて、 一 太刀 浴びせた ようです。 

一太 刀 斬られて 腕 を 打ち落され、 後ろへ ひっくり返 

ると， j ろ を、 

「昨日の 無礼、 覚えた か」 

と 言った その 声が、 お 角のと ころまで 透る ほどです。 

よくよくの 恨み を こめた ためで したろう、 さまでの 大 

音ではなかった が、 キリ キリと 歯ぎ しりす る 音まで が、 

お 角の 耳にまで 聞え たようです。 

それから 後、 走せ 加わった 都合 五六 名 ほどの 者が、 


「僭上 者、 無礼者、 憎い 奴、 身の程 知らず、 これで 思 

い 知った か、 岡 崎 武士の 手 並！」 

寄って たかって、 骨髄に 徹する 恨みの ほど を 乱 刀の 

下に、 柄 も、 拳 も、 透れ 透れ と、 剌 しこむ のです。 

残忍 至極 だが、 昨日の 結果と して は、 是非の ほど、 

何とも 言えない！ 

これ は 実に 瞬間の 兇 事でした が、 次の 瞬間に は 一行 

の 駕籠 屋が 逃げ出す こと、 昨日の 鼻つ ぱ しの 非常に 強 

かった 身内の 者と、 宰領と、 荷 持が、 度 を 失って 逃げ 

惑う。 

それ を 追い かける 者 —— 


その 時、 後れば せに 走せ つけた 見慣れない 大男 —— 

刀 を 横たえ、 息せ ききって 来合わせ たの をお 角が 見る 

と、 はは あ、 相撲 取 だと 思いました。 

ひいき 

相撲 取 だ —— とすれば、 この 一行の 矗属 相撲が 心配 

の あま リ、 あとから 追いついて 来たの か、 そうでな け 

れば、 一緒に 護衛の 任に 当って 来たの が、 一足 後れた 

ごづめ 

のか、 ともかくも、 こちらの 味方で なく、 先方の 後 詰 

の 形で 現われた という こと をお 角が 見て取って いると 

右の 相撲 は 刀 を 抜いて、 ひとり 立って いる 美少年の 方 

に 向い、 一人 は 手に 携えて いた 太い 棒 を ダル ダルと 振 

り 廻して、 逃げ惑う 味方 を 追つ かけて いる 武士 方に 立 


向う。 

美少年に 立 向った 力士 は、 一太 刀 合わせる まで もな 

く、 小 手を切り 落されて、 よろめき よろめき 後へ さが 

ると ころ を、 小 溝へ つまずいて、 後ろへ 倒れた まま、 

パッと 水 を 飛ばして、 姿 は 再び 現われな いから、 多分、 

溝が 狭い のに、 身体が 大きかった もの だから、 すつ か 

り 食い込んで、 動きが 取れない ものと 見える。 

一 方、 大木 を 振りかざした 一 人の 力士 は、 五 人の 行 

手に ふさが つてみ たが、 この 五 人の 武士た ちの 勇気 は、 

昨日の 川原の 光景と は 打って 変った 鋭い もので、 かい 

くぐり、 かいくぐりして、 とうとう その 力士 を も 乱 刀 


の 下に 仕留めて しまう。 

さて、 親方 を 見殺しに して 逃げた 三人の 者、 その 一 

人 は 親方の 養子 —— 他の 一 人 は 宰領、 他の 一 人 は 荷 か 

つぎ。 

美少年 ひとり だけが 現場に 残って、 あと は、 透かさ 

ず 三 名の 恨みの 片割れ を 追撃し に 出かけて 行って しま 

いました。 

まもなく、 彼等が、 一 人の 若い 男をズ ルズル 引きずつ 

て 来る の を 見る。 

それが、 昨日、 親分に も 負けない 喧嘩の 買 いっぷり 

を 示した ところの、 養子の 吉蔵 という ものである こと 


がわ かる。 

その 近いと ころまで、 大地 をズル ズルと 引きずって 

来て、 親方と 枕 を 並べた ところへ 引 据える と、 それ を 

まんろう 

打つ、 蹴る、 なぐる、 翻弄す る、 有らん限りの 虐待 を 

加えた 後に、 乱 刀の 下に 刺し 透し、 刺し 透し、 蜂の巣 

のように つきくずして しま つたら しい。 

宰領と 荷 かつぎの 二人 は、 とうとう つかまえ そこね 

たらしい。 

だが、 その 二人 は 憎しみの 程度が 浅い —— まあ これ 

で 充分の 溜飲 を 下げた という もの だ。 美少年 を 中に し 

て、 松林の 中に 引上げた 一 同 —— 都合 八 名 ある。 


瓢を 取り出して、 水 か、 酒 か を 呑んで 息をつぐ。 

お 角の 一 行 は、 さながら 昔の 伊賀の 上野の 仇 討の 光 

景を、 目の あたりに 見せられ たような 気になって、 ほ 

とん ど 息 を もつ きません。 

その 時に、 松林の 中での 美少年が、 一同に 向って こ 

う 言い渡して いるの を 聞きました。 

「二人の 奴 を 取 逃がした の は、 いささか 残念の ような 

もの だが、 その代り、 予期し なかった 二人の 相撲 を 加 

えたから、 差 引き 埋 合せが ついた とする。 これで、 我々 

の 恨み も 晴れ、 面目 もつな いだよう な もの だから、 諸 

君 は、 彼等が 加勢の 角力 共が また 押し かけて 来ない 先 


—— 押し かけて 来る 勇気 も あるまい が、 来たと ころで 

なにほど のこと はない が、 道中 筋の 通行人と、 役人た 

ちが 来合わせ ると 事が 面倒に なり 易い、 よって 諸君 は 

あの 屍骸 を 街道から 取片 づけて、 即刻 この 場 を 退散し 

給え、 そうして、 なにく わぬ 面 をして おいでな さるが 

よい、 あとのと ころ は 拙者が 一 切 を 引受けます …… と 

いって 拙者 も、 彼等と つり かえに 腹 を 切って 申し わけ 

をす る ほど の 安売り はしない から 御 安心なさい、 責め 

は 一 切 拙者が 引受けて この 場 を 立 退きます。 といえば 

おぼしめ 

諸君 は、 拙者の 罪 を かぶる こと を 気の毒に 思 召さる る 

ならん も、 御 承知の 通りの 拙者 は、 以前に 人 を 斬って 


咎め を 受けた ことがある、 それ故に、 どちらに しても 

拙者 はこの 岡 崎 を 立 退かねば ならぬ ようにな つ ている、 

だから、 君た ちの 罪 を 引受ける という ことが 一 挙 両得 

になる のです —— さあ、 それが おわかりなら、 諸君、 

急ぎお 引取り 下さい、 今日の ことに 限って は、 深いお 

とがめ は あるまい と 思われる、 諸君 も、 なにく わぬ 面 

をして おいでになる がよ ろしい。 さらば 御用 意」 

と、 かいがいしく 少年が 立ち上 リ ましたから、 一同 そ 

の 意を諒 したの か、 かねて 打合せ もあった のか、 別段 

に こだわらずに、 少年の 提言の 通りに 事が 運んで しま 

いました。 往来に ある 屍体 は、 田の 中へ 叩き込み、 そ 


うして、 六 七 名の 者 は、 そのまま 散々 に 姿 を 隠して し 

まいました。 

少年 は、 その あとで、 矢 立 を 出して、 さらさらと 何 

か 紙の 表に 認めて、 それ を 取 りかた づけた 屍体の 上 

えもん 

に 置いて、 髪の 乱れと、 衣紋の 麈を打 払って 立つ とこ 

ろへ、 お 角が 飛んで 来ました。 

さ さ や 

お 角と、 右の 少年と が、 そこでし ばらく 囁き 合って 

いたよう です が、 これ も 格別の こだわり なく、 少年 は 

お 角に 導かれて、 松林の 中へ 入りました。 

そうして、 すすめられる ままに、 しっこい 辞退 もせ 

ずに、 お 角の 乗った 駕籠に 乗り込ん だの はいいが、 つ 


づ いて 同じ 駕籠に、 お 角が あいのり をして しまったの 

は、 事情 はとに かく、 駕籠 屋が 少し 面食いましょう。 

だが、 お 角 は 女の ことで あるし、 少年 は 小柄の こと 

であるし、 両人 合わせた からと て、 その 目方 は 到底 一 

人の 力士 を 乗せた ほどの こと は あるまい …… 

そこで 一 行の 駕籠が、 朝 まだき の 活劇 を 一 幕 残して、 

あいかた  たてば 

東海道の 並木の 嵐 を 合方に、 大 はまの 立場 も 素通り を 

してし まいました。 

五十 一 


そんな ことで、 この 一 行 は、 その 晚は鳴 海へ 泊る こ 

とに なりました。 

強行 すれば、 宫か名 古 屋へは 着けないで はなかった 

が、 万事 この 方が 余裕が あってよ いと 思った のです。 

それに、 鳴 海、 有 松 絞りと いったよ うなと ころと、 品 

が、 女 だけに、 この 一 行 を 引きつけ たの かも 知れ ませ 

ん。 

宿へ 着いて —— お 角 は、 例の 美少年 を 上座に 招 じて、 

委細の 物語 を 聞き はじめました。 

その 語る ところに よると、 岡 崎 藩で も 武術の 家に 生 

まう ま \-. 

れ、 去年の こと、 朋輩と 口論の 末、 果し 合い 同然の こ 


と を やり 出し、 相手 を 傷つけ て 死に 至ら しめたが、 表 

おんびん 

面 は 穏便に つくろって おいて もらった けれど、 今後の 

場合、 かりにも 刀 を 抜く ような 振舞が ある 時 は 容赦せ 

こうむ 

ぬ、 との 厳しい 父の 言いつけ を 蒙って いた こと。 

しかし、 天性、 利発で、 侠気が あって、 腕が 優れて 

いると いうと ころが、 どこまでも 祟る らしい。 

今度 も、 昨日の 名古屋 者の ために、 かりにも 自分の 

藩 中の 者が、 大 恥辱 を 曝して 帰った という こと を 聞き、 

それが 自分の 友人 関係で も ぁリ、 一 藩の 恥辱に もなる 

という 義憤が 燃え、 そうして、 自分が 指揮者の 地位に 

立って、 ついに 今朝の 事件 を 決行して しまった という 


さわ 

こと —— それ を かなり 爽やかな 弁舌で 説き出しました 

から、 お 角が 全く 感心して しまいました。 

実は、 自分 も 昨日、 赤 坂 を 越えて 藤 川 河原の 相撲 場 

の暄嘩 は、 一から 十まで 見て いました が、 あなた 方と 

して は、 已 むに 已 まれぬ ものが お有りに なった ろうと 

御 推察 申します。 

お 角 は、 この 人た ちの 復謦心 を 是認した くな つ て、 

この 少年の 義気と、 勇気と に、 ほんと に 舌 を 捲 かせら 

れ ました。 

すきま 

だが、 苦労人のお 角と してみ ると、 その 隙間の あん 

ま り 無 さ 過ぎ ると ころに、 なんだか 大きな 隙間が あ る 


ように 見えて ならぬ。 今の 年で、 これほど 隙間の ない 

若い 人が、 このまま 出世したら どんなに エラく おなり 

だろう。 出世 しないと したら、 どんなに 抜けて 行く だ 

ろう。 お 角 は それ を 考えざる を 得ませんでした。 それ 

を 考えた 時に、 思わず この 少年の 将来の ために、 祝福 

ばかり はして いられな いように 感じました。 

子供のう ち は 鷹揚な のがよ い。 少し は 馬鹿と いわれ 

るく らいで も、 間の 抜けた ところの ある 方が、 あんま 

り 隙間の ない のより 望みが ある もの だ。 子供の 時に、 

あんまりき ちよきち よしたの は いけない  というよ 

うな 先入 的の 頭 を 以て この 少年 を 見直す と、 隙間の な 


いところ に、 真黒い 影が 漂って いるで はない かとさえ 

思わ しめられます。 

き 

全く、 そうです。 男が よくて、 腕が 立って、 気が 利 

いて、 年が 若い —— と 来て いる。 白 井 権 八が それで は 

ないか。 それよりも、 もっと 手近に、 もっと 大物、 あ 

の 日本 左衛 門と いうの が、 たしか この 附近から 出て い 

たはず —— 聞く に、 日本 左衛 門と いう 男の 出発点 も、 

この 少年に 似通った ところから、 その 長所が すべて、 

悪用され て、 あたら 有為の 大材 になるべき ものが、 あ 

んな ことで 終って しまった もので はない か。 

お 角 は、 ついこん な ことまで 気が 廻った ものです か 


ら、 改めて、 応対 話に かこつけて、 意見の ような こと 

を 言いました。 

将来 を 大切に なさる こと、 御 修行 中 は、 もう 決して 

腕立て はなさらぬ こと、 頼まれても 引受けぬ ようにな 

さるべき こと  つまり、 すべての 所行と いう もの を 

封 じて、 当分、 勉強な さって、 御 帰参の 時 を 待つ か、 

そうでなければ 大都会で、 もう 一 修行な さる こと を 望 

みます、 というよ うな こと を 言って 聞かせました。 少 

年に はこの 言葉が わかる らしい、 決して この 教訓 を、 

内心で 舌 を 吐いて 聞いて いるので はない らしい。 

やがて、 今後の 身の 振り方と いうよう な ことにな つ 


て 行く と、 今朝の 出来事 は、 藩の 諒解 を 得て やった こ 

とで はない にき まってい るが、 その 事の 結果 は、 藩の 

面目の ために 戦った ことに もなる から、 藩の 方で も、 

他の 罪人 を 追究す るよう に 厳しい こと はすまい、 まあ 

当分、 足 を 抜いて いさえ すれば、 おのずから ほと ぼり 

も 冷めて、 相当 期間の 後に は、 無事、 帰参ので きる よ 

うになる にき まっている。 それまでの 間、 知人 も ある 

から 当分、 名古屋 へで も 行って みょうとい うような こ 

と を、 極めて 軽く 取扱って いるから、 お 角が、 そこで 

も、 少し 考えて、 くさび を 打って みました。 

なるほど、 それ は そのよう に、 わたしたち にも 思わ 


れ ますが、 なお 思い過ごし をして みます と、 一 藩 だけ 

の 間の 出来事な らば ともかく、 相手 は 他 藩、 ことに 御 

三 家の 一 なる 名古屋 藩の 城下の 者 —— たとえ 士分の 者 

でない とはいえ、 相手 は 御三家のお 膝元の 者、 ことに 

二人 は 仕留めた が、 二人 は 逃がして しまって いるから、 

先方の 証人に 不足 はない、 正式に 藩から 藩への かけ 合 

いで もあった 曰に は、 そう、 あなたのお 考えになる ほ 

ど、 事 は 単純に 参りますまい。 

ことに、 あなたが、 これから 名古屋 でお 住まいに な 

ると すれば、 敵の 中で 暮らして いるよう な もので、 油 

断 はで きないと 思います。 


こんな 注意 をお 角から 受ける と、 なるほど、 そう 言 

われる と、 それ はそう かも 知れぬ、 自分が これから 名 

古屋 城下に 落着こう という 考え は、 少々 軽率であった 

かも 知れない、 では、 改めて どうしょう —— さすが 利 

発な 少年が、 少々 迷い はじめて 来たよう です。 

そこで、 お 角 は、 当分の 間、 江戸へ でも 行って みた 

いとのお 考えなら ば、 適当の 隠れ家 を 御 紹介して 上げ 

ましょう  いっそ、 このまま、 名古屋 をつ き 抜けて 

自分た ちと 一 緒に 京大 阪 から 金毘羅まで も …… とまで 

は 言わず、 いずれ その 辺 は今晚 にも、 ゆっくり 御 相談 

を 致しましょう、 お疲れで ございまし ようから …… お 


風呂 をお 召しに なって、 お休み 下さい。 

こう 言って、 かなり 長い 時間の 二人の 会話 は 終り、 

少年 を 先に 風呂へ やって、 さあ、 これからお 銀 様へ 御 

機嫌う かがい …… という ことになると、 自分 は あんま 

リ 少年との 話に 身が 入り 過ぎ、 時間が かかり 過ぎたり 

した こと を 気がつきました。 それ は 同時に、 今まで は 

下へ も 置かなかった お 銀 様 を、 今日 はじめて 閑却して 

いたと いうよう な 形になる のです。 

座敷 を 隔てた お 銀 様の 間へ 伺候して みたが、 そこに 

尋ねる 人が おりません。 身の 廻りの 物 はすべ て、 その 

ままに してあります けれども、 御 当人が おらず、 宿で 


すすめた 茶碗の 中の 茶 もさめ き つ ている の を 見る と、 

お 角 はなん となく 荒涼たる 思いが しないで はあり ませ 

ん。 

ああ、 つい、 うっかりお 嬢 様の 御機嫌 を そこねた か 

知らん、 この 心が かりが、 お 角 ほどの 女の 胸をヒ ドク 

打ちました。 

「お 嬢 様 は …… 」 

誰に 聞いて みても 知りません。 お 角 はや や 甲高い 声 

にな つ て、 

「六さん、 お前、 なんだ つて、 お 嬢 様に おつき 申して 

いないんだ ェ」 


甲 州附の 従者 も 叱れない から、 自分の 従者 を ドナ リ 

つけて みました。 

宿の 女中に 聞いても 知らない —— 

お 角 は、 そこで 胸 を 打ちました。 

本来、 ちょっとの 間、 当人の 姿が 見えない からと て、 

そんなに 胸 を 騒がせたり、 人を牝 つたり する ほどの こ 

と はない のです が、 ナゼ、 お 角 ほどの 女が、 面の 色 を 

ろうばい 

変える ほど 狼狽 を 見せた のか。 

「ちえ ッ、 わたしと いったら、 自分ながら 業が 煮えて 

たまらない、 一から 十まで わかりきって いながら、 い 

い 年 をして、 ついこん な 抜かり をし でかす なんて、 愛 


想が つきた もの さ、 こ- J を 押せば ここが ハネ るく らい 

のこと を、 御存じな いお 角さん じ やない のに、 ちえ ッ 

いやにな つ ちゃ あな あ」 

こう 言って、 お 角 は、 焦れった がって、 お 銀 様の 前 

で 使う、 あそばせ 言葉と は 全く 違った 地金の 棄鉢を 見 

せました。 

だが、 その 地金の 棄鉢 も、 今日は、 周囲に 当り 方が 

軟らか いのは、 つまり、 焦れったが リ こそす るが、 そ 

の 失策の 責め は、 誰に あるので もない、 自分に あるの 

だ、 この 年甲斐もないお 角さん という あばずれが、 存 

外 甘い ところ を 見せち やった、 そのむ くいだ よ  


お 角の ように、 目から 鼻へ 抜ける 女に とって、 お 銀 

様の ここに いないと いう ことの、 心理 解剖が できない 

はずはありません。 

美少年と、 無遠慮に 駕籠に 相乗り をして 来た こと、 

宿へ 着く と 早々、 お 銀 様 を 閑却して、 かの 美少年と 長 

時間 水入らずの 会話 をつ づけた こと、 この 二 つがお 銀 

様の、 あんまり 曲って いないつ むじ を、 曲ら しむる に 

は 余り ある こと。 

それ をい まさら 気が つ いたから、 お 角 は、 自分の 甘つ 

たる さ 加減 を、 嚙んで 吐き出して やりたい ほど 腹 立た 

しくな つたに 相違ありません。 


お 銀 様が 誰に もこと わらず、 フラリ と 宿 を 出て し 

まった こと は 事実です。 

それ は 単に、 お 角が 口惜しが つて、 想像した ような 

心 持ば かりで はない らしい。 

音に 聞え た 鳴 海と 聞いて、 歌書 や、 物語で 覚えた 古 

なるみ かた 

えの 鳴 海 潟の あと をたず ねて みたくな つたの も その 一 

つの 理由です。 

鳴 海 潟の あと、 鳴 海 潟の あとと、 たずねて 参リ まし 

たけれ ども、 誰も それと 教えて くれる 人はありません _ 

鳴 海と いう 字面から、 古え の 文の 教 ゆる 松風と 海の 


音と を 想像して 来て 見たら、 松林 もなければ、 海 もな 

ヽ o 

レ 

人に たずねて みると、 海 は まだまだ これから 遠い と 

のこと。 この辺が 海で あつたの は、 遠い昔の ことで、 

鳴 海 は 名のみ、 今 は 鳴らず の 海 だとい う。 多分、 あの 

小さな お 寺の ある あたりが、 昔の 鳴 海 潟で あつたで ご 

ざんしょう、 だが、 それ は 千年 も 昔の こと —— と 言わ 

れる ままに、 お 銀 様 は、 と あると ころの 小さな 庵 寺に 

まで さまよい 至りました。 

手の つけよう もな く 荒れ果てた 庵 寺。 お 銀 様 は 堂 を 

めぐって その 額な ど を ながめて 見ました。 


古雅な 土 佐 風の 絵に、 古歌 を かいたの が ゆかしい 

読みに くいの を、 お 銀 様 は 注意して 読んで みる。 

あはれ なり 

いかにな るみの 里 なれば 

又 あこがれて 浦った ふらむ 

と 読まれる の も ある。 

甲斐な き は 

なほ 人知れず 逢 ふことの 

はるかな るみの 怨みな りけ リ 

としる された の も ある。 

昔に も 


ならぬな るみの 里に 来て 

都 恋しき 旅寝 をぞ する 

とうた われた の も ある。 

よみ 人の 名の 記されて いるの も ある、 いないの も あ 

る けれども、 いずれも 古え の 名家の 歌で ある こと は 疑 

うべ くもない。 

少し むずかし いのに は、 

幾人 東 至 又 西 還 (幾人 か 東に 至り また 西に 還る や) 

潮 満沙頭 行路 難 (潮沙 頭に 満ちて 行路 難し) 

た  か  えとく 

会得 截流那 一 句 (流れ を截 つの 那の 一 句 を 会得せ 

、ま) 


何 妨抹過 海門 関 (何ぞ 妨げん 海門の 関を抹 過す る 

を) 

と 読まれる の も ある。 

どれ もこれ も、 時間の 永遠に して、 人生の はかない 

なげき、 いかになる 身の 果ての 詠歌で ない もの は 無い 

らしい —— と 思われる。 

„ 古え の 人 はこ こに 来て、 須磨 や、 明 石 や、 和歌の 浦 

の 明媚 をうた わないで、 いかになる 身に かけて 来る。 

鳴 海の 字訓 そのものが、 歌人の 詠嘆 を 迎える ように 

な つ ている かも 知れない が —— 鳴 海 そのもの にも、 

眇 たる 人生の はかな さ を 教える ものが あるに 相違な 


レ 

お 銀 様 はどう かして 古え の 鳴 海の 海 を 見たい と 思い 

ました。 鳴 海 潟に 啼く という 千鳥の 声 を、 飽かず 聞い 

て 帰らないで はおられない 心 持に なって、 それで、 い 

ずく ともなく 鳴 海 を 求めて 歩き 出して いるので す。 

五十二 

この 際、 名古屋 にいた 宇治山 田の 来 友 は、 まっしぐ 

らに宫 の 七 里の 渡し場め がけて 走って いる。 

名 古屋を 後ろに して、 やや 東へ 向いて 走る のです。 


その 眼の 中には 焦燥 は あるが、 それ は 軽 井沢の 時に、 

主人 を 見失った 責任感から 峠 を 走せ 下った 時の 呼吸と 

は 違います。 

波止場に 立った 米 友 は、 ちょうど、 いま 立った ばか 

リの七 里の 渡し舟 をめ がけて、 

「お— い、 よつ ちゃんよう」 

俊 寛 もど きに 舟 を 呼ぶ。 呼べ ば 答え る の 距離 は 充分 

にある。 

「友さん かい」 

船ば たに 現われた 女人の 一 隊。 その 中で も 一 人が 

領巾を ふる。 


「よつ ちゃん  一 足で 後れつ ちゃった よ」 

米 友が 叫ぶ。 舟の 中の 女、 

「ほんと に 惜しい こと をした ねえ、 米 友さん、 もし か 

してお 前の 姿が 見える かと、 どんなに 待って いたか 知 

れ なかった のよ」 

「そうだろうと 思って、 一 生 懸命に かけて 来たんだ が、 

どうも、 地の 理 がよく わからね えもん だからな」 

「ほんと に 残念 だけれ ど、 さよなら」 

「さよなら」 

「友さん —— 」 

「お— い」 


「お前、 帰りに は、 きっとお 寄りね、 四日 巿で 待って 

いるから ね。 昨日 話したろう、 あの 通り 言って 四日 巿 

をたず ねて 下さいね、 待って いるから、 きっとよ」 

「う ー む」 

「噓 ついち やい やよ」 

「う— む」 

あ い やま 

「そうして、 それから 一 一人で、 間の 山へ 行って みまし よ 

うよ、 昔の 人に 逢って やったら、 さぞ 驚く でしよう」 

「う— む」 

「先生 様に お願い 申して、 きっとお 寄りよ」 

「う— む」 


「帰りで いけなければ、 お前、 行きに お寄りな —— ほ 

ん とうは、 こっちから 京大 阪へ 出る 方が 順な のよ」 

「う ー む」 

「じゃあ、 きっとね、 帰りに ね」 

こう 言って いる 間に、 舟 は、 隔たって 行く。 米 友 は、 

どう 足ず りしても 甲斐の ない こと を 知る。 

このところ、 佐 用 姫と 俊 寛の 生き別れ —— 波止場に 

棒の 如く 突立って いる 来 友 は、 またまた 死んだ 者と、 

生きた 者との 区別が わから なくなって しまった。 今の 

現在と、 空想との 境が わから なくなって しまった。 

あの 船で、 あの 女の子た ちと 共に 久しぶりで 帰って 


来た 故郷の 拝 田 村 —— お 君が 待ち兼ね ている —— 

「友さん、 どうしたの、 わたし はこうして、 さっき か 

ら 待って いるのに、 それに どうして お前、 そんなに 来 

るの が 遅い の、 なぜ 前の 船で 来て くれなかった の、 ご 

らんよ、 この 家 を、 お前の 家 を。 二人が 逃げ出した 時 

のま ま、 そっくり じ やない の」 

すま い 

「おお、 拝 田 村の おらが 住居よ」 

けいとう  きびば たけ 

「庭に は 鶏頭が ある —— ざくろが ある、 黍 畑が ある、 

鶏が 遊んで いる、 おお、 おお、 鼬が 出 やが つた、 そら」 

あが がまち 

上り 框、 鉄瓶、 自在 鍵 —— 

「あの 晚、 わたしが、 備前屋 さんで、 盗みの 疑い を受 


けて、 お前のと ころへ 逃げて 来たろう。 そら、 あの 時 

のま ま、 そっくり じ やない の  」 

「ああ、 ムク がいない —— ムク は、 どうした やい」 

「まあ、 友さん、 あれから 二人が 夢中で 山の 方へ 逃げ 

ましたね。 あれつ きり、 この 家へ は 帰らないでしょう。 

それ だのに、 お前、 格別 荒れ もしないで、 昔の まま じ や 

ない の。 お上りよ、 そんなに 怖がる こと はない わ、 も 

う 今 じ や、 土地の人、 誰 だって、 わたしたち を 疑ぐ る 

ような もの はあり やしない、 みんな、 むじつの 罪 だと 

いう ことが わか つてい るの よ」 

「でも、 ムク がいない ね」 


「どうしたろう、 あの 犬 は、 殺されち まやし ないかね。 

友さん、 お前、 来る ぐらいなら、 どうして ムクを つれ 

て 来なかった の —— 」 

「まあ、 いいから お上りな、 ムク のこと は、 あとで、 

ゆ つ くリ 探す としまし ようよ」 

「どうしたの、 友さん、 そんなに 棒の ように 黙って 突 

立って いてさ」 

「わたし じ やない、 わたし をお 前 忘れて しまったの？」 

「え、 それじゃ お前、 まだ あの こと を 根に持つ ている 

の？」 

「わたしが、 駒 井の 殿様のお 情け を 受けた の を、 お前 


はま だ 憎んで いるの、 もう、 いい じ やない の、 もう、 

そんな こと はお 前、 忘れて しまって くれても いい じ や 

ない の、 おた がいに こうして 故郷へ 帰つ たんじ やない 

の  ここで 二人で、 もう、 昔の 通りに 仲よ く 暮らし 

ましょうよ」 

来 友さん、 

どうしたの？ 

どうした というの さ、 

黙って 突立って いて ：：： 

怖い わよ —— 

まあ  


「おっと、 あぶない、 若衆 —— 」 

後ろに 船頭が あって、 留める ことがなければ、 来 友 

は その 時、 波止場から 海へ 身 を 投げて しまって いたで 

しょう。 身 を 投げる ので はない、 海へ 落ち こんで し 

まった でしよう。 そうして、 この 海 を かち 渡りす るか 

泳いで か、 とにかく、 いま 出た 船 を 追い かけて 乗る つ 

もりであった でしよう。 幸いに 後ろに 船頭が あって、 

もう ちょっと というと ころで、 来 友 を 抱き留める こと 

がで きました。 

「危 ねえ II 若衆」 

つかまえた 船頭 も、 この 若者が 身投げ をす ると は 見 


なかった でしよう が、 まさしく 身体の 中心 を 失った 途 

端 を、 見て はいられなかった でしよう。 

危うく 溺没を 救われた 米 友 は、 

「ちえ ッ」 

きびす 

舌打ち をして、 踵 を 返す と、 あられ もない 方へ、 走 

リ 出しました。 

「おかしな 野郎 だな あ」 

あつ サ 

船頭が 呆気に 取られる。 身投げ をす る 柄で もない よ 

うだし、 そうかといって、 捨てて置けば 海へ 落っこち 

ると ころ を 助けて やった お礼 も 言わず、 かえって、 

「ちえ ッ」 と 舌打ち を 一 つして、 そのまま、 あられ もな 


い 方へ、 とつと と 走り出した 若い者の 挙動 を 見て、 呆 

れ 返らない わけに ゆきません。 

そこで、 来 友 は、 全く あられ もない 方へ 走り出して 

しまいました。 

宫 から 名古屋 へ、 もと 来た 道 を 順に 戻ろうと いうの 

でもな し。 

その 昔、 机 竜 之 助が 半 明 半 暗の 道 をた どって、 東へ 

下った それ —— 

「江戸へ 八十 六 里 二十 町、 京へ 三十 六 里 半、 鳴 海へ 

二 里 半」 

と 書かれた 道標の 文字、 そんな もの も 眼中に は 入らず、 


ただ、 あられ もない 方へ、 横つ 飛びに 飛んで 米 友が 走 

リ ました。 

横つ 飛びに 飛んでも、 到底 人間の 至りつ くす ところ 

の 道 はき まっている。 人里が 尽くれば 原、 原が 尽くれ 

ば 山、 大きな 川 か 水が あって、 それが 尽くれば、 その 

先 はまた 地続き、 そうして、 ついに 行きと まるべき と 

^  J ろ は 海  

日本の 国 は 四方が 海 だから、 来 友の 足 を 以てしても、 

幾日 か 飛ばし 通しに 飛ばせば、 四海のう ちの いずれ か 

へ 行き 止る にき ま つてい る。 

幸いに、 その 行 止り が 存外 早い ことで ありました。 


当人 は、 どちらへ いくら 走った か 知らないが、 もの 

の 二 里と は 行くまい と 思われる 時に、 パッ タリと、 ま 

たも 一 つの 海に 当面して しまいました。 

海に 当面して、 右 か、 左 かの 思案 を、 きめねば なら 

ぬ 境遇に 立た せられて いる こと を さとりました。 右 か 

左 かの 思案 をき める 前に、 ここ は どこの 地点？ とい 

うこと を 知って おく 必要 も あるが、 それ は 急に はわ か 

ら ない。 

五十 三 


そなれまつ 

そこで 来 友 は、 と ある 磯馴松の 根方に 来て、 大の字 

なりに 寝て しまいました。 

誰か 人が 居合わせたら、 たずねて みょうと はしたら 

しいが、 あいにく、 見渡す 限りのと ころに は、 人ら し 

いものの 影が 見えなかった から、 寝て いる 方が よいと 

思 つたので しょう。 

ま. う 

杖 も、 荷物 も、 抛り 出して、 磯馴松の 下で 仰向けに 

大の 字に 寝そべって いると、 松の木の 葉の 隙間から 青 

空が 見えて、 白い 雲が 漂う、 つい 枕辺で は、 ざ ざん ざ、 

ざ ざ ん ざと 波の音が する。 

いい 心 持で うとうと する、 うとうとが かなりの 熟睡 


に 落ちる。 眼が さめた 時 は、 天地が 灰色に なって いる。 

あ、 しまった！ 寝過ごした。 

杖 を 拾い、 荷物 を かつぎ 取って、 またも 海 も 背負う 

て、 人里 をめ ざして 走り出す。 

「ちえ ッ、 お腹 も 空いて きた、 水 を 飲みて えな」 

砂丘と 草原と を 行く と 畑が ある。 その 畑に さつ ま薯 

らしい のと、 蕪と、 大根と が 作られて あるの を 見る。 

畑の 前に 立 つ て、 米 友が 暫く 前後左右 を 見廻す —— 

人 あらば、 請うて 物 を 得ようと する つもりら し いが、 

あいにく、 人がない。 暫く 佇んで いた 来 友、 この 男に 

は、 鷹 は 死す とも 穂 をつ まず、 といった 見識から 来て 


いると いう わけで はない が、 一枝 半 葉と いえ ども、 人 

の 物 をた だ 取って は 悪い という こと を 知っている。 そ 

の 良心の 鋭敏なる こと は、 胃の 腑が 餓えて いても、 い 

なくても 変り ない。 

だが、 餓えと 渴 きとの 非常で ある 際に、 必ずしも 良 

心に そむかぬ 方法と 程度と に 於て、 胃の 腑の 窮乏 を 

救って やる という ことの 融通 は、 乞食 同様の 旅 をして 

歩いた 経験のう ちに、 多少 会得して いる だろうと 思わ 

ォま 

「お— い」 

と 呼んで みました。 


返事がない。 

「お— い、 この 畑の 持主の 大将、 さつ ま薯を 三本ば か 

りお いらに 恵んでくれ ねえ か、 それにつ いでと いつ 

ちゃ あ 済まね えが、 蕪 を 一 本な —— 」 

あたりに 響く だけの 声で 呼んで みたが、 相 変らず 返 

事がない。 

「ようし、 一 番」 

きんちゃく 

米 友 は、 懐中へ むん ずと 手 を 入れて 引出した 巾着 

—— それ を 御 丁寧に 用意の 粗 紙に つつんで、 畑の 傍ら 

の 小 松の 上に 置き、 

「お貰い 申します ぞ」 


つる 

畑の 中に 分け入って、 やにわに、 蔓を たぐって、 さ 

つま 薯の 太いの を 三本ば かり 掘 リ取リ —— 行きが け の 

駄賃と いって は 済まない、 水気 たっぷりの 蕪 を 一 株、 

根 こそぎ 引きぬ いて、 さっと 表 道へ 引上げる。 

それから、 松林の 間の 細い 道 —— 土 を 落して 皮 をむ 

いて、 歩きながら がりがり とかじる、 一本の さつ ま 薯。 

残りの 分 は、 木の 枝で からげ て 腰に ブラ 下げて 歩み 行 

くと、 その 林の 間から 思いがけなく 人の 気配。 

ようやく 人間に ありついた、 見られない 先に、 こち 

ら から 断 わろう  畑 荒しと 見られても つまらね え I 


現われ出 でた 漁師に 向って たずねる よう。 

「ここ は 何とい うと ころ ダ ェ 」 

「ヱ？」 

「いったい、 ここ は 何とい うと ころなん だね、 尾 張の 

名 古屋へ 出る に は、 どっちへ 行ったら いいんで すかね、 

名 古屋へ 帰りて えと 思 うんだ が」 

「名 古屋へ ：：： では、 一度 鳴 海の 本 宿へ お出なさい、 

その 方が よう ござんす よ」 

「鳴 海 …… 鳴 海 潟と いうんだ な、 昔から 名前 だけ は 聞 

いてら あ、 そうかな あ」 

「鳴 海の 本 宿へ 出て、 それから 東海道 を 真直ぐ に 行け 


ば 名 古 屋へは 間違い つ こなし —— 宮へ 出る の もい いが、 

はじめての 人に はわ かりにく いから、 いっそ、 鳴 海へ 

出て おしまいな さいよ」 

「そうかね、 では、 そういう ことに 致しましょう。 鳴 

海から 名古屋 までの 道のり は 知れた もんだ ろうな あ」 

「三 里 だよ」 

「どうも、 有難う」 

宇治山 田の 来 友 は、 やがて 教えられた 通りの 広い 街 

道に 出て、 それ を 尋常に 歩いて 行きました。 

最初 は 野 を、 山 を、 横つ 飛びに、 飛び歩いた ものが、 


尋常に、 傍目 も ふらずに 歩み 行く と、 かえって また 様 

子が おかしい。 

果して、 傍目 も ふらず、 ぐんぐん 歩いて 行く うち、 

おびた だ  ろうばい 

ハツと 気がついた 時に 夥 しい 狼狽が ある。 

天下の 往来 を 歩いて 来たの だから、 道 そのもの を 踏 

み 誤る はず はない が、 立ち どまった 時、 天下の 往来 そ 

の ものに 向って 今更ら しい、 驚異と、 迷いと を 感じ 出 

した 面の 色 を ごらんなさい。 

言わない ことじ やない、 実は、 東西と 南北と を 忘れ 

ていたの です。 

東西と 南北と を 忘れた の は、 右と 左と を 取りち がつ 


た あやまり であり、 近くい えば、 鳴 海と 名古屋 との あ 

やまり であり、 それ を 延長 すれば、 京と 江戸との あや 

まりで あり、 縦に 持って行けば、 天と地の あやまり。 

ここに 至って、 来 友が、 はじめて 我に 帰りました。 

鳴 海の 本 宿へ 出ろ といわれ たの だが、 本 宿 はう かと 通 

り 越した のか —— 本街道 は 本街道 だが、 東と 西が わか 

ら ない。 

ああ、 何 か、 東西と 南北と を 示す 標準 はない か。 

往来の 人馬 —— は 動く もの だから、 標準に ならない 

と 思いました。 路傍の 人家 も、 特に この 男の ために 東 

西 を 記した のはありません。 山川 草木 も、 南北 を 指し 


ている の はない。 道標 か、 札 場 は …… それ も 見当ら な 

ヽ o 

レ 

米 友 は 地 団太を 踏みました。 

誰か をつ かまえて、 尋ねて みれば 直ぐに わかる こと 

だが、 この 際の 米 友 は、 人間と いう やつ をつ かまえて 

きょうまん 

教え を 乞う に は、 かなり 驕慢に 出来て いました。 

「ちえ ッ —— 東西南北が わからね え」 

こう 言って 天下の 大道に 立った ものです。 と 見る と、 

左の 方に 石柱が 一本 立って いる。 そうだ、 多分 あれに、 

何のな にがし、 何 里 何 町と 刻んで ある、 ひとつ 見て や 

れ —— 


石の 柱へ ちかよって 見る と、 それ は 道標で も、 里程 

かさ でら 

でもな く、 ただ 二字、 石に 刻んだ それが 「笠 寺」 と 読 

まれる。 

笠 寺！ 

こいつ を 入って 行けば、 その 笠 寺と いうのへ 出 るん 

だな。 

笠 寺！ 聞いた ような 名 だな。 そういえば この 入口 

が 何だか うろ覚えの あるよう な 道 だ、 一 度 は 通った こ 

と の あるよう な 気がする ぞ。 

行って みろ —— 

はは あ、 そうだ そうだ、 その 昔、 故郷 を 出奔し、 ひ 


とり 東海道の 道 を 下って 行った 時、 ここへ 入り込んで、 

この 寺の 軒の 下 を 一 晚 お借り 申した ことがあった つけ。 

その 翌朝、 親切な 寺番に 見つけられ、 叱られ もせずに、 

温かい御飯と、 温かい 味噌汁と を 振舞われた ことが 

あつたつ け。 

その 覚えの ある 道 だ。 

そうだ。 だが、 今、 ようやく その 寺の 名 を 思い出す 

くらいだ から、 土地の 名 も さっぱり 記憶 はして いない 

が、 やっぱり、 熱 田の 宮 から 程遠から ぬと ころで あつ 

たと は、 うろ覚えに 覚えて いる。 

とにもかくにも、 昔な つかしい あのお 寺の 門前まで 


行って 見ての こと だ。 

やがて、 さまで 大きから ぬ 古寺の 門前。 

たしかに ここ だ。 

ここに 堀が あって、 そこに 門が あって、 宝塔が あつ 

て、 護摩堂が あって、 突 当りが 本堂で、 当時、 自分が 

御 厄介に なった の は、 あの 地蔵 堂の 下で、 わざわざ 朝 

飯の 御馳走 をして くれたの は、 護摩堂の 後ろの 小さな 

家に いる 老夫婦だった。 

はは あ、 それで はこの 寺が 「笠 寺」 といった のか。 

今日 この頃 も、 いろいろ 心配 は あるが、 あの 時に 比 

ベれば、 頼るべき 人と、 宿るべき ところに 事 を 欠かな 


いだけ が、 せめても のまし という もの か。 しかし、 あ 

の 時、 東 をめ ざして 進んで 行った 憂き 旅の 間に も、 何 

か 希望の ような ものが 前途に あ つ て、 旅 は 辛いながら 

も、 何 かの 力に グン グン 押されて 行く ような 気がしな 

いで もなかつ たのに —— 今、 旅路の 不安と いう ものが 

消滅した 身で ありながら、 憂愁の 重い こと —— 来 友 は、 

わが 身で わが 身が わからない といった ものです。 

あの、 親切な 老夫婦で もいたら、 昔のお 礼を言って 

おこう か 知ら —— それとも 言わない 方が いい か。 昔の 

お礼 を 述べる からに は、 自分と いう ものが、 多少 飾リ 

になる ほどな 出世 をして いると か、 心ば かりの 土産 物 


でも 携えて 来て いると かなら ばいい が、 こんな 様子で 

突然、 昔 を 名乗って みたところで、 また 一飯に ありつ 

きに 来たの か、 そうそう はいけ ねえ、 もう 行つ ちまえ 

なん ぞと あしらわれて はた まらない。 

老夫婦 はたず ねない 方が よかろ。 だが、 御 本堂へ は 

ひとつ、 その 昔、 一夜の 宿 をお 貸し 下す つたお 礼を述 

ベず ばなる まい。 

こんな ふうに 考えて、 本堂の 方へ と 進んで 行く と、 

閑寂な、 人影と て は 一 つも 見えない と 思って いた 境内 

のお 堂の 後ろから、 ひとり、 ふらふらと 歩いて 来る 人 

の 姿 をみ とめました。 


こ そず き ん 

その 人 は 女であって、 お高祖頭巾 を かぶって いると 

いう こと も 一 目で わかる が、 お高祖頭巾 を かぶって い 

ると いう 婦人 は、 世間に いくら も ある ことです から、 

お高祖頭巾に 向って 特別 注意 を 払った ので はあり ませ 

ん。 やはり、 心願 あっての 婦人が、 お参りに 来た もの 

だろうと、 深く は 気に もとめず、 米 友 は、 本堂の 前に 

手 を 合わせて、 拝礼の 真似事 をす る。 神仏 を 敬すべし 

という こと は、 出立の 最初に 当って、 道 庵 先生から 教 

訓 されて いる ことで は あるし、 その 礼拝の 曲折 も、 道 

中、 熟練せ しめられ ている。 

米 友が 拝礼して いる 間に、 お高祖頭巾の 婦人 は、 御 


本堂の まわり を 一 廻りして、 地蔵 堂の 方へ 行く らしい。 

自然、 その あと を 追うよう に、 米 友が 地蔵 堂の 以前 

の 自分の ね ぐら をお とずれ ようとす ると、 

「もし」 

と 呼びと めた の は お高祖頭巾の 婦人です。 

「何です か」 

と 米 友が 円い 眼 を 笠の 下から、 こちらに 向けました。 

「あの、 海まで はま だよ ほど 遠 いんで ございま すか」 

「海です か」 

「はい」 

「そうさね え、 海 はねえ」 


米 友が、 ちょっと 歯切れの いい 応答が できない でい 

ると、 婦人が、 

「鳴 海 潟と いうの は、 いったい、 どちらな のです か」 

「え、 鳴 海ガタ です つ て」 

「はい、 昔の 歌 や、 詩に 有名な 鳴 海 潟 は、 どちらなん 

です 力」 

「鳴 海です か、 鳴 海 は …… 」 

ここで、 また 来 友が 応答に 窮 してし まいました。 

実は、 鳴 海と いう 固有名詞で あびせ かけられ たのに、 

先手を取られて しまった 形で、 彼 はこの 時まで、 地名 

という ことに、 全く 白紙で おりました。 そこへ、 先方 


から 鳴 海と 聞かれて しまって、 自分の 書くべき 文字が 

無くなって しまった という 形です。 

「おかみさん、 ここ はいった い、 何とい うと ころです 

か」 

笑止千万、 先方から 礼 を 厚う して、 尋ねられた 相手 

もろ  かぶと 

に 向って、 脆く もこ ちらが 兜 をぬ いで、 白旗 を 立てた 

ような 有様で、 器量の 悪い こと 夥 しい。 

「まあ、 お前さん、 ここの 土地の 方で はない のです か」 

「は あ、 見たら わかる でしよう、 おいら は 旅の 者なん 

だ」 

「そうです か、 それ は 失礼いた しました。 実は、 ここ 


は 鳴 海の 土地と 聞いて おります から、 昔から 有名な 鳴 

海 潟 を 見物し ようと 思いまして、 こうして 宿 を 出て 来 

るに は 来ました が、 いくら 行っても 海がない のに、 誰 

に 聞いても、 鳴 海 潟 を 教えて くれない ものです から、 

困りました。 このお 寺へ 行って ごらんな されば わかる 

かも 知れない、 と 教えて くれる 人が ありまし たが、 やつ 

ぱリ わかりません」 

婦人が y J う 物語 リま したので、 米 友が 元 気づ きまし 

た。 自分で さえ も、 人が ましく 思う もの だから、 それ 

で 物 を 尋ねて みたり、 また 求めざる のに、 物 を 尋ねる 

その 理由 を 説明して みたり して くれる の だ。 この 婦人 


も、 この 地に 足 をと どめた 旅人で ある ことに 於て は自 

分と 同じ こと だとい う 感じが 率直な 来 友 の 心に 親しみ 

を 持たせました。 

「は あ、 そうです か  鳴 海と いうの は、 おいら もよ 

ほっく 

く 歌 や、 発句で 覚えて いるが、 ここが その 鳴 海と いう 

ところ なんです か」 

「この辺が いったいに 鳴 海のう ちです けれども、 かん 

じんの 海が 少しも 見えません」 

「なるほど、 海が ねえな あ」 

「あなた は、 どちらの 方から おいでに なりました」 

「おいら かね、 おいら は宮の 渡し場から 来たんだ が… 


〜」 

「あ、 熱 田の 宫か らおいで にな りました のです か。 鳴 

海の 本 宿から 古鳴海と 聞き ましたが、 その 途中に 海 は 

ありませんでした か」 

「さあ —— 途中」 

来 友が またも 眼 を 円く しました。 たしかに その 道程 

を 歩んで 来たに は 相違ない が、 途中の こと をたず ねら 

れ ると 印象が ゼロ だ。 

だが、 ゼロ だとい えば ふいになる、 いやしくも 眼 あ 

きであって、 足で 歩いて 来る 間に、 途中の 風物 を 見な 

かった という こと は 申し わけに ならない、 それ も 一日 


一路の ことか、 或いは 漆黒の 闇夜で でも あれば 見落し 

という こと も あるが、 曇って 七 ッ下リ では あるが、 晴 

天 白日に、 地球の 全 陸地 を 合わせて 三倍した ほどの 面 

積 を 有する 海と いう もの を 見落した という こと は、 言 

いわけに ならない。 

正直な 来 友が、 またまた 擬議 狼狽して しまいました。 

「海の こと は 気がつかなかった ねえ」 

「そうです か。 あなた は、 どちらまで いらっしゃ るの」 

「名 古屋へ 帰りて えと 思 うんだ」 

「名 古屋 へ、 では 後へ お戻りな さるんで すね」 

「え  」 


はは あ、 ここが いわゆる、 鳴 海のう ちと すれば、 名 

古屋へ 行く の は 後戻り …… つまり 自分と いう もの は、 

宫の 渡し場から、 ふらふら 歩きで 鳴 海へ 来て しま つ た 

の だ。 鳴 海で 止まった からよ かった けれども、 このま 

ま 方針 を かえなければ 江戸まで 行く …… たとえ 一 里 半 

とはいえ、 自分が 逆行した こと を、 はじめて さとらし 

めら れ たようです。 

この 時、 不意に 屋根の 上に 声が あって、 

「あんた 方、 海が 見た ければ、 千鳥 塚まで いらっしゃ 

い、 千鳥 塚なら、 海が よく 見えます よ」 

二人が 驚いて、 言い合わせ たように 屋根の 上に 眼 を 


向ける と、 そこに 一人の 老人が 首 を 出して いました。 

来 友 は、 それ を 一目 見て、 ああ これ だ、 先年 自分に 

温かい御飯と、 温かい 味噌汁 をめ ぐんで くれた 好 人 は 

この 爺さんに 違いない、 と 見た けれども、 爺さんの 方 

では、 そんな こと、 とうに 忘れて しまって いるら しい _ 

「千鳥 塚と いうの は どこです か」 

女の人が たずね 返す と、 

「千鳥 塚 は 天王山に あります がね え、 この 道 をこう 

行って、 こう 戻らつ しゃる と …… 」 

千鳥 塚の 案内 を かなり 細かく 親切に して くれる。 

「どうも有難う」 


女の人が 礼 をい う。 

「さあ  -」 

米 友 も、 ここ を 立 去らねば ならぬ、 千鳥 塚と やら ま 

で、 この 女性のお 供 をす る 義務 は 断じてない。 

だが、 この 際、 来 友 もなん だか、 急に 立 去りた くな 

い 気持が する。 

千鳥 塚 を 聞いて、 それへ 行こうと する 婦人 も、 なん 

となく 連れが 欲しい よう だ。 

期せず して 二人 は、 最初からの 道連れで でもあった 

ように、 すれつ もつれつ …… というの もお かしい が、 

後に なり 先にな つて、 この 寺の 境内 を 出て 行きました。 


「お前さん、 名 古屋の 人な の？」 

「いいんに や、 名 古 屋の人 じ やねえ、 暫く 名 古屋へ 

逗留して から、 やがて 京大 阪の 方へ 行って みるの だ」 

「おや、 それじゃ やっぱり 旅 中な のね。 わたしたち も 

明日 は 名 古屋へ 行って、 暫く 泊って いるに はいる けれ 

ど、 京大 阪 から 田宫の 方まで 行く かも 知れません」 

でくわ 

「そうです か、 じ や、 また 途中で 出逢す かも 知れね え 

ね」 

「ええ、 途中ば かりじ やない、 明日 は 名古屋 で、 また 

逢える かも 知れません」 

「旅 は 道づれ —— と 言って な」 


米 友が こう 言って バ ッを 合わせました。 旅 は 道づれ 

の 意味が、 来 友に はよ く 徹底して いなかった —— が、 

この場合、 やむ を 得ず、 有 合せ を 使用した ものら しい 

「ええ、 旅 は 道づれ 次第の ものです ね」 

それ を 婦人が、 気安く、 また 意義 ある 取り 方 をして 

くれたので、 来 友 も 助かり、 

「姉さん も、 一 人 じゃある めえ ね、 連れが お 有ん なさ 

るんで しょう」 

と、 来 友 も 如才なく 合わせました。 最初に はお かみ さ 

んと 言い、 今 は 姉さんと 言う、 この 点 来 友 も 多少 考え 

たらしい けれども、 この 姉さん は 以前と 変らず、 


「ええ、 幾人 も 連れ はあります けれど、 気の 合わない 

時 は、 連れが あるより、 一 人の 方が よう ござんす ね」 

「それ もそう だろう が …… 男と 違つ て 女と いう やつ は 

めったに 一人 じゃあ 旅が できな かろうから、 かわい そ 

うだ」 

「そうで もありません ね、 気が合わない くらいなら、 

やっぱり 一 人が よう ござんす よ」 

「うむ  そうだな あ、 一人 だと、 思うよう にど こへ 

でも 行ける が、 連れが あると、 おた がいに 世話が 焼け 

たり、 焼かれたり …… 」 

その 通り、 道 庵のお 守役に は、 来 友 も かなり 世話 を 


焼かされ ている らしい。 そこで 身に つまされ たものと 

見える。 

ところが、 この 風 変り な 一人歩きの 女の人 も、 突然 

逢った ザ ッカケ の 男と、 会話の やりとり をして いるう 

ちに、 なんとなく 自分 も、 身に つまされて くるら しい 

ものが ある。 

気が合う という もの か 知らん、 偶然の 会話が、 二人 

を 結んで 行く ようです。 

こうして、 摺 れつ もつれつ、 寺の 門 を 出て しまった 

が、 まだ 来 友 も 離れる と は 言わず、 女の人 も、 なる ベ 

く 引きつけ てお きたいよ うな 気分で、 話の 糸 を 絶やさ 


ないように つとめて いると も 見られます。 

「姉さん、 お前 は、 どこから おいでな さった の だェ」 

米 友が こう 言います と、 女 は、 

「わたし は 江戸から 来ました」 

「江戸です か。 おいら も 江戸から 来たに は 来たが、 東 

海道 を 来なかった」 

「甲 州 街道？」 

「う うん、 木 曾 街道 だ」 

「そうです か」 

「姉さん、 江戸 は どこ だェ」 

こう 聞かれて、 女の人が、 ちょっと 返答に たじろい 


だよう でした が、 

「江戸 は 本 所です」 

「本 所 …… 」 

ここで 来 友が、 ちょっと 眼 を 円く しました。 

本 所と いうと ころに は、 米 友と して はかなり 多くの 

思い出 を 持って いる。 

かねつきどう しんみち 

向う 両国 も 本 所 だし、 鐘撞堂 新道 も 本 所 だし、 老女 

の 家 も 本 所で あるし、 弥勒 寺 長屋 も 本 所のう ちで あつ 

ヒ はず。 

「本 所」 と 聞いて、 来 友が 思わず 苦い 面 をし ました。 

せんさく 

しかし、 この 男 は、 これより 以上に 詮索が ましい 聞 


き 方 をす る 男ではありません。 

女の人の 方 は、 また、 本 所と 言った そのこと が、 急 

場の 間に合わせ 言葉 かも 知れない。 そこで、 おた がい 

の 戸籍 しらべ は、 それより 進行し ませんで した。 

たもと 

こうして、 本街道 筋に 出た 二人 は、 ついに ここで 袂 

を 別たねば なりません。 

「兄さん、 お前さん、 もし 急ぎで なければ、 千鳥 塚 を 

見て 行かない？」 

と、 女の人の 方から 誘いをかけられて、 

「そうさな あ」 

米 友と して は、 歯切れの 悪い 生返事で したが、 少し 


も 拒絶の 意味に は 響いて いない。 

「急ぎで なければ、 一緒にお いでな さいな」 

「今晩は 泊る かも 知れね えと、 先生の 前へ ことわって 

来たに は 来た けれど」 

「そんなら 一緒に 行って 下さい、 そうして 都合に よれ 

ば、 わたしの 宿へ 今晩はお 泊リ なさい な」 

「どうしょ うかな あ」 

「一緒にお いでなさい、 ね、 千鳥 塚 はずい ぶん 淋しい 

ところ だと 思う から、 わたし 一人で 行く ょリ は、 連れ 

があった 方が いい」 

「じゃあ、 行って みると しょうかな」 


「そうな さいよ」 

「うむ」 

ちろ 

米 友 は、 脆く もこの 女の 誘惑に ひっかかって しまい 

ました。 

常の 米 友なら ば、 一 たまり もな く 拒絶して、 自分 は 

名 古屋に 残して 置いた 主人の ための 責任感に 向って 一 

直線に 動く はずであった のに、 今日は 存外 歯 ざ わりが 

柔らかい。 

かくて 二人 は 相 前後して、 路を 裏に 取り、 教えられ 

でんちゅう 

た 通り、 天王山の 千鳥 塚 を さして 行くべく、 田 疇の 間 

の 並木の 中に 身 を 隠して しまいました。 


五十 四 

かくて 二人が 千鳥 塚に 着いた 時分に は、 夕暮の 色が、 

いよいよ 濃くな つ ておりました。 

ここへ 登って 見る と、 はじめて 海が 見える。 この 女 

の 人が、 絶えず あこがれ ている らしい 海が、 遥かに 布 

を 張った ように ほの 白く 見えました。 

「ごらんなさい、 ここへ 来て はじめて、 昔の 鳴 海 潟の 

趣が わかりました。 昔の 歌に よまれた 時分 は、 海が 

もっと 近かった のでしょう、 だんだん、 時代が たつに 


つれて、 海が 陸に なり、 陸が 田に なった のに 違い あり 

ません。 昔の 人 は あの 波打 際 を 歩いた のです、 そうし 

て 海 を 見ながら、 人の 世の 旅路の あわれ を、 つくづく 

と 思い やった ものに 違いありません。 いかに 鳴 海の 潮 

干潟 …… ほんと に、 この 海が、 どのくらい、 古代の 旅 

人 を 悩ませた かわからない」 

と 女の人が 言いました。 

「そうだろ うな あ」 

と 来 友が 極めて 無器用に 合わせました。 これが 弁 信な 

らば、 右の 女人の 感懐に 答える のに、 更に 幾 倍の 感傷 

じょうぜ つ 

と、 饒舌と を 以てした でしよう が、 米 友に は、 その 持 


合せが ないから、 勢い、 その 分 をまで、 女の人が 受持 

たねば ならなくなる 道理です。 

「古代の 人 は、 海道に 近く 旅路 を 急ぎながら、 海の 波 

かぎ 

に 足 を 洗わせながら、 この 涯 りなく 広い 海 を ながめて 

通った ものでしょう。 そこで たまらなく 旅路の 哀れと 

せき へ き  ふ 

いう もの を 感じた のでしょう。 赤 壁の 賦 というの にあ 

びょう  いちぞく  しゅゆ 

ります ね、 渺 たる 蒼海の 一 粟、 わが 生の 須臾なる を悲 

しみ …… という 気持が、 どんな 人 だって 海 を 見た 時に 

起さずに はいられないでしょう。 まして、 こんな 物哀 

しい 夕暮 なん ぞに、 啼 きわたる 千鳥の 音で も 聞きな が 

ら、 海 を 見る と 泣ける の も 無理 はない と 思います」 


「うむ  そうだろ うな あ」 

「それ は、 わたしが 山国にば つかり 育って いたせいで 

はありますまい、 誰でも その 通り、 海 を 見る と 悲しく 

なる のです。 哀れな りなに と 鳴 海の 果て なれば …… と 

いう 歌 も あの 笠 寺の 額に 書いて ありました。 いかに 鳴 

海の 潮干 潟、 傾く 月に 道 見えて …… と 太平 記に も あり 

ますね。 ほんとうに 高貴な 地位に いた 人が、 囚われの 

身に なって、 今日 か 明日 かの 命の 瀬戸に、 この 海辺の 

旅路 を 通る 心 持 —— それが 思 い やられず に はおられ ま 

せん」 

「うむ …… 」 


「兄さん、 お前さん、 旅 をして 歩いて、 悲しい と 思つ 

たこと はない？」 

「あるよ、 それ は あるよ」 

「悲しい と 思った 次に、 ツマらない と 考えた こと はな 

い？」 

「そんな こと も、 あるに は あるよう だ」 

「ツマらない と 思った 次に、 死んで しまいた いと 思つ 

たこと はない？」 

「さあ —— おいら にゃあ、 死んで るの か、 生きて るの 

か、 わからね え ことがあ るよ」 

「そうです ね、 わたしたち だって、 ほんとうに 生きて 


いるの がいいの か、 死んだ 方が いいの かわからない こ 

とが、 不断に あります よ」 

「人 は 死んでも、 魂と いう ものが 生きて るから な あ」 

ここで 来 友 は、 道 庵 ゆずりの 霊魂不滅 説 を 持ち出し 

たの は まじめです。 

女の人 は、 それに は 答えずに、 さきへ 立って 無言に 

塚の 細道 を 下りに かかりました。 

来 友 もまた、 憮然と して それに 従う。 

五十 五 


こうして 米 友 は、 不思議な 女の人に 誘われて、 とう 

とう、 鳴 海 本 宿の、 その 宿屋まで 伴われて 来ました。 

どのみ ち、 明日 は 名 古屋へ 着くべき 間柄 だから、 誘 

わるる ままに 米 友 も、 今日は 一泊と いう 気になつ たの 

でしよう。 

大和 屋と いうのへ 着いた 時 は、 もう 夕暮を 過ぎて、 

夜の 領分に 入って いました。 

この 女の人が、 宿へ 着いた と 見た 時、 宿の 人の 騒ぎ 

は 大きい。 

「二十 番の お客様が お帰りに なった」 

「お 嬢 様が お見えに なりました」 


といって、 上 を 下へ と 騒ぐ の を 尻目に かけて、 鷹揚に 

座敷へ 上り、 

すすぎ 

「連れの 方が 出来ました から、 お 洗足 を 上げて くださ 

い。 お 洗足が すんだら、 わたしの 部屋へ 御 案内 をして 

ください」 

その 途端に、 出逢が しらに、 飛んで 出た の は 女 軽業 

の 親方お 角でした。 

「まあ、 お 嬢 様、 あんま リ じゃありません か、 どのく 

らい 心配した かわかり ません よ」 

「それ はお 気の毒で したね」 

お気の毒 を、 よそ 事の ように 言って、 女の人が 歩み 


出す と、 お 角 は、 むしろ 呆気に 取られた ようで、 

「それでも まあ、 お帰り 下す つて 安心 を 致しました」 

お 角さん の 気象で は、 なぐりつけて やりたい ほどの 

ところでしょう。 それ を 虫を殺して、 なだめに かかる 

言葉の 様子 は、 全く 泣く 子と 地頭に は 勝たれな いと 

いったよ うな 表情でした。 本来、 そうまで 下手に 出る 

はず はな かろうに、 先天的に、 お 角さん ほどの 女が、 

この 人に だけ は 一 目 も 二目 も 引け目 を 感ずる らしい。 

女の人 はお 角に 命令す るよう に 言いました、 

「あの、 道で お連れの を 一人 見つけて 来ました から、 

今晩は わたしの 座敷に 泊めて 上げる ようにして 下さ 


い」 

「あ、 そうで ございまし たか、 承知いた しました。 さ 

あ、 お 嬢 様のお 連れの 方 を、 こちらへ 御 案内 申しな」 

といって、 お 角が 女中に 指図 をし、 自分 もまた、 この 

わがまま 

我儘な 御主人 (？) の 引きつれた 客人に 粗相が あって 

わらじ 

はならない という 気持で、 米 友が 草鞋 を 解いて いる 上 

り 口のと ころまで 進んで 来て、 

「お疲れで ございましたろう、 さあ、 どうぞ …… 」 

ともて なしました。 

草鞋 を 解き 終った 米 友 —— 女中が 汲んで くれた 盥 

へ 両足 を 突つ こんで、 そこで はじめて 笠 を 取りました。 


草鞋 を 解く よりも、 笠 を 取る 方 を 先にすべき なのに、 

この 男 は 少し その 手順 を 取 違えた と 見える。 

笠 を 取って、 なにげなく 振 向いた 珍客の 姿 を、 

つりあん どん 

吊 行燈の 光で 一 目 見た お 角が、 

「あつ！」 

といって 仰天して から、 急に けたたましい 声で、 

「お前、 友 公 じ やない か」 

「え！」 

来 友 も ギヨ ッ として、 振 返って 見る と、 立って 自分 

を 見下ろし ている 女  

「あ！ 親方！」 


米 友が 舌 を 捲き ました。 

「ばかにし てるよ、 お前 は 友 じ やない か、 来 友 じ やな 

いか、 友し ゆうだよ」 

お 角 は、 続け ざまに、 けたたましく 叫びました。 そ 

はれもの 

れは、 腫物に さわる ようにし ていた、 さいぜんの 御主 

人様の 引きつれた 大切の お客様の 一 人とば かり 思って 

しろもの 

いたのに、 それが 百 も 承知の 意外な 代物で したから、 

驚愕と 軽蔑が 一 度に 噴出し、 今まで ジ リジリ させられ 

ていた 癇癩 が、 この 物体に 触れて 一時に 爆発した も 

のの ようです。 

「や あ！」 


米 友 は、 洗足 を 忘れて、 あっけに 取られ っぱなしで 

「まあ、 どうし たんだい、 お前」 

お 角 は、 いよいよ、 すさまじい 軽蔑の 語気で いう。 

「どうも 御無沙汰 をし ちゃい ましたね、 親方」 

米 友が 神妙に 詫びる。 

「なんだ つて、 こんなと ころに、 お前、 うろつい てる 

ん だい、 旅に 出るなら 出る ように、 あらかじめ、 わた 

しんと ころへ 渡り をつ ければ いい じ やない か、 お 嬢 様 

に 取 入って、 わたしに 出し投げ を 食わせる なんて、 た 

ちが 悪い よ」 


「そういう わけ じ やねえん だ、 途中で な あ、 つい、 話 

合いに なつち まったん だよ」 

「まあ、 いいから 早く 足 をお 洗い、 友なら 友の ように 

はじめ つ からそう 言つ て くれれば、 こんなに あわて や 

しないよ」 

見て いた 宿の 者が、 お 嬢 様と いう 人に 対する のと、 

この 従者に 対する のとで、 お 角さん という 人の 言葉の 

当り さわりが、 こう も 違う もの かと 驚きました。 

お 嬢 様が いなくな つたと いうので、 今まで、 騒がせ 

られ たの は 容易な もので ない。 それほど 騒がせて おい 

て、 帰って みれば 一言の 申し わけもなく、 打 通る 大風 


にも 驚かせられ ましたが、 あれほど 焦れて、 ポンポン 

啖呵 をき つていた 親方の 女が、 当人が 現われて みると 

はれもの 

小言 一 つ 言わず、 腫物に でも さわる ように 御機嫌 を 取 

るの を 見て、 かえって 歯痒い くらいに 思い ましたが、 

今度 は その 従者に 対する 言語 挙動が、 まるで 奴 隸に対 

する ような 扱いで あり、 軽蔑と、 叱咤と を 以て、 待遇 

する のに、 この グロテスクな 従者に、 一 言の ない こと 

にも 驚かされました。 

これ は 一 つ は、 前ので 抑えて いた 癇癩 が、 次の 相手 

に 向って、 加速度に 浴びせられ たと 見れば 見られない 

こと もない が、 この 従者と しての 小男が、 そのお 嬢 様 


という 人から は、 かなり 鄭重に 扱われて いるに かかわ 

らず、 そのお 嬢 様に 恐れ入つ ている この 伝法な 女に 対 

して は、 頭が 上らない 様子で いる ことが、 不思議で な 

りません。 

そうして、 おのずから、 そこに 蛇と、 なめくじと、 

蛙の ような 気分 を 見て取らな いわけに は ゆきませんで 

した。 

そんなよ うな 一 種 変 テコな 気分の 下に、 来 友 は 足 を 

洗いお わって、 座敷に 通らせられました。 

五十六 


白骨 を 立とうと 思い定めた お雪 は、 その 翌日の 朝 か 

ら 机に 向って、 例の 弁 信へ 宛てて 書く 手紙の 文章に、 

「弁 信さん  

近いうちに、 わたしたち は 白骨 を 立ちます。 

ここ も 悪い ところではありません けれど、 とかく こ 

の ごろ は 人の 出入りが 多くて、 なんとな しに 不安 を 

感じます から、 あんま リ 冬の 厳しく ならない 以前に 

ひとまず ここ を 立ちの いた 方が よかろうと 思います _ 

これ は 誰に も すすめられた のじゃありません、 わた 

しが 思い立って、 わたしが、 ひとりで きめてし まつ 


たのです。 

これで も、 わたし、 思い立てば、 きっと、 それ を 実 

行に 現わして お 目に かける 自信 は 持つ ており ますの 

よ。 

では、 ここ を 立って、 どこへ 行く とおつ しゃります 

ゝ o 

力 

松 本の 方へ 出る のが 順で ございます けれど、 それで 

は 帰り道に なって しまいます。 わたし は、 家へ 帰る 

ために この 白骨 を 出ようと する ので は ございません _ 

とりあえず、 ここから は、 程遠から ぬ、 そして 山と 

山の 間道 を 行けば、 道 も そんなに 険しく はない とこ 


ろ を 通って、 飛驛の 国の 平 湯と いうのへ、 ひとまず 

落着いて みょうと 思います。 

けれども、 平 湯 は  同じ 山里で は ある けれど、 こ 

こと 違って、 平地に なって 人家 も 多い し、 人の 出入 

リも 一層 はげしい と 思います から、 そこに も 落着い 

て はおられない だろうと 思います —— 

それで は、 どちらへ 行きます か。 山 をな お 奥へ 入つ 

て 行きます と、 白 川の 郷 というと ころが あるそう で 

そこ は 何人に も 秘められた 理想の 里で、 古え の武 

陵 桃源と いった、 おだやかな 夢が、 まだ 浮世の 人に 


よって、 破られて はいない そうです。 わたしたち は、 

そこへ 行って、 ほんとうの 落着いた 気分に なって、 

浮世の 人と、 事と を、 暫くの 間で も 全く 忘れて しま 

いたいと 思う のです。 

わたしたち というう ちに も、 久 助さん なん ぞに 言え 

ば、 きっと 反対す るに きまって います。 そのく らい 

なら 故郷へ 帰りましょう、 その 方が …… なん ぞと言 

うにき まってい ますから、 わたし は、 先生 だけ を 誘 

いました。 

あの方と 二人 だけで、 その 白 川郷へ 行く ことにき め 

てし まいました。 


え、 それで は龃落 だと おっしゃ るので すか。 そうか 

も 知れません ね、 でも …… 

あの方が、 いけない とおつ しゃる ものです か。 第一、 

あの方 は、 わたしが いなければ 生きて 行けない じ や 

ありま せんか。 

誰が あの 不自由な 方 を、 世話 をして 上げる ものです 

ゝ o 

力 

わたしと いう もの 無しに は、 あの人 はこ こ を 出る こ 

と はでき ません。 なにもかも、 わたし 次第です。 

ええ、 弁 信さん、 何とお 言いです。 雪ち やん、 お前 

もまた、 あの人が 無しに は 生きて 行かれない のじ や 


ない …… ここ を 出る 時から、 もうそう なって いるの 

じ やない？ 

弁 信さん —— 

あなた までが、 そんな こと を 言って はいけ ません。 

それ はもう、 今と なって は 何とお 取り 下さっても か 

まいません。 龃 落とい われても、 心中と いわれても 

今 はもう わたし は 驚か なくなりました。 白 川へ 行つ 

てし まえば 別天地で すから、 多分、 天地が わたした 

ちに だけ 出来て いるよう にな つ てく ると 思います。 

そこで、 武陵桃源の 夢の ように、 一 生 を 過ごせて し 

まうなら、 一生で も かまわな いと 思います。 


世間体 や 義理なん ぞ …… 

自身の からだの 変化 や、 人様の おもわく や、 出る 人 

や、 来る 人に、 いちいち 気 をお くような 無用な 心配 

は、 一切 なくなって しまう じゃありません か。 

きっと、 そういう ところで、 わたしたち は、 いつま 

でも 若い 血色で、 そうして、 自分ながら 数え きれな 

いほ どの 長生き をす るの じ やない かと 思います …… 

長生き すれば 恥 多し というの は、 世間体が あるから 

なのです。 恥と いう もの は、 よく 考えて みると、 取 

るに 足りない ほどの こと を、 ただ 世間体の おもわく 

だけで、 小さくな つてい る ことじ やあります まい か 


自分 は 自分 だけの 信ずる ところで、 生きて 行けさえ 

すれば、 何 をして 悪い、 何 をして 恥 だとい うこと が 

ありまし ようか。 

よく 考えて みます と、 わたしたち は、 自分た ちが 弱 

いから、 信念が 無い から、 それで 世間と いう ものの 

ために 圧迫され て、 この 白骨の 谷まで 押し つめられ 

てし ま つたの じゃあり ますまい か。 

いっか、 申し上げた、 ィャ なおば さんから、 わたし 

は ィャな こと を 言われて、 もう 世間へ 面 向けが でき 

ない ほどに、 ィャな 思い を させられました。 一 時 は 

どうして やろうかと 思いました。 こんな 山 深いと こ 


ろに いてさえ、 自分の 身の 置き どころ の 無い こと を 

考えて、 出る 人、 来る 人に 気兼ね をして、 温泉に 来 

ていながら、 この 肌 を 誰に も 見られ まいと 苦心す る 

なん ぞ、 なんと いう 愚かな ことで ございましよう。 

それが、 白 川 村の 話 を 聞いて いるう ち、 そうして、 

いよいよ、 その 白川郷 まで 入って しまおうと 決心し 

しゅうち 

た 時、 そんな 気兼ね や、 羞恥が、 一 切 合 財 サラリ と 

取 払われて しまいました ようです。 

国へ 帰って、 もと 通りの 生活 をし、 やがて 世間並み 

の 女と しての、 きまった 生活 を 予想 すれば こそ、 い 

チリ もん 

ろい ろの 煩悶 も ありました。 


白 川 入り を すれば、 その 点 は、 全く 解放され てし ま 

レ ま  

弁 信さん —— 

勝手な こと や、 夢の ようない いことば かり 言つ てお 

られ ません。 ィャな こと も 書かなければ ならない の 

です。 

白 川郷の もっと 奥 か、 その 途中 か 知れません けれど、 

そこに は 畜生 谷と いうと ころが あるそう です。 

そこに も、 幾人 かの 人間が 住んで いるの だそう です。 

そうして、 そこに も、 やはり 平家の 落 武者の 伝説が 

残って いるので ございます。 そうだと すれば、 由緒 


ちすじ 

正しい 高貴の 人の 胤 も 残つ ていない という はず は 

ありますまい。 それ だのに、 ナゼ 人が 畜生 谷なん て、 

いやな 名 をつ ける のでしょう …… 

それとなく、 たずねて みます と、 その 谷で は、 親子、 

いま 

兄弟、 姉妹の 別が 無い の だそう です。 全く 忌 わしい 

ことで はあります けれど、 最初の その 谷へ 落ちて 隠 

れた 人た ちが、 二人で あつたか、 三人で あつたか、 

極めて 少数の 人で ありました でしよう。 それが 時 を 

経て 谷に ひろがる までに は、 どうしても 近親の 間で 

結婚と いう ことが 行われて、 それが 習いと なって、 

その 部落の 間 だけで は、 あやしまれない ことにな つ 


ていなければ ならない かも 知れません。 

自然 —— 畜生 谷 —— なんだか、 たまらな いいやな 感 

じ も 致します。 

人の 噂 ですから、 よく わかりません けれど、 そこで 

は 他人と 親族との 区別が、 ほとんど 無い そうです。 

肉親の 兄弟、 姉妹が、 自分に その 夫と 妻と を 選ぶ こ 

とがで きる の だそう です。 妻 や 娘 を 貸し借り する こ 

と はなんで もない こと だそう です。 ですから、 土地 

の 子供 も、 自分の 父と いう ものが わからな いから、 

父の 年頃の 者 をす ベ て 父と 呼ぶなら わしに なって お 

り、 親から 見る と、 子と いう ものが わからな いから 


子の 年頃の 者 はすべ て 子と 呼んで いるの だそう です。 

それで、 お母さん だけ は 自分の 子が わかる わけです 

から、 親子の 本当の 愛 は、 母と いう もの だけに ある 

のではないでしょう か。 そこで、 母の 権力が、 父の 

権力より 大きくな つ てく るの も 自然で ございましよ 

う。 

弁 信さん —— 

諸国の 人の 集まる 温泉な どに 来て いると、 どうも、 

わたしたちの 頭で は 想像に 苦しむ ほどの 異 つた 風俗 

を、 聞き もし、 見 もす る ことが 多く ございます。 


…… こんな こと を 書く の は、 書いて いるう ちに も、 

筆が けがれる ように 感じます から、 それ はよ しま 

しょう。 

わたしたち は、 白 川の 武陵桃源に 向って 分け 上って 

行く のです。 決して、 畜生 谷へ 向って 龃落 をす るの 

では ございません。 

え、 え、 それでも、 もし、 白 川へ 行く つもりで、 そ 

の 畜生 谷へ 落ち込んだら どうな さる。 

道案内 を 知らない、 あなた 方が、 見えない 眼で、 向 

う 見ず の 心に 導かれて、 どうしても、 まっすぐに 白 

川へ 行けないで、 あやまって 畜生 谷へ 落ち こまない 


こと を 誰が 保証し ます か？ 

それ は、 やっぱり 弁 信さん の 取 越し 苦労です よ。 行 

こうと 思えば、 同じ 人間の 住んで いると ころです も 

の、 行けない という ことがあります もの か。 

もしゃ、 畜生 谷に 迷い込んだ ところで …… それ はた 

とえです よ、 それ はたと えです けれども、 迷って 畜 

生 谷へ 落ちても、 そこの 人た ち は 決して、 人食い 人 

種で はありますまい。 かえって 人情に は 極めて 親切 

な 人た ちば かりだと 聞きました から、 わたしたち を 

導いて、 また 元の 道へ 送り 帰らせて 下さる に 違い あ 

りません。 


畜生 谷と 言いましても、 地獄で は ございません。 鬼 

が 棲んで いるので も ございません。 話 だけに 聞けば、 

わたしたちが 身ぶ るいす る ほどの いやな 風儀の 谷で 

あっても、 そこの 人情に は 変り がない ばかり か、 世 

間の 人情よりも 一層 濃い ものが あって、 どうかして 

間違って、 そこへ 一 晚 でも 泊った 人 は、 帰る こと を 

忘れる ほどの、 もてなし を 受ける の だそう です。 

その 昔から、 悪い と 知らないで 現われて 来た 乱婚の 

風儀 を 別にして は、 畜生 谷 は、 白 川と 同じ ことに、 

土地 も、 人情 も、 美しい ところ だと 聞いて います か 

ら、 御 安心く ださい。 


思い立つ たのが 吉日と いう こと もあります から、 わ 

たし は、 これから 大急ぎで 身の まわりの とりまとめ 

に 力 カリます 

この 次の 手紙 は、 平 湯で 書いて 上げる か、 白 川で 書 

くこと になる か、 そうでなければ 畜生 谷  決して 

そんな ことはありません けれども、 もしゃ、 道 を 踏 

み 迷った 時 は —— 

弁 信さん —— 

あなたに 向って、 助け を 呼びます から、 そのつ もり 

で 始終、 勘 を 働かせて いて 下さい ましな」 


五十 七 

名 古屋へ 来て 以来、 道 庵 先生の 持て 方が 非常に 過ぎ 

ていました から、 そうでなくて さえ、 いい 気持の 道 庵 

うちょうてん 

を、 全く 有頂天に させて しまいました。 

破格 中の 突飛なる もの —— 名 古屋城 天守閣の 登臨 を 

特許され たこと は 別問題と して、 あちらで も、 こちら 

でも、 在 名古屋 一流の 名士、 風流 者、 貧乏人と いった 

ような ものが、 道 庵 を 招請す るの 会の 絶え間がない。 

しょうし か い 

今夕し も、 尚 歯 会が 発起で、 道 庵 先生 を 主賓と して、 

長栄 寺に 詩歌 連 俳の 会 を 催す こと を 企て、 その 旨、 先 


生に 伺い を 立てる と、 一 も 二 もな く 臨席 を 承諾して し 

まった ものです。 天守閣 登臨の 特許の 筆法に よれば、 

今夜の 尚 歯 会の 席に は、 也 有、 集 木 軒、 息 集 軒、 明星 

庵、 無孔 笛、 幸 山、 君 山、 千秋 庵、 白雲 房 あたりの 名 

星が、 轡を 並べて 出席 しないと も 限りません。 

そうして、 名 古屋に 於け る あらゆる 名物と いう 名物 

を、 この 機会に 於て、 残らず 道 庵 先生に 見せて しまわ 

ねば 納まらないとの 期待 かも 知れません。 

道 庵が かくまで 名古屋 人士の 人気 を 取った という 一 

つの 理由 は、 無論 木曾川で、 ここの 藩 中の 重役の 命 を 

取 返した という 余徳が させる ことで あるが、 他の 半面 


いぼく 

に は、 この 医 卜に 隠れた る 英雄 (？) は、 まず 自分が 

が  ま 

何故に、 わざわざ この 金 鱸 城下に 駕を枉 げた かとい う 

理由 を 説明して、 それ は 郷国の 先輩、 弥次 郎兵 衛、 喜 

多 八が 東海道 膝 栗毛と いう 金看板 を かかげながら、 東 

海道の 要 を 押える ところの 尾 張の 名 古屋を 閑却して 

いると いう ことに、 ヒドィ 義憤 を 感じて いる こと、 

みやす ひめ 

宫簀姫 を 出し、 頼 朝 を 出し、 信 長 を 出し、 秀吉を 出し、 

しゃち ほこ 

金の 鱸 を 出し、 宫重 大根 を 出し、 手前味噌 を 出して 

いると ころの 尾 張の 名 古屋の 城下 を 踏まず して、 東海 

道 膝 栗毛 もす さ まじい やとい う 義憤が 、 わざわざ 道 庵 

先生 をして、 金 鱸 城下に 駕を枉 げしめ、 先輩、 弥次 郎 


兵衛、 喜 多 八の 足らざる を 補う という 神妙なる 親切気 

が、 名古屋 城下の 人 を 歓喜せ しめたの みで はあります 

一一、 ヽ o 

,3 レ 

名 古屋に 入る とまず、 金の 鱸なん ぞには 目 も くれず 

一直線に 尾 張 中 村まで 来て しまって、 そこで、 豊 太閤 

き き 

の 供養 を 営んで、 徳川 幕府の 忌諱に 触れる こと を、 意 

としない という 大胆なる 勇猛心が、 心 ある 人 をして な 

る ほどと 感心せ しめたの も その 一 つでしょう。 

それから、 見る もの 聞く ものに 対する 軽率なる 判断 

と 罵 俄  学者 のこと をい えば 学者、 医家 のこと をい 

えば 医家、 餅屋の こと をい えば 餅屋  酒屋の こと を 


じょ - つるり 

お 手前 物の ように、 踊りの こと も、 浄瑠璃の こと も、 

大根から 味噌の ことまで 一騎に 引受けて、 苦 もな く、 

こなす もの だから、 その 博識 は 測るべからず、 その 大 

きわ 

通 は 粋 を 窮め、 博識と 大 通の あまり、 人 を 茶に 浮かし 

て 興がる ことに 生きて いる 一 代の 逸民。 

つま リ、 こんな ふうに、 わが 道 庵 先生 を 買いかぶつ 

て しまったれば こそ、 この 江戸 舶来の 珍客に、 名古屋 

きぬ 

の 粋 を 味わわせて、 歯に 衣 着せぬ 批評 を 承って おく こ 

と は、 名古屋 人士に とって、 後学の 機会で ある。 

こういう 人の 罵倒 は、 罵倒 せられた 方 も 恥で はなし、 

また、 こういう 人に 賞め られ たのこ そ、 本当の 粋 中の 


粋なる もの だ  というよ うに 買いかぶ つ てし ま つ た 

ものです。 

そこで、 次から 次と、 道 庵 滞 名 中の 時間 を 繰 合わせ 

て、 例のお 数寄屋 坊主 を 進行係に 立てて、 道 庵 先生の 

閲覧 を 仰ぐ ベ き プログラムが 編成され たもので す。 

ちくいち  わずら 

その プログラム を 逐一、 ここに 掲げる の は 煩わし 

いこと だが —— 情けない ことに は、 道 庵 先生が、 こと 

ごとくい い 気になって しまって、 大 のみこみで、 よし 

よし、 いちいち 点検して 遣わそう、 残らず 拝見して 参 

ります よと、 引受けて しまった ことです。 

そこで、 プログラムの 編成 者 や、 各 催しの 主催者 側 


は 恐悦し ました けれど、 いったい、 事実上、 それ を 道 

庵 先生 自身が、 どう 処分す るの か。 

この プログラム 通り 巡 見す ると すれば、 かけ 足で 

通っても 十日 はか かるだろう。 前途 日程、 限り ある こ 

のた びの 旅路、 それ を どうす る。 

そんな こと はいつ こう、 頓着の ない 道 庵 —— もて は 

やされ ると、 いよいよ 乗り気になる ばかり。 謙遜と い 

うこと を 知らず、 辞退と いう こと を わきまえず、 遠慮 

という ことに 目の ない この 先生 は、 魂が 酒量と 同じ こ 

とに 底抜けで、 脱線が かえって 本筋に 通る の だから、 

始末に いけない こと はこの 上 もない。 


その 日 も 果して、 勢い こんで、 尚 歯 会主 催の 詩歌 連 

たくま 

俳の 会に 定刻 前から 乗 込んで、 放言 を 逞 しう しました。 

らいさんよう 

その 一例 を 挙げてみ ると、 何 かにつ けて 頼 山陽の 話が 

出た 時、 

あめ 

「山陽なん ぞは 甘え もの さ」 

と 口走った の をき つかけ に、 騎 虎の 勢いで 頼 山陽 を 

やつ つけに かかり、 

「山陽なん ぞは 甘え もの さ。 まあ、 支那の 本場 は 論外、 

近世で はおらが 方の 佐 藤 一斎 だね え。 一斎の 前へ 出て 

ごらん、 山陽なん ぞは 後学の また 後学の 丁稚 さ、 品物 

ぞうきん 

でい えば 錦と 雑巾 だね。 世間と いう やつ は 得て して 


盲目 千 人 だ、 山陽なん ぞを 有難が るの は、 ボロッ 買い 

みたよう な もんだ と、 まあ 言った もの さ …… 」 

びいき 

この 思いき つた 道 庵の 罵倒に、 席上の 山陽 蟁肩 が納 

まらない とする。 山陽 論が 席の 話題になる —— 頃 を 見 

計らって、 また 道 庵が、 今度 は 山陽 をホメ 出す こと。 

あれ は 天才で ある、 詩人 を 以て 目すべき もので はない、 

慷慨 家であって、 学者と して 見て は 違う、 その 文章 も、 

漢詩 も、 和 臭の 豊かな ところが、 すなわち 山陽の 山陽 

たる 所以であって、 彼 は 漢詩の 糟粕を 嘗めて いる 男で 

は 無え、 むしろ 漢詩の 形 を 仮り て 日本 を 歌った もの だ、 

彼に 於て、 はじめて 醇乎たる 日本 詩人 を 見る の だ、 意 


気と、 声調 を 以て 日本 を 歌った ものに、 古来、 彼 以上 

の ものが あるか、 なん ぞと 言い出し たので、 人々 を 

呆気に 取らせました。 

思う存分に、 山陽 を 下げたり 上げたり してから に、 

「まあ、 そいった ような わけ だが、 人物と して は 山陽 

なん ぞ はごくお 粗末な もの さ、 いわば 一 種のお つちよ 

こちよい さ。 わし も 若い 時分に、 ちょいちょい あの 男 

と は 逢った もの だが ね (註に ぼく、 少々 怪しい もの だ) 

人物 は、 からっきし、 おっちょこちょいで、 大塩平 八 

郎ゃ、 渡 辺畢山 あたりと も 段違い さ。 平八郎 も、 畢山 

も、 みんな 煙草 をのみ 合った 仲間 だが ね (註、 こいつ 


も 怪しい) 大塩は 何とい つたって お前、 豪傑の 面影 は 

ある さ。 畢山 もお 前、 どこへ 出した つて 士大 夫の 貫禄 

は 確かな もの だ。 そこへ 行く と 山陽なん ぞは、 せい ぜ 

い 足軽 組の 五 人頭 だね」 

その 露骨 さ 加減に、 また 一 座が 白け 渡った とする。 

それ を 委細 かまわず 道 庵が、 古今の 詩 を 論じ 去り、 論 

きた 

じ 来って、 星巌、 湖山、 春濤 まで はま あいい として、 

「君た ち は、 山陽なん ぞを 問題に する が もの はねえ、 

この 尾 張の 国から、 森槐 南と いう 大物が 出て いる、 あ 

れは 大した ものだねえ。 詩 を 作る こと はどう だか 知ら 

ねえが、 詩の 学問に かけて は 古今 独 歩 だよ。 ここに 古 


今 独 歩と いうの は、 日本 だけの 古今 独 歩 じ や ね ぇぜ 、 

本場の 支那 を ひっくるめての 古今 独 歩 だ、 あいつに は 

降参す るよ。 よく 尾 張の 国 は 日本一 を 出したがる 国 だ、 

頼 朝、 信 長、 秀吉は 事が 古い、 瀬戸物が 日本一 で、 大 

根 も 日本 一 、 踊り も 日本 一 、 金の 鱸 も 日本 一 、 美人 も 

日本一、 味噌 も 日本一 だとい つてい るが 怪しい もんだ。 

そこへ 行く と 詩学の 造詣に 於て、 森槐 南なん ぞは、 日 

本 一 を 通り越して、 唐 一 だから 豪勢な もん さ、 ああな 

ると 道 庵 も 降参す るよ  」 

脱線 もこ こまで 来る と、 一座が 驚倒 絶息せ ざる を 得 

なくなりました。 この 座に 連なる 名古屋 の、 一流 株の 


名士 連と いえ ども、 いまだ かって、 自分と 同じ 国に 森 

槐南 とかなん とかいう、 すばらしい 漢詩 学者が 存在し 

ている という こと も、 いたと いう こと も、 見た もの は 

愚か、 聞いた もの は 一人 もない はずです —— 

それ も その はず、 その 当時、 森槐南 は、 まだ 生れて 

いたか どうか、 生れて いたと しても、 ようやく 立って 

歩む ほどの 年ば えであった であった かどう か、 それ を 

道 庵 先生が 引 張り出した 脱線ぶ りに は、 誰あって 驚倒 

しない もの はない はずです。 

それに つづいて、 名 古 屋の筍 連に も 思いき つた 八 

ッ当リ を 浴びせ、 医学 館の 薬品 会 をコキ おろし、 伊藤 


玄 沢の 施薬 をお ひやら かし、 三 臓 円 や、 小 見 山 宗法が 

店 を ひやかし、 ういろう、 きしめん、 名古屋 女と ぉ巿 

の 方、 梨 瓜と 大根、 名 古 屋の長 焼、 瀬戸物、 風呂 吹き、 

漬物の 味 —— 宗 春の 発明した という ナモ、 キヤ モ、 ォ 

キヤ ァセ 言葉 —— 当る を 幸いに、 批評 毒舌、 時には や 

うちょうてん 

や 如才ない こと を 言って みたり して、 十一 一分の 有頂天 

で、 その 席 を 送り出されて 来ました。 

そうして、 伝馬 会所の 札の 辻のと ころまで やって来 

た 時、 不意に 道 庵 先生の 後ろから 水 をブッ かけた もの 

が ありました。 

「あつ！」 


と 腰 を 抜かして、 道 庵が 振りむ くと ころ、 また 一杯、 

今度 は その 左の 方から 物 を も 言わず、 手桶に 一 ぱい ァ 

ビ せかけ た 者が あります。 

「あつ！」 

と 左 を 見返す 時に、 今度 は 右の 方から、 思いきって 冷 

たい 一 杯の 手桶の 水 を、 ブッ かけた 者が あります。 

見る も 無惨に 道 庵の 腰が 抜けて、 仰天して いると こ 

まっこう 

ろで、 真 向から また 一 杯。 

「あつ！」 

ほとんど 道 庵 をして、 腰 を 立てる どころ か、 息 を も 

つかせない ほどの 出来事で、 札の 辻の 真中に 腰 を 抜か 


し、 醜態 を 遺憾な く 曝した 道 庵 は、 盲が 壁 を 塗る よう 

な 手つき をして、 しばらく は、 

「あつぶ、 あつぶ」 

むせ  な  すべ 

と 咽ぶ ほかに は、 為さん 術 を 知りませんでした。 

そもそも、 これ は 何とい う 無惨な ことで ありまし よ 

う。 例の プロ 亀 や デモ 倉の、 苦肉 を 以ての たくらみ、 

道 庵 を 江戸から つけ 覘ぃ、 とうとう かかる 下劣の 手段 

で、 闇 討 を 決行して しまった もの か、 そうでなければ、 

先日の 軽 井沢の 場合の ように、 道 庵の 親切が 過ぎた た 

めの 不慮の 災難 か、 とにかく、 こうして、 前後左右 か 

ら、 つづけざまに 水 を 浴びさせられた 道菴 は、 一 時、 


全く 人心地 を 失い、 腰が 立て なくなって、 陸上に 溺没 

してし まった ことです が、 誰と てこれ を 助け 起そうと 

する 者 もありません。 

こういう 場合に 於ての 宇治山 田の 米 友 —— またして 

も 危急存亡の 場合に、 英雄が 居 合わさない。 

だが、 この場合 は 全く 軽 井沢の 場合と 別に、 一英 雄 

が 現われた とて 如何と もす ベ からざる 事情で あ つたの 

です。 

それ は、 先生 は 知って か 知らずに か、 とにかく、 こ 

かたき 

の 場の 水難 は、 これ はなに も、 江戸の 敵 を 名古屋 で、 

という 影武者が あった わけで もな く、 全く 生命に 危害 


を 加えよう という 暴徒の 所業で もな く、 実は 極めてお 

めでたい 慣例に ひっかかって しまった だけの ものです。 

尾 州の 古俗に 「水 祝い」 というの が ある。 上品な と 

ラ ら じろ 

ころで は 婚礼が 済む と、 その 家の 門の 前で、 裏白に 水 

かたぎぬ 

をつ けて 肩 衣へ 少しずつ 注ぎ かける —— それが 身分に 

応じて、 水の 代りに 「はぜ」 を 以てする こと も ある。 

夫人が 奥で 「水 祝い」 をす る 時には、 金銀の 砂子 を 紙 

に 包んで 注ぐ こと も ある。 

小 笠 原 家から 出た 水 島 家の 伝 書の 中に も 「水 祝い」 

の 礼物 を 記した のが ある。 

「手桶 一 対 —— 白 絵に 鶴 亀、 松 竹 を 書く、 本式 は 手 


ひげ こ  すりこ ぎ  しゃくし 

桶 十一 一 II それに 髭 籠 —— 摺 古木 —— 杓子」 

うちび 

これによ つて 考 うれば、 王朝 時代から 行われた 「内 火 

ことぶき 

とまりの 寿 」 という 儀式と 同じような ものであろう 

と言われる。 

とにかく、 この 「水 祝い」 は 二 代 光友の 時まで は 行 

われ、 家中 奥 向 勤めの 輩 は、 正月に 御前で 「水 祝い」 

を 為す ことにな つていた。 そこで 寛 文 十 年に は 「水 あ 

おさだめ 

び御定 の覚」 という ものが あって、 婚礼の 翌 一年 は 申 

すに 及ばず、 たとえ 三年 五 年 過ぎても、 御前に 於て 水 

あび を 申すべき 事。 

なお、 「もみ」 を 以て 水に かえる こと もあった と 見ら 


れ るの は、 同じ 定めのう ちに、 

「もみ 候 事、 上下 衣服 等 もみ 候 ひて、 人前 出で 難き 

ほどの 体 成り 候 はば 水む やく たるべく の 事、 一度 も 

み 候 上 は 水 同然に 候 間、 其 上 はもみ 候 事 無用の 事、 

すぢな き 

附、 無 筋 儀 を 申立ても み 候 儀 無用た るべき 事」 

というの は、 もみ はすな わち 胴上げの ことで あろうと 

思われる。 

ところが、 元禄 五 年に 至って、 玉置巿 正なる ものが 

ちぎょ う 

千 石の 加増 を 賜わって、 知行 二 千 石と なるや、 その 翌 

年 正月、 光友から 巿 正に 小姓 衣 を 振舞われた。 その 時、 

奥勤めの 者 集まって、 巿 正に 「水 祝い」 をす るか、 も 


みに する かとい う 内 評議 を 聞いて、 巿正 迷惑の ことに 

思い、 主人に 聞え 上げた と 見えて、 その 時から 禁止せ 

られ たという ことにな つてい る。 

この 禁令 は 元禄 十七 年 (宝 永 元年) 十二月 二十 八日 

という ことで、 その 時の 廻文に、 

「手紙 ヲ以テ 申入 候、 近年 婚礼 相 済ミ候 者、 水 振 廻 

ノ 祝儀 ヲ 為シ、 近所 ノ者 寄リ集 マリ、 作法 宜シ カラ 

ザ ル儀之 レ有ル 段 相聞ェ 候、 以後 右ノ 様子 ノ族、 之 

きっと 

レ有ル 二 於 テハ、 急 度、 御 吟味 ヲ遂ゲ ラルべ キ旨、 

仰セ 出サレ 候、 向後、 相 慎 シミ、 作法 宜シキ 様 二 

つかまつ 

仕 ルべキ 旨、 御 老中 仰セ 渡サレ 候条、 其 ノ意ヲ 得 


ラルべ ク候、 以上」 

と あるに よって 見る と、 この 「水 祝い」 がかな リ無作 

法な ものに なって、 この 慣例 をい いこと に、 ずいぶん 

人に 迷惑 を 及ぼす 弊害が 多 か つた ものと 見える。 

それでも 儀式と して はま だ 相当に 残されて いた もの 

と 見え、 万 治 三年の 正月に、 家中 水 あびせが あった 時 

よつぎ 

に、 侍た ちが 光友の 世嗣綱 誠に 向って、 慰みの ために 

この 水 あびせ を 御覧になる ように 申し上げ たが、 世嗣 

はこれ を ことわ つ て、 

「侍た る 者 を 裸に して、 庭 上 を 引きずり 廻る こと は、 

更に 行儀に あらず、 作法が 闕 ける。 水 あびせの 事 重ね 


て 申し出て はならぬ」 

と 制止せられ たと ある。 

これによ つて 見る と、 前後に 少し 合わぬ ところ は あ 

るが、 尾 州の 「水 祝い」 も、 元禄 以後に は 全く 廃止せ 

られ たものと 見なければ ならぬ。 

しかるに、 この 際、 特に 道 庵 先生に 敬意 を 表する た 

すた 

めに、 この 廃れたる 古儀 を 復興して、 十二分に 「水 祝 

い」 をして 上げた ことと 思えば 腹 も 立てない ではない 

ゝ o 

力 

それにしても、 少々 祝い 過ぎた ようです。 

事が こう 不意に 出で て は、 いかに 古式の 復活で も、 


驚かされな いわけに は ゆかぬ。 いかに 物に 動ぜぬ 道 庵 

先生 とても、 行 逢いが しらに 前後左右から 水 を ブッか 

けられた ので は、 悲鳴 を あげない わけに は ゆきます ま 

い。 せっかく、 名古屋 人士が、 充分の 好意 を 以て、 あ 

ら ゆる 名所 見物 を 道 庵 先生の ために 開放した の はいい 

が、 古式の 復活 も、 ここまで 来て は少々 礼 を 過ぎた こ 

とに なり はしますまい か。 

しかし、 これ を 好意に 取る と、 親切なる 名古屋 人士 

は、 あらゆる 歓待 を この 珍客に 向って 加え、 のぼせ 上 

ら せる だけの ぼせ 上らせて みれば、 もうこの 上 は、 そ 

のの ぼせ を 引下げる より ほかに は 御馳走が 無い と 見た 


から、 ついに この 最後の 水 饗応に 及んだ ものだろう か 

と 察せられる。 

また、 道 庵の 方から 見て、 こう も 仰山に、 周章狼狽 

して、 陸上に 沈溺 し、 足 も 腰 も 立たない 醜態 を 演じて 

いるが、 実のところ これ も 芝居 だ。 

いき 

「面白え、 その 水 祝いと いうの を 生の いいと ころで 一 

つ 振舞って もらいて え」 

ろうば い 

なん ぞと 言 い 出した のが 最後 —— 不意 に 狼狽した よう 

に 見せて 実は、 こういう 目に 逢って みたい こと を 万々 

承知で、 役者 を 揃え、 舞台 を 廻 させて おいた かも 知れ 

ぬ。 


ともかくも、 あえなく 水 倒しに されて、 路上で 陸 沈 

の 醜態 を さらして いる 道 庵 それ 自身 は、 思った よりも 

天下 泰平で、 めでたく 巿が 栄えた つもりで いるよう で 

五十八 

東 妙 和尚が、 ある 日の こと、 与 八に 向って 何 を 言う 

かと 思えば、 

「与 八 や —— わし も 永年、 諸 所 方々 を 歩き 廻って 来た 

うめぼし 

けれど、 まず この 地方の 梅干 ほどうまい 梅干 はない と 


思うよ」 

と 言いました。 

「へえ、 そうで ございま すかね」 

「まず 日本 一  と は 言える かどう か 知らないが、 こ 

の 土地の 梅干の 味 は 無類 だよ」 

「そうで ございま すかね、 この辺 は 桃の 名所 だとい う 

こと は、 昔から 誰も 知っています」 

「それ は、 桃の 名所と しても 聞え たと ころ だが、 梅 は 

格別 だな」 

「土地にば かりい ちゃわ かりま せんね」 

「そうだ、 他と 比較して みなく ちゃ、 すべて 物の ねう 


ちとい うの はわから ない」 

「そんな どころ じ や ございません、 この 土地で は、 梅 

の 木 を 邪魔に して、 伐り 払って しまう 家が 多い ようで 

すね」 

「それ だ、 わし も 時々、 出かけて 見る と、 あの 枝ぶ り 

の 面白い 老 梅の 樹を、 む ざむ ざと 伐って いるから、 何 

にす るの だと 尋ねる と、 家が 日蔭に なって 邪魔になる 

から 伐って 薪に すると 言って いたが、 さてさて、 物の 

冥利 を 知らぬ 話 だと 思って、 つくづく 意見 をして 来た 

こと だが ね、 わしの 意見 もなかな かわかつ ちゃくれ ま 

い」 


「そうです ね、 年々、 梅の 樹が 減って しまうよ うです 

ね」 

「名物が なくな つ てし まう の だ」 

「惜し いこと で) J ざ い ますね」 

「惜しい こと だ。 すべてな、 与 八、 物が その 土地の 名 

物とまで なる に は、 その 土地に 備わる 天分と いう もの 

があって、 最初に その 種 を 蒔いた 人 は、 よく その 天分 

と、 地味と を 見分け、 その後、 代々 容易な らん 苦心が 

積み重なって、 ようやく 名物と なる の だ。 それ を 孫子 

に 至る と、 すっかり 忘れて しまって、 一時の 目先 だけ 

で 新しい ものと 取替え る、 それが やがて 取 返しの つか 


ぬ ことになる」 

「そうで ござんす かな あ」 

「そうさ、 わし はお 百姓で ないから、 地味の こと はよ 

くわ からん がの、 この 土地 は 陽 を 受けて いるから 桃が 

よく 育つ、 川 向う は 陰 だから、 それで 梅の 質に 合って 

いる、 それ を 見込んで 昔の 人 は、 土地に かなうよ うな 

苗 を 植えつ けた もの だ。 これから 少し 西へ 出る と 柚が 

やま あ い 

いいな。 この 土地 は、 山間の 石の ある 地味が、 柚と い 

う ものに かなって いるら しい。 これから 二三 里 下る と 

柿に いいと ころが ある。 だから、 よく 地味に 相当す る 

もの を 植えつ けて おくと、 知らず 識ら ず、 それが 名物 


という ものに なって、 他の 土地で は 見られない 風味と 

いう ものが 出来て くるの だ。 この 川 向う の 梅なん ぞも、 

たしかに その 名物の 一 つなの だ。 その 梅が、 一本で も 

減少 するとい うこと は、 心細い もんだ よ」 

「このごろ は、 梅 を 植える より 桑 を 植えた 方が 割が い 

いなんて、 みんな 桑畑に しちまい たがる ようです」 

「それ だ —— 桑 を 植えて、 蚕 を 養って、 絹 を 取れば、 

それ は 今のところ、 割が いい かも 知れない が、 末に 至つ 

て、 どうなる もの かわからない。 桑が いいから 桑、 

ゆ リ  のみと リ ぎく 

百合が い い から 百合、 除虫菊が い いから 除虫菊 II い 

いものに 移る の はいいが、 その 時の 調子で、 眼 先の 景 


気 だけに 取られる の はよ くない」 

「そうです ね、 いま、 割が 悪い と 思っても、 直ぐに ま 

た、 よくなる こと もあります ね、 今時、 ずっと 景気が 

いいから といって、 それが 幾年 も 幾年 も 続いて いられ 

るか どうか わかり ましね え」 

「そうだと も、 今、 梅よりも 桑が いいから といって、 

あの 見事な 梅の 老木 を 伐り 倒し、 桑 を 植え かえち まう 

なんてい うの はほんと うに、 眼の 前 だけの 勘定 だ、 きつ 

と、 いまに 後悔す る 時が あるよ。 それば かりじ やない、 

この 裏の 成 木と いうと ころの 山 を 掘れば、 いい 石灰が 

出る というんで、 昔 は 江戸のお 城 普請にまで 御用に 


なった もの だが、 それ をい い 気になって、 近頃 は 山師 

が 入り こんで、 その 石灰 山 を 買占める、 正直な 山 持た 

ち は、 山の 売 値が いくらか 割が いいと いうと ころに 釣 

込まれて、 山師に 山 を 売る と、 山師が 黒 鍬 を つれて 来 

て、 山 を 掘つ くら かえして しまう、 美しい 天然の 形 を 

していた 山が、 デコ ボコの ギザ ギザ 山に なって しまつ 

て、 それから は 何の 木 を 植えても 育つ ことで はない。 

杉 を 植えたり、 雑木 を 植えたり してお けば、 ちょっと 

の 間に は 目に 見える 儲け はない としても、 何十 年、 何 

百年の 間に、 植え かえ 植え かえ すれば、 その 利益 はの 

べにして みると 大した もの だ、 見たところ も、 山 は 山 


らしい 厚味が あって、 土地の人 情と もす つかり 合った 

風景になる の だが、 ああして 石灰 山 を 売り飛ば してし 

まって は、 一時の かす 儲けば かりで、 未来永劫に 廃れ 

山に なって しまう。 近頃 は、 この 武蔵 野に も 美しい 雑 

木 林が だんだん 減って、 殺風景な 桑畑ば かリ ふえる、 

梅なん ぞも その 通り だ、 流行 物に 心 をう つして、 古来 

の 風土に かなった 名物 を 失う と、 もう 取 返しが つかな 

いもの だ。 そこで 与 八 —— お前に 相談 だが な」 

と 東 妙 和尚から、 与 八 殿が かなり 長い 前置 附 きで 相談 

を 持ち かけられた ところ は、 いつぞや、 石の 地蔵 をき 

ざみながら、 地蔵 和讚の 口う つし を 受けた、 彼岸桜の 


大木の 下の 芝生の 上です。 

「お前に 相談と いうの は ほかで もない がな、 あんまり、 

あの 梅の 亡びる ことが 惜しい もの だから、 ひとつ、 わ 

しが、 もくろみ を 立てて みた もの だ。 これから ひとつ、 

その もくろみ によって、 お前と 乗に なって、 一 商売 を 

はじめて みょうと 思う の だが —— 」 

「わしゃ、 あんまり 商売 は 上手で ねえんで してな あ」 

と 与 八が 謙遜す る。 与 八が あんまり 商売が 上手で ない 

こと は、 自分が 謙遜す るまで もな く、 東 妙 和尚が よく 

呑 込んで いる はず だ。 東 妙 和尚 とても、 あんまり 商売 

に 得手で あるまい と 思われる。 どのみ ち、 この 二人が 


片棒 ずつ かついで、 ありつこう という 商売 は、 士族の 

商売よりも あぶない もの かも 知れない が、 さりと て、 

和尚 は 世間 を 知っている、 それに 坊主 丸儲けと いう こ 

ふ る 

とも ある、 存外、 妙 腕 を 揮って、 半 べん 坊主の 向う を 

張る つもり かも 知れない。 そこで、 与 八が 謙遜す るの 

を、 東 妙 和尚が 抑えて、 

「損 をした つ て 元と いう 商売 だから、 心配し なさん な」 

と 慰め、 

「うまく 行けば 坊主 丸もう けだ。 実は、 わしが あの 梅 

の 木 を 伐る の を 見て、 惜しい と 思って 意見 をした が、 

こんな 物の 道理 は なかなか、 眼 先ば かり 見て いる 当世 


人に はわから ないから、 いっそ、 こっちが 上手 を 行つ 

て、 一儲け をして 見せて やって、 それから のこと だ。 

そこが それ、 小人 は 利に さとると かなんと かいって、 

目の前へ 儲けて やって 見せてから でない と、 お 説法 を 

信用し ない。 そこで、 わしが 考えついた 大銭 儲けと い 

うの は、 まずこう だ、 与 八、 聞いて みてくれ」 

東 妙 和尚 も、 芝生の 上の 虎の子 石へ 腰を下ろして、 

両膝を かかえながら、 与 八に 向っての、 金儲け 話。 

「与 八、 聞いて くれ、 あの 梅の 木 を 伐ら せない ように、 

残らず こっちで 買占める の だ」 

「へえ、 あの 吉野 村の 梅の 木 を、 残らず 買占め るんで 


すか、 何千 本、 何 万 本て ある やつ を、 そっくり 買占め 

るんで すか、 買占めて、 どこへ 持って おいでな さる」 

と 与 八が、 仰天して しまいました。 それ を 東 妙 和尚が 

説明して 言う ことに は、 

「残らずつ たって お前、 あの 村の 梅 を みんな 買占める 

という 日に は 大変な もの だ、 そういう わけで はない、 

なかには、 先祖伝来の 庭木 だから、 また 多年 手入れ を 

よく 仕立てた もの だから、 という 理由で、 大切に 育て 

ている ところが 大分 ある、 無茶に 伐り 倒して 薪に して、 

その あとへ 桑な リ、 除虫菊な リを 植えよう というの は、 

実は 村 内に そうよ けい ある わけ じ やない から、 それ を、 


相当の 価格で、 買占めて おくまで のこと だ、 老木の 惜 

しい 奴 を 二三 百 本 も 買って おけば、 大体 話が つくの だ」 

r 一  本い くらで 売ります かね、 値段よりも 人夫が 大変 

で ござんし ような あ、 一本で も 持って来て、 こっちへ 

移し 植えよう というに は、 五 人 や 十 人の 手間 じゃあり 

ません ぜ、 とても 費用が かかります ねえ」 

「かりに 一本、 二分ず つに したと ころで、 三百 本と 見 

て も 知れた もの だ。 二分なら 喜んで 売る だろう。 そう 

して 買った からと て、 なにも 強いて こっちへ 引取らな 

くても いいの だ、 相当の 地代 を 払って、 そのまま 置据 

えに して もらって、 そうして、 実は こっちで 取って、 


それからが 商売に かかる という 寸法よ」 

「だって 方丈 様、 土地で も、 実 を 取って 売った ところ 

で 引合 わね えから、 伐って 桑 を 植えたり、 桐 を 植えた 

りしたがる のでしょう、 それ を わざわざ 大金 を 出して 

買って、 置 据えに したって、 いよいよ 割に 合わない ね 

え」 

「そこ だ —— そこが 商売の 秘伝な の だ 与 八、 いいかえ、 

さ つ きも 言う 通り、 土地の人 は、 そんな 特別の 梅 を 持 つ 

ていながら、 その 味が わからな いの だから、 まず その 

味 を わからせる ようにす るの だ、 土地の人に わからせ 

るよう にす るの じ やない、 世間 一般に 向って、 吉 野の 


うま 

梅 は 旨い、 天下一品 だ  という こと を 知らせる よう 

にす ると、 買い手が 多くなる、 買い手が 多くな つて、 

なるほど こい つ は 能書 通りうまい わい という ことにな 

ると …… 名物に うまい 物 無しと いうが、 この 吉野 村の 

梅ば かリは 格別 だ、 あの 辺 は 俗に 青梅 在と いって、 梅 

を 名乗って いるの は、 なるほど、 地味 そのものが 梅に 

かなって いるの だ、 梅干 は 青梅 在の 吉野 村の 梅干に 限 

る、 というよ うな ことに なれば、 年々、 梅干の 需要が 

殖えて、 江戸 はもと より、 日本中へ 売れる ようになる」 

「なるほど  」 

「そうだろう —— 土地で 食ったり、 青梅 あたりへ 売る 


だけで は 数の 知れた もの だ、 これが 馬に 積んで、 どん 

どん 江戸まで 出る ようにな つて ごろうじろ、 あの 山と 

谷 を みんな 梅の 木に したって、 まだ 足りない。 そこで 

ひとつ、 お前との りに なって、 その 梅干 屋を 開業して 

みたい の だが、 どう だな、 わしが 金主 元で、 お前が 製 

造 主任、 お 松さん が、 販売 兼 支配人と いう ことに なれ 

ば、 この 商売 外れつ こなし だね。 万一、 損 をしても、 

今い う 通り、 損 をしても 元 だから 心配 をす る もの はな 

いの だ。 どう だ、 そういう わけで、 与 八、 お前が ひと 

つ 梅干の 製造 方 を 引受けて くれない か」 

「引受ける 段で は ございません、 方丈 様の おっしゃる 


ことなら、 何 だって、 いやと は 申しません が、 梅干の 

製造 法 は、 わし はま だよ く 知らね えです から、 ひとつ、 

誰かに 聞いて 勉強して から、 お引受け をした 方が、 た 

しか じゃあ ござんす めえ か、 せっかく、 製造元 を 引受 

けたって、 下手に やって 腐ら かしたり、 まずく 漬けて 

しまった 分に は、 済まね えこと だから」 

「うむ、 そのこと、 それ も 心配し なさん な、 その 梅干 

の 製造 法 も、 わしが、 ちゃ あんと 心得て いるから、 秘 

伝 をお 前に 伝授して やる、 お前 は、 それに 従って、 近 

所の 若者で も かり 集めて、 働いて もらった りすり や あ 

いいの だ」 


東 妙 和尚から、 この 相談 を 持ち かけられた 与 八 は、 

一応 納得して、 その 委細 をお 松に 伝えるべく、 机の 家 

の 本家まで 帰って来ました。 

五十 九 

お 松 は その 日、 子供 を 帰した あとの 講堂 (もとの 机 

の 道場) を 整理して いると、 ふと 外の 庭です る 子供ら 

の 話に 耳 を 傾けさせられました。 

のぞいて 見る と、 十 歳 を 頭と 思われる くらいの 男の 

子が 五六 人、 いずれも 背中に 乳呑児 を 結びつけて、 子 


守 を 仰せつかりながら、 桜の 木の 下で 石蹴りなん ぞを 

して、 遊んで いると ころであります。 

寺子屋と しての 日課が 終って からで も、 この 校庭が 

遊び場 所になる の は 毎日の ことのよ うな ものです が、 

今日は、 お 松が 特別に 注意 を 向けさせられ たの は、 子 

供た ちの 無意識な 会話ぶ りで ありました。 

「お前ん ちへ は、 また 赤ん坊が 出来た のかえ」 

「ああ」 

「貧乏の くせに、 そんなに 子供ば かり 出来ち や あ、 食 

わせる に 困る だろう」 

「困り やしないよ、 赤ん坊 はま だ 何も 食 やしない もの、 


乳ば かり 飲んで いるよ」 

「馬鹿、 今 は 乳ば かりだって、 いまにで かく なれば お 

まん ま を 食う ぞ」 

「そり や、 そうさ」 

「その 時になる と、 食わせな けり やなら ねえ、 お前の 

うち じ や 食わせられ るかい」 

お 松 は それ を 聞いて、 ずいぶん マセ きった 言い分 だ 

と 思いました。 だが、 その マセ きった 言い分 も、 当人 

くちぶ リ 

は 無邪気 で、 家庭の 口吻が させる わざ だと 考えない わ 

けに は ゆきません。 家庭の 口吻 は、 つまり 生活の 切迫 

であります —— お 松 は 箒の 手 を 休めて、 それ を 聞いて 


いると、 

「おらの 家 じ や、 貧乏の くせに 子供ば かり 出来 やが つ 

て、 食わせる ことができ ねえから、 こんど 出来たら 

ま び 

間曳 いち まう と 言つ てた よ」 

「間曳 くと いうの は 何だろう」 

「間曳 くと いうの は、 赤ん坊が 生れる と 一緒に、 つぶ 

してし まう こと だと さ」 

I つ ぶす？」 

「うむ」 

「つぶす というの は、 どうす るんだろう ねえ」 

「殺しち ま うんだ よ、 生れる と 一 緒に、 息の できねえ 


ようにし ちま つ て さ」 

「ずいぶん、 悪い な あ、 生きて 生れた の を 殺しち やう 

なんて」 

「だって、 仕方が ねえ さ、 生かして 置いた つて、 食わ 

して 行けな けり や あ、 人間 は 死ぬ だろう、 生れた もの 

に 食べさせ ねえで 殺す より、 痛い も 痒い も 知らね えう 

ちに、 片 づけて しまった 方が、 慈悲なん だと さ」 

「かわい そうだな あ」 

「かわいそう だって 仕方が ねえ や。 おいらなん ぞも、 

家が 貧乏なん だから、 お 母 あが、 間曳 いてし まう つも 

りで いたの だが、 おいらが 生れる と ニコニコと 笑った 


から、 つい 間曳く 気になれな かったん だと さ」 

「変 だな あ、 そんなに 子供が 邪魔に なるなら、 産まな 

けり や いいに な」 

「産まな けり やい いったって、 生れる の は 仕方が ねえ 

や」 

「産まね えよう にで きないの かな あ」 

「うんこと 同じ だよ、 出したい 時には 我慢が できない 

だろう」 

「だって、 子供 を 産む の は、 お 母 あばかり だろう、 う 

んこは 誰 だってす るよ、 どうかして、 お 母 あに 子 を 産 

ませない ようにで きない もの か 知ら」 


「馬鹿、 お 母 あに 子 を 産ませない ようになん ぞ できる 

もの か」 

「だ つ て」 

「くに い の 家 を 見な、 もう 七 人 ある けれど、 また 始ま つ 

た つ て 言つ てる ぜ」 

「どうして、 お 母 あが、 そんなに 子 を 産みた がるんだ 

ろうな」 

「自分 じ や、 産みたがら なくった つて、 ひとりでに 出 

て 来 るんだ から 仕方がな いじ やない か —— 女ち う もの 

は、 子 を 産む ように 出来て るんだ ぜ」 

「そうだ、 子 を 産む の は 女ば かりで、 その 女 も、 お 母 


あになら なけり や 産まね えの だ、 お 母 あになる と 仕掛 

が 違う のかな あ」 

「馬鹿 —— 子 を 産む の はお 母 あばかり じ やね えぞ、 家 

の 姉 やなん ぞも、 奉公に 行って から 家へ 帰って 子 を 産 

ん だぞ、 だけん ども、 姉 やの 子 じ やい けね えから つて、 

おいらの 弟に して あるんだ、 だから、 姉 や だって 産む 

よ、 お 母 あとば つかりき まった もん じゃあね え や」 

「でも、 うちの 姉 や は 産まね えよ」 

「ちえ ッ、 お 母 あだって、 産まね えお 母 あ も あるよ、 

しんや 

あの 新屋を ごらん …… 」 

「みんな 知らね えの かい、 御 亭主 を 持たなければ 子 は 


産まね えんだ ぜ、 いくらお 母 あだって、 御 亭主が 無け 

リゃぁ 子が 産れ ない よ」 

「御 亭主ての は 何 だい、 父の ことか ェ」 

「そうさ —— 父親と 母親と いう ものが あって、 はじめ 

て 子が 生れ るんだ よ」 

「だッ て …… 」 

「だッ て、 姉 や は 御 亭主が 無く つて 子が 出来た と いう 

じ やねえ か」 

「そり や あ  そり や あ」 

「先生のお 松さん だって、 ごらん、 御 亭主が 無くって 

子 K が あるよ、 そら、 郁太郎 K と、 登 様と、 二人 も 子 


供が あるじ やない か」 

「そうさな あ」 

「だから、 父が 無くたって、 子供 は 出来 るんだ ぜ」 

この 話 をお 松 は 立 聞き をして、 ある 時 は 吹き出した 

くな り、 ある 時 は 恥 かしくな リ、 ある 時 はまた 身ぶ る 

い をす る ほど 怖ろ しくな りました。 

これら、 無心の 子供に 言わせる 社会 相。 

子供が 出来ても 食わせられな いが、 子供 は 産れ る も 

の だ。 

この 子供ら は、 子供の 生れる 性の 知識に は 暗かった 

からい いような もの、 これで も 出産の 結果の 負担の 重 


いこと を、 家庭から 深刻に 吹き込まれ ている。 

産れ たもの は、 食わせなければ ならぬ。 その 家々 で 

食わせられなければ、 他の 方法で 食わせて 生かさな け 

れ ばなら ない もの だと 思いました。 食わせられな いが 

ために、 生かして は 置け ない という こと、 そういう 場 

ま び 

合に は間曳 いてし まう が、 むしろ 慈悲 だとい う 考え は、 

どうしてもお 松に 同意の 余地 を 与えない もので ありま 

した。 

産れ た 子 は、 きっと 育てられる ように、 家々 の 生活 

を 保証 させて やらなければ ならぬ。 家々 で やれな けれ 

ば 村々 で …… 村々 で やれなければ、 お 上の 手で …… ど 


うしても、 そうして やらなければ ならない もの だと、 

お 松 は 考えさせられました。 

人間 を 多く 産まない ようにす る ことができないなら 

ば、 家庭 を 富まして やらなければ ならぬ、 家々 の 生活 

を 楽に してやらなければ ならぬ、 それに は、 どうして 

も 土地 を 富ます ように、 その 土地から、 よき 職業と、 

よき 産物 を 見出して、 生活 を 楽に してやり さえ すれば 

この 悲惨 は 救われる はず —— お 松 は、 日頃 考えて いな 

いこと ではなかった が、 今の 無邪気な、 怖ろ しい 会話 

を、 子供の 口から 聞かせられた 時に、 一 日の 急の よう 

に、 強く そのこと を 感ぜ しめられました。 


そこへ、 ノソリ と 入って 来たの は、 海 蔵 寺から 帰つ 

た 与 八です。 

六十 

その 翌日、 東 妙 和尚と、 与 八と、 ムク 犬と が 相 携え 

て、 吉野 村へ 梅 を 買いに 行きました。 

村へ 入る と、 千樹の 梅林 —— それ を 東 妙 和尚が いち 

いち 見立てて、 持主と 値ぶ み をす る。 協定が 済む と、 

サ ラリサ ラリと 代価 を 払う。 

梅 はもと より 移植す るた めで はない。 代価 を 過分 I 


I といっても、 材木 や、 薪と して 売り飛ば すより は 過 

分な 代価 を 払っての 上に、 倉敷料と しての 見つ もり 若 

干 を 与えて、 そのまま にし、 季節に 実 を 取る だけの 約 

定 なの だから、 売って かえって 保護 をされ ている よう 

な もの —— 取引 も 至極 円満に 進行して 行きました。 

梅の 木 買収の 協定が 済む と、 その 一本 毎に、 東 妙 和 

尚 は、 与 八の 手から 一枚の 木 札 を 受取ります。 その 木 

札 は 三寸に 五寸 ほど、 新しく 削らせて、 上端に 小さな 

ざる 

穴が 明けて ある。 沢 井 を 立つ 時、 与 八 は それ を 笊に 入 

れて 荷って 来たの を、 一枚ず つ 東 妙 和尚が 受取って、 

おのおのの 木ぶ り を ながめながら、 矢 立 を 取り出して 


その 木 札に サ ラサ ラと 認める。 

「それ 与 八、 その 巌の 間に はさまれ ている 大木に はこ 

れを附 けろ」 

認めた の は 「重巌 梅」 —— と ある。 

「さあ、 次なる、 その 横へ つんとの したの は —— それ、 

鳥 道 梅」 

「こっちの 方の 枝の 盛んな やつ は 白雲 梅」 

「そら、 こ つちの 方に 低く 這つ ている のが 幽石梅 だ」 

「向う の 谷間に あるの が聯渓 梅」 

「低く 地に ついている やつが 泣 露 梅」 

「そら、 これが 吟風梅 だ」 


「その 畔道に 小さくな つてい るの が迷径 梅」 

「それ 践草 梅」 

「それ 胆雲 梅」 

「そっちの は 歌聖 梅」 

「あの 一 本 立ち は 無人 梅」 

「池の 傍の は沃魚 梅」 

しょ ぅリ ようば い 

「はは あ、 鳥が とまって いるな、 そこで 鵜鶬梅 だ」 

「その 枝の よく 伸した やつが 安身 梅」 

はく つ るば ヽ， - 

「それ は 姿が いいから 白 鶴 梅」 

えきら くば い 

「亦 楽 梅」 

「長条 梅」 


「馬屋 梅」 

「孤影 梅」 

「玉 堂 梅」 

「飛 雲 梅」 

「金 籠 梅」 

「珠簾 梅」 

「娟女 梅」 

「東 明 梅」 

「西 暗 梅」 

一木 を 得る に 従って 一名 を 選み、 それ をサ ラサ ラと 

木 札に 書いて、 与 八に 与えて、 それぞれの 木に 結びつ 


けさせる。 鈍重な 与 八が、 応接に 追われる ほどの 進行 

ぶり。 見て いた 村の 持主た ちまで が 舌 を 捲いて しまつ 

たという の は、 物の 名 をつ ける の は、 八 兵衛、 太郎兵 

衛 でさえ むずかしい、 一木 一草に でさえ、 しかるべき 

雅名を 与える の は 容易な ことで はない、 おのおのの 持 

ち 分の 老梅 にも 何とか 名 をつ けたが つたり、 つけても 

らおう としたり、 相当の 学者に 頼んで おいたりしても 

容易に 出来ない のに、 この 和尚 様 は、 一木 を 得る ごと 

に 一名 を 選む こと、 数字の 番号 を 打つ ことの 速さと 同 

じこと だ、 博学な 坊さん もあった もの だと 驚く。 それ 

に 頓着な しの 東 妙 和尚、 


「梅 は、 ずっと 昔、 支那から 渡って 来た もの だとい う 

ことにな つてい るが、 それ もし かと はわから ぬ、 九州 

うめが や 

の 梅 谷と いうと ころ、 甲 州の 富 土の 麓なん ぞに は、 た 

しかに 野生の 梅が あるの だからな。 どうも、 わしの 頭 

では、 やっぱり 日本に、 最初から 存在した ものの よう 

に 思われて ならぬ、 樹 ぶりから 枝ぶ り、 趣味 好尚に 至 

るまで、 全く 日本に ふさわし いもの だ」 

と 講釈 をして、 また 次の 如き 順序の 選 名 —— 

「青 煙 梅」 

「蜂 蝶 梅」 

「紫 芝 梅」 


「微風 梅」 

「斑白 梅」 

「黄老 梅」 

「柳 楊 梅」 

「四 運 梅」 

しゃくみ つばい 

「 石 蜜 梅 」 

さ ん ろば い 

「餐露 梅」 

ゆうかん ばい 

r 幽間海 - 

「銀 床 梅」 

「深 障 梅」 

それ は、 あらかじめ 選んで 置いて、 それ を 転写す る 


でさえ、 そうは 迅速に 参るべからざる もの を、 いちい 

ち、 その 景を 見、 境 を 見、 木ぶ リ枝 ぶり を 見、 来歴 を 

参考と して、 即座に 選んで、 サ ラサ ラと 書き飛ばす も 

の だから、 これ は、 たしかに 容易な ことで ない と、 村 

人 を 驚かす に 充分で ありました。 それよりも、 あまり 

に 選 名が 早い ので、 それに 緦を つけて、 木に 結ぶ こと 

ほんめい 

の 奔命に 窮 する ほどの 与 八。 

ひまじん 

この 前後から、 村々 の 子供 を はじめ、 閑人が すべて 

出て 来て、 梅 買い 評定 を のぞきに 来る。 

それだけ ではない、 最初の ほど は 一匹 二 匹と 出て 来 

て、 遠く ムク 犬の 雄姿 を のぞみ、 あえて 虎 威 をお かす 


こと をし なかった 附近の 犬が ようやく 数 を 増して、 何 

十 頭と いう ほど 群がり 出し、 それが 遠くから 畏る畏 る、 

ムク 犬の 雄姿 を ながめて いたのが、 ようやく、 なつい 

てく ると 見えて、 だんだんち かよって 来る と、 ついに 

皆、 ムク 犬の 前後左右に 尾 を 振って、 これに 朝す るの 

有様で ありました。 そこで ムク 犬が 動く と 群 犬が 従う。 

何と 思った か、 この 時、 ムク犬 は、 主 を 離れて やや 

こぞ 

早足に、 丘陵 を かけのぼ ると、 群 犬が また 挙って これ 

に 従う。 

かくて、 ムクが 上れば 群 犬 も 上り、 ムクが 止れば 群 

犬 もと どまり、 ムクが 走れば 群 犬 も 走る —— それに 興 


を 催して か、 ムク と、 群 犬と は、 この 人間た ちと は遥 

かに 離れて、 やがて 行方 を 見せ なくなって しまい まし 

た。 

六十 一 

その 同じ 日の 同じ 時刻に、 ちょうど、 東 妙 和尚 や 与 

八が 梅 を 買って いると ころの 裏山で、 一人の 百姓が し 

きりに 薪 を こしらえ ておりました。 

き 

ところ は、 ひっそり とした 雑木林。 木 を 伐る 音が こ 

だまして、 いよいよ 森閑 を 加える 趣の 山林の 中に、 たつ 


た 一人で 精出して、 手頃の 木 を 伐って は、 その 太いと 

ころ を マキに こしらえ、 枝のと ころ をソダ にして いる _ 

さ こ：：：' 

これ は 木 樵ではありません。 あたりまえのお 百姓が 

農 閑 を 見 はからって、 自分の 持 山 か、 或いは 人の 持 山 

うわき 

から 上 木 を 買 取って、 それ を こなして いる だけの もの 

です。 

いつまで 経っても 話 相手になる 人 もな し、 加勢に 来 

ようとい う 人 もな し、 それでも 根よ く ほとんど 休む と 

いう こと を 知らないで、 薪 を こなし、 そうしてよ うや 

く、 お 正午 時分に なった と 気がついて、 携帯の 笠の 中 

に 入れて、 と ある 一木の 下に 置いた 弁当 を 開きに かか 


りました。 

その 弁当と いうの が、 一 かたけ に 約 五合 炊ぐ らい は 

めんつう 

はいる 古風な 面 桶で、 その 中には 梅干が 二つと、 沢庵 

が 五 切れば かり 入れて ある だけの ものでした。 

そうして、 一方、 小さな 樽の 中へ 詰めて 来た 水 を 飲 

うま 

んで、 さも 旨そう に その 弁当 を 食べ はじめた ものです 


こうして 見る と、 本当の 質朴 そのものの、 太古の 民 

で、 木と 薪の ほかに は、 一切の 邪念と いう ものが 頭の 

中に 無い のでしょう。 たとえ 王侯の 位 を 羨まぬ 者と 

しても、 斯様な 平和な 山間の 農夫 を 羨まない もの はな 


いと 思われます。 

面 桶の 中の 麦飯 を 食べながら、 ふと、 面 を 上げた と 

ころ を 見る と、 見違えて はいけ ません、 どうも あの 青 

梅の 裏 宿の 七兵衛 という 盗賊に、 どこ やら 似て いるで 

はありません か。 どこ やらで はない、 ほんとう によく 

七兵衛 に似てい るではありません か。 

だが、 七 兵衛に は、 親 も、 子 も、 兄弟 も 無かった は 

ず。 多少、 縁 を 引いた 親類で も あるかと 思うて 見直す 

と、 見直せば 見直す ほどよく 似て いる。 

よく 似て いる はずです、 これが 正銘の 七兵衛 です も 

の I 


人々 は、 めまぐるしい ほど 海道 筋 を 飛び 廻る 七兵衛 

を 知る。 

ある 時 は 京都に、 ある 時 は 江戸に、 近く はまた 尾 張 

の 名 古 屋に根 を 生やそうかと 言って いた 裏 宿の 七兵衛 

を 知る。 そこで、 こうして 薪 を 取って いる 七 兵 衛の存 

在 を 疑う の も 無理はありません が、 これ こそ 七 兵衛の 

本色と いう こと を、 誰か 知る。 

あかじ 

筒袖の 垢染みた 百姓 着に、 古い 三尺 を こくめいに 結 

ももひき 

んで、 浅黄の 股引の 膝 当のつ いたの を 丹念に はき、 誰 

も いないと ころで、 わき 目 も ふらずに 薪 を こしらえて 

いる。 これが 七 兵衛の 本色な のです。 


あんなに めまぐるしく 飛び 廻っても、 時間に すれば、 

その 飛び 廻って いる 時間 は、 こうして 働いて いる 三分 

の 一 にも 足りますまい。 善良 無名なる 百姓 七兵衛 を、 

こうして 見る ことに 全く その 本色が ありました。 

ふゆ ごも 

ここで 薪 を 取って、 それ を こなして、 冬籠りの 用心 

をす る —— ここから 青梅の 裏 宿まで 運ぶ の はかなり の 

距離 は あるが、 それ を 自分 ひとりで こなして は、 自分 

ひとりで、 或る時 は 手車 を 用いたり、 或る時 は 背中に 

背負った りして 持ち運ぶ —— 

男 やもめの 七兵衛 さん は、 よく あれで 辛抱して 稼い 

で いられる、 と あたり 近所の 人が 不思議が る。 


豊 太閤 伝来の 千 枚 分銅に 目 を かけて、 東西 を 走せ め 

ぐる 七兵衛 と、 このお 百姓 七兵衛 と、 どこが 別人で、 

どこが 同人 か、 ああして いる 瞬間 は 怪盗 七兵衛 で、 こ 

うして いる 瞬間 は 百姓 七兵衛 —— 麦飯に、 沢庵に、 梅 

干の 面 桶 を 傾けて、 それから 小 樽の 水 を グッと 飲み、 

暫く 昼休みの 体で 煙草 をのみ にか かりました。 

あたりの 山林 はいよ いよ 静かな ものです。 冬木立 

昔々 の 音すな リ、 と 古人の 句に ある 通り、 林の 静かな 

ると ころに、 本当の 静か さとい う ものが 味わわれる。 

ひとり 煙草 をのみながら、 山林の 静かな 樹に 七兵衛 

の 平和な 面の 色 —— 


これ を、 やや 久しう する ことあって、 遥かに 山林の 

外で 犬の 吠 ゆるの を 聞きました。 

まもなく、 一頭の 大きな 犬が 走って 来る の を 認める。 

それ は 山林 深く 犬の 走る の を 見る こと は 珍しく はない。 

ただ、 その 犬の 真黒く して、 大きな ことが 目に 立つ。 

七兵衛 は、 その 犬の 近づいて 来る の を 無心に 注意し 

ている。 

やがて、 その 犬の 後ろから、 多数の 犬が 現われた の 

を 見る。 

五頭、 六 頭、 十 頭、 あんまり 数が 多い もの だから、 

少しく 異 K の 目 を 以て 見る。 


犬 は 見えた が 獵師は 見えない、 犬の 飼主と いう もの 

も 見えない。 

黒い 大きな 犬が、 七 兵衛の 方へ と、 おもむろに 歩ん 

で 来る。 群 犬が それに 従う ものの ように、 周囲から 群 

れて 来る。 

黒い 大きい 犬が、 七 兵衛の 真向いに 来て、 はたと 歩 

か お 

み をと どめて、 七 兵 衛の面 を 見る。 

七 兵衛も その 犬 を 見る  両 個が 面 を 見合わせる。 

犬 は それより 以上に 進まない。 七兵衛 は、 はて 見た よ 

うな 犬 だと 思う。 

「あ！」 


七 兵衛が 思わず 立ち上る。 

犬が 一 声高く 吠える。 

けんのん 

だが、 その 吠える 声に なんらの 険難はありませんで 

した。 それ は 自他の 警戒の ために 吠 ゆるので はなく、 

むしろ 驚異の ために 吠えた ような ものです —— - 

一声 吠えた だけで 犬 は、 七 兵 衛の面 を つくづくと 見 

ている。 

「あ！」 

七 兵衛の 方で 狼狽す る。 

彼 は 当然、 この 犬が 自分に 向って、 のしかかって 来 

る ものの ように 警戒す る。 


だが、 大は 動かない —— 

あ い やま 

知る 人 は 知ろう、 この 犬 は 間の 山 以来、 七 兵 衛を見 

れば 必ず 吠えた 犬です。 吠えて 飛び かかった 犬です I 

I 飛び かかって、 骨 を 食わなければ やむまい とした 犬 

です。 その都度 都度、 七兵衛 なれば こそ この 犬の 鋭鋒 

を 外して 来た もので —— 外し は 外した が、 それ は ほと 

んど 命が けで ありました。 

恐る ベ きもの を 恐れない 七兵衛 は、 この 犬 を こそ 最 

も 恐れて おりました。 

でくわ 

今や、 また、 ここで この 強敵に 出会した。 これ を 外 

す は、 木に 登って 避ける より ほか はない と 思いました。 


ところが、 今日は その 呼吸が 少し 違う。 前い つたよ 

うに、 戦意 を 示す 吠え 方でなくて、 この 山中、 思わぬ 

人に 出会した という 驚異の 吠え 方であって、 それの み 

か、 一 声 吠えた 後の 犬の 挙動が 全然 違います。 

第一、 あの 眼の 色が 違います —— 殺気が ありません、 

敵意が ありませ ん —— 無論 多少 の 警戒 はあります が、 

その 警戒のう ちに、 充分 和気の 存 する こと を 七 兵衛が 

見て取りました。 犬が 折れた ので はない、 こちらの 疑 

いが 晴れた の だとい う 感じ …… 

こうして、 犬と 人と が 睨み合う こと 多 時 —— その 間、 

群 犬 は、 林の 中 を 縦横に 飛び 廻って、 飛び 遊びます I 


この 時 ふと、 人間の 口笛の 音が する —— 犬が 出て 来 

たのと 同じ 方向から、 人が 出て 来たの を 認める。 極め 

て 鈍重な 若い 大きな 男が —— これ も 見た ような 男、 う 

むう む、 せんだっての あの 沢 井の 水車小屋 にいた あの 

男 だ。 

まご 

紛ぅ 方な く 与 八 は、 口笛 を 吹き 吹き、 ムクの あと を 

追うて 来た ものと 見えます。 

まもなく、 すべてが、 姿と 形 を 見合って、 与 八が ま 

ず 言葉 を かけました、 

フ J ん にち は  」 


その 言葉と 態度と で 見る と、 せんだっての 晚、 水車 

小屋へ 潜入して、 自分に、 とっくりと 意見 を 試みて 行つ 

た その 人と、 気がついて はいない らしい。 

フ J ん にち は  」 

と 七 兵衛も 同じように 挨 接する。 

「ソダ ごしら えです か」 

与 八が いう。 

「はい」 

七 兵衛が 答える。 

「犬が 邪魔 をし やしま せんかね」 

「いいえ、 邪魔 をし やしま せんよ。 その 犬 はお 前さん 


とこの 犬です か」 

「これ はお 松さん の 犬です よ」 

「お 松さん は、 どこから その 犬 を つれて 来ました か」 

「どこから です かねえ、 江戸に いる 時分から ついてい 

ましたよ」 

「そうです か」 

「はい、 でかい けれど、 おとなしい 犬です よ」 

「お前さん は、 沢 井でした ね」 

「はい」 

「沢 井の 机の 若 先生 は、 今 どちらに おいでになります 


「竜 之 助 様です か」 

「はい」 

「あの人 は どこに おいでな さいます かねえ」 

「奥様 は …… 」 

「奥様と いうの は？」 

「あれ、 その、 お浜 様と いって」 

「ああ、 あのお 浜 様 か、 あり や、 江戸で お死にな され 

た」 

「おやおや、 それ はお 気の毒な」 

「気の毒な こと をし ましたよ」 

「お子さん は …… 」 


「お子さん というの は、 あの 郁太郎さん のこと だろう」 

「ええ、 郁太郎 さんと 申しました かね」 

「あれ は 今、 おたっし やで、 沢 井に おります よ」 

「そうです か、 お父さん も、 お母さん も、 おいでな さ 

ら ねえで は、 さだめて、 不自由な ことでしょう ねえ」 

「それでも、 お 松さん が 世話 をして くれる から 助かり 

ます」 

「それから、 和 田の 宇津木 様 は あれから どうな リ まし 

たか」 

「あそ こもいけません ねえ」 

「文 之丞 様が あんなに おなりな すって、 あと はどうな 


りました、 お 江戸へ 出て おしまい なすった そうです ね」 

「え、 え」 

「文 之丞 様の 弟御に 兵馬 様と いう 方が ありまし たが、 

あの方 は 時々 お見えになります か」 

「あれから 一遍 も、 こっちへ は 帰って来られ ねえよう 

です よ」 

おおせん せ 、-, 

「机の 大 先生 は？」 

「とうの 昔に なくなりました」 

「おやおや、 それ はお 気の毒な」 

「机のお 家 も、 宇津木 も、 どっち もい けません が、 机 

の 方 はお 松さん がよく 郁太郎 様 を 世話して いるし、 宇 


津 木の 方 も 兵馬 様の 代に なれば 立ち直る ことで ござん 

しょう」 

「お 松さん という 子 は、 どこの 人です か」 

「お 松さん は 江戸の 人です よ」 

「机のお 家の 御 親類です か」 

「親類です かどうで すか、 そのこと はよ く 知りません 

が、 お 松さん はいい 人です、 あの人が いる 間 は、 わし 

もこの 土地 を 離れられません ねえ」 

「そうです か、 お前さん はお 松さん と 仲がいい かい」 

「そり や、 お 松さん は 無ければ ならない 人に なって い 

ますよ」 


「もし、 そのお 松さん が、 江戸へ 出る とか、 他国へ 行 

くと かすれば、 お前さん はどうし ますね」 

「その 時 は、 わし も 一緒に 行きます ね、 お 松さん がお 

嫁入りす るよう な ことに なれば、 わし は 下男と してで 

も あと をつ いて 行きます が、 あの人 はお 嫁入りなん ぞ 

はしないで しょうと 思います」 

「では、 お 松さん という 子が、 この 土地に いっく 限り、 

お前さん もこの 土地 を 離れない の だね」 

「ええ、 その 通りです」 

「お 松さん は、 ほんとう にこの 土地に いたが ります か、 

よそへ 行きた がり ませ ん か 」 


「どこへ も 行きた がりません、 行きた がっても、 もう、 

ちょつ と 動け ないで しょう」 

「どうして」 

「あの人 は、 人様の 子供 を 二人 も 自分の 手で 育てて い 

ますから ね。 そのほかに、 近所の 娘た ちや子 供 を 集め 

て、 いろんな こと を 教えたり、 諸方へ 頼まれて 行く も 

ひま 

のです から、 今では、 ちっとの 隙 もありません、 よそ 

へ 出た くも 出られないでしょう」 

「それ はま あ 結構な こと だ」 

「でも、 お 松さん は、 房 州へ 一 度 行きたい、 行きたい 

と、 口癖の ように 言って いますよ」 


「房 州へ？」 

「え、 え、 ほかに も 行きたい ところ は あるよう です け 

れど、 それ は あきらめ るが、 房 州へ はぜ ひ 一度 行きた 

いもの だが、 行けない と 言って いますよ」 

「はてね」 

「あの 登 様と いうの のお 父 様が、 房 州に 住んで いると 

か 言って いました、 そのお 父 様に 一度 逢いたい と、 こ 

う 言つ てお 松さん が、 わしに 相談 をす る ことがあ リま 

すけれ ど、 お 松さん ひとり 出向いて 行く わけに もい か 

ず、 わし もお 松さん を 置いて 出かける わけに もい かず 

困って いる こと もあります」 


「なるほど —— して、 その 登 様と いう 子 は 誰の 子なん 

だね」 

「登 様と いうの はま だ 赤ん坊で してね、 お 松さん が預 

かって 世話 をして いるので す、 いい 坊ちゃんで すよ」 

「はは あ、 そのお 父さんと いう 人が、 房 州に 住んで い 

るの かね、 房 州で 何 をして いるので す」 

「何 をして います かね」 

「それに は 事情が ありそう だ —— ではね 与 八さん」 

この 時、 七 兵 衛が膝 を 立てました。 

「はい」 

「わし は、 お前さん とこのお 松さん はよ く 知っている 


の だが ね、 わけが あって、 御無沙汰 をして いる。 明日 

の 朝、 わしが お 松さん に 会いに 行く からって ね、 そう 

言つ て 置いて 下さい」 

「はい、 そう 言いましょう、 お前さん は どなたでした 

かね」 

「わし は、 裏 宿の 七兵衛 といえば わかります、 ないしょ 

で 言って 下さい、 わしの 名 は、 なるべく 小さい 声で お 

松さん の 耳へ 入れて 下さいよ」 

「はい」 

ここで、 七 兵衛は 再び 斧 を 取り上げて、 薪の こなし 

に とりかかりました。 


与 八 は、 犬 を 引きつれて、 帰り路に 向います。 この 

時まで、 七 兵 衛を見 まもって いた ムク犬 は、 全く 無事 

に 与 八に ついて 引上げる。 その 人と 犬との 後ろ 影 を、 

七兵衛 は、 いったん 取り上げた 斧 を 下にお ろして、 じつ 

となが めて いる こと 久しい もので ありました。 

六十 二 

果して、 その 翌朝、 まだ 暗い うちに 七兵衛 が、 沢 井 

までお 松 をたず ねて 来ました。 

「まあ、 おじさん」 


こんな 近いと ころに いながら、 お 松 は、 七 兵 衛に会 

うの 機会が 極めて 少ない ことで ありまし たから、 無上 

の 珍客と して、 なつかしい 思いが 先に 立つ のです。 

「御 無事で 結構 だね、 お 松さん、 このごろ どこへ 行つ 

ても大 へん 評判が いい」 

「ほんと に、 おじさん、 暫くで ございました、 青梅の 

方へ 通りが かりの 時、 おたずねして みたので すけれ ど、 

お 留守 だもので したから、 つい 失礼いた しました」 

「いや、 わしの 方 もこれ で 貧乏 暇な しな もんです から、 

つい …… 昨日、 ふと 与 八さん に 逢った もの だから、 急 

に その 気にな つ て 出かけて 来ました よ」 


「まあ、 きょうは、 ごゆつ くりなさい まし」 

「ゆっくりして いたいんだ がね、 なかなかせ わしない 

からだ 

身体で、 こうして いるう ち も 落着かね えよう な 仕儀 だ 

から、 おかまい なさん なよ」 

「そんなに ぉ忙 がしい のです か」 

「いや、 百姓の 方 は、 そんなで もない がね、 人様から 

ことづて 

言伝 を 頼まれて、 飛脚 同様な 役 を 背負わされる もの だ 

から、 昨日 は 東、 今日は 西と、 せわしい 身体 だよ」 

「大抵じゃありません —— 」 

「頼まれる と、 いやと も 言えず、 つい、 うかう かと 進 

み 過ぎて しまって、 ああ 取 返しが つかねえ …… とこう 


思った 時 は 後の祭り だ」 

「ホ、 ホ、 ホ、 何です おじさん、 人様から 頼まれて、 

そんなに 大仰に 悔 まないで もい いじゃありません か」 

「ハ、 ハ、 ハ、 頼まれた こと を悔む わけ じ やねえ が、 

ち つ と 進み 過ぎて、 もう 今 じ や 後戻りが できず …… お 

笑い草 だね え」 

「いいえ、 そんな ことはありません。 おじさん は、 わ 

たし を 背負って 山 を 下る 時なん ぞは、 ずいぶんお 足が 

早う ございま したが、 里へ 出る と、 あたりまえ になつ 

てし まいます ね、 おじさんの 足の 早い こと なぞ は、 青 

梅 あたりに も 知っている 人 は 一 人 もない ようです ね、 


わたし だけが、 それ を 知っている ような 気持が します」 

「頭が いいのなら 名誉に もなります がね、 手の 長いの 

や、 足の 早 いのは、 あんまり 自慢に はなり ません から 

ね」 

「ホ、 ホ、 ホ、 手の 長いの は 自慢に はなり ません けれ 

ど、 足の 早 いのは 結構じゃありません か、 わたしなん 

ぞも、 こうして 今では 不自由な く、 この 地に 根が 生え 

たような ものです けれども、 それでも、 おじさん のよ 

うに 足が 早ければ、 行って みたい と 思う ところが いく 

らもあります けれど、 女の 足で は 仕方が ありません」 

「その 事、 昨日、 与 八さん から、 お 松さん がしき りに、 


房 州 へ 行きた が つ て いると いう 話 を 聞き ましたが —— 

そこで、 なんなら、 わしが 代って その 房 州と やらまで 

行って 上げても いいと、 そんな こと を、 ふと 思いつい 

たもの だから、 今日は 久しぶりで 訪ねて 来て みる 気に 

なった の だよ」 

「ああ、 それ はよう ございました、 なるほど、 おじさ 

ん ならば …… ほんとうに、 房 州までお 使 をお 頼み 申し 

たいこと でございます」 

「おやす い 御用 だね」 

「房 州と いえば、 ずいぶん 遠い ところで しょうが、 与 

八さん では 日数が かかる し、 それに 与 八さん は、 ここ 


を はなせない 人に なって いるし、 あの ムク犬 は 怜悧な 

犬です から、 ひとりで やれば 行きます けれど、 犬の こ 

とだから、 用の 足りない こと も あるし、 道中が 心配に 

なります、 それで、 どうしようかと、 毎日 考えて いま 

した。 おじさん、 あなたが 行って 下されば、 願ったり 

かなった りです」 

「そんな こと は 全くお やすい 御用 だ  房 州 は 何と い 

うと ころ だね」 

すの さき 

「洲 崎と いうと ころで ございます」 

「洲崎 —— あんまり 聞いた ことのね え 名 だが、 な あに、 

たずねれば 直ぐ わかる だろう」 


「江戸の 霊 岸 島から、 船で 行く といい そうで ございま 

す」 

「船 はいけ ない ね、 千 葉の 方から 内海 を 一走りした 方 

が 楽だろう」 

「どちらで も かまいません  洲 崎に、 わたしが 只今 

お預かりして いるお 子さん のお 父 様が おいでにな るの 

です、 そこ へ お便り をして いただきとう ございます」 

「うむ、 何とい う 人 だね」 

「以前 は、 駒 井能 登 守 様と いって、 甲府の 勤番 支配 を 

つとめて いらつ しゃいました」 

「え、 甲府の 勤番 支配、 そり や 大物 だ」 


七兵衛 はこ こで、 ギクリ とした 思い入れ。 

「はい、 今 は 駒 井 甚三郎 様と いって、 世 を 忍んで、 房 

州の 洲崎 にい らっしゃ います、 そこへ おたより を 願い 

た いので ございます」 

「たしかに 頼まれました、 これから 直ぐに 出かけ ま 

しょう」 

「まあ、 それ は あんまり」 

「な あに、 房 州ぐ らい、 江戸へ 出て 見れば 鼻の 先に 山 

が 見えます よ、 何でも あり やしません、 ほんの 一 走り、 

この 足で、 ここから 飛んで 行きます よ」 

「それで は、 これから、 わたしが 手紙 を 書きます から、 


どうぞ 少しの 間、 お待ち 下さい まし」 

こう 言って、 お 松 は 引 込んで しまいました。 

七兵衛 は、 ひとり 炉辺で、 お茶 を 飲みながら 待って 

いる。 

かなり 長い 時間 —— お 松 はかなり 長い 文 言 を 書いて 

いると 見える。 やがて、 乳母の 手に 駒 井の 一子 登 を 抱 

かせて、 三人で 出て 来て、 

「お 待たせ 申しました」 

お 松 は 炉辺へ 坐って、 七 兵衛に 手紙 を 差 出して、 

「委細 はこれ に 書いて ございま すから、 駒 井の 殿様に 

これ を 差 上げて いただきとう ございます、 それから、 


おじさん、 ちょ つと このお 子さん を ごらん 下さい まし」 

「はいはい」 

「これが 駒 井の 殿様の たった 一 人の 御 血統なん で ござ 

います、 この 通り 虫気 もな く、 すこやかに お育て 申し 

ており ますから、 殿様に それ を 申し上げて 下さい まし」 

「はいはい、 よくねんね してい ますね、 争われな いも 

の だ、 いいお 子さん だ、 立派な 御 人相 だ」 

七兵衛 は、 登の 面 を しげしげと 見入りました。 

「ほんとうに、 このお 姿 を 殿様に、 一 目で も 見せて お 

上げ 申したい と 思います」 

「尤も だ、 尤も だ。 その 殿様 はま だ このお 子さん を 


ごらんに なった ことがない のかえ」 

「ええ、 まだ 親子のお 名乗り さえして いら つ しゃら な 

いので、 登 様と いうお 名前 も、 わたしが つけて 上げた 

のです」 

「そうです か、 早く、 このお 子さん に、 親子の 名乗 リ 

を させて お上げ 申したい もの だな、 そうして、 すん な 

りと 御 家督 をつ いで、 お 家 繁昌と いう ことにして 上げ 

たい もの だ、 お 松さん、 頼みます よ」 

「はい、 わたくし も、 そのこと ばか リ 願って おります 

のよ。 あの 殿様 は、 今の 時世に は エラ 過ぎる ので、 あ 

あして 隠れて いらっしゃ いますが、 やがて、 世に お出 


なさる 時 は、 どんなに めざましい ことでしょう。 その 

時に なって、 駒 井の ひとり 子が あの ザ マ だと 言われて 

は、 わたしの 恥に もなります から、 きっと 立派な 方に 

育てて お 目に かける つもりで おります と、 そのこと を 

よく 殿様に お 取次ぎ 下さい まし」 

「あ、 わかった、 わかった、 いい 心がけ だ、 お 松さん、 

お前の 心がけに は 感心した、 世間の 女房と 娘に、 その 

心がけの 百 一 さえあって くれり や あ、 こんな ことに は 

ならね えの だ」 

「何 を おっしゃる のです、 おじさん、 それで は あんま 

り 愚痴つ ぼく 聞え てし まいます よ I 


「ハ、 ハ、 ハ、 自分の ことと、 人様の ことと を 取 交ぜ 

て 考える もの だから、 つい …… これ を 見る につけても 

な あ、 お 松さん」 

「はい」 

「こんな 血統の 立派な、 胤の 正しい お子さん にして か 

らが、 やっぱり 親の 手 を 離れて 置く と、 どちらに も 心 

配が あると いう もの だ、 ロク でもね え 百姓の 悴の、 馬 

鹿 野郎の ガキ でも、 親と なり子と なれば、 それ を 思う 

人情に は 変り はねえ という もの だから …… あの 与 八な、 

いや、 どうも、 かりにも 人様のお 家の 者 をつ かまえて、 

与 八なん ぞと呼 捨てに して は 済まない が、 あの 与 八 さ 


ん なん ぞも、 あれで 親無し子で 育った という こと だか 

ら、 ずいぶん、 気をつけて やって おくん なさい。 この 

ぉ坊 ちゃ まなん ぞは、 お 松さん という 心がけの よい 娘 

さんの 手で 育てられて いるから 幸いだ し、 あの 与 八 さ 

おおせん iJ  、， 

んも、 こちらの 大 先生と いう 大した 人物に 拾われて 育 

てられた のが 神様の 恵み、 この 後 も ある こと だから、 

与 八の 面倒 も 見て やつ てお くんなさい」 

「何 を おっしゃる のです、 おじさん、 与 八さん に は、 

わたくしの 方で こそ、 いろいろと お世話になって いま 

すよ」 

「おた がいに 面倒 を 見て、 助け合つ てな、 いよいよ 立 


派な 人に な つ てお くんなさい」 

「そのつ もりで はおります けれど」 

「さあ、 出かけよ うな あ、 遅く も 三日のう ちに は 返事 

を 持って来 ますよ。 どうれ、 お 邪魔 を 致しました」 

「まあ、 よろしい じゃあ リ ません か、 たまの ことです 

から、 もう 少し ごゆる りと。 それに 与 八さん もこ こへ 

呼びましょう」 

「な あに、 あの人に は 昨日 逢った ばかり だからい い、 

それに 善 はいそげ、 この 足で …… どうれ」 

七 兵衛は 炉辺から 草履 を はいて 土間 を 出ながら、 ま 

た 立ち もどり、 


「お 松さん、 私の 来た こと は 内証 だよ」 

と、 お 松の 耳に 口 を 当てて、 ささやく。 

「え、 よう ござんす とも、 そんな こと は 少しも 御 心配 

なく …… 」 

お 松の 呑 込み を あとに して、 この 邸 を 立ち 出で てし 

まいました。 

六十 三 

即日 発足した 七 兵衛、 生地より 関 八州、 江戸から 

かみがた すじ 

上方 筋へ かけて は、 めまぐるしい ほどの 旅 をつ づけて 


いるが、 房 州 路へは 全く はじめてです。 

船 を 嫌って、 内 房 をめ ぐるべく 歩 を 取った 七兵衛 I 

I 江戸 を 離れよう とする 時に、 乗 込んで 来た 一隊の 兵 

土と 出逢い、 直ちに これが 会 津の兵 だとい うこと に 気 

が つきました。 

会津の 兵が 江戸に とどまる ので はなく、 このまま 京 

都 へ 馳せ 参ず る の だと さ とりました。 

それと、 もう 一 つ は 北へ 向って 走る 飛脚 を 一人 見 ま 

した。 飛脚の 風 をして いるが、 それ は 飛脚で はない、 

士分の 者 だ、 という こと を 七 兵衛が 見て取りました。 

そうして これ は 水 戸へ 向って 急ぐ の だ、 気のせい か 山 


崎 譲の 後ろ姿の ように も 見える。 これらの ものに 行 違 

うと、 七 兵 衛の足 は 外 房に 向って 走りながら、 心 は ど 

うしても 京阪に 向って 飛ばずに はおられぬ。 

その 日、 千 葉の 町で 泊って、 翌日 はもう 洲崎 着。 

駒 井の 陣屋 をたず ねる と、 直ぐに わかる。 来意 を告 

げ ると 直ちに 会える。 

七兵衛 は、 そこで、 はじめて 駒 井 甚三郎 に 対面の 挨 

拶を しました。 

世が 世なら ば、 土下座 をしても、 対談 はかなう まじ 

き はずな の を、 無雑 作に その 室に 通されて、 向き 直つ 

て 椅子に 腰 を かけさせられて、 七 兵衛が こそば ゆい 心 


椅子なん ぞに 腰を下ろし たこと はない のに、 こう 

いった 人品と 当面して、 会話 を 取り かわすな んぞ とい 

うこと は、 今までに 経験の ない ことでした。 

それ は 神 尾 主 膳の ような 人に は、 ずいぶん 勝手な 立 

居 振舞 をした リ しても いいように 出来て いるが、 この 

人との 対面 は、 調子の 違う こと 夥 しいと、 さすがの 

七 兵衛の 腰が きまらない ようです。 

そうして、 せっかく、 近くす すめて くれた 椅子 を、 

じゅうたん 

わざと 自分で しりぞけて、 絨氈 のよう な ものが 敷い 

て ある 板の間へ かしこま つ てし まいました。 


「それ は、 いけません、 おかけなさい、 こういう 室で 

は、 腰 を かけて 話さない と、 かえって 失礼に 当る もの 

です」 

駒 井から 説かれて、 七 兵衛が おそるおそる、 また 椅 

子に 取リ ついて、 それ を 与えられた 距離よ リは、 ずつ 

と 遠くへ ひっぱって 行き、 その上へ ちょこ なんと 腰 を 

かけた ものです。 

例によって、 金椎が 出て 来て 茶 煙草 をす すめる。 七 

兵衛 はお 辞儀 をす るば かリ。 

そこで 七兵衛 は、 お 松からの 手紙 を 取り出して 恭 

しく 駒 井に 捧げる。 


駒 井 は、 その 場で 封 をき つて、 サ ラサ ラと 読み流し、 

「よく わかりました、 どうも 御苦労でした。 お前 も、 

お 松の いると ころと 同じ 土地の人で すか」 

「はい —— 二三 里 隔たって おります が、 まあ、 同じ 土 

地と い つたよう な もので ございます」 

「いや、 何かと、 家の 者 共が お世話になります、 拙者 

も 子供の こと、 お 松の こと、 絶えず 気に かからないで 

はない が、 何 を 言う にも 今 は 閑散の 身で、 かえって 多 

忙な ため、 沙汰 無しで いました、 そのうち、 あれ を 呼 

び 寄せる か、 こちらから 使 を 出す か、 どちら かせねば 

ならぬ と 思 つていた ところでした」 


「お 松と いう 子 は、 ふとした 縁で、 私が 世話 をして 来 

たこと も ござ いますが 、 あれ はたし かな子で ございま 

す、 あれに 預けて お置きな されば 心配 は) ございません 

てもと 

けれど、 若様の ために は 親御 様のお 手許で 御 養育な さ 

るの が 本当 かと 存じます」 

「それ も 考えない ではない が、 今のところ、 そうして 

はおられ ぬの だ。 悴 とお 松 を こちらへ 呼ぶ のがよ い 

か —— どのみ ち、 一度 わし は、 その 沢 井と やらへ 行つ 

てみ ようと 考えて いると ころな の だ」 

「殿様が、 あちらへ お越し 下さる の は 勿体のう ござい 

ますが、 二人 を こちらへ お呼び寄せになる の も 容易で 


は ございますまい、 いずれ、 江戸の 御 本邸へ お帰り あ 

そばす 節に、 お 松に、 若様 をお 連れ 申して 上げる よう 

に 申し 伝えたら、 いかがな もので ございましよう」 

「いや、 それが …… わし は 江戸へ 落着く こと はまず あ 

るまい と 思う」 

「いいえ、 そのうちに は、 晴れて お帰りになる 日 を、 

みんなが お待ち 申し上げて いるよう でございます」 

「よし、 晴れて 帰れる ようになった 日が 来たと て、 拙 

者 は 江戸で は 住めない、 住みた くないの だ、 といって、 

この 地に 永住す るつ もり もない の だ」 

「では、 また 甲 州へ でもお いで あそばします か」 


「いや、 甲 州へ はなお さら —— 実は、 そなたに も 見て 

もらいたい、 幸いに、 これから 造船所へ 行って みょう 

と 思う から、 疲れた ことで もあろう が、 一緒に 行かな 

ヽ i  I 

レカ」 

「はい、 どちらへ でもお ともを 致します」 

「これから、 ちょっと 離れた ところに、 わしが こしら 

えた 造船所が ある、 そこで 船 を 製造して いるの だ」 

「船 をお こしらえ にな つ ておいで でございます か」 

「うむ、 その 船 も 近々 出来 上る から、 それで 外国へ 乗 

出して みょうと 思 つてい る」 

「それ は大 仕事で ございま すね、 外国と おっしゃ るの 


は、 ド チラで ございま すか」 

「外国 …… とだけ では、 さっぱり 当リ がっく まいが、 

実は こっちに もま だ 行 先の 当て はついて いないの だが、 

まあ、 伊豆の 小 笠 原 島より は、 もっと 遠い、 on 宋 とか、 

高 砂と かいうと ころ、 或いは もっと、 ずっとの して、 

亜米利加 方面まで 行く かも 知れぬ」 

「それ は それ は、 たまげた おもくろみで ございます、 

左様な 遠方へ お越しに なるお 船 は、 さだめし めざまし 

いこと で ございましよう」 

そこへ、 また 給仕 役の 金椎が 来て 挨拶し ましたから、 

駒 井が、 


「ちょうど、 食事時 だ、 これから 食堂へ 行って、 食事 

を 済ましてから 造船所へ 案内いた そう」 

と 言って、 自分が 先に 立ちました から、 七 兵衛は その 

あとに 従います。 

例の 食堂に、 今日は 七兵衛 という 珍客 を 一 人 加えて、 

七兵衛 が、 全く 勝手が 違って 戸惑い をす る ほどの 変つ 

た 形式で、 食事 を 進めて いると、 さきほどから 気が か 

リ になる の は、 程遠から ぬ 物置で、 泣き わめく 声。 泣 

き 疲れたの か、 一 時 は 低く すすり泣きの ようにまで 落 

ちていた のが、 この 一同が 食卓 を 開く とじきに、 また 

すばらしい 声で 号泣 を はじめました。 


駒 井 は 苦い 面 をす る。 

茂太郎 と、 も ゆる 子と は 面 を 見合わせて、 くすぐつ 

たい 思い入れ。 

金 椎には 聞えない から、 平々 淡々。 

食卓の 調子の 変った ので 戸惑い を させられた 七兵衛 

は、 この 号泣で また 驚かされて しまいました。 

それでも 誰 ひとり、 号泣 者 を 顧みよう とする 者 はな 

く、 食事 は 頓着な しに 進んで 行く —— 

六十 四 


駒 井から 船 を 見せられた 七兵衛 は、 その 時 全く 別な 

世界が ある こと を 教えられました。 

きょくせ き 

別な 世界と いうの は、 自分が 今まで、 跼蹐 していた 

天地の ほかに、 別に 自由自在な 天地の あるの を、 自分 

は 気がつかなかった という ことです。 

今までの 自分の 生涯が、 土の 上 を 走って いたから、 

行詰りが 出来る、 そのと どのつ まりの 行詰り は、 もう 

極ま つ た 運命 の ほかに 何物 も 無 い と 観念 をし て お リま 

したのに、 ここに は 全く 自分の 能力 を 不用と して、 生 

きて 行ける 生涯が あると いう こと を 知りました。 

この 船と いう ものに 自分 を 托し さえ すれば、 この 自 


分の 特徴で あり、 また、 自分 を あやまらせた ところの 

超凡の 足と いう ものの 能力が、 全く 無用になる と共に、 

今まで 自分の 恐れ かしこみ、 潜み、 隠れ、 わなないて 

いた 魂と いう ものが、 全く 解放され る こと を 考えずに 

はおられません。 

全く その 通り、 いかに 早足で も、 地上 を 走る 時には 

必ず 行詰りが あるに きま つてい る。 

船に 身 を 任せて 海外へ 走れば、 そこに は 無限の にげ 

路が あるで はない か。 

七 兵 衛は駒 井から 船 を 見せられて、 そして 海外 移住 

い のち 

の 説明 を 聞かせられた ときに、 自分の 前途の 生命に つ 


ぎ 足しが 出来た なと はっきり 思い当って、 非常な 大き 

な 喜びと、 一 種の 希望 を 見出した ように 感ぜ しめられ 

ました。 

船！ 船に 限る。 

七 兵衛は 早く もこう いう ふうに 宗旨 変え を、 心のう 

ちで 誓ってみ ました。 

そして また、 陣屋へ 戻って 来る と、 暫 しあって、 か 

の 物置で 号泣の 声が 聞え ます。 どうも 不思議で たまら 

ない が、 そうかといって、 それ を 問い質して みるの も 

失礼な ように 感じました。 

ともかくも 今日は 休息す るよう にと、 七 兵衛は 客間 


へ 案内され て、 そこに 一人で 暫く 止まって おりました 

休んで いると、 やがて コ トコ トと戸 を 叩いて、 

「御免なさい」 

「はい」 

そこへ 入って 来たの は、 清澄の 茂太郎 であります。 

茂太郎 は、 片手に は 例の 般若の 面 を 抱えて、 片手に 

はお 茶と 菓子と を 持って、 ここへ 入って 来ました。 

「おじさん、 お茶 をお あがりなさい」 

「はい、 どうも有難う」 

この 子供 はお 茶 を 注いで、 七兵衛 にす すめた が、 そ 

のま ま 出て 行かないで、 お客様の 傍へ きちんと かしこ 


まり、 例の 般若の 面 は 後生大事 にして、 そうして、 七 

な.^ な.^ 

兵 衛に馴 々しく 話しかける のです。 

「おじさん、 お前 どこから 来たの？」 

「え、 私 は 遠い ところから 来ました よ」 

「遠い ところって どこ？」 

「向う の 方のお 山です よ」 

「向う のお 山？ では 甲 州 上野 原？」 

と言われて 七 兵衛が ギヨ ッ として、 思わず この 少年の 

顔 を 見直し、 

「上野 原と は 違います けれど、 坊ちゃん、 あっちの 方 

を 知 つ てます か」 


「ああ、 あたい、 甲 州の 上野 原の 月見 寺に いた ことが 

あるの よ」 

「ああ、 そうです か、 おじさんの ところ は 上野 原より 

少し 近い けれども、 やっぱり 山です よ」 

「何とい うと ころな の」 

「青梅と いうと ころです よ」 

「青梅？ 大きな 眼が あるの？」 

「そういう わけじゃありません よ、 青い 梅と いうと こ 

ろです よ」 

「そうです か、 そんな 山の 中から 何し に 来たの」 

「少し 頼まれた 用事が あ つ て 来ました よ」 


「何の 用事 を 頼まれた の」 

「こちらの 殿様の 御 親類から 頼まれて 来たの さ」 

「あんな 山の 中に、 殿様の 御 親類が あつたの かしら」 

「ええ、 あります とも、 そこに は 御 親類の 可愛らしい 

お子さんが いますよ」 

「そう、 おじさん、 もしかして、 弁 信さん は そっちへ 

行かない かしら」 

「弁 信さん て？」 

「弁 信さん というの は、 私の いちばん 仲の いいお 友達 

よ。 あの人と は、 上野 原で 別れた つきり なんです もの。 

もしかしてお じさんの 方へ 行ったら 知らせて 下さい、 


その 人 は 琵琶 を 弾く 盲目の 小僧さん だから、 直ぐ 分リ 

ますよ」 

「ああ、 それじゃ、 もしお じさんの 方へ 来たら、 知ら 

せて あげよう」 

「どうぞ 頼みます」 

そこで こんど は 七兵衛 が、 この 少年に 向って たずね 

てみ る 気になりました。 

「坊ちゃん、 お前の 名 は 何てい うの」 

「茂 太郎 I 」 

「茂ち やん」 

「ええ」 


「あの、 さっきから 物置の 方で 大きな 声で 泣いて いた 

者が ぁリ ますね、 あれ は 何です か」 

「あれ は マドロス さんよ」 

「マドロスさん というの は？」 

「マドロスさん は、 外国から 海 を 流れ着いた 人な のよ、 

それ を 殿様が 拾って 来て、 うちに 置いて あるんで す」 

「そうです か、 では 外国人の 大人です ね」 

「ええ、 ええ、 大人 も 大人、 六尺の 上 もあります よ、 

田 山 先生 も 大きい けれど、 それよ リ ずっと 大きくて、 

あお 

眼が 碧くて、 髪の毛が 赤 いんです よ」 

「そうです か、 そんな 大きな 人が、 なぜ あんなに 泣く 


のです」 

「それに は 理由が あるの よ、 おじさん、 あれ はな かな 

か赦 して あげられない 理由が あるので すよ」 

「へえ、 何 か 悪い こと をした のです か」 

「ええ、 悪い こと をし たんです」 

「どんな 悪い こと をした の」 

「お 嬢 様に 悪戯し ちまつ たんです」 

「え、 お嬢さんに？」 

「そうです よ、 それ も 一度 や 二度の ことで はない ので 

す、 ですから、 今度と いう 今度 は 殿様 もお 赦 しにな り 

ません」 


「そうです か、 そんな 悪い 人なん です か」 

「いいえ、 悪い 人 じ やな いんです、 田 山 先生な ど は、 

ウス ノロと 名を附 けてば かにして いるく らいです けれ 

ど、 田 山 先生が いないと あんなに なって しまいます、 

お 酒 を 飲む からい けな いんです ね」 

「そうです か、 誰も 殿様へ、 お詫び をして あげる 人 は 

ないです か」 

「誰もありません、 あんまり 悪い こと をした から、 造 

船 所の 人た ちなん か は 憎が つて、 海の 中へ 投げ込んで 

しまおうと 言って ました。 そのく らいです から、 ああ 

して、 本当に 心が 直る まで 手 をつ けない 方が よかろう 


という ことです」 

「困った ものです ね」 

「え、 こんどの こと は 私たち もお 詫びの しょうがない 

から、 うつち やって 置く のです」 

「そうです か、 でも 船が 出来 上った 時 は、 あの人 も 連 

れて 行く のでしょう」 

「そのこと はわ かりま せんね」 

その 時、 このところ にあった 時計が、 五ッ 鳴り まし 

た。 七兵衛 はこの 音で 初めて 時計に 気がついて、 そし 

てなん だか 分らない 顔 をして 時計 を 眺めました。 

「ああ 五 時 だ、 おじさん、 私 はちよ つと 行って まいり 


ますよ」 

こう 言つ て 茂太郎 は、 この 室 を 飛び出して しまい ま 

した。 

六十 五 

あとに 残された 七 兵衛、 お茶 を 飲み かけて いると、 

急に また 例の 物置の 方面で、 けたたましい 叫び声が し 

て、 人が ののしり、 号泣し、 容易なら ぬ 騒動が 持 上つ 

たもの のよう です。 

七 兵衛も 一 度 は龃け 出して 見ようかと 思い ましたが、 


そのうちに 噪ぎ はよう やく 静まり、 人 も 出て 行った よ 

うです から、 また 腰 を 落着け ている と、 そこへ あわた 

だしく 茂太郎 がまた 飛び込んで 来て、 

「おじさん、 おじさん、 大変 だよ、 大変な ことが 出来 

ちま つ たよ」 

「何 だい」 

「今ね え、 村の 人 やなん かが 大勢 やって来て、 マ ドロ 

ス さん を さらって 行って しまった のよ。 マドロスさん 

は 悪い こと はした けれども、 本当 は 悪い 人 じ やない の、 

それ を みんなが ああして 連れて行って しま つたから、 

マドロスさん は 殺される かも 知れません、 大変よ、 大 


変よ」 

「そり や 大変 だ、 殿様に 申し上げ たかい、 殿様 はどう 

してい らっしゃる」 

「殿様 は 造船所の 方へ 行つ ちまつ たんです、 その あと 

ぬすっと  けとう  ひ ひ 

へ 村の 人が 大勢 入って 来て、 盗人 を 殺せ、 毛唐の 狒々 

を やっつけろ なんて、 大勢で マドロスさん を 担いで 

行つ てし まい ましたよ」 

「それ はいけ ない ね、 早く 殿様に 告げに 行って おやり 

なさい」 

「お嬢さんが 行きました」 

「それじゃ、 おじさん もこう して はいられない」 


七 兵衛も あわただしく 立って、 庭の 方へ 出て 見 まし 

た。 

なるほど、 茂 太郎が 言った 通り、 村の 人 かなに かが 

多数に 乱入して、 無理矢理 にこの 物置の 中の 人 を 奪つ 

て 行った 形跡 はたし かです。 それにしても 乱暴 過ぎる 

と 思わない わけに は ゆきません。 

いくら 悪い こと をした からと て、 そこの 主人が 承知 

で 物置へ 入れて 置く もの を、 よそから 来て 奪い 去って 

行く というの は、 あまりに 乱暴です。 

多分、 この マドロス という 男が、 村人に、 堪え忍び 

難き ほどの 損害 か、 恥辱 か を 与え たれば こそ、 こうい 


う 仕返しが 来たの かもしれ ません。 それにしても、 主 

人 を 無視した、 乱暴な 仕打ちで あると 考えさせられ ま 

した。 

この 分で は、 奪って 行かれた マドロス という 人の 運 

命の 程が 思われる。 どのみ ち、 虐殺のう き 目を遁 るる 

こと はでき ない。 何の 罪状 か 知らないが、 罪 を 問うな 

らば 問う 方法が ある、 これで は 無茶 だ、 という 気持が、 

むらむらと 七 兵衛の 心に 起り ました。 

そうして みると、 一 刻 も 猶予して はいられない。 よ 

しょし、 とにかく、 ひとつ 出かけて 行って 見て やろう。 

七 兵衛は 客間へ 取って返して、 自分の 道中 差 を 取って 


ぶち 込み、 尻 端折り をして 飛び出しました。 

行く先 は 分らない ながら、 とにかく あらまし を 茂 太 

郎 から 聞き、 足跡 をた どり、 途中で 聞き 聞き 行く つも 

りで 龃け 出しました。 

これが 行く先 さえ 分って いれば、 七 兵 衛の足 だから 

ぞラさ 

先 廻り をす るに 雑作 はない が、 なにぶん 土地 不案内の 

ことです。 

一方 急 を 訴えられた 造船所で は、 ちょうど そこに、 

主人の 居 合わされな いこと を 残念に 思いました。 駒 井 

甚三郎 は 七 兵衛を 置いて、 それから また ここへ 戻って 

来たに は 来たが、 また フラリ と 立 去って しまったとの 


, J とです。 

ひら さ 

平沙の 浦の 方へ 潮 を 見に 行った か、 天文台の 方へ、 

観測に 行った か、 どちらへ も 人を馳 せる と共に、 造船 

所の 職工のお もなる 者 は、 当所の 陣屋へ 来て 見ます と、 

右の ような 次第で、 乱入者 も、 マドロス も、 影 も 形 も 

ありません。 そこで また、 手分け をして その 行方 を 探 

しにかかりました。 

とうとう 夜に なった が、 行方が 知れませんでした。 

夜になる と、 駒 井 甚三郎 が 帰って来て その 報告 をき 

いて、 安から ぬ ことに 思いました。 

それ は、 この辺の 土民に して はやり 過ぎで ある。 誰 


か 尻押し をした ものが あるの だろう、 けし かけた もの 

が あるだろう、 黒幕に いるものが あるに 相違ない、 と 

感じさせられな いわけに は ゆきません。 

そうして みると、 この 地に 来た 自分の 挙動に、 注意 

している ものに 二種 類 ある。 一方 は 充分の 好意と、 信 

頼 を 以て、 何かと 助力 を 惜しまない 人。 一方 は 何か異 

端が 来て、 陰謀の 企て をして いるので はない かとい 

う 疑惑と、 その 背後に は、 有力なる 官辺の 影と、 迷信 

の 力が 無いで はない。 

このたびの 事 を 機会と して、 その 反動の 側の 勢力が 

はかって、 不意に 来たの だな。 不意に 来たと はいえ、 


この 暴行に は 相当 根拠が ある、 後ろ だてが あると いう 

こと を 駒 井が さとって しまって、 この 結末 は 相当 面倒 

であり、 手数が かかる と 思案し ました。 

そこへ 帰って来 たの は 七兵衛 です。 

七 兵 衛は駒 井の 前へ、 次の 如く 報告し ました。 

「これ は なかなか 大事で ございます、 マドロス さんと 

やら を 奪い 出した の は、 この 土地の 村人の 仕業で は ご 

ざいません。 

あれ は、 この 界隈き つての 博徒の 親分、 洲 崎の なに 

がしと いう 奴の 子分 共の 仕業で ございます ぜ。 それ も 


また、 洲 崎の 親分 だけが させた のではありません、 そ 

のうしろ に は 黒幕が あります ぜ。 

とにかく、 殿様が この 土地へ おいでになって、 そ も 

そ もの 初めから、 嫌な 眼で 見て いた 奴が ございます。 

それが、 殿様が 仕事 をお 進めに なれば なるほど、 怪 

しい 眼 を 光らせて いた もので ございます。 

それに はお 上役 人の 筋 を 引いて いるもの も ござ いま 

す、 土地の 昔からの 家柄の 者 も ございます、 お 寺の 信 

者 や、 神様の 氏子、 そのうし ろに は 坊さん や 神主が 糸 

を 引いて いるの も ございます。 それらが、 殿様が おい 

でに なった 最初から 変な 眼で 見て はい ましたが、 何し 


ろ、 駒 井の 殿様の 以前の 御身 分が 御身 分と いう こと を 

知って おります ものです から、 うかと 手出し、 口出し 

をす る ことができませんで、 今日まで 引 込んで おり ま 

した。 

だが、 殿様が 全く 見馴れない、 聞き馴れない 西洋 流 

の 仕事 を、 ド シドシ おやりな さるの を 見る につけ、 聞 

くにつ け、 いよいよ それらの 連中の 業が 煮えて たまら 

ず、 あれ は 切支丹 だ、 ャソ だ、 国 を 取りに 来る 毛唐の 

むほん 

廻し 者の させる 謀叛 だ、 という ことが、 殿様 は 御存じ 

ないか もしれ ない が、 もう 一部の 間に は、 その 疑いと、 

憎しみで 充ち 満ちて おりました。 


けれども、 前 申し上げる 通り、 殿様の 以前の 御身 分 

が 御身 分で あり、 それに 鉄砲の 名人で いらっしゃる こ 

と、 造船所に は 心服して いる 職工 も あるし、 大砲 を据 

えつけ て あると いうよう な ことが、 彼等 を 警戒せ しめ 

たのみで はなく、 表面上、 まだ これ ぞ という 証拠 を 押 

えた わけではありません、 そこで 彼等 は 躍起と なって、 

何 か 殿様の 身辺から、 ァラを 探そうと 狙って いたので 

すが、 その 網に ひっかかつ たのが あの マドロスです。 

先日 逃げ出した 時、 あの マドロスが、 あちらの 緦張 

りの 中で 鶏 を 盗った とか、 着物 を かっぱらった とかい 

うこと があった そうです、 それ をと つ こに 取って、 そ 


うして 今夕の 狼藉が 起った のです。 

ですから、 あの マドロス はい わば 人質で、 どうも 本 

当の 目的 は、 駒 井の 殿様の 方に あるよう でございます。 

殿様に 向って は、 直接に 鋒 を 向けられ ないから、 そ 

れで マドロスさん とやら を 奪い取って ォ トリに しょう 

というの は、 あの 社会の 奴等の よくやる 手です。 

え？ あの マドロス さんと やらの 行方です か、 それ 

はちゃん と 知って おります、 その 洲 崎の 親分の 家の 土 

間に ひっくくられて いるんで ございます、 それ を 明日 

は 天神 山へ 連れ出して、 そこで 焼き殺す の だと、 こう 

言つ ておりました。 


ええ、 それ は あいつら のこと ですから、 やり かねな 

いこと でございますよ。 何しろ メリ ケンの 方の 国で は 

文明国 だなん ぞと 言いながら、 黒ん坊 をと つ つかまえ 

て、 生きながら 焼き殺す という 話です から、 その 伝で 

ひとつ、 あの マドロス を 天神 山で 焼き殺して しまおう 

ではない か。 

な あに、 毛唐の、 切支丹の、 ャソ の、 日本の 国 を 取 

リに 来る 廻し 者の 片割れ だ、 そのく らいに してやつ 

たって、 賞め られ こそ すれ、 トガメ が 来る もの か。 

明日 はやつつ けて やれ、 と、 こんな こと を、 あの 

ばくちうち 

賭博 打の 子分 共が 口々 に 言って おりました。 


だが 殿様、 どう 御 処分な さいます か、 ここ は 充分 考 

えど こ ろで， >  J ざ いますよ  」 

きた  うかが 

と 七兵衛 が、 ここまで 語り 来って 駒 井の 様子 を 窺 うと、 

おもて  くもん 

駒 井の 面 に、 言わん 方な き 苦悶の 色が 表われた の は 

事実です。 

ほとんど、 どうしょうとの 思案と、 返辞と に窮 して 

しまった らしい。 マドロス を 取 返しに こちらから 押し 

かければ、 いわゆる なぐ リ込 みだ、 いかに 腹が立てば 

とて、 駒 井能 登 守と もあろう ものが、 天 保 水滸伝の 向 

う を 張って、 博徒 を 相手の なぐり 込みが、 できる もの 

か、 できない もの か。 


だが また、 これ を そのまま にして 置けば、 みすみす 

頼りない 外国の 漂浪 者 を、 無残なる 私刑 者の 手に、 見 

殺しに しなければ ならない、 これ をし もまた 忍び 得る 

ことか どうか。 

これ を 忍んで いれば、 その 次に は 大挙して、 この 陣 

屋と、 造船所と を 襲う に 相違ない。 たかの 知れた 博徒 

共 を 追 払う は 何の こと はない としても、 彼等に 口実 を 

与えた 以上 は、 ここに 落着いて 事業の 進行 は 覚束ない。 

まかり 間違えば、 吾々 一 同の 生命の 危害の 問題 だ。 

ああ、 これ は 自分の 思案に余る ワイと、 さすがの 駒 

井 甚三郎 の 面に、 苦悶の 色の いよいよ 濃くなる の を 隠 


す ことができません。 

それ を 見て 七兵衛 が、 静かに 膝 を 進ませて 言い まし 

た、 

「殿様、 御 心配なさい ますな、 向う はたかの しれた 

ばくちうち 

賭博 打で ございます、 あれ を 駒 井の 殿様が、 まともに 

お考えに なって は 困ります、 まして、 まともに お 相手 

になった 日に は、 あいつら と、 その 黒幕に いる 人た ち 

の 思う壺で ございます。 

こんなのに は やっぱり 裏 を かいて やらなければ なり 

ません、 いかがで ございましよう、 出過ぎた 申し分で 

ございま すが、 こうして 参り 合わせる も 何 かの 御 縁、 


この 七 兵衛に ひとつ、 お任せ 下さいませんで しょうか」 

と言われて、 駒 井が、 苦悶の 面 を パッと あげて、 改め 

て、 七 兵衛の 頭から 足の 先まで を 見直しました。 

今まで は、 単純な お 使役の 青梅 在のお 百姓とば かり 

あしらつ ていた この 男と して は、 意外 千万な、 大胆 不 

敵の 申し分で ある。 

第一、 これ だけの 報告 を、 いつ、 どうして 聞き出し 

たかさえ 大きな 疑問で あるのに、 不肖ながら この 駒 井 

にさえ も、 どうしてい いか、 さばきの つかぬ この 差 当つ 

いなかもの 

ての 大難 関 を、 ポッと 出の 田舎者の くせに、 身に 引受 

けて みょうと は、 なんという 豪胆な 言い分だろう、 豪 


胆 でなければ、 向う 見ず の 極 だ。 

そこで 駒 井が、 七 兵衛に 向って 言いました、 

「ふん、 お前に 何ぞ よい 知恵が あります か」 

「はい、 知恵と いう わけで は ございま せんが、 お 殿様 

が 私に お任せ 下さりますならば、 一番 あいつら の鼻ッ 

端 をく じいて やりたい と 存じます。 としましても、 

ポッと 出の 私 一 人の 力で 土地つ 子の 大 親分と その 一 ま 

きを 相手に、 正面から 喧嘩が 買える もので は ございま 

せん。 そうかといって、 長い間た くらんで した 仕事 を 

扱いに はなります まい。 元はと いえば その マドロス さ 

ん とやら いうお 人 一人の こと。 そこで その マドロス さ 


んを、 あいつら の 手に かけない 先に、 こっちの 手で な 

くして しまえば、 向う は 拍子抜け がして しまい、 また 

言いが かりの 種子 も 無くな つてし まう 道理で ござ いま 

すから、 こいつ は 一番 先手に 廻って、 こっちの 手で、 

あの マドロスさん とやら を 無い 者に してし まったら い 

かがの もので ございましよう。 無い 者に すると 言い ま 

しても、 決して 生かしたり 殺したり する ので は ござい 

ません、 早い話が、 今夜のう ちに あの マドロスさん を 

盗み出して しま うんです ね。 盗み出して、 だ あれ も 気 

のっかない ところへ 隠して 置 くんで ございま すね。 そ 

うすり や、 あいつら の 意気 組み も 拍子抜け がして しま 


いましょう。 それから 後 は、 それから 後で、 またう ま 

く あやなす 法 もあろう という ものです。 いかがで しょ 

は か リノ 1 と 

う、 この 謀 は」 

七 兵衛に 斯様に 建議 をされ たが、 駒 井 甚三郎 は、 膝 

を 打って なるほど ともなん とも 言わない。 深く 考え込 

んだ 後、 

「ふん、 それ は 最もよ い 計略 かもしれ ない が、 また 最 

も 行い 難い 仕事 だ、 第一、 それらの 無頼漢が 覚悟の 上 

で 護る 根拠地へ、 今晩のう ちに 出向いて 行って、 それ 

を 首尾よく 盗み出して 来る ほどの 働き者が この 際、 あ 

るか、 ないか、 それ を 考えて 見 給え」 


と 駒 井から、 重々 しく 戒める ように 言われた の を 七 兵 

衛は、 軽く 受け、 

「はい、 そこで ございます、 そこのと ころ を ひとつ、 

この 七兵衛 にお 任せ を 願われな いもので ございましよ 

うか、 仕遂げた 上で なければ 口幅った いこと は 申し 上 

げられ ません が、 ともかく この 七兵衛 にお 任せ 下され 

ば、 やれる だけ はやって お 目に かけようと 存じます」 

「うむ、 お前の 勇気に は 恐れ入つ たが、 それ をお 前に 

任せる こと は、 お前 を また あの マドロスの 運命に する 

こと だ、 いわば 一 つで 済む 犠牲 を、 二つに する ような 

もの だ」 


「わたくしの 方 は、 どうな りましょう とも、 決して 殿 

様に 御迷惑 をお かけ 申す ような こと は 致しません、 も 

しおま かせがなければ、 私 も 乗り かかった 船で ござい 

ますから、 私の  一 了見で、 ひとつ 出かけて みたい と 思 

いますから、 見ぬ ふり を あそばして いただきた いもの 

でございます」 

そう 言われて、 駒 井 は 全く こたえた ように 七 兵衛の 

面に 眼 を 注ぎました。 

し つぼく 

不思議の 男 だ。 見かけ はどう 見直しても 質朴な お 百 

姓に 過ぎない この 男、 義気 だか、 客 気 だか 分らない が、 

飛んで 火に 入る 勇気 を 十一 一分に 持ち合わせ ている。 


満身 これ 胆と はこうい う 男 を いうの かしら …… ムマ こ 

そお 百姓の 風 をして いるが、 若い 時分に は 長 脇差の 柄 

を 握って、 血の 雨の 中 をく ぐり 歩いた 男 かも 知れない。 

ともかくも 妙な 場合に 来合わせ たもの だ。 

こういう 男に 限つ て、 行くな と 言つ て もき つ と 行く、 

これ は ともかく 任せて みるよ リ ほかに 仕方がない、 と 

心 を 決めました。 

六十 六 

ぎんなん 

清洲の 山吹 御殿の 銀杏 加 藤の 奥方の 居間へ、 不意に 


一 人の 珍客が 訪れました。 

「これ はま あお 珍しい、 梶 川さん、 ようこそ」 

と、 例の 居間で 奥方から 笑顔で 迎えられ たの は、 この 

間 岡崎巿 外の 街道で、 友人の ために 人 を 討ち果し、 そ 

して、 お 角の 駕籠に あいのりして、 鳴 海の 宿まで 送ら 

れた 美少年、 梶川与 之 助で ありました。 

「これ は 奥方、 不意に 御静居 をお 驚かせ 申して 相 済み 

い つまる どの 

ません、 伊津 丸 殿 はおいで でございます か」 

「はい、 伊津 丸 もお るに はお リ ますが、 もう 永い こと 

わずら 

患って、 病の 床に 就いて おります る」 

「それ は それ は、 存じ ませぬ 事 ゆえ、 お見舞 も 致し ま 


せんで 失礼いた しました」 

ひきこも 

「こちらへ 引 籠りまして から は、 どなたへ もお 知らせ 

を 致し ませぬ、 諸方から お見舞 を 頂く こと を かえって 

恐れて おりました」 

「それにしても、 同じく 柳 生 殿の 道場 通い を 致し まし 

た 私に だけ は、 お知らせ 下さらな いこと を 恨みに 存じ 

ます」 

「そのこと は 何とも 申し わけが ござ リ ませぬ、 あれ も 

うわさ 

常に あなたの こと をお 噂して おりました から、 今日 

おいでにな つたこと を、 どのくらい 喜びます か」 

「それで は、 これから 御 病床へ お見舞に 上って よろし 


う ござります か」 

「病床での 失礼 をお 許し 下さるならば、 御 案内 をいた 

しましょう。 まあ、 お茶 一 つ 召 上れ」 

といって 奥方 は、 女中の 運んで 来たお 茶 を 取って 与 之 

助に すすめました。 

「頂戴 をいた します る」 

有難く お茶 を 飲んで 控えて いると、 

「よくこ こがお 分リ にな リ ましたね」 

「はい、 名 古屋へ 参って お尋ね をいた しました ところ 

当節 はこ ちら だとい うこと で、 直ぐ さまお 伺い 致した 

次第で ございます」 


「名 古屋へ は何ぞ 御用で おいでになりました か」 

「はい …… 実は 申し上げ 兼ねる ので ござる が、 申し 上 

げ ない とかえ つ てお 疑い を あそばす かも 知れません、 

私事 はこの たび 岡 崎 を 立 退いて まいりました」 

「まあ、 お 家 を 立 退いて おいでになり ましたと は、 そ 

れ はどうい うわけ でございます か」 

「その 仔細 はお 話し 申し上げ ると 長う ございま すが、 

一 口に 申さば、 人 を 討ち果し たためで ございま する」 

「まあ、 あなた は 伊津 丸の 口から もき きました が、 お 

家が 剣術のお 家で ある 上に、 柳 生 殿の 道場で も 指折り 

わざ 

の 望み を かけられて いたそう でございますが、 その 技 


のために、 間違い をお 起しに なりました か」 

「はい、 好んで 術 を 弄 ぶつ もり は ございませ ぬが、 

いつものつ びきなら ぬ 義理に せめられて、 ついつ い 鞘 

を 割らねば ならぬ ようにな つ て 行きます」 

「なんにしても、 よくよくの 御 事情と お 察し 申します 

そういう わけでした ならば、 こちら は 閑静で よろしう 

ございま すから、 ゆっくり 御 逗留なさい ませ」 

「はい、 お 言葉に 甘えまして しばらく かくま つていた 

だきたい と、 それ 故こう して 不意に 参上いた しました」 

「よくお いでに なりました、 いずれく わしい こと はの 

ちほ どお 伺いいた しましょう。 では 伊津 丸の 病 宋へ御 


案内 をいた しましょう」 

と 言 つ て 銀杏 加 藤の 奥方 は、 立 つ てこの 美少年 を 案内 

して、 病床に 親しむ 自分の 弟の 座敷まで 連れて行 きま 

した。 

八 畳の 一 間、 そこに 静かな 敷物が ある、 部屋の 飾リ 

も 落着いて、 卑しげ がない。 

ひげ だいもく 

正面に 「南無妙法蓮華経」 の髯 題目の 旗が ある。 

いつまる 

r 伊津 力 ，1 

「はい」 

「梶川 様が 岡 崎から お越しに なりました」 

「おお 梶川 殿」 


と、 寝返り を 打とうと する の を 押 止めた 梶川 は、 

「そうしてい らっしゃい、 あなたが そんなに 御 病気で 

休んで おられる という こと を、 つい 存じ ませぬ 故、 お 

見舞 も 致さず、 失礼しました」 

「いえいえ、 失礼 はこ ちらの こと、 こんな 意気地の な 

い 姿 を 人に 見られる がいや さに、 どちらへ もお 知らせ 

をし ませんで した」 

「それ は 御 遠慮深す ぎる、 ほかならぬ 拙者に だけ はお 

便り を 下さっても よかろう ものと、 只今 も 奥方の 前で 

それ をお 怨み 申して いました」 

「有難う ござ います、 同じ 怨み はこ ちらから も 申さね 


ばなります まい。 それ は どちらに 致せ、 今日はよ くお 

越し 下されました」 

「いや、 よくまい つたと 申し上げ たいが、 実は 只今 も 

奥方に 申し上げました 通り、 余儀ない わけで 人 を 討ち 

果し、 それが ために 岡 崎 を 立 退いて まいりました」 

「おお、 それ は それ は、 大事で は ござれ ども 武士の 意 

気 地、 やむ にや まれぬ こと も ござりましょう。 どうし 

てまた、 人 を 討たねば ならぬ ようになりました か」 

「自分で はいらぬ 腕立て を 致す つも リは 更に ござらね 

ど、 事情が おのずからそう なって は、 ぜひ も ござらぬ」 

「貴殿 は 天性、 術に 長け ておいで でした、 その 術が 貴 


殿の 幸か不幸か を齎す ことになる とはいえ、 こうし 

て 病床に 親しむ 吾々 に は、 そのお 元気が 羨ましい」 

「いやいや、 客 気に はやって 身 を あやまら ぬよう、 父 

から も 堅く いましめられ、 自分ながら 心 を 締めてお リ 

ます けれども、 どうも 勢い 止む を 得 ませぬ」 

「左様な 儀なら ば 遠慮なく この 屋敷に 逗留なさい、 私 

も 良い 友達が あって、 心丈夫」 

「まことに 御迷惑の 儀と はお 察しいた します が、 暫く 

おかくまいが 願えれば、 それに 越した 喜び は ござ リま 

せぬ、 只今、 奥方に も そのお 許し を 受けました」 

「ここ は 離れて 静かな ところで すから、 隠れて いるに 


はく つ きょうと 思います」 

「それ は それと しまして、 貴殿の 御 病気 を 一 日 も 早く 

治したい もので ございます、 そして 昔の ようにお たが 

いに 竹刀 を 取って 稽古 をして みたい もので ござる」 

「いや、 それ はもう 望みが 絶えました、 立って 歩け る 

ようになれば、 それだけで 本望 だと 思つ ており ますが、 

多分 それ も 叶いますまい」 

「なんという 心細い こと を おっしゃる、 まだまだ、 お 

たがいに 元気い つばい、 こうして 拙者が 傍に お 附き申 

している 限り は、 拙者の 念力 だけで も 丈夫に してお 目 

にかけ ます」 


「そのお 言葉が 何よ リ 心強く 感じます。 実はこう して 

永らく 病床に なやんで いるよ リ、 ど こぞ 湯治へ でも 行 

けと すすめられて おります が、 湯治に 行こうと いう 気 

にもな リ ませぬ」 

「はは あ、 湯治 は 悪くありません、 次第によ つて は そ 

の 湯治 先まで、 拙者が 附 いてまい つて あげても ようご 

ざ います、 そうすれば 拙者の ために もよ いと 思います」 

「いやいや、 貴殿のお 隠れな さるに は、 かえって この 

屋敷が ようご ざいます、 この 屋敷に ありさえ すれば、 

決して 人の 手に 捕われる という 心配 はあり ませぬ」 

「いやいや、 拙者の は 国 を 立 退いて 来たと は 申せ、 実 


は、 武士の 面目の 上に 止み難き 事態で ある こと は、 藩 

の 者 も 皆 判って いる 故、 さの み 恐れて 隠れ 潜む 必要 は 

ござり ませぬ、 表面上 謹慎 を 表して 立 退けば それで 済 

むので ございます」 

「いずれにしても 御用 心に 如く はなし、 ゆつ く リご逗 

留 なされよ」 

「奥方 様」 

と、 梶川は 奥方の 方に 向いて、 

「拙者 は 隠れ 潜んで いるの がよ いと は 申せ、 伊津 丸 殿 

はこうして 永らく 一室に おられて は、 お 気 も 屈し ま 

しょう、 湯治の こと はよ い 思いつきと 存じます が、 も 


し 湯治に おいでな さるのに、 お 手不足で もあるなら ば、 

及ばず ながら 拙者が おとも を 致しましょう」 

「それ は 有難う ございます。 実は 信 濃 の 国の 白骨の 湯 

と いうの が、 たいそう よく 効く という 話で ございます 

から、 それへ、 この 子 を 連れて行って みょうと も 思い 

ましたが、 何 を 申す にも、 時 も 時、 所 も 所、 私たち だ 

けで はどうす る， J ともで きませ ぬ」 

「はは あ、 白骨と は どちら か 存じ ませぬ が、 そういう 

次第なら ば、 拙者が 喜んでお ともを 致しましょう、 ど 

うです 伊津 丸 殿」 

病人の 方へ 向き 直リ、 


「湯治に 行く 気 は w ざり ませ ぬ か 」 

と言われて 伊津 丸 は 天井の 一方 を、 涼しい 目で じっと 

見詰めながら、 

「湯治に 行く より は、 私 は 肥 後の 熊 本へ 行きたい ので 

す」 

「はて、 肥 後の 熊 本」 

と梶 川が 小 首をかしげ るの を、 奥方が ひきとって、 

「肥 後の 熊 本 は 先祖の 地 だとい うこと で、 この 子 は そ 

のことば かり 申して おります。 同じ 湯治 をす るなら ば、 

ふもと 

肥 後の 阿蘇山の 麓、 また 同じ 死 ぬるならば 熊 本の 本 

妙 寺の 土に なって、 御 先祖の 清 正 公の 魂に すがりたい、 


なん ぞと 口癖の ように 申して いますから、 いつも それ 

を わたしが 叱って おります」 

「はは あ、 伊津 丸 殿 は 拙者と 共に 道場 通い を 致した 時 

も、 よく 左様な こと を 申されました」 

「はい、 この 子 はどうし たもの か 肥 後の 熊 本 を、 先祖 

の 地、 先祖の 地、 と 言います けれど、 本当に 先祖の 地 

は、 この 尾 張の 国 だとい うこと が、 どうしても 分らな 

いで 困ります。 すなわち 御先 袓清正 公 は、 ここから ほ 

んの 地続きの 尾 張の 中 村で 生れ、 そうして あの 尾 張 名 

古 屋の御 本丸 も、 清 正 公一 手で 築き 成した もの、 清 正 

公の 魂魄 は、 肥 後の 熊 本より は、 この 尾 張の 名 古屋に 


残って いると いう こと を、 よくよく 申し聞かせても、 

どうして もこの 子に は その 気になれな いようで ござい 

ます」 

「それ もそう かも 知れ ませぬ、 世間の 人 も 加 藤 清 正 公 

と 申せば、 肥 後の 熊 本 だと 思います、 清 正 公の 魂 は、 

かえつ て あちらに 止ま つ て おられる かも 知れません、 

それが 伊津 丸 殿 の 心を惹 かされる 所以 かも 知れ ませ 

ぬ」 

と梶 川が 言った 時に、 病人 はちよ つと 向き 直って、 

「わたし はや はり 肥 後の 熊 本が 、なんとも 言えず 慕わ 

しい、 梶川 殿、 どちら かなれば、 わたし は 白骨より は 


熊 本 へ 行きたい、 なんと 熊 本 ま で 私 をお 送り 下さる ま 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「お送り 申す は 容易い ことなれ ど …… 」 

その 時 奥方 は、 キッと 襟 を 正し、 

「 伊津 丸、 お前 は それほど 熊 本 へ 行き たいならば おい 

でなさい、 私 はいつ まで もこの 尾 張の 国に 残って おり 

しゃち ぼ こ 

ます、 御 先祖の 心 を こめた、 あの 金の 鱸 の ある 尾 張 

名 古屋の 城の 見えない ところへ は 行きた くありません 

死ぬならば 尾 張の 国の 土に なりたい、 熊 本 はわた しの 

故郷ではありません」 


六十 七 

あずみ  こお リ  おお 

信 濃の 国 は 安曇の 郡 の 山 また 山 —— 雪に 蔽 われた 

番所 ケ原 を、 たった ひとりで 踏み越えて 白骨 谷に 行く 

と 広言した 弁 信 法師、 ふと 或る 地点で 足 を 踏みと どめ 

てし まいました。 

「おいおい、 寒い 時 は 山から 小僧が 飛んで 来る もの だ 

ぜ、 今時分、 逆に 山 入り をす る 小僧が ある もの か」 

どこから ともない、 嘲笑 罵声 を 聞き流して 耳 を 傾け 

た 弁 信 法師 —— 

「おや、 私 一人ば かり かと 思いました この 道に、 うし 


ろから お呼びに なった の は、 どなたで ございます。 

え？ 何と おっしゃる、 白骨 谷へ 行く の は 止めに 致せ 

とおつ しゃいます か。 はは あ、 それ もそう で ございま 

すな、 私 も 今と なって また 心が 変り ました、 最初の ほ 

ど は 白骨へ、 白骨へ と 引かされる 心 持に なり ましたが 

今と なります と、 どうも 白骨 谷が 空に な つ たように 思 

われます、 私が 逢いたい という 人、 私が 尋ねたい とい 

う 人 は、 もう 白骨 谷に はいない ように 思われて なリま 

せん。 はて それで は どこへ 行った とおつ しゃる のです 

か。 左様、 それ は 私に も わかりません、 ただ 白骨へ 行 

こうと いう 気が 抜けました、 白骨に はもう 私の 尋ねる 


人 はおりません、 そこで 私 も 雪の 中 を 艱難辛苦して あ 

れ までまい る 必要がない ような 心 持に なりました」 

弁 信 は 天の 一方 を 見つめて、 じっと 考え込んで いま 

したが、 

「さあ、 そうなります と、 わたくし はこれ からど こへ 

行った もので ございましよう、 十 方に 道 はありと は 申 

せ、 わたくしの 行く ベ きと ころ は どこで ございましよ 

う、 白骨で いけない とすれば、 再び 甲 州の 有 野 村へ 帰 

リ ましょう か。 わたくしが 有 野 村へ 帰りました とて、 

もう わたくしの 為すべき 仕事 は ござり ませぬ、 伊太 夫 

殿の ために も、 お 銀 様の ために も、 わたくしが 帰った 


ことによって、 いささか も 加える こと はでき ないよう 

になって おります。 それで はいつ そ 月見 寺へ 帰り ま 

しょうか、 あれ は 白骨 谷が 空なる よりもな おさらに 空 

な ものに なって おります。 さあ、 左の 方 木 曾路へ 迷い 

入って、 あれ を はるばると 行ける だけ 行って みまし よ 

うか、 やがて は 花の 九重の 都に 至り 上る こと はわ かつ 

へ いばこう そう 

ており ますが、 天子の 都 も、 今 は 兵馬 倥偬の 塵に 汚れ 

ている と 聞きました、 その 戦塵の 中へ、 かよわい かた 

わ 者の わたくしが 参つ てみ たと て 何に なりましょう。 

それならば はるばると 摂津の 難 波、 須磨、 明 石、 備前、 

備中を 越えて 長 門の 下の 関 —— 赤間ケ 関、 悲しい 名で 


ございます。 寿 永の 昔に あの 赤間ケ 関の 浪の 末に 万乗 

の 君が おかくれに なりました、 その 赤間ケ 関の 名 は、 

ほとんど 日本の 国の 終りの ような 響が いたします。 で 

ございま すが、 そこまで 至り 尽 したと ころで、 どうな 

りましょう。 海 を 渡れば また、 四国、 九州の 新しい 天 

地が 開けます、 有 明の 浜、 不知火の 海、 その 名 は 歌の 

ように わたくしの 魂の 糸 を かき 鳴らします けれども、 

現在 そのと ころに 至れば、 わたくしの 魂 はずたず たに 

くずお 

裂かれて、 泣き 崩 折る るより ほか はな かろうと 思われ 

ます。 それから 先、 海 を 越えて 支那、 朝鮮の こと は 申 

あ わ 

す もお ろかで ございます。 さて それなら ばい つ そ 安房 


の 国へ 渡って、 再び 清澄のお 山に 登る、 そこで 心 静か 

に、 心 耳を澄まして はどう かと おっしゃる、 そのお 言 

葉に は、 道理 も、 情愛 も ございます。 まして、 わたし 

なじみ 

が、 唯一 の 幼な 馴染で あると ころの、 あの 清澄の 茂 太 

郎も、 今 はまた その 安房の 国に 帰って いる こと はたし 

かで ございま すから、 お前の ために は 安房の 国へ 帰る 

のがい ちばんよ ろしかろう、 とおつ しゃって 下さる… 

…それ はまこと に 有難い 仰せで は ございま すが、 私が、 

そもそも あの 清澄のお 寺 を 立ち 出で ました 時の 心 をお 

察し 下さいます 方 は、 それが どうしても できない こと 

だと 御 承知く ださる と 考えます。 出家の 身 は 一 所不住 


と 申しまして、 一木の 下、 一石の 上へ なりと も 二度と 

は 宿らぬ 願いで ございます、 ああして 身の 不徳 を 恥じ 

ながら 清澄のお 山 を 下った この わたし、 どうして また 

あのお 山に 帰る ことができましょう か。 まして、 人情 

ぼんのう 

という ものの 煩悩から 全く 脱し きれない 貧 道 無縁の 身、 

あちらへ 帰ります と、 見る もの、 聞く ものが、 みな 人 

情の ほ だしと ならぬ こと はなく、 この 玉の緒の 絶えな 

ん とする ことほ どの 切な さが、 幾つ 思い出の 数に のぼ 

リ ましょう、 第二の 故郷で ある 安房の 国へ 帰る こと は、 

第一 一 の 煩悩の 種子 を 蒔きに 行く ような もので ござ いま 

す。 わたくし は 安房へ は 帰れません、 清澄のお 山へ は 


戻れません …… ではせ つかく 来た もの だから、 空で あ 

ひ 

ろうと もなかろう とも、 惹 きつけられた 力が 絶えよう 

とも 絶えまい とも、 最初の 目的 通り、 一 旦 その 白骨 谷 

へ 行つ て 見て はどう かとお つし やる のです か …… それ 

もそう でございます、 わたくし も 今 それ を 考えて いる 

ので ございます。 さいぜんまで、 あれほど 痛切に 呼び 

かけた お雪 ちゃんの 声が、 いま 私の あたまに 響かない 

の は、 あの 子が もう 白骨 谷に はいない 証拠 だと、 それ 

で わたくし は 一時が つかりし まして、 それが ために、 

きびす 

せっかく これまで 来た 踵 を 返そうと いたし ましたが、 

しかしな およく 考えて みます ると、 たとえ、 お雪ち や 


ん という 子が 現在 あそこに いないに しても、 最近まで 

あそこに いた こと はたし かで ございます、 ですから あ 

の 子の 最近の 便り を 知る に は、 やはり 白骨 谷に 越した 

ところ は ございません、 ともかくも 白骨 谷に 行き さえ 

すれば、 もし あの 子が いないと すれば、 どちらへ 行つ 

たか、 それ は 必ず 分る はずで ございます、 やっぱり わ 

たくし は 力なく も 白骨 谷まで まいりましょう。 むろん 

今の 心で は 白骨へ 行って、 そうして、 わたしが、 ほつ 

とそ こで 一 息つ いても、 やれ うれし やなつ かしゃお 雪 

ちゃん、 と 呼びかける こと はで きないに きまって いま 

す。 それから 先、 どこまで 行って、 どこで、 誰に 逢え 


るか、 ちょっと 分ら なくなって しまいました。 です け 

れ ども、 やはり 一旦 は 最初の 目的 通りに 白骨へ 行く の 

が、 この 際、 いちばんの 順路 かと も 考えて おる ので ご 

ざ います」 

と 言つ て 弁 信 は、 力なく も 足 を 運ぼうと しました が、 

ほうねん あたま 

また 急に 法 然頭を 振り立てて、 

「え、 わたくしに 待てと おっしゃ います か。 待てと 

おっしゃい ますならば、 いつまでも お待ち 申して おり 

ましょう、 数 ある 人間のう ちで、 行方 定めぬ やせ 法師 

の わたくし を、 特に 見込んで お呼び止め 下さる あなた 

様に、 浅から ぬ 御 縁 を 感じます ものです から、 静かに 


こうして お待ち 申し上げます 故、 お急ぎな くお 越し 下 

され ませ、 白骨の 道 は 険しう ございます  決してお 

急ぎに は 及びません、 わたくし を 雪の 中に 待たせて 置 

いて、 というお 気兼ね は 御 無用に あそばし ませ。 今の 

わたくし は 引返して、 そちらまで あなた 様 をお 迎えに 

出る 力 こそ ござり ませぬ、 止まって お待ち 申し上げる 

ぶんに は、 いつまで でも、 日が 暮れましても、 夜が 明 

けましても、 月が 終りましても、 年が 経ちましても、 

一 生の 間で も、 ここにこう してお 待ち 申して おります 

る」 
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